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新年互礼会挨拶

新年お月出度 うごぎいます。本年は稀 にみるお

だやかな¬ 柔で■ヶ口を過すことが出来 有難い

きわみでごぎいます。それけ本曰ご参集の皆様の

お顔 に現われておりまして御同慶の至りでごきい

ます。

しかし四囲の状勢け,続 いで陰鬱であり景気転

換も名のみと云 う感でございます.特 に麦いられ

ますのは桐生市の活力の円題であります.こ れを

身近かな数宇からみても人口、■産高等について

は大口に抜かれ 悪 くすると伊勢崎の風 ドに立つ

惧れなしとしません.こ れはh・l生市民の保守退嬰

のえめでなく主 として部市の立地条■が然 らしめ

るとみられるのであります。即 ちそれは山紫水明と

裏腹 に平地が少 く、山の麓 ‖の岸まで人家がひ

しめいて工I_H拡大の余地が全くなくなった点であ

ります.

我々は決して夫企業の誘致を考えでいるのでは

ありません.■ lな地場産業を■って不死身に生

きのびて来たl・生市であります.こ の地場産業の

活力の振興を噺うのであります.し かしそれも昔

のま の■細産業で|よ■きられません,や はりそ

れなりの企画や設備が必要でしょう.い まそれを

やる即ち時流にのれる設備にする■地がないので

あります。それに衣食住と云う二人生活要素の―

つである 「衣Jの 繊饉産業が成り立たぬと云う害

はないと信じます.そ こでまずt地 を獲得するこ

と力洗 決間題でしょう.埋 立て ,ヽ駆くずしも不可

能の地形ですから 口T村悧■しか考えられません.

普 「笠懸野Jと 云われた赤城 麓 渡良瀬扇状地

帯の夫問  々 笠懸オ|の令併力,菫まれるのでありま

す.

二れについて終載直后から動き出しております

が未だ一歩も前進しません.本 口市長きん、代議

■さんご″」

"を

ntにしてこのようなこと中し上 デ

たのよ人オLと存じますが ハ ′キリ去わなければ

ならな| 破ヽ目になったと存じます.

理事長 前 原 勝 樹

即 ら市長さえは四期 代議士 さん よ+7qtt i l

数年ご在任でごぎいます.し かも長谷月げヽ 巌十さ

んは人間々ご出身で、桐生で立たれてぃられる方

です.こ れらの方々のご努力でも出来ないとする

と これはもう行政にも政治家にも委かせておけ

ぬ事態と存 じます.

聞 くところによると我力洲可生倶栞部の前身 ●あ

る|●1生懇話会では地域のオ業経済文イヒ教育等の推

進力となってこの桐生を建設 したとl・lっておりま

す。そこで理■長の名を汚しておる小■としてt,

ただ、頬かむりでは過ごせぬと感じ このような

失礼な暴言を吐くに至ったのであります.

しかし桐生倶栞部自身は政治活動は出来ません.

それならばこそ小上の

'1き

力
'興

事長に納っている

のであります.そ こで倶楽部社員 皆様の声を・l

,て市長きんや代譲士さんを

"J戦

してゆくより他

はありません.そ のために|ま趣味の委員会ばかり

でなく 桐生市企般の問題について討論十ろ機関

をもちたいと思います.例 えば定Illに弦 談会J

をもち ここであらゆる円題を論じ、それを 「会

報Jに のせて広く配布する等の方法であります.

この点なに分の配慮をねがう茨第であります.

もう一つ悪 で よありませんが私が■末‐F望し

ている点よ゙―つありよ十.そ れよ桐生市lt支イヒ系

人文系の夫学が|工しいと云 うことでありま十.理

科系には立派な群大T■ 部がF・りす直ltのr旨淳者の

夫半がそのご‖1身でごぎいます.

しかし理学の方々ま「物Jを ■心としで社会を

祝る預向が‐,よく 文学出身者 ま「人Jを 基本と

してllの中を考える面が強いと存じます.私 |ま理

学の指導者ばかりでなく広く人問を捕える文学の

指導オが必要と思ぃます.

社会の進歩、人類の幸福の根源は実に教市に存

することにご梨論はないでしょう.桐生に文科系夫

学を創っで―見ムダメシ食いのような哲学科 文

学Tlを講じてもらったら1可生の風格は |り 民生
ゆたかな故郷が■れるのではなぃでし■うか。こ
/rような運動力桐 生供茶部から産れることlrlI"

する次第であります。妄言多謝。
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司会 小池 ・書上

1月30日総会終了後 桐生倶楽部新春放談会を

二階広問で行なった。時問の関係で 桐生市の将

来などについては話が進まず、専らクラプの在リ

方について活発な発言があつた。

桐生市の問題については 会報36号昭和58年8

月号座談会記事を参照されたい。

前原理事長 ロータリーやライオンズも桐生 クラ

ブの会員から出発 したt,のです.わ れわれ ま二の

ヨつジナルな精神に戻 ,( 桐■発展の原動力と

なりたいと願つ (お ります.

二うした意1味で皆 きんの仰白山を発言 をいただ

きたぃと思います.ま た いを許 した遊びの会 とし

てのタラフ|[対しても活発な掏意見を期待夕 しま

ケ.

平野扇1理事長 クラブの総会|まいつ|,1号 室でや

,ておりますが、今回 ま参会者が多く この 2階

の広F・lでやることになリカ強 〈感 じている次第で

十。 しかし会員の数は桐生の産業の盛東に関する

ことでありますので この方の増加についても告

lfの御協力|■よりまして増強 して参 りたいと考え

ております.ml・ ヵ下 さい.

今年のIFl年互ネL会|まいつになく活発な意 見が交

わされましたが 平素の会合においても常に皆様

の意見が反嗅 されたものでありたいと願っており

ます.又 クラブの会報も委員会の努力により内容

もよくなって参 りましたが これ

`,告

様の:舌動の

場 としてますます御利用厳います。

せ く正円の扉が腐食甚だしく新 しくする予定で

す.経 費は22万P]の予定ですが御了承瞑います.

司会 まず友切りにどなたか.

辻 近 ごろ会費力報 行振込み詢r・になったが、=

卓場 などの関係で市の中心辛「まで来るのは夫変で

ある.trl宿方面にt,銀行を指定して貰いたい・

―この

`に

ついてはその後担当理事|=より検討中

相生方面|,力「えて捐tす る子定である
`―

人災保険はその保償額はいくらになっているか.

平野扇1理事長 1億 7α}万円であろ.現 在の建物

に大休見合つた再取得価I.にな ,(い ろ.

早川 餃員の退r・I今詢1度について考えているか.

平野副理事長 最近その手続をしで加人じている.

早川 クラブは+は 権咸があつた.会 議所もttに

ノンポリになった.理 事長が市長と.I.し今えるよ

うな権成た丼つて貰いたい
・

今年tr春互札会の
'里

事長の発言よ意義があると

思う。

斉藤(喜)総 会報告の最初に部屋の使用flが出て

いるのはどうか。クラブよ貸室業ではない.玄 く

して一般市民にも開抜すべきである.足 らないと

ころは会員がI.せばよい.月 茨会費
`ど

もおかし

いと思う。

一報告書の順
'字

は改めるべきで″,ろう.し かしこ

の´ま核ぎ高というより年F・lの文化活動の実績を

示したものとliすべきである。吉は小数有力者の

高額負担という時代もあったが 今は誰でも入れ

るように負rlも軽〈し ●用者は一部に受益者負

IIという考えも力1味されて来たようである.―

斉藤(喜)東 洋軒についてはクラ‐41,年史に出て

いるが 設立頭初ば独立会.lの71会社として出発

じ当時群馬唯 ―の洋食レストランであつた.
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その後面倒がみきれなくなり全lI式を無償で中
村氏べ 任したものである.

タラブとしでは飲食できると二ろが必要なので

はないか.二 階広問の中英にロータリーのマーク

人りのIlがおかれてぃるのはいかがかと思ぅ.

前原理事長 陶意見の遁りで会館の推|キとぃぅこ

とは重荷ともなってぃる.ロ ータリーやライ十ン
ズ|よ会館 まない.ア メリカでは持っでいる.会 館
を持つことを誇りとし、貸■もそのため一層努ヵ
しぐゆきたぃ.

奈良 当会絆は文イヒ財としても重要であり 市民
の誇りとしで残してゅさたぃ.安 くしでなるべく
多くのボ中Hに■したぃ.

曽我(中央信全)毎 月ょぃ集りに出させでいただ

き感謝しております.た だ葉る人が決.,ているよ

うに思いますので 多くの人々にまず参,1するこ

とをおす十めしたぃと思いま十.

島 青藤j・より設 t当時の計があったが そのこ

ろはかなりの情熟があ ,た.勇 気をもって初,ぃに

かえることが大tlだ.正 月は活気のあるIl礼会だ

ったが、,望事会の発言にさらに平素の積上 ,が必

要である.空 念仏に終 らないようにしたい,

理事長のi唱 で2o名くらいの委員会を作つ、ク

ラブをどうすろか,月 iす論をしてはどぅか。半年
ごとに理事会でまとめてゅくょぅに十る.

前原理事長 JF月 の発言についでは特に計画はな
い. しかし 般会員力らこのことめヾ出ると思った
ので今日はカゼをおして出席した.部 会蹴 で市

政談話会のようなものをやりたい.し かし政治的
には動けないのではなぃか,

司会 この■については理事会で検計の上発晨き
tIてゆきたい.

時間があと30分くらいしかありませんが 茨に

桐生市の在り方11ついて少々おl・Dいきせてぃただ

きます.

早,‖ クラブは英回流でスタートしてぃまりから
なじめない点|,あったと思ぃます.

戦後は500円会費で20人ぐらいでしたか 欣談

会をやったものです.金 木屋のおばあち十んも会

員でした.ゲ ストにはぃろいろな人をよんでやり

ました。当時それなりの影響力を与えました.
これからは為政著に反省を与えるような権成の

ある集りにしたいものです.n●l生に|まこんな気分
がうちに燦えてぃると思いま十。

理事長|"令で市泄 で十から是非こうした葉 り■

.l画してぃただきたぃ.今 回の東,千軒ll題にして

t,40回を超 える葉 りをや り絡論に淳いたェネルギ

がヽこのクラブにはぁるのです.

米田 第 1部 に戻ってしまって恐摘首なのですが

1つ だけクラブに要望がございます.

現在タラブの行事としで毎月 2名 のI里,さ ん●

担当して月ス会を行なっでおりま十が これ ま人

変民主的で結構 なのですが このような月 ・
‐
会と

してローティシ.ン を果すことは不 十分な点があ

ると思います.数 ヶ月を要する案件の

"討

などに

対処 するため 専務理事 常務型 I. 又は総務l「

当理事 を設|ナで理 事長 高J理事長 を●わきす連■

ナる要があると]ォ,れ輩i.

司会 この件につ きまして|よ理事会で検討中であ

ります.本 口提案がありました討論会の運● I.

会の立案など今までの理事会に欠けた部分 を捕充

する意味で立案攻 t(お ります.

次に市会の方から飯日きんどうぞ.

飯口 早
"さ

んのいわれたようにこの種の集 りま

えでし(ノ シポリになつやすい.政 rHAIよタブーの

傾FuIにあります.し かしこれは間違いだと思 ,て

います.こ れは アメリカの lっ の[デ ルから来て

いるのでしょう.ア メリカ =は 2っ の政党 共ボΠ

党と民主党 しかありま●ん.従 っで意兒をいうと

すぐ闘いになりますので会合の上きは論争はしな

い風習がありまナ。

しかし日本は多党化 して政策|,つかみにくい.

何力沖 念か実態かわから4い 状態で十。 どしどし

話題を出して結構 なのです.

オサ 技lfJ力洗 達 して来たので lfOけば誰でt,t

派な車が買えます.し かt道 をとうするか これ

が政治の重要を課題であると思います.

只今桐生市の財政でひ配になること|ま385億 に

■
'起

債の発行残高があり、ナし方交付税 もきびし

い状況 にありま|.厚 生病院の改築にしても、]00

億以上かかり人変に□難な円題です.

このような件につぃでも効ネIJな貫破 運■につ

いで皆様の御討議をいただきたいと思ぃます.

今日のような会oは 勉強になり人変に有難ぃこ

とですので今後もいろいろ御意見を聞か■てぃた

だきたぃと存 じます。

木島 またタラフの問題に偏 りますが、先ほど斉

藤 きんより貸室業ではないとい うお話でしたが

lIは週に2、 3同 来ておりますのでこのlo年間で
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2500可 くらい来たことになっておりま十.

クラブをアットホームの場 ■するにはどうした

5よ いかですが まず飲む設備がをいということ

で す.タ バコ販売機はないし クラブ同辺にタバ

コ屋 t,なく大変|■不便 しております.

コーヒーの自動lFt売機なども設備 して貰いたい

ものです.

つ ぎにタラブの会員 ま人会すれば あと まl■lで

ちやってくれるというお気持の人が多いようです

が 白分が参lllして何かやるというアクテイブな

面が必要だと思います.

また政治的 商業的方面には一般に貸きないこ

とにな ,ているが 疑わしい場合もあるようです,

この辺の見解 ″聞きたい.

平野副理事長 タパコは事務iに ヽ備 しておいた

時もあつたが、小銭がないので後で払 うという人

が多く いつのまにがタバコがなくなってしま■,

た.収 売機 も検討中であるが 一定の売 Lげ が

`
いと設置 して貫えないという熊1約がある.

コーと一|:ついて|よ具体イヒできそうで話 を進め

ている.玖 治 収売活動方面に よ部iを 借 きない

力針 [ついて|まこれに従 うことにな フてI・ります

がなかなか判別しにくい場今tあ り慎重lι対処 し

てゆきたいと考えてr.ります.

水道の件で報告してI・きま十が、過 日半月で水

道料が2万 かかつたことがありましたが、クラブ

の水道管が全般に老オ

'イ

ししで漏れていることがわ

かりました.只 今Irlしく管を,1にひいて処置 じて

おりま|.

またタラブの変■についでは会員全員の御llカ

を得まして無事 [先了しましたことについて、改

めて感謝中し■ |ます.

今のところ会費H値 上

'し

ない方針です.

園口 えほどの火災保険||の保偵額ですが 建物

力ヽ 700万 11署 が2000万 ,言 1億 700万円 と

なっております.

コーヒー販売|ま具体イヒするため検言す中です,

司会 ↓後に|,∫か御意見はありませんか.

全谷 このような会令を2、 3ヶ llに一度 くらい

やりたいもので→.|・H題を1つ に技つて実 つのあ

る|,のにしたいと思います,

司会 今年|まF支の始めの甲子の年で ものい う

年です。1寺々 このような企画をしたいと思います.

クラブに関する意 兄が多かつたようですが、今後

,里事会の方のよい参考にさせていただきます.

本 日はまことにありがとうビぎいま した.

〔要約〕以■をまとめると次のようになる。

1 前原理事長の正月発言は賛成である.

2 会費納人銀行 を新宿 相生地区にも指■
‐
して

もらいたい.

3 タラブは原貝1として会費でまかなう.貨 室業

clまなヽヽ.

4 111会 に会費をとるのはどうか。

6 タバコ コーヒー、食事力■ きるよう 1せよ,

6 娯楽等吉のようlι党備 したら.

7 市民に公開無料にしたら。

8 積1立の精神 を生かし 市政等に苦言を呈|る

会であれ。

0 そのために懇談会 市政懇話会 1可生を語る

会のようなものを時々やる.

10 こうしたことを管理運営するため担当者を情1

度としておく.

11 "く問 [ロータリーのマーク付の

"lを

おくのは

どうかと思 う.

12 タラブの建Illl文イヒ財 としてガt久保存 して貰

ぃたい.

13 各行事に参加者が多 くなるよ う配慮 された

14 本日の総会が二階でできるようになったのは

嬉 しいことであつた.

(文貨在編著 lF当 藤江 書上)
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! !=7* l - .1t t rY:

昭和58年6月 5日  沼山峠にて

沼山峠より水芭蕉の花咲く尾瀬ヶ原ヘ

大江川湿原にて

昭和58年9月 11日

曰光中禅寺湖畔西岸を歩く

昭和58年 5月 8日 新緑の鳴神山頂
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〔特 集〕

3月 も、中旬と云うのに窓越じの庭は雪景色で

す。今年の冬程、春を待ち遮しく感じることは、

ありません。

4月号に 「歩く術 の特彙をするので、菫目は自

由で今年魔の行事予定と何か歩く会についての記

事を●いて欲じいとの依顆ガあり幸した。

この原稿が活字となり、会報が皆様の所に届く

頃は書も盛りとなり、野山は花ぎかりで腋しかつ

た今年の冬を忘すれろ頃でしょう。

その頃 「歩く会Jも 幸節に合わせて、4月、 5

月、6月、7月 と各月のテーマを花を

"ね

て歩く

事にして居ります.

「歩く会」に今迄―度も,加 された経験のaい 方

で、いつも心には留めていろのχガ、なかなか重

い瞑が■らない人、又―=た 非

'加

してみたいの

だ力整 力、気力に自身がaい ………。と思ってい

る方々に 「歩く会」の内容の一靖を

"IH4致

じま

す。この特葉記事が r歩く」ことへの一つのきっ

かけにをれば幸いと息います。

自鶯に恵まれた襴生t実 感として喜こべう楽しさ

桐生市の周りは山々にかこまれています。

日燿日にでも、是非―茂長崎屋の屋上にでも立っ

で周囲を 3∞・見回して兄て下さい。

遺く赤城、榛名 浅間を望み、北の最奥に根本山

が望めます。その根本山を中心に左右に催美な山

なみが伸び大きく半円型にlTa生の市篠地を抱きか

かえて居ります。

根本山から向って右方向へ館凛、野峰の」J稜は、

仙人岳、前fl人から自葉峠を経て障子山から浅間

山の端で、桐生川に落ち込み、又その反対方向に

根本山から左に、三境、残鳴山から座間峠を経て

鳴神山に連らなる山蔵は吾妻山から書葉台に達し

小奮峠で波良瀬川l=違して居ります。

南には茶●山を■●́に人二子丘稜力慢 美な姿で

く 蒸̂

rf <*r EtE,\tt! * [ 清

毛里口村丸山宿まで違し、東南方面にはa 俣`の信

仰の山、石4山 、湯段山力哩 めます。

吾々が日々事す綺の中から山々の四李のうつろい

を眺めて、自然の素晴しさを感じるのも結構です

力ヽ もう一歩踏みこんで.そ の自然の懐に入った

時、自然は本当の美しき、素晴tき との出会いを

吾々に与えてくれます。

現代の醸しい社会の中で生きる人間にとって、

自然の中で、自然と対議しをがら過す日瞑日は、

翌週月,菫日活力溢れで仕事のスタートをする為の

最良のエネルギーを与えてくれます。

仕事●ILし い人種大切な事ではないかと思いま

す。

"生

饉豪椰 「歩く会」″生まれ5年 饉ちまレた。

「夕く鈍 は昭和55年 1月 第 1回 の例会を吾妻

山登山で始まりました。

今年で5年 日になります。 今年の2月例会 「大

関々妻書山から川内長尾根峠Jの 例会で第40回に

をり、今年予定通り例会が行なわれると12月には

第49回となります。

「歩く鈍 を設立する時に、吾々同好の志が集

って、どのような会にじようか″ とおじ合いま

した。色々を活発な意見が出たものを晏約じて、

世話人の一人である藤井竜人氏が 「歩く会の趣意

文」を作りました。この趣意文を根幹として、毎

月例会の企画をIIlんで居ります.

5年 前この 「歩 く会Jの スタートの折に皆様

の口手許に 「歩く会の設立趣意誉と初年度の

年関予定をFp刷 した一通の封●冽口いたと思い

ます。 「歩く鈍 への参伽 を1'び かけました。

その后、何回か会望及びいろいろな行事の折に

PRし て居りますが、改めてここで 「歩く会」の

PRを きせていただきます。
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と云う様な質円を良く贈きます.

お答えします.是 非今年から御参加下さい.

先ず

「歩く衛 は山登りの■キスパートの集りrlよ

ありません,山 岳会でも金山の葉りでもありませ

ん.tち ろん |=l・今り輩すが、ッFの道も歩きま

す.史 跡 文イヒ財|,訪ねます。

ll・■を■心にしで恵まれた郷■の美しい自然の

中、四季のうつろいを栞しみ、先人の残した史跡

文イヒを訪llる十と共に仲r.l同志の語らいの中、自

然保護の啓蒙を行う様な十力詮 画のⅢにl■まれ
`●ります.

「歩く会Jは 距離をlLべ `キ間■競う■|よしま

せん.い つのFl会でt, 初参加の人liペースを合

わせて言両し行動して[り ます.

体力に白信のない方 高齢の力ぐも一支是,1参力「

して見て下きい.(但 し始めての力|ま年齢を|.lわ

す 必●医,0の健康診断を,け て、医1市rrァドバ

イスむ受けて 「さい.)

「歩く会lは 原貝1として毎月第2曰ll に月17Vl

ぐ″っで居ります.市 タトヘの速

“

:Il夕Hまス体 桐

生倶栞詢,に午it 91庁から9「.}十ta集会 車に分栞

してH的 1也附近まで′iきます.昼 食を入れて午前

2時 間 午后 2● 間 大体午后 311f頃には 桐上

ll楽部に帰■,て米る■度tr歩き方,し てFり ま

|.

今年反t,8月以外●月言1画力ヽ Hまれで日ります

ので311までの御報告と4月以后の予定を術単に

お知らせ致しよす。参考にして下きい.

「歩く会Jと はどんな会ですか?

私にも参カロ出来るかしら?

どこへ申し込んだら良いのだろうか?

「歩く会」昭和59年度

行事報告と今后の予定

月初 ll会 (1月 8  参ヵ,人員 26名 )

悟 妻山より万が人へ J

―月初例会は毎年 年の始め歩 き初めとしで、

桐生人に一番規 しみの深い山 ■姜 |li登 るのが

恒 Flとなりました.そ の年 =よ っ(登 るJ― スを

変えで、それイれの饉きを来 七みま十.

今年は昭和55年 l H27 の第―L●l″J会以来 久 し

ぶ り [lnl祟山方而から頭り:竜人氏の石llのがコ月を

ききながら岩山に

'Tを

流 しました.

御減山からにll浴いにサ き トンビ岩から山●

への道は、 叶 日 す盛ん =な ,でスた市民の千妻

山今 |`il座 通 りのIT 4販わいです.

山頂からにlFを西の方Flへ市準台までの従i路

がありま|.始 め忠な下 りですが i,ば かり少さ

なピーケを越えると肯,かな気持良い雑ホ林の広い

尾根となりま十.肯 葉台への中■あたり従t」
`σ

)

足t,とに  基|●ィ,■が日にとまりま,.

そ二から左に尾根道から7」れて ドリます.斜 而に

ついた道は だムだん広くなり万が入りの谷に入

る嗜は巾lm以 :の良い道と

`り

よす.

1可■市l ll=こんな静かな所があ ,たのか?と 思ぃ

たくなる様な素叶しぃ谷●|.大 きく山ひだの

うねりに合わせて若に折れ、上に山る道が、児町

最lllのl■宅がHの 前に現われろと 二の山歩きも

終ります.晋 ′公鳳から古!均 ■登つ 万が入り

の谷 [「■で1足‖「に出て、 又水道 |を越え( 吾

妻公闘のTa車場ま●戻 ,(も  3111岡 あれば 充

分を日1覆|I Itt r連 1́で歩|するハイキン′J― ス

`十
.

二月
`l会

121l12  参

“

人員 1名 )
「高||●え吉 から,内 長tll峠 へJ

2月 は L電西桐■IFに渠合 上■ =栞 ,こ ホ

城駅まで行きました.丼 段車社会の中
` 

アクせ

ク ' ブー やっ(い る■々 =と ,て =■ に

栞るだけでITヵルじ,な ゴみます.

夫間々の事通りは、腱しぃ′並み力
'“

いてFり

ました.小 ■■の崚 「ながめJに 力達と′テ,たtB

のよがIい 出される様な裏返りでした.

封津■嬌畔 要=Jに 登る道 よガードレールと
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舗去された車道 ■F倒 きれながら 数の|卜を:n々

と雑木林の中に見えかく′■し(Fま した.

山頂まで、ひと息で登ると眼下に高津■峡 と大r・l

々の街力響 めます.赤 城は蘇 の中に見えません

でした, 1頂 は 城跡の名残をとどめる違構 要

吉 II社 、lt羽談贅の+山 亭の碑 石口、と憩 う薔

々に盟沢 な見学する所があり、何+年 ぶ りかの

要常 ||よ、な力なか築 しいものとなりよした.

山頂から念々雑本llの中に残雪 を踏んで尾lll歩

きです.そ のL●から遠 く赤城 袈裟んの雪化粧 し

た峰々が望まれ 福同村 と口1内を分ける尾根 ま

複雑に入 り組み 道|まをく かすかな踏み跡 t,、

残雪に消 されて なかなか興ιヽ溢れる鍮 曹ぎの道

ぐした.該 を分け進みながら「アノチダ コ ′チろ

とルー トを探 し、陽だまりの尾根歩 きに額にうっ

す ら

'千

力■[じみ雪 から吹いて来るF91カ頭 に′●地

好 く感 じる低山独iな 葉 しさです.兄 時 しの1`い

所を選んでE食 歓談 し 福岡から、1内 呵に通 じ

ろ長尾根峠に2]キ近 く到帯 しました.楽 しか ,た

山歩きの終 り近 く長だ根峠から バス●への下 り

道は嶋神山から吾孝山への山脈を正面に望みなが

ら1内 口TI=下 る静かな峠道でした.

3月 例会 (3月 11口 参lll人員17名)

「早志の雑木 と梅 を訪ねてJ

年間|[画 をたてた峙は、今年こんな ι雪の多い

事は想像出来ず 3月 例会 ま梅口の残ら 1白幣宮

'計

L●しました.こ の大雪で計画変更 して肯1伸人

岳から観青 |への稜線 を歩 く

'に

なりました。

この日頂度中学■の梅回マラソン大会で賑 う

県立 7r子高校の所、小松橋畔から沢に入りました.

スグ急登で愛宕様まで10分.つ づいて40分の登 り

は雑木の楽 しい道でした.

前仙人岳から被音山への湾線はI‐林、杉林の中に

入ると20cm位の雪があり 桐土に居て高山の春山

を歩 く楽 しさを味わせてくれました.

観吉 1斜面の梅lIは今年 ま未だ花力哄 いていませ

ん ぐしたが 楽 しい 歩 きでした.

4月 何会 (4月 8日 r定 )

「桜が満開の大平山へ_

4月 ll会は桐生駅集合です.国 鉄で大平下の駅

まで行 き そこから歩 きます.

陸の松島 と云われる景観 静かな大平山神社 名

物の夫平だんご と近 くにいて、あより行つた事

のない人が多いと思います.桜 のイしの咲いている

時期が 番大平山の美しい]キ川です.

5月倒会 (5月 13日予定)

「赤城黒桧 と党満渕J

桐生倶粕 |に集仝して ■に分栞して出7εしま

す.進 中有料道路の下が新緑 達中花ざかり 上

が未だ木ノ芽どき、と植物の変化が見られる峙期

です。ホ城黒桧 への登りは、約 3嗜 問半位の登

,で すめヾ 1キ間をか
'て

ゆつくり壺りますから

病人で

`い
llり老■男女 どなたでも登れます。

6月 例会 (6月 10曰千定)

「山つつじの古峰ケ原J

前日・t高原 信仰の山 古峰ヶ原高原が
'山

、

●つつじの7LでIIに染まろ頃です.う ぐい→ ホ

ト|ギ スの声がこだまする中、一段と縁が濃くな

った山道にらltllllい汗を流しまし■う.

7月
"]会

 (7月 22日 1定

'「高嶺のイと 駒草を訪ねて串■元白根べJ

昨年|,企画して 残念ながら悪天の為中上とな

りました.今 年こそ よi非 苦様を案内したいとIL

話人―同張切 ,ていま
'.

梅雨が明サするか きわどい所ですが 僅か]0!位

のイとの命ぐす.そ のイしに合わせて例会 |の変更を

十る子tで す.

卓津―,よ賀有滲1道路σ)自IIJ山オ車場が歩き出し

の基点です.弓 池の端を通り山道サ1人 りますと、

ツガ シラビソ 白樺の森の中 木道が続きます・

おり返ると自根山・・自い狐得な山容 その后に横

テ山力漠 の自い=を バック|■望まれろでL夕 う.

30分位で森を抜けると 元FI根の口噴火 J群 が眼

前に広がります。これからは砂礫の道が抗きます.

その砂篠の中に点々と」ンタ色の優雅な花か咲い

ています.こ の花が草津・L自根でしか会う事の出

来をい駒卓です.今 年もきっと皆lfが来るのを待

っているでしょう.

「8月 は障71で休会です.J

9月 lll会(9月 9日 予定)

「lF本山J

何■でしたか、平野百」理事長力ヽ仏に言った事が

あります。 「本島君 私は桐生に生まれて 11生
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で産業にlt藝する人間として 一度Ill本山は 登

りたい山だ ,たよ ¨ .Jと .+Ff日 1理事長 =街

元気に一昨年 「歩 く会J“判 会 ●その猜rv8であっ

た 「根本[1登●Jを 果 しました.

今年も9月 に根本 1行 さを計両 して日 りまり.

,年 1是 り|′こ気に行かれる事 ″期行 tて います.

根本 は桐上に■ ,て

'な

る口Rl可 牛川のその

源です,桐 牛

"の
沢の最呵 沢の詰 ,た所 [その

雄大な |■ を誇 り冠,吠に東′I「仲びる山凄 よII・牛

‐
・地 を形成する扁の要とも云える所 iあ ります.

速い+ 工戸からの根本講が盛んだ ,た 」,を証す

T石 、澄篭、石段が苔むし 沢つ中 清冽な流れ

を、右に渡 りlTに1 んヽで今りま十.緑 tた たろIH

からは うぐいす やまがら………野 弓の声をき

きながら人自然の中に身 じ共に ド′ブリ■′lる■

せを感 じきせられます.

10月例会

`10月

14曰 ■定,

町 業の鳩行峠からだ瀬 ヶ原へJ

昨年はii原理 事長 千野冨J理

“

長 も参″,しで

福島県伸1 松枝峠から沼山峠越えで尾瀬沼べ行 き

ました.水 芭蕉 みねI.の咲 く頃で |た .

今年は姉菫なす ― 秋の尾瀬べ

'き

まし|う ,

バスで鳩待峠まで査 ります.峰 からゴ仏 をl_に

見ながらび)50分のゆるい ドリ道 ま 屁瀬でも―舌

=[準のテ しい戸iです.

山ノ阜から 木せ を東電小屋、t吉 小屋71分岐 ま

で■紅葉と、育い空流れるrlい雲を映す池清には

オtコ ウホネのrI葉が 一 .「嶼 の取は筆■ に尽

せぬ美 しさ ゛|.

今から茶 しみ =していて下 きい.

11月171会111月11日 F定)

「石尊 から場政 へJ

桐■倶薬部 「歩 く会Jで |ま●尊1 湯段 と

"リ々にlFl会を企画 tて実行 しました.

しかしこの石尊 場殿の両山はハイキング コー

スとしてツアーをすろ・・I最適です.

しかし IJ生 のI却 と背lιへを|る llI山で |の

で登 る時期 を送ばないと その山の■味が楽 しめ

ません.こ の両山は 「ドウダンソツンl力'紅葉 す

る頃が一番良い李節です.

お眸 りの小俣の霊 は 何百年も十地の人こ√)

信仰の山として■められで未ました.

その登 1道は ドウダンノツブカ満 我 きれ すばら

しい,■ と■に `1時 七[ぶ 石

` 

石1,が点在 t

て居 ります.山

"か

らの眺望は素皓 しく 晩llの

澄み切 ,た天気のF+よltl東+野 が 望 されま|.

]2月例会

`12月

,日 ■t,

昨年12月のlll会は 慈話会との合同で行いよt

た.桐 ■氏ゆかりの史跡歩 き●した.

積||1域 lljを:り 出しに 極原館廊まで 初冬の

・Fか い陽オ しの中 日重 ■でtヤ}まわ ,でいる吾

々が、見・tし
(い た工 しい梅Шの凪llに

“

彙ね 参

JIした人建 と栞 しく語 り合いながら 1キのrつ の

も忘れてサきました。今年も悪話会のメンバ と

相談 して楽 しい介 司企画 1行 いま

'の

●栞 しみ「

しでいて下 きい.

以上 1月 から311までは行事報告 ●4',か ら|よ

ニオl,ら の Ftを 簡■「:中し述べた訳 ●すが ど

う

`皆

々様の参力,をお行ちt(Fり ま十.

尚 歩 〈会|■参″,している方々■らの投稿 もこ

こにれ,載させて● きます.  (¨ i王 社長,

58年12月11曰

懇話会と共同で桐生の史跡歩き

(桧拘山城飾にて)
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[蒸≡褻彊]
郷土史勉強の手はじめ

村 田 豊 樹

金丼■輩のお言葉liIえ まして昨年,月 ll来

ヴィ
'タ

ーとして小学校 3年 の長男と■に
`歩

く

会|に 参加さ■てjlいて居ります.― |1年の幕 I

l・l生へ■「tで 来たばかりですので I・生の地理

や圧史につい(ま文字近リイiも左|,判らないので

すが 会に参,1させで頂いたお蔭で姉土地詰の知

識1晨収の瑞結とな ,て日ります.特 に 2■の梅回

散■では桐t氏 の成立から興亡の歴■を知ること

が出来人変興米i～いマ,のでした.長 ]:,'月 に中

禅寺 Il畔=20キ ロt,歩いたこと
`大

い t白信を付

けた様子で
'月

の会を人●栞しみにt(お ります.

会の″,との数 は5万分の lの地図|: 親子で
‐h

■寄11(の J葉 の |げを過」|こ とが出来ます.

本年t,素晴らしい企両が■り沢山で、栞 tみ ■

ておりま十.

すばらしき想い出
松 井 信 子

「あれがホロヽ Fで すよ.it方 に榛名 が見´るそ

のrlでひときわIく 苫えている山を1旨しでリーダ

ーの木島きんが教えて下きった.登  口た登り始

うろとまだ]月 ll●な・・に■が所 積々:,つていた.

途中鎖あり、よしごありの変化「l富んだ山道を

:嗜間=サ くと
'ヒ
較的簡単ll口頂に首いた.

えおろ十蔭の山 |々まイ[葉がまだあぎやかな也を

残しli嗜をり

`Ⅲ

る上うだ。右へと日を■1けれIF榛

名・lが水色にlLり ■く|■真自な,■間 がく ,ざ

りと見えた.秦 「背らtい景1短である.き つと吹い

(く る冷たい風に

'「
もかわき食べたお介当のおい

しか■,た二と.苦 さんと楽しく語り合t じヽといの

触れ合いの1寺でもあった.「 来てよか ,た.J

様々・
‐
都令で毎回は参Illできない私ですが次同

の参加七又楽しみに鼻●lまじりで山を下りてさた.

歩く会にご参カロを/
′lヽ 池 久 雄

今年 よ ■くjが 鷹った.

その故の運動不足′,'体 に 桐上イ具楽まI歩〈会 3

月
`1会

の 姜の尾lll歩きは実 il央適
`あ

,た.

参,]者はいつも・rjように20人足らギ 馴染みの

"が
揃う.倶 楽吉「からL■までタタシー [分栞、

小松情の東丘上から前■人との分岐■ 中|ゼ根

観■ まで23百 米の早■のだ根
"歩

く.

途中 中食休みも

'Ⅲ

て3時間イiの ■―ス.

歩く会は、この千呈■の誰で|,=■逆れで気栞に

歩■る来しい
' 

スを選んぐいる.

1証人 よ実 =綿密 iコース行詞べ′,ギているし

参11者全員にくばられろ資十いま コースσ)地図か

ら [史  文化|け 泄物の説喝よで載 ,ていて

これだ }r`,値打物だ.こ つ栞しい歩く会に社員

の皆きたの参加″おす十■したい.
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桐生はファッションタウン・キリウに

なりうるか?

1 ファッションの世界

口本|ま今産業経済面0よ I界にlH当夫さい影響

力を■えるよう[なった.し かし二れにll随して

国際開の貿易摩擦は 本のイメー

'″
必ずしもよ

いものとはしでいないようだ.

しばらく前になるが日本はココノミ′クァニマ

,レと]乎|ず′ιたことがある力'、 最せで|まi距t7)なt 日ヽ

本といわれでいる。文イヒや政治 思想など●世界

から 本は夫いII巳恵を,けているが 世界の中

で日ホのtr色やリーグーシ′ブにっぃ(rl象づけ

られるものは何もをいというのである。

1図  大阪国際ファッションデザインコンテス ト

筆者写す。 前列各国の審査員 (森英恵、

大田順子など)後 列は受贅者 (30才以下の

著者)

|,っと1,こうした痛烈な皮内はヨ際間で ま丼道

の習慣であり こうしてお′1いに進歩 してゅけぼ

よいのであるから特にH鯨 ″立てる二ともない,

1983年 8月 号のT]ME誌 よ日本特葉 ″令

ペーソにわたって山しでいる。

この中でLlVlN(:の 項 (lll容はすべて ファ

ソシコンである)で 、ファノシヨンこそ 日本が

(FI欧的なt,のの模倣 からいち早 く1党して)■ 自

の道 をたしかにしで成功 を収めた 1子とんど唯―

の分野である 一 と言いている.

二れは日本の読著には皮肉ぽい文で′,リ アメ

リカの読著に☆すするごき|ドんとりでもある。

しかしファッションカ■]本のII論の中に夫 きな

地イ立を占めるようになったのは確 かぐある.

大阪でけ昨秋大阪城 400年 禁の行事として

21世 紀の大収 を予想 して 世界的なファッショ

ンJン テス トを開催 した.

書 上 誠之助

きらに束京や結●でち行政がファ ′シコン問赳

をとりあ ずるようになった.

' 

新mも こ

'■
らの動 きをち、まえ来るべ き未 人

のi要 テーマとしでこれ″とり L' , フずッ

ション大貫 (通産省後lF Iを設けた.

F'Tlこの第 1"表 彰式が●なl・れ ‖久■玲氏

らと共に素llll円の人賛として 桐J:のFFl丼淳―

氏が表彰をうけたの キ耳新 tい ことである.

繊推のせ界が ド流重点指向の時rtでぁろにもIJ

わらす I11上の穫業=達 が●かなかアバレルや

7ァ ′ンョンの世界に|.み切れないtr t このII

界で要求 されるオリブナリブ イや人間性の探求と

い う点 ●いま一歩というと二ろなの r″,ろう.

この点で新丼淳―氏やそのグルー ブの数年来の

努力 よ桐生の業界 [一つの突

"口
～

●lいた|,のと

して注 口されよう,

2 東京発ファッション情報

ファ ′シコンといえば西欧1!の7「 ,シ ョンで

あり′
'Jを

中心とtた しのであ ,た.

■オ■まシルエットやプロ■―,Jン ■忠実|:生

かしてゆくテ ィラー ドフ,′ シ●ンrら ,た.

これ|ま上層階級から次第に下|“のli民に「・
れ て

ゆく したたつI.ちの理論ltr oklo 4o、。
`卜

●。,,

)に よるもの であリ オー |クテコールに代表さ

れろものでI・る.

しかし二うした伝続llフ7′ ション.rj世界li●

斬 tい ユがおし ■ゝ ることにな ,た.

枚の4jを■ ろという多分に束洋的な発想から

出7εしでいる.二 れ よ体ll,あ まり間題にならな

い こ形 も地lIFなt の́が多くll性の表現にII滅に

ならないちのであり 黒rl ネズ 茶、 きなり

性などが多い.

この先陣 をき ,たtの |ま川久保玲の■
'ヽ

デギャ

ルソンの作品で1982年 パ リコレli壺場 したもの

ぐある.こ れは′
'ン

タファッシコンといI●れるも

ので体の白由な動 きができると同時|■素|オの味わ

いがボイントとされてぃる.

TIMI〕 |ま (sちaple、、ness fo,ml●、sne 、ヽ
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コムデギャルツンー

=命的デザイン

●o orlessn●ss)形 もなく、
'″
式もなく 色もな

い本物 (工′センス)と 書いている.

こうした素材は新丼淳―氏のアレトリ′―グル

ーブが開発したものでJン ピュータ技術を縦横に

駆使したものである。三宅 生も作
`:の

主力に新

'卜
氏の素材を用いたのである。

G co「Taphに誌の本年 1月号、有名なアメリカの

ファッション誌 oヽw York(r昨年の12月=な ど

に|よファ′シJン業材基地Kiryuの名がHlている.

世界地図では虫めがねがないと見えない桐上だ

が ファッシ■ンの世界ではようやくその存7■が

認められようとしているのである.

3 反●と晨望

読売新聞本年0月10日,は 世界のファ′シ■ン

を支える人々のrF集として大きな紙面をさいてい

る.こ の中で曰本女性のファ′ション観を外国と

ナヒ較 したスタイリスト イナ デルタールさんの

言葉は注日される。

図 5

「東京の女性は流行に夢中.人 気商品や市名ブラ

ンドを絆ることで 満足しているようですね.

,ラ ンスやiュ ーヨークでは Л「そのものに興

¨があります。白分を変えよう、こう見せよう

とt うヽ点で努力するんです。人気だから、流
`iだからとい ,て、いくらでもお金を出すなんてこと

ションの

図 2

タイム誌は現在世界の10人の代表的デザイナー

の名をLlデているが 森人恵、高‖lt:よ 先達の

,1格として、現役で二七―生、川久保玲、 本躍

司を上げている。日本のファ′ションも世界的に

i要 な地位を占めるようにな‐,た
`

この中前二者の作,〒,には折丼氏の素材が多いと

t うヽことは世界的なフ′′シ■ンの変車lI・Iに日本

′)果じた役割が大きかつたこと″意味している。

東京発フア′ション情報がきらに、II¨発とな

ることを期待したいのである。

lt界||をフアツシコン誌ボーグの1984年10月号

lよ日本洋集である。ボーグが帯tの 国を対照に特

葉を紅んだのは|1本力喘 めでのことであるという.

桐t織 協 もこのため 101万円の広告費を奮発した

のである。

イッセイ・ミヤケのジャカードワークスによ●作贔

図 4

テキスタイル ・ブランナー

図3 新 井 淳 ―氏

10()0万部以Jiを発行するアメリカのNaいo“al

1982年バリコレク

ジャカードワークスによる新素材
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はありません.J

H本 のファッションも消費者と共に生成してゆ

くのであろう.

読売紙はTOKYOの ところで新lF淳―氏を夫

きくとり上げ IF年木の東京のイ固展を高く評価し

ている.そ れらは今まで誰t,見たことのないて,の

ばかりであったと書ぃでぃる。新しい思想の表現

ともいえるであろう.

氏はこの4月 3曰 六本木AXISの 地階に作岸|

直ItrK店`布、を開店した.|・l生織物の新しい方向

″Fす テストヶ―スとしてその意義け大きい.

(ll・l丘短夫教授)

〔表紙写真〕ィヾ―グ誌ょり.三宅―生作|デ,、素材

tFl丼淳―コンピューターヮークス。
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徹 口 0ペ ー ジ

「私の桐生倶楽部観」

樋 口 武 弘

倶楽部に入会きせでいただき5年位が経過しま

じた。20歳迄、本●r5T日 に住んでいたので、小

きい頃から、この満 に形容しがたい感情をもっ

ていた。父母から 「桐生の偉い人たち力健 てたん

だよJと聞かされていた.71A′いながらいつ力撲 も

あの動 に出入したいaと 心に描いたものでした。

時が流れ、先輩の勧議を受け」Cに 入会させて

もらい、子供0に 描いた夕が実現したのであった。

1号 室での会議 2号 室での座談等をしながら

この建物をつくられた先人の患を力分くんで我々

は使用きせてもらっているのかをと時々自省した

ものでした。その青年会餞所も、この倶楽都の青

年部が発展して出来たものχと関いてますし、桐

生商工会alFrをつくられる時も、この倶楽部で話

し合ってつくったと

“

いてます。

倶楽部の歴史は、桐生の大正、昭和の近世史の

なかで、政治、経清 文化等の僣間題に対し、積

極的に活動を展開し、以後発生の各団休の原点に

なっていると思えます。

50年史の中でもふれていますが、芳名録による

と たくさんの著名の方々ガきてられろのに驚き

ました。岸、福田元総理や西式詢暉法の西氏をは

じめ枚挙にいとまがをいほど各界の方々/jI来部き

れているのに■かきれます。

育年会詢チ在籍中にお招きした先生方の中で、

ケンブリッジ大学で教えられてた、東京大学の経

淡学教授の宇沢弘文先生も倶楽部の建物に大変感

心され、倶楽部の倉」始者違のそのIIA神に感動きれ

て力りました.

桐生にはロータリークラブ、ライオンズクラブ、

私も在籍した青年会餞所等々があり それぞれ素

嗜しい活動を晨闘いたしてますガ、倶楽部50年史

を拝誘きせてもらいますと、今後の倶楽都活動も

21世紀へのダイナミックな活動晨開期に入ってい

ってよいのではないかと感じます。

他の地滅の方や、世界の方々との交流には、桐

生倶楽部では清動しにくい面があろかも知れませ

ん (日本的、世昇的I■nで ないから)が 、桐生の

事を考え、桐生をより素嬌 じい市にしてゆくとい

う点に於ては、この倶楽部は最高をものに思えま

す。

世界的に相互秋存化と地球家族イヒが言われる、

昨今、個は全に通 じるの精神で この倶楽部をよ

リー層活発な行動倶楽部にしてゆく事が先人への

恩がえしにをるのではないかと思います。それに

は私自身の反省として、出席率がなくてももっと

積籠的に会合に出てゆく決意をもつ事が大事をの

だと考えます。 令撃

“

い樋口商店社長)

老齢化社会の第 1期 生

山 田   豊

1召和9■生れは老齢化社会の第1期生に当るの

だそうだ。

いくらマスコミが騒ごうと 社会構遣の核とじ

て今口の日本を支えていろのはlltが年代、と自魚

じている。

しかし曰本が今だに通った事のない高年齢社会

は、人口比事に冷徹な菫字の事実として私逮に迪

ってくろ。深剣な間超を抱えたア庭は、確力Ⅲこ身

近に増えてきている.

先 の寒い日、友人の母堂の葬儀があつた。

「島の会社で役員として労使双方から絶対の信

頼を持たれていた夫君が、退腱後の悠々白適の生

活の中で痴呆老人とをってしまつたのである。

現

`ヽ

医学|■す/jfってlpfとか元の人格に立戻そう

と、幾つかの病院を頼り入院泊療を受けられたが

余病を理山に何回か転院させられ、とうとう看

"疲れで母壼も共に人院された。そして肺条を起じ

あっけなく他界されたのである。

友人は、企棄の中堅幹部で将来を嘔望されてい

たが、両親人院の事態に白ら親元の地力働務を隕

い出て肴病をした。家には仕事を持つ妻と受験生

の忠子。

経済的に裕福な_L、家族の献身的=饉 があつた

にもかかわらず、やはり悲惨であった。病人は治

環によって薔案に回復をみていたが、転院の度に

環境に慣れず後退 した。

長期に安定した治薇を受けられる体制があれば、

必ず社会人として復帰されたであろうと思う。
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身内に医師が何人かいて 全て恵まれた立場の

友人 家の有IF″みるにつけ =族 で対lLできる

限界を痛感 じた.

老齢イヒ社会の第 1期生に十魚わきれた重い課題

として考えて′jかl・|ぎ

`ら

ないのだろう.

(群鳴マ ′クスい社長)

古い話と未来の夢と

島   勝 二

前原悠一HI氏の桐生の今古によると 「桐生
"∫

発展のために尽すこと力ヽ3務 Jと して、Il・l生懇話

会力溌 几 したのが明治33年 とある.

そして森宗作氏を筆頭に39名の会員と会費月額 1

円 (現在約 2万 5千 円)で スター トした,

桐生
"r発

戻のために政治 経蓄 繊物か ら■I道ま

であらゆる分Ifについて 熱心に勉強 きれて日沐

禁道株式会社に陳情帯の掟出までされたとある.

大工 4年 に恣話会から社交的 f・l栞吉Fに移′iが き

まり 森宗作氏がそのためにとしで5千 円 (現在

約 5千 万)″ 寄Flして 倶楽部倉1設に大きな灯 を

ともされた.更 に桐生出身の野間清治氏 を介 して

当時すでに一流の清水巌氏に設計を依頼 した.桐

生麟 部は大 [時代の代表的スタイルとして ■

l.5誌にli載 されでいるそうである.

大正 8年 に完成 してその費,|は十地代 1万 1ヽ 建

築費f14万 6千 「1、■l■にあてはめると5億 円位

かと思われる.

その資金源は寄llt今とfl楽部債でまかない、‖J

生人らしく白立白助でつらぬかれた点 まさ [故

服すべ き立派 きであり 私達の忘れて

`ら

ない原

点ではないかと思われる.

戦後・・政戦のためのFt乱から 経誉不振 がつづ

き さら11ロータリーの発足やライヨンズ等各 ク

ラブの発属に件い、桐生クラフのlI難な時代が続

いたようである.幾 多の波をのりこえて現在立派

な建物 と広夫な敷地が Il・生市の中央 にあること

に 私達社員はt人 達にいからの感謝 をきき |た

いとおもう.

そ二で第 3の 波といわれる現F 社ヽ会の急激な進

歩の中で、倶楽部のあるべ き姜に想いをめ ぐらす

ことがある.平 和か戦争かで二者択一の論議がさ

かんにいわれるが 結論は当事 者の人次第 とお

`,うし 政治 経済 すべての事業が人次第だと→

れば、21世紀にしけて有能な人材が市つ処 それ

「ヽ ■倶鶏

`な

のだ そう思いたい。

部の人のいわれる社交■楽部ときめつけて

社会的傷 」■等閑に付 してぼかりいて よ″、そん

な心酉」を時々してみる.

豊かきが (物質的)身 について 余 りにもl.1題

の多い現代 ll会の中で 精神的

`摯

かさを求めて

者い社 員が多勢葉 うところとして 11イ・∫に充実

した桐生倶栞吉Fに なってt,らうか多勢の社員の

苦 きんに 贅社精神 を

“

焼 して貰いたい:,のであ

る。

おわりに、理事会の許問機関として 倶栞部の

未来像研究委員会でも作 ,で いただけたらをおよ

t とヽおもt まヽす.

(■シマ画罰
`社

長)

“21世紀の歯科医療は"

山 崎 ― 順

2世 オこの剛 医療で|ま 義歯が重要な位置を占

めるようになるだろう と予想する人が多い.な

ぜかと■えば 老齢イし■会が一H進 むからである.

そこでlrk の々歯科界で よ老人が増力]するために

義薇の需要が1曽し、■歯 =歯 Tl仄療の中 で、重′

な位置 ■占めるようになろだろうと言うのが一般

的な兄方であるらしい:.そ の結果 多 くの歯科医

師達は、良 りよい義 をつ くるた|)に必要な能カ

を身につけることが 21世 =ごをJ:き る

"科

医師の

姿であるがごとく政府やマスコミ|ま我々を見てい

る.確 かに老齢化が進み Z人 の多い社会が出現

すれば その皓に よそのよう

`社

会に対応する歯

科医療が求められる二とt,間違いない二とであろ

う.し かし老人 イコール義商 と言うような考え方

に|ま私 よ賛成 しかねる.

なtIな らば Z人 にをると歯が抜けて表歯 を必要

とするように●るとい う現実は 決 して自然の摂

理で まなく、息者‐|イ ド 屎者十 イドにt,田題が

あったのではないすとじうのである.し かし今薇

の高齢化社会 ■おけろ我 々歯科医師の使命は  ｀

よりよい表茜●),t給、 ●まをくで ｀
義歯のlt給 ■

必′ としないL療 の■給、であるべ きであろう.

その義歯II供給を必′としない医療 を目術すべ く

現4で は i防歯科 における分野のlpl究が急速な進

歩 ぐ行なわね かつ実践 されており ゆくゆくよ

一■義

"の

世話|■ならず白分の歯で過ビすことが

出来るようになろであろうし よたそうゆうふ う

になって欲 しいと願 う:,のであります.

ⅢI崎古科院長)
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〔解 説〕 干支(えと)・甲子(きのえね)

―一 その読み方と構成―一

今年は千支 (えと)の 年廻りでいうと甲子であ

り60年同期の最lJの年である.

このような年の数え方は中国から伝来したもの

で古い膠史があり、推古天■の時代に層が始l・で

行われた時イヽすでに千支で年を数えたといわれる.

中国では吉い段の峙代に10と12■Fll合せて60の

周llで を数えることが行われてぃた.こ れ ま甲

骨文子の断片にも見られる.そ の後年を数えるよ

うにな|,た.

「「と|よ中 乙 丙 可
‐
 戊 (ボ) 己 (キ

コ)庚
`コ

ウ)■  千 ('ン ニン)癸 (

キ) これに五,説 が発生し 十千を陽陰に2つ

つつに分|すで:H合せ次表のようにした.

腸 ま兄 (え) 陰は

"(と 'と

読む.

これにより「「は茨のように読む.

二れに次の十二えを組合●て60の循環 としたの

rあ る.

了ね (シ) Jう し {チ=`ウ) 責とら (イン,

,「う (ボウ)、 辰たつ |ンン) 巳み (シ, 午

うま

`ゴ

)未 ひつじ (ビ) 中さる (シレ)

酉とり (ユウ)戊 い● (シュツ)′ い (ガイ).

漢■に動物の名を当てたの|よ後代のことであっ

て そのため迷信|1府=力汗 支に結びついたので

ある.

千支の組合せlt次表の逓りであろ。

さて上記の表によ己や巳の文●:が出でくる.さ

ら|[ビカ勁]わると夕Π何とも党え [くい. そ二で次

のような党え歌がある.
「ミは上に オノレ ッチノト下 [つき スデ

にヤ′、.●み ほど tつ くJ

さらにくわしくは

「ミ シは L ヤム イはスデニ中ばなリ オ

ノレ ッチノト コは下につ くJ

千 支 著 号 表

・支|ニモ
Ｔ

〓

支

，

Ｔ

番

ｉ

３ ・・|モ:|‐・ 意斉
□
夕
藤
□
読
正
眸
珠
塾
類

成

菫

，

■

ア

“

長

け

＋

ネ

●

ι

商

丁

‘

己

●

辛

■

癸

”

″

●

●

“

“

ｒ

お

”

¨

□□，
西

ヽ

よ

テ

■

贅

”

〓

●

中

‘

”

Ｔ

●

己

豪

睾

千

〓

”

″

＾

“

＾

¨

″

“

¨

¨

軒
ケ
［
沖
燎
一
時
理
豪
□

”

¨

¨

¨

¨

“

”

“

¨

¨

，

”

“

ヽ

ヽ

ヽ

，

□

，

“

嘔

剌

碇

Ｔ

”

と

中

麺

ｉ

年

０

“

“

“

“

“

“

“

“

¨

¨

“

酔

一

”

誨

ｍ

〓

一

摯

本 き
甲

乙
え兄陽
と

"陰

・え

と

の
の

き

き

火 ひ
丙
丁

陽
陰

兄
常

え
と

ひのえ
ひのと

え

と

の

の

ち

ち

つ

つ
+つ ら

成
己

え兄陽
と

"蔭

金 か
●
＋

陽
陰

兄
弟

・え
と

かの え
かの と

水み デ
千
癸

陽
陰

兄
弟

えヽ
と

た
と

の
の

ず
ず

み
み

癸nl

二の 「支の中で 中日、口本では=命 の運数説

があり H本 では辛酉 (かのととり)甲 子 (きの

えな,の 年は変ナ多く 度々改元が行なわれた.

今年の甲了は人「街星さくら2号 に象徴きれる

ごとく通信情報革命の年といわれている.

甲 (きのえ, ま■木の種子が日い中●を破って

,芽 することを意味し 子 (わ)|ま後でつけたネ

ズミではなく滋り成長することを意味|る .

嬌法の子の方位は真北 子の刻 (九つ,は ■″

12時の1キ刻である.そ れぞれの出発点を意休しで

t る`.

何れにしても今年 ま高を持 して再出7`し 吉い

殻 を破 って新 しいJ:命を■み出す年なのである.

国みに今 1用いている曜 日 ま 店の時r す`でに

ヘルシャ■り伝IIり 遺膚● により日本II伝えら

れた。当時曜  ま密 と普いた.今 回通]す る曜曰

の日イJと ユ している.

新丼 リコ

□
コ
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昨年の10月30日、桐生倶楽部美術部の名画観賞

会をF・こないました.

群馬の森の近代rFFrlB‐で口種美術所蔵作品によ

る 「近rて日本画名4展 J力'催されていまじたので

行楽をかねて文イヒ活動の行事として参加し、 さわ

やかな秋の一Hを 親交のうらに過しました.

人気作家違の代表的な作品を中心に、かなりの

大作を今めた展示で、日本画の近代史が一日のも

とに解かりやすく並べられ 親しみやすい情緒と

深い思考を与えてくれる、りっばな展覧会でした.

恒例により全員で員食を楽 しみをがら 種々の話

に心はずませ.次 回からはも●と参11者を広く募

ろうと.I画をねってみました。

参加者は 伊田 丸山 飯田 須賀 池内 保令

の六名でした.

桐生倶栞部美fIグループ 保倉―郎

Ⅲ
“
倶 楽 部 だ よ り m‖

◎]1月

理事,(8 )

歩 く会 (13日)味 城黒桧山べJ

郷土史研究会 (21日)第 2回 「買継商言上家文

吉とその圧巧

桐生市立点亨図書館長 堀越靖久氏

つ1旬会 (21日)

囲碁会 (2311)秋 季口碁大会

月次会 (29曰)「 水芭蕉のFt灌 を訪わてJ(ビ

デオ放llt)

0]2月

理事会 (7日 )

クリスマス (8日 )

歩 く会 郷i史 研究会 (ll li)「桐■の歴史 を

尋ねる会JI・l生氏ゆかりの梅H地 区を■ねて

●̃昭 和59年 l月

新年互ネし会 (3口 )

歩 く会 (8H)「 吾妻山より万が入._J

理事会 {9日

'会副監査 (23日)

ll句会 (24 )

臨1庁理事会 (30日)

定時社員総会 (31H)

◎ 2月

理事会 (9日 )

歩 く会 (12日)「高津戸要=山 から
"内

長だ根峠

'|ち

,会 (21日)

懇話会 (27Π)「 桐牛和紙J議 師 勢 ■曽懃 1氏

各室定員数並びに使用料 59 4 1改 富j

ス

や

房

同

テ

あ

咸

庭

フ

づ ま

20名

2つ 名

2 300円

1500円

]300PI

7500H

6.000円

4400円者用

般

員

使期

一
社

定

／
１
□
□
□
ヽ

■  名 定  員 半  日 9時 ―‐171キ 17時 -22時

l号 宝 30“ 3.4008 5,3008 4 5oO円

2 = 室 15名 2,E008 4.3008 3 

“

O円

5号 = 7名 1.300円 1 9()0'〕 1 510 J

6 号 室 15名 2 8oo円 4 3()0'1 3 400 1

4号 ■ 7名 3300円 5 300「'] 4 500Π

二 階 広 面 100名 6 300円 ]2000円 7 5oOH

」
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8 4年新年互礼会
を頂いた会員の皆きんに深く感謝申しあデます。

行事委員長 五+嵐 健雄

寒きは厳 しいが、諄かなお正月を迎えた1月 3

日午后 0時 30分、lH●lの析年互礼会は 1∞名を越

す会員の出症を得て盛大に開催されました。

平野副理事長の開会の換拶、引き続いての前原

理事長の挨拶は、近年に無い充実した年頭の挨拶

となりました。産棄 経済、文化と停滞する桐生

の案情に将来を′い配し、今こそ桐生倶東部社貝に

より先人を見習ての勇気ある発言と活発な行動を

期l●するとの―討ま、牟会者の多くに感銘を与え

ました。

祝詞とじて、小山市長、長谷川四郎代議士、H

野商工会議所会頭よりの挨拶は、昨年―年関各種

選挙の余級党めやらず、の感じの多いお話しであ

りました。

峰岸市会議長の乾杯に開妄、社員―同語り合い、

a・をつつ、午后 2暉 0分散会しました。

今年もよい年であります様にお折り致します。

桐生倶楽部恒例のクリスマス祭は、12月 8日 t

午后 6時 より2階 大広間に於て開僣きれました

総還挙の真只中と週央を心配致しましたが、■

曖かな稔やかな一日だった為 】∞名近くの大

"社員並家族の参加を得て盛大の内に、北
"1行

事委

員の●l会に低り 賑やかに開会されました。

金谷理事の開会の挨拶
`二
始まり、森寿作社員、

小池大人のリードによる讚咲歌が油崚に誓きわた

る中、書上理事による聖書の朗読が行われ、クラ

′伝統のタリスマス祭の雰囲気の中に 前原理事

■の換拶、乾杯に続いて開宴、南中学三年生の、

■島弘幸君の名人芸人型手品に会場はわきにわく

やがてソン′ルベルの軽快をリズムの流れる中

育上理事の扮するサンタクロースの登場 子rll違

はサンタタロースのおじさんの時物に目を′
'チ

ク

リ、宴はe々 タライマッタスに逮じ、やがて恒例

の福引に会場は近年にない盛り上りを見せた。楽

しいクリスマス祭も、会場に響きわたる拍手にホ

タルのχの流れる中を名残り惜しみつつ、盛人裡

|こ終了しました。

●年ながら年末多tの 中を会場整備、準備等にご

協力を頂いた行事委員の皆きん、又特ljlのご14カ

Ⅲ:新入 社 員 紹 介 ||l11

桐生t● 電臨局

桐生市末広口rl-26



∽ 第 41号 桐 生 倶 楽 部 会 報

　ヽ

桐生倶楽部文化祭
-5月 3～ 5日 ―

5日 (日)3時 半ガーデンパーティ
皆様の御参加をお待しております。

桐生倶楽部役員構成の変更

2月 9日理事介で、役lt‖当を茨の通り斬設した.

4t務委員会

委 員 長 塚越 平人

副委員長 小池 久雄  仮口! 清治

任務としては、長苅にわたる企画 総会の企画運

肯、職務人事をどをlU当する。

兼てからの懸案であり 今次総会の意見を取つ

人れ立案された.

扁集 後 記 |‖||

今年|ま「支 (えと)で 教えたl●F(き のえね)
の年である。十支力新 しくスタートする年である.

F.踵意識を+分 盤 できろIt年時へに

"]子

の年

を迎えるのは¬賣しかない。

古来時代の改まる年といわれる.

今年は借報革命の年であり、ニューメディヤとぃ

う新語が 悲に流れる今日この曖である.

果して桐生クラブにおいては、新年互札会 定

時総会と新時代の,合動を感いる熱気ドヽ まいてい

るように思われます。

記録的な寒さと雪に見舞われた今年の冬。

今年|工ど春を待ち遼 しく感じた年はありません。

こんな時 「歩く会Jの 本年度1:画の発表。

サ7出 かけましょう。白然のいぷきにとぅぶり●

たりましょう。 (か )

社回法人 桐生倶楽部会報  第

`1=1984年 (I召和 59年 ) 4月 発行

発 行 人  lt原 勝 樹

編宴責任者   書 上 誡 之 助

`p  
制   ツボノ印樹株式会社
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額紫陽花― (あじさい記)

つゆのあがり間近い哉が家の庭園の―偶に今年

も 「額あじさいJが 盛んである。今は高さ13m

の大Itであるが t,と は20mの 小きを茎であった.

平通のあじさいと異なり地味な花の模様が私には

好ましく思える。またこの花には私なりにそこは

かとない思い出がある.こ の花を手に人れたいき

さつというかそのルーッは、約10数年前私がII・l生

市の教育委員をしていた時にさかのぼる。

当時の委員長は森「口帳四郎氏、委員長職務イヽ理

者は森島秀氏 委員は私と岸直枝さん。そして教

育長は木オf勇氏であつた.年 一度市を離れての旅

イテま恒例であったが その年は能登半島―周とい

うことで液行で金沢迄行き 金沢でレンタカーを

借りで内灘 千里浜、厳円 輪島 t尾 と能登半

島を2泊 3日 で 周するコースであった.運 転は

私と森島きんと交代で行った.途 中は消略するが

が、快晴に恵まれて第―口Hま 輸島どまり.翌 曰

は時国家を見学後 厳北瑞の灯台のある禄剛岬

饉 称のろし)そ この茶店の主人は退職後間もな

い教師で、わぎわざア}を出して釣りたての魚を料

理して食べきせてくれた.さ すが1本 海の魚 ま美

味でありその味 よ今でも忘れられない.

のろしの手肯i 千枚Hと 曽々木海岸の中間に時

国家がある.時 国家は上 ｀とあり双方とも館造

りの豪邸で 特に上時国家は●派である.この「時

国Jは 平喘忠の息子である.平 時忠は平家の最盛

期に 「平蒙にあらんずんば人に非ずJと 言った人

で夫納言である.壇 の浦の海戦で義経に負けて捕

虜になり 当然死罪であるべき口iその吉 常盤m

前力奮 の中で=子 を抱えてさまよい平家に捕われ

た時 清盛の命で男の子■人|ま級されることにな

ったが その幼■の命ごいをして助けたのが時忠

でこのことから頼朝より死 等を減ぜられて能登

副理事長 塚 越 平 人

べ流されること [なった.し かし頼朝 まひそかに

束1客を放って嗜忠を殺そうとした。時忠ももとは

平家の武1手であるので、これを切り払いながら能

登に達し 更に追り来ろ追手を21tれて■で九州に

渡ろうとじたが台風|=より吹き戻きれて果たせず

海岸より鳥川という′| きヽな力をさかのぼること約

1け千、山の懐に抱かれた| 盆ヽ地に隠れ そこで

生を終えた.主 従 8人 の菓が今でも残っている.

その小さな谷問に代々菓守りをして現代に三っ

ている人がおられる.私 共が尋ねてい ,た時に 「

おt̃Fえ Jと 言って出迎えて下きり 吉の話″

績々言見明しで下さった.こ の谷間へ降りて行く途

中 小道に沿ってそこここにひっそりと咲いてい

たのがこの額あじさいである.木 村教育長力可本

か小さい+を 掘り取り大事に持つて婦り その

本を我が家に植えて下きった.爾 来 毎年梅雨時

になると夕幕れにうっすらと白く浮かんで見える

イとを見やりつつ 今は亡き森口 森島 本村の各

l●を偲ぶよすがとしている.

参考 額紫瞬 ど「がくあじきいJユ キノンタ

科の落陽低木 '豆 地方
`ど

暖地の海

岸近い 1地に生える.|+は 根際からま

生し 高さ約 2m 業け長卵形で厚い.

紫色の花力ヽき生し周‖に数個の装飾花

が並び額縁のように見える.
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〔解

とはfl力'

〔1〕 ま え が き

関東地方ま統司的にみで地場産業といわれる企

業は比較|1少ない.し かし桐生を中心とする束t

一帯は繊41を■心とした地場産業により主としで

構成されでおり この地方に振興tン ター 〔以下

略す〕を設立すること|ま意義深い.

このビンコン|ま振興 ヒンター設立の意義 を述べ

て 般の理解 を深めようと■るものである.

■在中小企業力鴻 滞 している最夫の,■因は●統

″術 と市場の間の空rlをいかにし(埋 めるかとい

う二とである.空 自とは次の如 きものが考えられ

る.

ヽ
ｌ

ν説

地場産業振興センター
「|■■■■●||●■■■●■●■■■■■||■■■■■|●■■■|●●||■●■|●●`■

|■||■■■||■■‐■■■■■|●●●|●■●■|=■■‐■‐■■■|●●■■|●●■|●■●■|●|■■■●●|■■■|■||■■●

1 地場産業振興tン ターは 1司生広域地区のFL茉興降の要 (かなめ)と してその設立が要菫され、 |

1 各方面で地道な調査研究活動が進められている.桐 牛市や民間m体 から|,陳晴書が出きれ 桐生市 |

‖同辺の市町●が建合して期成同盟会が 昨年発兄しでいる.                   |

1 
地方

"茉

振興のため有利な融資条件が整えられでおり その成否は業界の熱意と適切なビソコン 1

1と 実行力にかがっている.

1  本議は建設資料の |`を 紹介し 大力の理解を深め 建設推進のため御●fFをお願いする次第で |
| ある.                                              ●
‐■|‐‐‐■‐‐■‐■‐‐■■■■■■=●‐■4■‐‐‐■‐‐■‐‐‐■■■●■|‐■●■‐‐‐|■‐‐■‐‐■■■■■■|‐●=■■|`||■|‐‐‐‐■‐‐‐■‐■■■||

地場産業振興センター

この空自を理

“

る役Hを するの力lFFtttンターサI

外ならない.中 小企業はデザインやアイデァを経

普資源として管理 し組織化する点において欠けて

いる,下 請や注文上産の時代からオリ′ナル高品

1生

`出
す体 ・t改善の時か来 (い るのである.

二ね よ織物のみならずすべでの産業についていえ

ることである.新 しいライフスタイルヘの無関心

が間題なのである.

国際化 多様化 情報化、エレク トロニクスシコ

ッピングと次々と新 しい減がおしよせでくる.

IFtttン ター まこれらに,|して対応できる柔軟

即応の体質 を■たね まならないだろう.

聞えるtン ター、省やいだセンターとtて リーダ

ーンッブた持 ,た人材の,舌躍力剛 ● き′■る。

〔2J センターの楡

0 ブ・ザイン OJ造性のiH とヽいう二とが今休

な通じての主要テーマとなろう.人企業にlL

して地場産業の弱点でt,ある.

● 情報 (市lu 技

“

, デザイン)の 紹介、人

るちの出るもの.

0 ■術の保存 整r里と開発.

0 機II金属 絞維におけるデ→|インのコンピ

ューター利用.

● 服節≠術館…桐生織物のL史と■代の代表
織 l・.

世界衣禁コレタシJン、jF.代デザイン葉.

0 桐生の顔としてのサロ莉 機h・・ 交イヒ,着動

の上からもコミュニティ構成の重要な要素.

● 流通の研究

C 教育iTl13

0 異業種問の交流

ン

報

カ

デ

情

円

● イ

発

市 場

(空 自)
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〔3〕 具 体 的 間 題

0 センターま業界のまとめ役、相談役ではなく

て活動の中心であり産地の躍動する心臓部 であ

るということである。市役所の組晟内の一部課

で:,ない。優秀な製品を生み出し産地イメーブ

を件る場である。

われる.

ll 情 報 室―(タト部指向)―

ニュース、文献整理 宣伝 広報活動、企両

流通のlll究(回内 国外)、業昇指導 教育研修

〔産業デザイン振興知  :

産地と中英 (技術と市場)と のパイプ役

デザイナー 事業指導者との交流

織製品に対
'る

ブロジェクトチーム (例 ア

パレルと布、コンピ,― ター応用による新商

品など)

興業種■務による■同●業の斡旋

② l「節美lj館―(過去 現在 未来指向)―

保管と展示計画、資F4保存の研究

内容については〔2〕-0参 照

0 管理運営・ (内部指|"―

財務運営 県 市との連係、展示= ホール

ブラザの管理.

(第3セ タター〕 〔産業デザインlFF興会〕の事

務.観 光的要素1,fu当する.

地場産業振興センター

建設事業計画(案)
施 設 の 名 称

桐生地域地場産葉振興センター

上休団休の名莉ヽ

(仮称)財 団法人桐生地域地場注業lFN興セ ン

ター

対象市町村名

桐生市、大間々町 藪摯本町 笠懸村 新里

村 黒17根村、束村 (7市 口T村,

設  立  著

7市 W∫村並びに当該地域内の業界国休I・よび

商工会議所、商工会

設 置 箇 II

桐生市織lE口T2番 5号 (産業文化会鮨敷地内)

こんな雰H気 を持つスペース (空間)で ある.

建物はこうした目1票で設計されねばならない.

② 管理運営のためには自主的な方策を構じねば

ならないから積極的な活勤が必要である.格 調

の高いレストランや月
'売

場を計面に人れたい。

昼間人口の吸引力をつけることにより産地のP

Rに つながることであろう.

運替基今については後述する.

C愛 称

センターは名称が長すぎるのでその理念 (コン

セ′ 卜)を 単的に現わし llび やすい名称 をつ

けたいものである。

〔4〕 菫 営 について       
｀

建設資金については政府の地方産業のテ,人 れ

として有利な条件で調達することができる.

すなわち、現在の事葉としでの概算の.t画を述

べると13億の建設資金として、国と県から割4億

補助 7億 の高度化資金 (3年据置、後13年問返済ヽ

自己資全は約 2億 である.

このような有利な条件は今後期行する機会|まな

いであろう
`産

地の面目にかけてこれを有効|=,舌

"せ
ねばならない.

さて、センターの運営資金であるが これは運

営の衝に当たる法人組織が白前の r算 を調津せね

ばならない.

現在の試算では、施設使用料、売上子.VI料 人

場料などを■引いてなお毎年相当額の資金を必要

とする.こ の調達方法についでは ■金を設けて

その利子によるのも一方法であろう.

(5〕 センター411織の大綱

センターは次のように分
'て

考えると内容を理

解しやすく、運営の面からも適当ではないかと思

2

3

4

5

6 用地の面積および取得方法

l)而  積  約 2200r

2)駆 得方法  1」 生市から工償借■

7施 設 の 規 IF

l)構  道

2,延 床而積

8施 設 の 内 容

A 研究開発施設

鉄筋コ ンタリー ト造地下 1

階、地■ 3階 建

4 2'5耐

65 0nf
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0研 究開発室   65 0ピ

ロ「1多施設   373 0r

O技 術実習室  104 0nf

O研  修 室   152 0r

O和 室研修室  117 0r

情報赳理 提■施設 633 0r

O資 料屁示室  416 0ぼ

O資 料採管室lA lo4 0nf

O  ″  (B1 113 0ぼ

情報交流施設  604 0r

O会  議 室  468 0r

O地 場産業紹介、案内室

130 0“

(2E)

(2F)

(3F)

(″ )

(BF)

(″
)

(″
)

( 2 F )

( l F )

10 建設資金調達.t画

国 補 ltt金

県 補 助 金

高度化資金

白 己 資 金

計

200000千 円

200000千 円

675,8()0千 円

198 950千 11!

1 274 750千 円

]1 高度化資金の憤還計画

104 0r

O合 庫 (2宝 ) 124 0r

1)総 事業費

資金・l訳

1.274 750千 円

国 県補II今  400 000千 円

高度イヒ資金  675 800千 円

白 己 資 金  198 950千 円

2)高 度化資金債運計画 (3年据置
16年間無利 子)

年度 償 還 金 額 年度 偵 還 金 額

69 51980千円

52040千円

70 51.980千円

62

63

ａ

一
２

51980千円

51,980千円

51,'80千円

51,魃0千PI

51980千円 73

51980千 円 74

51980千 円 75 1   5 1 , q 8 0千円

51,%0千 円

51 

“

0千 円 計 1  6?5800千

"

展示実演施 設  1019 0r

●常設展示ホール416 0ぽ  (lF)

●夫ホール   603 o  (3F)

その他必要な施設 1581 0r

O事 務室(応接菫合む)

(lF)

(23F)

(BDO機 械室 249 5r

Oロ ビー、便所等 ]103 5 nf

9 建設事業費  1 274 750 000円

1)建 築主休工事

2)電 気設備工事

3)給 排水衛生設備工事

4)暖 詢労空調設備丁事

5)外 構修景工事

6)設 計監理費

7)備 品嬌入費   (補 助対象タト)

12 建設年次.l画

昭和60年度から昭和61年度の2ヵ 年計画

13 出 損 金

群 馬 県

桐 生 市

桐生市業界

他 町 村

lu町村業界

管 理 運 営 費 収 支 予 算
l 収人支出の予算

1)1又 入 の 部 (単位 :千円)

補 助 金 収 人 4 000

4 000 総合振興事業補助金

43,620

総支出と総収入との差額不足分

群 馬 県 補 助 金

第三セクター負●金

1施 設 使 用 料 収 人

43,620

1 1.000

7 400

入 場 料 収 入 |

手 数 料 収 人 常設展示場売 L×20%

産業資料室入場料

59,220
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ヽ

2)支  出 の 書
`(略

す)

(参考〕 1

建 設 県 (2年計画)

(参考〕 2

桐生市の地場産業の概要

昭和57年度工業統.lより

fI業員4人以 ドの事業所を除く

◎ 主な地場産業

絹 人絹織物 綿スフ織物 婚礼衣姜、婦人子供服、レジャー機器、厨房機響 金型 事務機器

Ir茸種6・」、漬物、その他

56年 度 首 工 57年 度 着 工 58年 度 着 工

新 潟 県  +曰 町 市 静 岡 県  浜 松 市 1奇 工 県  秩 父 市

富 山 県  高 lrl市 愛 知 県  ― 宮 市 長 野 県  飯 口 市

兵 庫 県  姫 路 市 石 川 県  金 沢 市 山 梨 県  甲 府 市

岡 山 県  井 原 市 和 歌 山県  和 歌 山市 岐 阜 県  高 山 市

市

一市

徳 島 県  鳴 門 市 奈 良 県  大和高Fl市

広 島 県  福 山 市

宮 崎 県  部 城 市 贅 緩 県  今 治 市

鹿 児 島 県  tt崎 市

計  8県 .1 5県 計  7県

(合.t20県)

産 業 小 分 類 事 業 所 従 業 員 山 荷 額 等 占 有 率 備

推音種駒等

考

その他 の 食料 品
20

人

０
万円

477 647
%

1 40

織 物 252 2 282 2 448 320 7 18

メ  リ  ヤ  ス 42 447 1 005 371 2 95

レース 薇 維雑 品 28 235 431 089 1 26

タト 衣 98 1 247 l l17 264 3 2 8 婦人子,Л『等

その他の
機維製:1製造業

126 871 789 400

1 038 270

2 31

3 04

刺繍業+

家 具 8 422

薇 維 機 械 7

29

53 38 501 O l ]

パチンコ機械等
用
具・ビス畔

サ
機”□

事
民

1 106 0 370 442 27 47

そ の 他 の 機 械 31 352 294 905

488 911

0 86 金型等

プ ラスチ ック製 品 :  38 470 1 43

ちゅう房用
器具等摩〒 警輔

‐  7 316

19 773

8 401

%

“

249)

990 445 2 90

全  産  業 計 1

地 場 産 業 .I

(比   率) |(

７

　

６
　
％

，

３

　

８

　

　

４６

２

　

６
　
　

ｒ

34.l18 475

18 490 505

%
(54 19)

]00
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これからの医学の課題
百

1感 染症について

原始|キ代の医十のF史 ″振 り返 っ (み ると、栄

養障苫が高かったようであろ.縄 文時イヽなど 雨

や洪水で食物が得 られギ 食うのが精―

“

の時代

であった.

この峙代の病気 ま栄養障吉でした.

ところが■世より近世にか|すてt,"な 人口の増力]

があ ,た.都 市が形成 され、交道は,華 とな ,た.

長崎や堺|=|ま市蛮研ヽが到来 した.

人七人との接触が多〈なり 外同との交流が進

むと ここに伝染病が金場 して くる
`

堺には天然,■ 長けIIはコレラカ

``生

し ,戸

まです ぐ伝染 しコレラで数万 :,死んだことがある.

梅=|よ ,ロ ンブスの遣征の時にアメリカ夫陸か

らヨーロ ′パに伝′られ 特にスベ インに Fわ り

]00年足 ら ギで 本にも伝わったといわれでいる.

この 2つ はよく世界中に伝染 した.当 時の二ろ

のJレ ラ ま今より悪性だった |う ●ある.70--51

%の 死亡率であった.天 然ソ■t,20%の 夕ι亡■であ

,た.大 然痘は′ェンナーがF重

"を

その子■に行

な: 予ヽ防法が確 ■され 目本でもそれが50年後早

く:,IT戸末期 「種痘が人阪や江■で′fな われた.

ぺニシリンも偉人な発IIE●あり 人戦中,ャ ー

チルを:市炎から腋 ,たの である.

二の 工かス トレプ トマ イシンや 各1中の抗■物

質 キ殆んどのイロ菌を撲減 してしまった.

粒綺 (●の:,らい,の 患オ|,殆んど兄られな

く
`っ

た.It歯が抗■物質にたたかれでいをくな

,たのである.

古 ま命とりといわれた■の中′亡L:Fにできる面

庁などt,極めて少をくな ,た.

今では病原 ●に数えられないような雑菌が空単

のように入って来る場 合があるが、なかなか直 り

にくい場合がある.

しかし・lれにしても 感染症 =医学の勝オ|で遠

からず解決 きれろであろう.

2今 医学の話題

感染lTが解決きれで茨にl.1題となるのは 遺伝

性素国による病気
`あ

る.

高血L 糖尿病 無|■腫瘍 カシ  勺腫などで

ある.こ の中がん ま20年くらいで かなり有 lIな

阻上が●きると思われる.来

“

期にはがんが,く

なる二とめヾ河,待されている。

つ ぎま老化のI.H題であろ.今 1本人の平均キ命

は 1年 間で 1年 づつのびているので 当分人部分

の日本人|ま‐t`な いこと■なるわ |である.

沐|るのは脳の老化 ぐ 日本人 [多い.

外国の老人は冗談をどいい気分が若い.日 本人 ま

40歳を夕Jぎると 少々| ゲ ′卜し(く る.平 素の

1常会話が十分 でな〈なる.手 足 ま完全 ぐある.

類人猿
`な

くて 類猿人である,この対策は人き

いP・3題であろ.

つぎは状 Hに な●た臓器の交換でa,る,

この方面では角慎移11がt駆 者であろう.

二れ ま1929年= ソ迪の 7イ ラトフの成

"が

最

初である.5年 後アメリカでも成■lした.

百瀬 皓(あきら)先生略歴

昭和25年   夫阪大学医学部■業

Itti126-33年 奈良県上医Tl夫学眼科教宝rI

究■を経 (助千

昭禾133-53年 桐生厚生病l‐ 眼Tl医長 部

長 11院 長などL任

昭Fn52年   臨床則嬌|`耽 所設t 所長

昭和33年   「祝覚の量子生理学Jに 1り

κ学博十
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今スタンフ1-ド 人の い臓移植は85%の 成勁率

●ある。角膜は85%の 成■l率である.

3白 内障あれこれ

聖徳大子の時代 夫i律 令のころ |で に曰本

の医学には 内オ斗 タト■ 産婦人科 眼オ|が存在

した.当 時は自内
'「

による美明=が

'卜

常に多かっ

たので 夫仏開眼 (かいげん)の 行事も二うして

″H望が人々の,じにこめられたものと息われる.

殆んど角1慎が白く濁 り そのため黒い限鏡でこ

れをかくtた のである.

発展途 上ヨ●は角噴によろ失明者が多い.

バングラデシ,で はめくらの子蘊の●等が人●な

のであろ.

しかし世界的にみて医学のF史 は有史|,1前から

続いている.ピ ラ ミ′卜の中から 白内症治菫の

器械が:Lて来た.ま たインドで|ま医菫集 Jが 古 く

存在 し r内 障のチflの記録がある.

ローマやギ リシャ|=は古 くから病院が存在 して

いた富こ録があろ.

膚招提寺 を創奮 (759)し た高僧猛■|ま6回 同

の航海でやっと曰本にFlオした時、両眼を夫[lt

ていたという.1本 ま中国より名医を招 した.

胡医とい ,`丙 城ペルシャ系の医

'|で

ある.

当:キまエブプ トやアラビヤの自内匠の手術の″

llが存在 tて おり このためのアラビヤ人の集 J

が広束にいたということである.

館真のころの技術は 水品体を針で日の奥につ き

7す |,ので確・|は悪かったようである。

鑑真の手 fIに失敗 したらしい.鑑 良は白内陣 ●は

なくて緑内

"だ

つたという説もある.

しかしこうした■lfrま日本に残 され 今の H本

の鳴島先■は 平安Jキ代に存在した=i流 仄術の

a)数代Hと いわれている.

近イヽ医十は晟近 100年 くらいで急速な/t17をし

たのである.

故髪屋のシンボルマークは 赤 (勁脈)青 (静

脈,白 (包帯

' 

■現わしており 昔 ま外Tlを兼ね

ていたことを示 し(い る.

普は自内障 も散業
'ギ

の任事だつたのである.

ドイツ・・医学者 陣物■著であるシーボル トよ

文政 6年 に、オラング商館の底l‐として来口した

のであるが 眼科に ,ヽ造謳力ヽ千かつたといわれで

いる.シ ーボル トはわう洞 に西洋医 者を伝 えた最

初の人といわれていろ.役 は

“

を開く薬を伝えた

のだが 瞳を閉じる薬がそのaなに誰かにより伝わ

,でいたようだ.

こうした医学は・■戸中期に7さ達 した.

4人 類 を益する医学

小医は人を益 し、人医 ま□を益す といわれて

いるが医学全lFが国を益すろt,のでなければをら

ない。今では籠診器 ]本 ●は駄口で 総合||にや

らねばならない.

医療産業 よ第 3か 第 4次 産業として産業界で|=

夫 きい比重 を占めるようになった.

今遺伝性の清気が夫 きくとり Lげ られでいる.

血友病 ま小さい傷ハ :`らず出血=量 ぐ夕tん rし =

う病気である.

二れを悪用 しで

“

手「この遺伝性のある者 と結

婚 させて減ぼ しでtま う政策が行なハ′tたことも

“

った.■ 早死 してしまうからである.

色盲は男性 に遺伝するのであるが アフJ力 は

色盲が少ない.男 で 3-4%、 女で02 0「 %で

ある.

アフリカでは也片の男了|まライ十ンを見誤るの

で嫁が来をいので色盲が少ないといわれる.

ヨーロ ′バ では8%と 高い.

最近十1交■咬で|ま色盲|まあまりmtt Iしないが

色伝票 を会社で′く

“

うよう|=な ,たのr 企t

十イ ●●は色盲を観迪 しなt 傾ヽ 6■ よゞ,る.

ある島で ま特尿

"・

人のみの住ん千いると二ろ

がある.‖ 『病の人 ま耐液に結分が多〈飢餃に耐

′て城 り 後で tイヒド進んで糖『
'お

の人のiの 島

と

`,た

の である.

こうtた 素四を■′:ない人た戌 iの rぁ る.

新生児の 200人 に l人 よ奇,レの要 国を■ ら、50人

|=1人 は小 さい奇形である.

今から650年 先 t50人中49人が奇形 =なる二と

になる.

■うした社会 ま成 りたたをくなり人類 す減 びる

ことに●ろのである.

きらにl.H題なのは先天的

"ネ

症であろ.せ 仁了

に2つ しかない染色体が3つ あるので′,る,

これを操4す ること よ社会llに認められていな

い.憤 器移植 よ●うや く認められる=う 「なった

心l蔵移h貨は刊事事■「:,な ,た.遣 伝了の円題

|,次第 t認められ 何等か人類の質の向上のため

に

'T究

が進んでいる.

ソ連 でよ優

^な

肯年に多〈の女|まを配 し(子 供
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を沢 1造 った.そ してこれが ドイツょリツ連 を守

ったといっている.

ドイツも優秀な寺年のみ戦場から帰郷させた.

シンガボールも二うした政策を積極的に進めて

おり 高学歴の女性 には妊娠 を勧め 駄 目な女性

には融 Iを 勧めるという。

また優秀な男子に|ま‐ リー ト女性 をつけて外国

へ∫L張 きせ 結にきせる政策をとっているという.

大学卒の者が、 3人 、 5人 と子供 を生むと 進

学についで特=Jな特共が与えられる.

今日の 1本の発展|ま中小企葉の犠牲においてな

り立っているのではないか。

中J 企ヽ業ではとりたくても人材がないのである.

5こ れからの医療はどうなる

医IⅢの過剰がいわれているが 最近採険,T長は

広師
‐●Eったが専円医は未だである.

6000人である.こ れは研修生を含んでいる.

今 アメリカは 21000人である.

口本の女子の莱剤士は過景|である.

本では特殊な技

`“

の免.tがない.日 本ではl・

`|が医療|=関係 しでl.a題になっている.

またメデ ィカルエ ンンニヤーが必要である。

医療器械 も複雑精巧となり 医菫途中の

`雰

理の問

題などII当者が要求 されており医師とのコンビが

必要となってくる。

多くのスタ ′フが有機的につながって回民への

サーピスを行なうのである.

llの病院は眼TI病院ではあるが 英語 では、

]nst tute となっている.こ れは医練以外に研究

と教育を合めていることを意味 し、これからこの

ような形態の病院が多くなろう.

喘 演終 r後 ビデォゃスライ ドによっで 子術の

模様や 先生のれタト交流の様子などくわしい説明

lll科|ま100年 め|■4010人であったが 現在は    があった) -7月 月次会講演 より 文責編著―
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倶楽部の伝統的風格を保つために
室内環境整備委員会

理事会の決定を経て 去る4月 10日 館内の飾

付と整理を行う0に 委員9名 が集まり 絵や.d念

額等を■心に節り直しました.10余 年以肯1 当社

の勁労者と歴代理事長の肖像画の多くを書いた故

牧島要一氏のデザインにより全館の絵画の飾付を

決めていただいたときのスタイ
'レ
にもどして、美

しく並べ直しました.

ついでに 今でははとんど使われなくなった道

具類や 各利用素力¬賞用した例会用の古い姉り残

しの看板類を整理させてもらい、大掃除の様な作

業をいたしました.参 lJIドさった若子の方々には

夫変を労力をいただきましたが 効果は大きく

皆さんが今ご覧のようにスマートな壁面になりま

した。

特に17島画伯のヽ表作であった 「つづみを■つ

芸子Jの 絵が無事に発見され 状態も良かったの

で きっそく 号室の壁の中央に飾りました.(フ

ォートサロン参照)

氏の先生である外光派の岡田二郎助の名作 「つ

づみをもった女l(ブ リンストン美術館展示lll〒,

)の 構想を利して画かれたもので 人変に優美で

粋な一而をIFんだlr書のやわらかく暖か味のある

色調と高齢者に馴染のある芸妓のあで姿が感心を

IIIんでいます.末 だごぞんじない方は rひ 1号

菫のビ利用を/

尚理事会に提案中ですが 館内の姜節に関係す

る,て の面で当委員会に相談 ないしは中付いた

だいて、今後の実際的なデザインを■着たせてい

ただきたいと願います.

特に :階の F面部分の節イIよ 各利用者のため

のサービスを計って 今より便ホ1で品格のあろ、

すっきりとした形|=整
'早

しなければと考え、オ1用

団休にも相談しながら魅力あるもの|■レベルァ ′

ブして行く予定です.

各団休の例会用の着板や旗のデザインを中心に

いずれ入誉の必要な、スビーカーボックスやマイ

クロホン 空調器具 展示用パネル等の設置方法

も工大しなければならず テ算と並んで進行して

ゆきたいと思います.

すぐにも直じたいものに 天上のはがれと4号

■の壁の彩色の不調和と素材の不適さがあり 2

号室のクーラーの取付部分の壁面の修理も必要で

す。各物置のrl"l方法もl.h題があります.2階 と

1号室の机のいたみもひどくなりましたが、い

"・れ入替えのときは それらの形や色形詞和を良く

考えで選ばなくてはなりません.

室内た統合的に美イヒ 機能イヒするのに最っとも

大切なこのひとつですから.

伝統的な気品ある菩1屋を利用者に撻供出来るこ

とこそ当貯の経清的な期待を安全たらしめるちの

であり 仝せて社員の文化的 親交的な利力lに必

要で夫tllな条件ですから.(実 はこれこそが一番

先に必要で人事なことなのです′)

もし今・・まますごしてゆけば 他の貸室業者と

の競争に負けたり、利用者の心移りにあって と

りかえしのつかない経済的|・ll難にめぐりあうかち

しれません.皆 さんはどうご心配になっておりま

→か?.

ところで先日から ホールのlT面に′ュースと

コーヒーの自動販売機が社員の便利を考えて設置

されたと|ごわれますが 来館著の日に鮮かに呼か

|+るアメリカンスタイルの日をむくあでやかきに

思わず立ちつく十方もあると息います.便 利と実

益と美的調禾|の■つ巳の間題を提示しでくねまし

たが 考えろに充分な意味がある|,のです.宣 伝

た必要とするのでしょうからしばらくよこのまま

利用しでも いずれは適当なところへ杉す工夫を

したいものです.ビ ールやワインも利用出来たら.

特に美しく整頓きれて気品高く保たれた館内の部

屋で極 「の洋酒を安く受IIしながら友と静かに親

しく会話が楽しめるように

`れ

ば利用者から 層

愛される桐生倶楽部になるのではないでしょうか.

委員 |ヽ池久雄 斉藤喜平 藤丼龍人 木村博

― 武藤聡支 宮地秀吉 山廃英助 奈良

彰― 保今―郎.

記 保

^―

郎

J
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桐生市八本節チーム訪米に先立ち 中曽根首相
を表敬訪問           (塚 越平人写す)

「つづみを持つ芸子J牧 島画伯

一文化祭から一
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社 員 の ペ ー ジ

すばらじい集tヽ

曽 我 悟

桐生の人となり桐生倶楽部の皆様の仲間入りを

きせて項いでから 2年 余が過ぎました.そ の葉

いを本当に十ばらしいなと思うこの頃です.

小 tlきんの主催で復活した懇話会も、桐生のユF

の花 野島といった郷上の自然の

'発
見に始ま ,

て 占代支イヒの発七と桐生織物 千網谷■遺1亦

祗園まつり、岡登
'‖

水 書 L家吉文帯など 桐生

の歴史をひもとく資重な研究の成果も知ること力ゞ

できましたし メ野さんの桐生和紙 大曽lllさん

の小命焼 ‖瀬さんの赤城塗と 古い伝統工芸の

人[守 る―方で新しい郷土工芸を創出しようとす

る真しな御努力にも接することができました.

歩く会の 1野成渉をしながらの楽しい語らいも

毎月その が来るのが待ち遠しく息われます.ホ

島きんや藤丼さんを始め泄話人の皆きんの 心を

こめての御世話には '貞の下る思いで十.

鳴神山 "内 、菱などの身近な山にこんないい

ところがあったのかという驚き 郷土史研究会の

皆さんと合同で桐生氏、山良氏の歴史をたずねて

の、夫和に ,ヽまさる桐生の 駒|のユの道I歩 き

そして長老の皆さんも同行きれての水芭蕉のだ瀬

やれんげつつじの古筆が原等々、毎回が新しい発

見でもあります.

今年は tFl年互ネt会での前原理事長の御発言が

契機となって 1可生倶楽書
`の

あり方と桐生市の将

来をテーマにした放談会等も始まりました.郷 土

の発展にF●けての歯に衣を着せぬ■直で白山な詰

合いは心強い限りですし 又その衝に当つておら

れろ力々の例会での御■心談には 考えきせられ

るものがあります.

1人でも多くの皆さんが これらのすばらしい

集いに参力1されて そこから桐生倶楽部が郷土の

発展のさらに力強い源動力になってゆくことを金

頻する茨第です。

(h・l生中央信用J章 理事長)

新■ リコ

桐生都市美観会議の議案

奈 良 彰 一
者1市は誠に厄介なt,のである.人 の受晴.L手

～
加 えてや らなければ必 工ヽ 減すろ…  .

しかし勝予な手の力]え方 をすねばこれス快適 な

都市を含1ることも不可能 となる.経 市が優先し人

間性 をなtI・ぎり 1してきたツケが今 回 ,́てきた

のではないかと考えている昨今 ぐある.'く の友

人や知人と語 り合 う中でその必要旺を痛感 してき

た.こ の紙面を借 りて つの試案を提出したい。

l地 域の特性 に合わせた風ユ地区の見にし

2都 市部及び郊タトの広告 看枚等屋タト広告物の|千

究

3都 市部の色彩、デザイン等の研究

4そ の他必要な研究

上記は基本的支ヽ ではあるが細||についてま尚

口「究すべき事|ま多くある.

人々の日に映る巨大な屋タト広告物 ま商業主義の

何tの ぐもない。不快感を抱いて|, いい広告物

たと感じた物が栞たしてあ ,ただろう力. 企業

一個人の物であっても これは公共旺の高いもの

であることを忘れてはならない.

建築物について色彩やデ■イン等は建築確認中

請提出時にl●lらかの掟案がなさねて●良いはずで

ある.特 に外観は,1常に公共性が高い。内部「つ

いてよ個人の趣味、思考でt,良いだろう しかし

外初は周回との詞和を重んずるべきではないか′

又あろ一定の而千責以 Lの,車 場や工場 企業に

は緑地比卒を義務付けても良いのではなかろうか

個人住七についでは いわギ紳■協定のようなt,

ので合意して推進していけるまずである.

桐生市郊外の日園 特に笠懸方而 梅円力面、■■■
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の岸外広告lIが異常な舌L立が日tつ ようになっで

きた.赤 や責のケバケバしい広告力漸 llしと並ぶ

光■は世界の類を見ないことだろう. 体広告効

果ありと見るのだろうか.む しろ、交通対策上 |

マイナスとなり 危険度 も増 しかねない,割立 は互

いの大 ききや色で競争するのみで企業イメージを

低下 させても 向■ きせていると|まとうてぃ認

“がたいものである.

以 |は ごく一部の日に映るものであるが、その

対策、効果 条例Fヒ等々を検討する機関の必要L

を広 く求めたいものである。

これ以 Lの■複の■イヒを防 ぎ 心地 よい都市に

するために ′

いか●lを ものであろうか、ご意見をお聞かせ願

えれば■甚である.

(奈良書店代表)

最后の海軍大将 井上成美
と不肖の弟子
丸 山 正 ―

戦時中の2年 4ヶ 月 (17年]2月～20年8月)江

H島 の兵学校で 若き日の情熱をもえたぎらせて

教すを受げたので、兵学1交についてよ数々の思い

出がありますが 今回 ま当時狡長であられた丼上
rl将の二とを思いつくまま [吉いて見ます.

,「L中FIよ米内 口「本 丼上の海軍三羽らとt

で二国司盟締結に撤底的に反対したことなどから

海軍の今理的白由主義者と荷き れた方で 最后の

海=夫 将といった表題で雑誌等に書かれたことも

あり ご存矢1の方:,″,ると思います。我々●lの前

iの 数●|は■■校長tr薫陶[,け たわけですが

我々の74期よ一番長〈 1約 2年)教 えを受けたこ

と■自慢 [し、■せだ ,たと思
`,て

ぃます.

当時中将の狡長は17¬ 8歳の生ltにとってよ雲

の 「の存在で 特に規しく桜したわけで|まありま

せん.時 折見かける端正な風 ∫うやオい教iか ら

聞かされろ話などで長故の念をいだいでいたと患

います.仲 m・lよで狡長は頭が切れ過ぎて 戦ぃ

よあまり強くないが 人格 識見II群の矢1,呼だな

どと計し合った記憶があります。

しかし強く感

“

を受ける様にな ,たのは 戦后

当時のことを本などで読んでからです.
「
■■かJ推 かJと 普通学を重祝し 当峙の戦

争,中 ・r士官即成教育の風制の中で 英1吾教育″

戦後迄廃正せず 又修■年限の夫 |'1続に 人で

反対し通した識見と勇気は感銘の極みです.又 当

1キ校長の書かれた教育漫語 (海軍兵学校教育方0

を読●と実に適切であり 実に立派な漱育者であ

ったと思います,こ の名校長のお陰で軍の学校で

“

り「ら、かたよ ,た教育を受け→■ιすんだこと

を■せ|=思っでいま十.狡 長の海のンェントルマ

ン教●|ますべてが建青|でないにしても 一面で|ま

敗載をF測 し 戦后国束,建 への人材養成にもあ

■,た様に思われます.特 に18年以降75期76期77″!

78期と年々我 の々期の3～ 4倍 の人長を大量凛用

したことなとは 回家の費用で海軍が、IIt戦

"日本再建のために者い人材を教育確保しておく意逢

があった様にJわ れます.

又載后校長は隠棲され 一切公職にt,つか●

公の場にも姿を兒せず、 言t,戦の詰し|,せず

経清的には極めて資しぃ生活に終始され 3年 程

前に亡くなられました.戦 后の風llIを見るにつ|+

占武 L"校 長の姿に一段と晏敬と誇りを党えます。

誠に不肖の教え子で 当時の枝長の年齢を過し

ながら 何等なすべきこともな〈,|を 過ごして

力り暫愧の念で―杯で■.二 のすぐれた教育者

丼 「枝長のもとで青暮の 時
",を

過ビし得た十せ

を胸に 今后共勉強してゆきたぃと思 ,でいます.

思い出話で意味不Illの′liはご寛容下さい。

11司■中小企+福
"t判

「■幌司l■合亭務H■ ,

秩 父 路

後 藤 久 夫

今年秩父3編 場は開含1750年 日にあたり、 3月

1曰 よりll月30曰までの長知|■おたっての特別門

帳で秘μ、の観青様が拝見出来る数少ないチャンス

とあつて迪  「歩く会Jの 藤丼 木島両先輩より

お誘いをうナ是非にと参力1きせて頂き 思い|,か

けずオL所めぐりが出来ることとなりました.

桐生を朝 6時30分白束用車に分来しで出発 口

同地帯をtり  やがて荒,J治いの秋父路を長瀞

皆野と進むこと約 21キ間 lF前 に武甲の信夫な山

なみが迫り、tメ ントエ場のlT突が現われるとて,

うそこは14父市衛地 早朝のi鼈 をドライブです.

曰頃は余つ信lllむが「ぃとは云えない私ですが

オt所韮場を1番寺2番 寺とめぐりf・l回となく自装

束の巡′t者と行交い 1カF与″くぐり 観昔■に手

を合せ 境内の石仏群に接する度毎に身ちいも沈

われてくる様な気になり本当に来 (よ かったと思

いました.そ れにも増してすばらしいと思ったの
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は 素十卜で共型百1な秋父の農山村地帯の広がりの

中 道 すがらのありし日を侶ばせる 日アの

“'い路

'の

■イど、杉木tに 日まれたl・道 200余 設の

石4、 lll望のすばらしい尾根伝いの山道等々と自

然を満喫し変イヒに官んだハイキングが同時に楽し

らたまです.時 には御人印を戴く納経所での 「.タ

メボシリや湯茶の接件にあずかり地,この人々と|)

,れ合いを感じ 子打そギを賞味し 背空のt,と

茶店での昔なつかしい 「ダンゴJを まIjばりなが

らの楽しい団らえ 日L●の喧嗅を忘れ,い地よい身

心の疲れを痣すのt,茶しぃ 時です.オし所めぐり

ま未だ半分fl(第 1同 日4月 15日lli場  第2陣

日5月 27日12■場 あと2回 を予定しています.'

で|まありますが あまり「■,す らゞしく栞しかっ

たので

'度

訪ねてみたいと思って居るイ上でお誘い

下さった先輩に感謝すると共に 一人でも多くの

方々に二の気分を味わ ,ていただき度〈、普段ペ

ン等とった事のはい私のFIlい文章を解し下さいま

して皆きんもt十 ■秋父路を訪ねてみては女I何

でしょうか.

(ごとう文其店

'

米国デイズニーランドの
『日本祭』に参カロ

笠 木   茂

米国のディズニーランドではここ数年「・l●年=

日本祭と云うのを行ってFる .こ れは園内の各催

場に於で主としてH本 の郷土芸 Il"披盛し園llを

11本色に形る催しであるう呼 日の十数倍の入場著

があろと言われる程の人気があり今年 ま3月 31日

と4月 1 1にその第8回 日が開lLさllた.″ 論希

望者は誰でも参ll出演出来ると云うわけではなく

闘催委員会の厳格なテストを受 }合格せねば出ら

れぬので致回申込んでも出演出来ないで遂に断念

した□体もあると云う事である。私は関

“

著から

のすすめで3年 前の第 5回 に参力nを申込んだの
`

あるが日本吉来の姜術でなく向うが本場のバイオ

リンのそれ

`,小

さい子,津 の演奏なので結某が宋

ぜられたが■にも合格し■徒27名をつれ家内と共

に参力1したのが3年 後の今年第8回 の日休祭に丁

度ni口と同数の生徒に家内とピアノ伴奏者それに

小きい生徒のlll添の■親等総勢 4名で参力「したの

であった.此 の前の叶 ま人道■をil以って船積で

遼んだ団休などあり またr 去ヽ者の顔合せの前夜

祭では束北の某町の助役さんと同席したが 今回

はあまり派子な出し物|ま無かった様|=想 ,た.で

も,中組つ娘 さん違の踊など全回から十数同体の参

加があり またカルフォ|レニア在

'i士

の数団休

●加わって人盛会だった.そ t(警 備員●特=1に

増力1されたので湾奏終了後 ,時 頓セ夜のディズニ

ーラン ドで凛 しく過すrが 出来子

"達

ま人喜びで

あった.“ オF気に騒 いで「る子,:建がいぎ演奏 と

なると真剣そのもl・とをるの まよほど嘔衆の感動

を受けたlFで 終 ろと多くの人から握手を求めら

れ ベリーグソド ■ ンキューを操返 されたのは

は本当に嬉 しくこのt事 をする青の味 える唯―の

喜びであ ,た.

日本祭終了後ご ]う びに+l■tを デイズニーラ

ンドで―日思 う存分遊ばせその・・日ロスアン=ル

スの口系人老人ホームに慰問漬奏「:行 ,たが子■

●.の 演萎 を見 聞 して眠鏡の奥 を=い 〔=る 老ス

達 をステー′から見て本当 [よい事をtた と思っ

た・・rあ った.

(■木占栞教室 )

スイングジヤズ・イン
ノスタルジー

村 田 豊 樹

斬入社のl●拶書りに何か雑支で|,というナ務局

のビ要望なので 十が 来lJして未だ口t,ま〈 何

をきいで良いのやら兄当1,つかないので ■の処

凝っていて毎晩の様に回している

"・

イブ ブル

‐べ ′ク ク「ルタ ′卜25F.年再結成アルバムJ

とt うヽ

'ャ

ズt7レコー ドを]枚 招介

"し

ます.

1960年

`tに

一iIを風靡 した 「テイクファイブJ

のデイブ ブルーベ ソクと言えばご存 じ・・方も多

いび)で|よ無いかと思います.そ l.そ|,′
'レ
ーブ

“成が1951年. ビ ′クヒ ′卜 rテ イクファイブ,(l,

00年)の 御 9う7年突然解散 してしまった彼等|ま],

76年 25周 年再結成をオリ

'ナ

ルメンバーによっ

このt事 をする青の味 える唯―の
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で行●い 合衆国25都市2嗽 学のJン サートッ7

-を 行なったのですがこれがその時の実況録吉絆

です。そしてこの直後グループは再び消減しでし

まうのです.メ ンバーはリーダーのブルーベ ′ク

(ピア/'『 テイクファイブJの 作由者ボール

デズモンド (アルト■ックス)ブ ーン ライト (

ベース,盲 日の ドラマー、ブコー モレロの4人

で モレロまこのッアー中に倒れ 又デズモンド

t,ツアーの後にこの世を去っで これはt,う[史

に残る名盤なのです.収 録lh 6詢の内の極めイサけ

は何と言っても 「テイクファイブJで  ミシガン

州インターロッチエン芸大でのライブ録ξ.60年

代当峙のスイン′感賞が多少緩慢になった感も有

ります力軸 衆のユ気が充分にそれをカバーした好

録音です.題 名通りの51H子 の不思議なリズム (

私 まこれ以外に5オ百子の由というとチャィコフス

キーの悲恰第 2栞 =し か知りません)に 茉って

デズモンドのいかにもウ●ストコーストジャズら

しい透明なアルトサックスが上品なメロディを唄

い |げ 他の 日々何なるブャズと ,ヽ■なるD B

Qの 真青

"を

表現してい輩す.こ の紙面で流麗な

スイング感をお伝え出来ないの力哄 念です.

因みに一昨年D B Qま ォーレックス,ャ ズ

フ,ス テイヴァ
'レ
で来ilしましたがブルーベック

の息子のダニーがドラ′、スを「,いていました.D

ブルーベ ′クは]920年の■れですから夫変長命な

占栞家と言えます.

全くのIl文で夫ネししましたが、二の処 1枚のレ

コ‐ ドにじを,わ れてぃる中年ジャズフF夕 のレ

コー ドレボー トで十.(ご 同好の Lにはテーブ■

ピー■謹早致 します.,
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桐生祗園天王祭礼 補遺

――菜日氏はききに郷土史に関する貴重な文献  「I・l生日記4・語Jを

刊行されたが、続いで 「桐生地方伝承史詰 桐影薬事Jを 発表された.

今後郷土史として責重な資料になるものと思われます.著 著の許可

を得てその 部を場載きせていただく. 編集‐
̃

桐生天三禁ネL記は 昭和38年 桐生タイムス紙上に発表し大変好評

を得たもので、小生著作桐生 日記物語にも掲載しました。今回、民俗

史話 桐影楽事と題し新らしく著作を発表すべく 1日記類を調べ直す

うち 天王祭礼記録中に尚多くの未発表詢査実記が合まれておつ こ

れを遺憾として今回補遺の積りで発表いたします。

桐生年中行事の最大禁礼事であった祗回天 F察 を再び偲んでみて下さ

t .ヽ

粟 田 豊三郎

きで其町 (桐生)は 十余町

長き|まあきの如く

幾 J目 とぞいひ伝う

末の三日の日 (六月廿三日)

―丁目毎に舞台てうを出し

えづ所の習はじに年毎

神の仮富をたてて

廿 i日を宵のりといヽヽ

そは丁毎のこのみにで

良と坤とに大道の (北と南)

上より六ツにふみわけで

とし年の水無月の

大王の祭とてlI言さするに

幼児に今様を踊らせ祭とう

一「づつ代りて天王 Iと 名付け

神賣をうつし奉り

I「 より舞台を出じ夜渡りす

鬼瓦 懸魚など

飛青自絆鶴また亀など

虹梁もi龍 獅子に牲丹など

黄金五七をもて形しきし

華やか幾れ劣りはあらぎりき

―Ilのまユカタ風流にし

桐 生 の 里 ふ り
さて昼の中は暑 き

はの喜に始まりて夕されば

■にことなり勝 りでし

Ill見の人よりつどい

とどむる人しあらぎれば

又断は りなく押 しLれば

今や今やと待つはども

幕

"ぬ

れば●わびし

いと興あり|デに残 りなく

後なる|よ告立あたれば

押 し落 されるばかりにぞ

もの言 うとても間き人れず

笑 うもあれば悲 しみて

あるハ用意などせぬは

取 られやはせんあるハ

六丁は 様ならず

怪 きまで心を墨し子を壼 し

金唐紙また模枷書紙など

若 き著は丁毎に

各丁は提灯も一様 に仕立けり

こらえや うもあらざれば

丁燈推1行燈のと|,しび

よせ大鼓 をfIつに気はせわ

あるは桟敷二階まで

これ 人等いうもあり

次第に人はイヤまして
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いと■しくぞありけるか

ものとは更に息ほえで

見つくさんと思ひけん

前なる著はせはめられ

押しつめられて苦しげに

心をそらにあさましく

目をふき鼻をかむもあり

スリいふ者に髪のもの等

幼子など負うて押しもまれ

子は驚きて泣きだせば

出よ、いでよとののしり言へど

又踏みはずして,1にはまり

志ぼりなどするもあり

さでひるの時ごろに

まづ鉄棒を両lllにひき

そのあとに神5を 引にける

二丈余りに手綱をつけ

紫ちりめんの丸くけじめ

左り有りに立並び

―丁の内四五十間

万どうを子供にもたせ

茨に神輿自張を着て

抱の装束して馬に来り

おとこおんなも子供まで

また里よりくる人も

いずれ外題と衣装まで

(注―外題)書物の表層 芝居狂言の題目.

うない子のする業なれば

うち役も良し悪じもあり

かたえにはかしましとて

トミに出られずまどいあり

真裸になりて着るもの

(中略 す)

天Iの 御菓を渡し奉つる

次に大なろ幣を■ち

この神5を 引ものは

塗笠かぶつ白きぢばんに

同じ色のたすきがけ

割竹をもて人をはらい

馬を走らせその後を

樹を粋にたてかつぎ

かき奉つり神主は

御供すれば、又町うち

おもいおもいにお供す

ひとつになりで行かえば

大路にすきまはあらざりじ (■lla)

ひいき好みもあるなれど

見どころもありなきもあり

又この町はここの幕

かの町はかの幕と

行きつ戻りつ見あかねど

踊り果つれば町ごとに

シャンシャンシャンと

さも勇ましく間えけり

太平楽の祝 う代に

猶あめつちといやひきに

よろづ世の萬歳と

いづれの町もおとりなく

あかつき過る頃までは

老いも若きも集りて

手打して千X14と いう声

いとかしこくもかかるこの

生れあいにし有難き

千歳やせんぎいや

共にことほぎ奉つる。

〈後書)
「桐生の里ふり」は文イヒ文政年の頃 彦部数馬信有が著したものです.
これにより、古来より桐生天■祭ネtの様手が詳しく半」明し 見聞した

祗園祭の賑いをうつし表はした国語詩調の名文で 今日では貴重な民

俗文献となっています.

信有は天保二年 l1832年)11月 67歳d嗣生郷広沢村に投しています。

」
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‖ 倶 楽 部 だ よ り Ⅲ

◎3月

理事会 (8曰 )

歩く会 (11日) 「早春の雑木山と梅を訪ねてJ

懇話会 美術部会合同例会 (20日) 「栃木県

立美術館 「渡辺華山展」及県立博物

館見学

'1旬

会 (22日)

囲碁会 (2511)春季囲碁大会

歩く会世話人会 (26日)

月次会 (271)ニ ューメディアの中心 そしで

新時代の阜しを支えるキャブテンシ

ステ′、のお話と実演開催

講師 日本電信電話公社関東電気通

信局企業通信システム部第 システ

ム担当部長 高木克明氏

◎ 4月

文化委員会 (7日 )5月 文イヒ祭打合せ

歩く会 (8口 )大 平山ヘ

理事会 (]0口)

懇話会 (11日)放 談会

行事委員会 (16日)5月 文イヒ祭へヽ せ

ゴルフ会 (20日)文 イヒ祭協贅ゴルフコンベ 足

オlC C多十コース

歩く会世語人会 (23H)

俳●会 (24 )

月次会 (25日)「 自瀧神社の今古J

講師 神官 口J回武雄氏

麻省会 (26日)文 イヒ祭脇賛lII夜大/―

於セブン

将棋会 (27口)文 化祭協贅将棋大会

於6号=

(2日)

於第 山本

「これからの医学の課題 |

臨床眼科研究所 百瀬 皓氏

「コマグサの咲 く草津本白根 |

歩く会世話人会

理事会 (7日 )

,卜句会 (24日)

月次会 (25日)

議師

歩く会 (29日)

´ヽ
J

懇話会 l15日)味 城塗についてJ

講師 川瀬祐志氏

歩く会 い7日)「 レンゲツツンの咲く古峰高原

ヽJ

つ1旬会 (21日)

月茨会 (26日)「 1」生市の広域周行政についでJ

議師 桐生市企画部長 萩原詢二氏

◎ 7月
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◎ 5月

囲磐会 (3日 )

文イヒ祭 (31J

理事会 (8日 )

歩く会 (13日)

歩く会世話人会

俳句会 (231)

懇話会 (28日)

講師

◎ 6月

会報委員会 (2

理事会 (7日 )

文化祭l.t贅囲碁大会

4日  5日 )

「赤城里桧 |へ登ろうJ

(21「1)

「小倉焼についてJ

大曽根 直氏

日)会 報第 42号 編集打合せ
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〔巻 頭 言〕

倶楽部を文化の中心に

理事長 前 原 勝 樹
桐生倶楽部 とは何かと云 えば 市民の指導オの集ぃで、ここに相互の親睦 を図

り それにより掘 り起 された郷土愛のエネルギーによって、地域の発展に役立つ

原動力になることといえよう。

それ故にこそ先輩は教育、文化、産業経済の各般に渉って活動されたと伝承 さ

れている。

じかし今日は創立当Itに比べて各部門に専門的の指導機関が生れ来ているので

組織力の強くないこの倶楽部に昔のようを指導力を要求することは無理と言わぎ

るを得ない。

教育や産業経済については成F.そうかもしれをいが、ただ文化の面では活動の

分野が充分に残っていると考えられる。

それは文化と云 う分野にはこれを統括指導する機関が整っていないからである。

それに教育や産業経済のように専門家を養成する学校も少く 又それを専円にや

っても飯が食える世の中でもないからであり、特に桐生には文系大学がないので

商更文化発展の指導力がないと云えよう。

昔の桐生には佐羽淡斎のような文化人が出た。佐羽さんに限らず、ll・l生の文イヒ

人はすべて事業で産をなした人々であった。Fpち文化は生活安定の上 J咲 く華で

あるからである。その点わが桐生倶楽部会員はそれなりに生活安定を得た方々で

あるから、ここでは文化が得られても、クダラヌことと云う人 よいない.気 軽な

楽 じい集団の所以である。

それについて想 うのは小池理事が主催となっている懇話会の繁昌である.そ の

内容は工芸が主休ではあるが主として地j・k文イヒに貢献した人々に間する話題であ

る。又月次会等の演題も文化関孫が多く そんな話題には出市が良好である。

これらをみると倶楽部社員の動向が文化に傾いでいると云ってよさそうである。

即ち我力洞 生倶楽部は民間に於ける文化指導機関の実体を既に備えているのであ

る。

今世の中をみると衣食足り 教育は丼及しているのでこの点はまずおいてもよ

い或は各々専Fi機関に委せてもよいが、文化についてはまだまだの感がある.小

山市政が文化を言い出したのもやはり市民の求むところであろう。

そこで今后の桐生倶楽部の進路として「文化」に重点を指向したらどうだろうか.

即ち会員も之を求め スタッフも概ね揃っでいるじ先人の追志にそう所以でもあ

ると云えよう。当倶楽部には既に文化活動委員会がある。これを一層充実し T

芸の教室になり 絵画創作のアトリエとなり、句会、歌会の席となる等実技を取

入られる会場にじたい.又 地方人ばかりでなく中央の文化を招待して有料公問の

講演を開くとか、又往時の倶楽部夏期大学をやる等も考えたい。

桐生文化倶楽音Fにをることを今后の―つの目標にしたいと思う。
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新 しい お 札 の 顔

漱石、稲造、諭吉 とは

どんな人 か ?

理 事 長 原

新しい紙幣が発lTきれる理由として専ら二tネt

製造を防ぐためと当局は説明しでいる.従 って人

物像にはヒゲが必要であると云う.そ れ|まヒゲ1

本 1本 を書くのが因難であるからと云う。そのた

めか新しいお3人はみんな市髯男子ばかりである.

おっと矢ネし 諭吉さんには髯がない.さ て髯ばか

りなら他に人七あろうに今度の3人 が選ばれたの

はどんを理山だろうか.そ れは朝治 大正を代表

する文化人と云うことであろう.

級って従前のお顔はどうか 聖徳人子 靡 博

文のご両人はいづれも日木の進路を定めた大政治

′であったのである.太 子は憲法17条を定めて人

イゆ 改進の推進力となり 1本 をはじめて統―国

家に■上 デた大政治家である.― 方,藤 14文は明

治推新を推造しその後に市国憲法を創案して曰本

にはじめて独立国家の口組を与えた大政治家であ

る。この 1人政治家がおホLの顔になったのは敗崚

后の日本をどう立直らすかにあたって過去の難局

を切り開いた徳をしのび 曰本に新しい政治的展

開を用竹した国民の要■に応えたものと云えよう.

そう考えると今回の新紙性に二文イヒ人が並んだ

所以|ま やはり今后口本の希望進歩の日標として

文イヒの興隆が挙げられたとみるべきである。そこ

でこれら■氏の生涯や業績
'考

察することは意義

深いものとして、ここに小評伝を掲 ずるものであ

る.

い学生は絶

'と

云ってよい程で いづ

の教科書にも採択されている.

4 生ヽの如きも中学嗜代にその L巻 を読んでヤミ

ツキとなリ キ年時代に故口lは読みつくし いま

でも作中の人物力涅 女1として目|=うつる.か つて

新潟高校受験の折その待望 中巻、下

`を

同地図

書館に発見し lI喜 してこれを読み更けり、遂に

lT′いを人試を失敗してしまった体験がある.

漱石は慶応 3年 (1867)東 京 (江戸)+込

馬場下に名主直克の末子として生れ本名夏目金之

」lJである。しかし子沢 の父に嫌われ二度も養子

にやられた.は じめは道具屋へ.そ こでは篭に入

れられて夜店に並べられでいた.次 は塩原という

家に貫らわれたがこの家は夫妻

"が

悪くいつも|・

金のことで喧嘩がたえなかった.そ こで実家に帰

ったが真の両規は祖父●とifし、塩原夫婦が実父

母だと教えられていた.あ る峙女中のお清から真

の出生について教えられ 大人の嘘とお金の.Iに

あきれて 「真実で筋の通った生活Jに 憧れるよう

になった。その心況が 「我輩は猫Jや 「坊ちゃん」

に表われ、真実を款えたお清が坊ちゃんの中に出

るt‐L母のキヨである.

はじめ漢学を志して■松学合に入ったが、時世

″考えて英語に転じた.や がて人学子備門 (一高)

に合格したのも夫語が抜群であったためと云う。

ここで正rT■規と同級生となる。被は少しも勉強

せす 友人漱石の′―卜を借りて辛うじて進級す

るが 当の漱石もスポーツに熟中して落第した。

その后帝大に進み 子規は日文科 漱石は夫文科

に進んだ。

二人とも大学の議義にあきたらず、専ら図書館

近を していたが子規はしばしば郷里四日に帰っ

て退学を企てた力滋 石は専ら復学を進めた。しか

し子規は返|[■業せ→軟石だけが卒業した。しか

も関学以来の優秀な成績であったので高等師範教

授に推薦きれた.し かし校長ll納治五郎きんにキ

一剛 勝
れt,中

樹

稿

漱 石

この方は文豪の代表 ・l

であろようにその著件は

夕じ后70年にもなるがその

年々の売上 ず一向に衰え

ず 文字通り不ITの名作

lllいであるからである。

■|:「坊ちゃんJを Rllら

ぬ国民は一人もなく 鳴 輩|ま猫であるJを 読まな
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′チ リ勤めるように注意 されたの
` 

之 ″断 ,た.

そしで日今の四口松山の■

`る

中学教|“にな って

赴任 した.要 するに,ま 白山に気肇 J勉強 したか

,たのである.

その松Jに は規々正岡子規がいた.子 tl宅で―

少年を紹介されたが 二れが高●清 (虚子)で あ

り 后に「賀Jを発表 したのがこの虚了編集の 「ホ

トトギスJで ある。「坊 ちゃんJの材料は必ず しも

lA uの体験ではな〈 人学生峙代にlt稲田の講IⅢ

としてアルバイトの■■によることが多いと云う。

松山中学での計義■ 生従が立 |り 「先生の解釈

は間違っています.ど の辞書にもその解利てはあり

ま11んJと 二冊の字引を差出した。この時先生日

〈 「辞言の方が間違っている.す ぐ辞書の方を直

しておきなさいJと 。この■徒は後の東大教授其

鍋嘉―郎氏で後に漱石の主治医となった.漱 石は

松山は一年で熊本の第五高等学校教授|■米転し

ここで責族院書記官長令嬢鏡子さんと結婚 した力ヽ

この組合せはあまり■福ではなかった.|1本 時代

の弟子に科学者寺日寅彦があるが これが 「猫J

に出てくる寒月先生のモデルである.

負1本 ま4年 弱でロンドンに留学を命ぜらせれた。

そこでは lヶ 月 150円の学資なので貧窮に■しみ

大学の議義にもあきたらず 食費をケチッて沐を

買い専ら白習した.し かし当lJlのH的 である 「文

学とはlllかJの 解明がつかず、国の妻子から青信

が絶えで 問々の木/イ ローゼ状態となった。そ

れが文部省に知れて引戻されそうになった.そ の

頃ベルリン帰りの科学者池田南苗氏 (味の素発l15

者)に 遇い心が大いに晴れ 本ばかり読んで:,「

文学とは何かJの 答は出ぬことをFり  もっと人

間の生活を知ることが大切であると社会を観察し

人の話をきいた.「 ロンドン塔Jは そのt●のフィ

クションである.(I・l生出身の森順 i劇
`さ

んはロン

ドン,キ代の漱石を知っているとか云われた.)

2年 の留学が終に近づくと、早く子規に逢いた

いとあせり出した.そ してよも山の話をするの打

楽しみにしていたが 遂にそれは果せず子規は漱

石を待たずに亡くなった。それにllt宅してみると

黄子は沐窮の極にあり身を切られる想いであった

と云う。

帰朝后東大講師 第 高等学校教授とな●,たが

教育者■活が味気
`か

ったので気休めに小説 「我

輩は結であるJを 執筆しホ トトキスに載せた.と

ころがこれが大評判で迫載きれ雑誌は引張だこで

売れて謂ゆる 「洛場のIlt価を高からしめJた .そ

の斤 「坊 ちゃんJ「 疇執 」 「二面十口Jと 書いた

がいづれ●夫″評で漱石もはじめて生甲斐を感ず

る曰を送ったという.

しかし教職 にあっては充分には書
"な

いと託 ,

ていた折 朝 1新問から誘いがあり年間長編―編

を連載する約東で遂 =夫■ をやめて記者生活に入

,た。

帝大教接がやめて新聞記者になると|よ薔いたが

その L文吉F省が呉れるという 「文■博■ |を もけ

った.こ れ|,人tン t― シ3ン を起 した.朝 1人

社後の最初の作品が 「蔵美人草Jで ある.そ の問

満鉄総裁中|1足公氏に″|かれて満川|=旅

'し

知 兄

をひろめた.中 村氏は大学予備円時代の 「ルバイ

トの友であった.

漱石は育潰場に冒きれたが執事にかまけ て充分

の治燎が出来す 「明暗J力 '最后 となりtか も完It

せ ■ 人正 5年 12月 9『1に湯河「で・■tし た.

瀬石の牛

'Eを

通 じて特争十べ ヽもの ま実 tよい

女人を多数に■ ったことである.即 ち 子規 虚

子 寺田寅彦、真鍋嘉 郎 池日蘭苗 中村是公

そのlLである.l1/・の人生は金と情実 をきらって清

〈正 しく生 きることに徹 した.そ して晩年に 「我

力殖 をゆさたいJそ れに まヒト|■t,その道を歩か

せる寛ネが必要であるJと 云 ,ている.

・tの床で H■ が泣l簗いている.● う恵 た引取 ,

た力と思 ,たllI石はば●ちり腋 を開 き ・もっと ,ヽ

っとお泣 きJと 云ってガ ′クリイ主ったそうぐある.

新渡戸 稲 造

斬 しいおオt3人 の中で

―番風1染の少い方である.

その名前 さえ読めない人

がt'る.H'ニ トベイ
'′

ウである.

盛同の公同に1:造の記

念碑があろ.“ tに 「ll

大平洋のかけ橋 とならん|と .こ の一句こそ彼の

企生涯の理想 と実践の姿である.

所渡「家 ま盛同蒜■であるが農|'方でTFlll問tt

の棉■者の=柄 である.● 当は今の::女木Jす・lrで

十和回河の水を引いて開llし =う と十るもので ,̈

る.し かし二●)地 よ南部藩の■北で寒冷つため稲

作は絶望1見きれていたが祖父,"父 の血の出るよ

うな努力でや ,と米
`'ヽ

れた.二 れを「ピをとして
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■れた二男に稲造の名を与えたと去う.l1962、文

久2年)

しかしやがてllE治推新となリー家は|●窮しれ父

も父も亡〈なって稲造は母―人の子に委ねられて

育った.そ してその■け今や学間で身″立てるタト

はないとして11造を東京の叔父にあづけて英語を

勉強きせた.そ の甲斐あって夫学予備円 (―高)

に入学が出来て案学に精進すること力ゞ出来た.や

がて卒業力滝 づいた峙将来の進路が間題になった.

彼は社父力濃 業r.l拓を使命としたことをtaぃ ■

三女木の=に は明治大皇の

`i■

を仰いだ故事も考

えて農学を志した.

たまたまオ峨 農学校間校に際会した.二 れは明

治政府が北海道開発のためアメリカの

'|1立
大■の

詢度にならったもので マサチェーtッ ツ農夫学

長クラーク博士を招聘しで校長とした.稲 造はこ

れを聞いて夫学とキリスト″に興 がヽあ ,たので

忽ちこれに応募し第二期生としてオL幌に渡った。

当時の同志として 内村鑑三 官吉F金吾が居て互|=

l幌 琢略し ■業叶には内村 1番 富部 2番 稲

造3番 で夫学予備円出身の3タ リステャンカ潮 せ

ずして上 3'を 占めることになった.こ の3人 ま

「2つ の
'J員

「ち日本とキリスト教のためにヽす

ことを誓った.

お前が偉くなるまで必ず年きて行っている、 と

涙で別れた,は その叶れ姿を兄ずに亡ったこと

そl■に過度の勉強のためか稲造は眼痛と神経●・弱

状態となり 東京に出て医療た■ 十ることにした.

Lか し少し軽映すると又勉強の事にとつつかれた.

それ|ま東■帝回大学が整備され 晨学部が出来

そこに農業経済学部が生れた.二 れこそ稲造の最

七望んだ進路であったので これに,人 ■するこ

とιなった.

この1キの而接試験に 「自分 ま農政と英学が■び

たいJと 述べたので試験官|よケゲンな顔でl.lうた。

なぜ英学などやりたいかときいた。彼は居ずまい

を正し皐然と云い放 ,た 願`わくば、我れ大平洋

のかけ椅となI.ん、と.こ れ|まクラーク博■の ｀

少年よ大志をいだけ、に応えた夜の,で あり希望

であったのである.そ の真意は 本にも立派な文

化があるが■米にはまた号Jのi派 なそれがある。

東西の理解と融合こそ人類の福祉j曽進の途と信じ

たからであろ.

農政学 まともかくとして英十の授業によあきた

らなかった.● 力]■II読破しているカーライルの

「ム装哲学Jを 款″がまだ,」ら

`か

,たことであ

る
`彼

ま英学は留十 七な +れ ∫ダメだと断 して米

国留■ を洪意 した.

そこでオし幌―期生の佐薦昌介 (初代北夫給長)

の ノテを得て 渡米 ■決行 した.費 ‖

'は'父

の,羊

lR屋さんが身

`く

限 りをして得た 2000円 だけであ

,́た.(IIl,台17年 1884).

はじめベ ンシルバニアのシー トビル人学に人っ

たが 東大にあきたらぬ人F・lがこんな駅弁大学に

1又る筈はなく え輩佐藤の骨折で ボルチモアの

′ョンホプキンス人学|:入学 し ここで落 ちつい

て勉強 ■はげんだ.

通十の達次 クエーカー教と云うキリス ト教の

ljで清楚真摯を特長とする教会 を発見 し ここに

通 うようにな ,た.こ 二で大富豪の知遇 を得て日

本の話をする機会 を得 この聴衆の ]人  メリー

ェルキシトン嫁 とめぐり合 う.二 れが後のAilせ夫

人の満里 さんである.こ こに在刊 |■既 にオt幌農

学校長II茉伝 していた佐藤昌介から朗報がとどい

た.そ れは改めて農学校の教燿 に「命され3年 間

の ドイツ留学力記 められたのである。それまでTj

費留学生で同窮 を重ていたが、それからは公費生

となり しか:,帰朝后の職場まで安定 したのであ

る.

ドイツ留学の話は略 して、その峯業后アメリカ

を.fれ既 に恋仲になっていた満■ きんと結婚 し

これを伴 って帰 ヨしてオし幌の秩塩 「立った.

彼の名声は Lったが 生れたばかりの長男が・r

つ,したそのショ′クで

'両

里さんは病気 となり 遂

にアメリカ|:帰って療養する二とになった.そ し

て彼:,校務と男ヤ■メのキ しで又々持病が出て神

経衰弱にな ,(し まった.

■「:満■ さんはイ,lヶ 年で

"日

きれ それに多

大の父の遺産 を持 ,て|おえられた.稲 造夫妻はこ

のお■
‐で掟ねて4準替 した民来学校である遠友夜学

校 を整備 し市民の-ll教 養の

`1上

lιつとめた.し

かし今●は稲造の病気●5し 〈なくなったので夫

妻でカルフォルニア 章 地す姜する破 目になった.

療着中彼は考えたことがある.そ ねは 木の道

徳の根元である.il欧 ではそれを■リス ト教に●

とめている. 1本 に|まそれに該当するものがない.

外回もみん

`こ

れを不思蔵にした。稲造は 「判 ,

たJと 1荼を打った.そ れは武士道である。武上道

|ま武士の生活習慣 とこれを貴 く帰 中のあり方であ

るが 情導者である武十の道|ま白然に民衆に滲み
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二んで以心伝心で日本人の道徳の基調にな■,たの

であるJと 。そこでχ文 「武■道Jを 発行し 大

反響を起して文名―挙に上った。これは世界中の

図書館 夫学に領布蔵書とされ、日本ではその訳

文´ムく読まれた.こ の英文武士道こそはじめて

日本の真の姿を世界に紹介し 彼のiO蜃であろ 「

太平洋にIFをかけたJの であろ.

病癒えて

"国

すると仕事力■キっていた.そ れは

口清戦争で害1譲きれた台湾の開発である.そ れは

郷里の先輩後藤新平民政長官の懇望によるもので

ある.こ こではじめて自分の専l.lである農政学を

実践し台湾西部を醐管の世界■大産地の―つに仕

|げたのである.し かし植民地開発には一応成功

した力ヽ 人民は必ずしも幸せになったとは思えなか

った.こ れに悩んでいた時 京都帝国大学教妥の

声がかかり、同学で植民17t策を講じ 農十博十

法学博士の学●を得た.

稲遣は京都が気に入り、ここで水く喜したいと

思っていたが 牧里r仲顕伯の命令 (文相)で 第―

高等学校々長となった.

その7年 間の在職は日僣Tt后の思想動揺の|キに

あたり理想主義と人格主表をかかずて青年思想の

中核となってその帰すうを示した.時 に声花の講

演会を■ち その進歩的論調が災して文部省から

譴責慮分をうけたこともある.

その后曰米交換教Iと して渡米し 或峙束大法

学部教授となり 同本女子夫の初代■長をつとめ

た.

第―次夫戦后の視察団として後藤所平に従って

欧
'|1巡

視中に西国寺候の平和会議の一Πと出会っ

た.平 和会議の結論として日際連盟が倉1設され

|1木にはその事務次長力浩Jり振られた,西 国寺候

の随員である牧野伯の目にとまり稲造はそのまま

その職につき7年間●国際連盟事務次長としてlt

界数十ヶ国を相手にしその後の25ヶ年間の+和 の

磋を築いた.大 lIを果すとすぐ太平洋会議の主席

として渡米する.こ れは日本r7民排斥に関する間

題で、ここにも太+洋 の橋の役をした.

その後嗣 |1事変がおこり又々第 5回 の太平洋会議

に出動し日家の命運をかけたん責IIをし 「■存共

栄Jを 「+びつづけた.そ してこの旅行中 カナグ

の′`ンクーバーで腹痛をt・し 1召和8年 11033'

急性「臓エソで急死した.草 地 ま束京にもあるが

バンクーバー大十のキャンパスlr森 =眠る.

志 して長崎へ

"|で

吉学 したが藩 「役のオ「鼈で居た

たまれず江戸に向っで出奔 した.違 中人F「・・兄の

宅に身を寄せた.そ こで絲形洪ての迪塾の名声を

知 り ここに人ね (も らう.天 ドのl・秀の準 まる

日本 の南学塾ですが敦材の ■書は11冊ぼどしか

なく グルーブ●これを借 りては写 し邦訳 tた .

みな時田も寝食も忘れての猛勉強であった.従 ,

てここから明治1+イヽ″開いた指導者が,( うまれ

たことは御着 lの近 りである.

この瞑幕府は外回のL迫 で¬親条ネ|から通商条

TJを強要され開□の上■なきに立 ちiっ た
―

そし

て外国

“

情

"知

るた14蘭学の必

'を

,」・た.福

"ヽ諭古の嵐すろ中津僣 t同 様で諭吉が適ユの長iし

ているのを知 り 江戸 =呼んで商十塾 を開 /・■た.

こねが■在の要応義艶の|‐めである. 118a 壼

応 4年 )

上野の戦争の銃砲の音をききながら議表 をつづ

けた二とは有名な話である.論 吉の敦や )精ネ中は

西洋の学問を逝 じて、今理的綺神と■ ■精71・・高

場であった.

ある1‖黄浜の商館の前に庁んだと二ろ 外人の

1槃ろこと|ギカ'少しも半|らなt こヽと il驚き これ ま

十ランダ語ではなく英語であることを知 り=道 英

語 を■び直 したこと よ彼の決断と′「動力・・賜であ

ろう。

これより前 lI古 よ=同外FIlへ行 ,た.第 ―い1

は修好条約証 lのための蔵臨九で 「メリカヘ.二

れ よ日本人力Ⅲよ●め て太平,半七

"っ

た夫「lT Iた海

であった.上 睦 してみると短 くt,trばかり 5草

汽車 鉄i業  もっと彎いたの よ上 Fの κ号|のな

い二とであ ,た.ダ レスバーティー

`は

 Ji己 :,

おかみさんか 

“

[踊 ,でいる.そ ねに
̃7シ

レ

トンの子■Jまときくと「並の口T人の■婦 にを ,

ていると■気で■えられた.

目本なら■い人の子

"|は

みん●高t高 百がt人 名

の′す過 ″うけていろのにと考えていたからこま,ろ.

福

ブし

"中

津落の下ilN武士

の二男 とtで 天保 6年 (

18a5)大阪の■屋敷で牛

れた.の ち中津で育った

が夕分詢1責のイ`条理 と不

合I岬的な生,舌態

"に

反逆

を感 じた.長 じて蘭学 を
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そのil司じ●命でヨーロ Iバに:行 ,た.今 皮

まli廻りでバリヘ′「,た.そ 二で t玉力のキと二

うt,のを身にしみて志じた.

帰朝の第 普千として 「西汗事晴‐と
`う

本を

‖1版tた.そ れ|よ外国の実I犬を知ってもらいltく

ロオ/・強く豊か [せねばならぬと感じたからであ

る.て IIl i台5年 [は 「学F・3のす
'め

J"出 して 「

天ま人の上に人,つ 〈う|. 人の ドに人をつ〈ら

●Jと 説いで官尊民■の|∫破につとめIIl治のχ屁

期を指導した.又 二の思想
'拡

わるために 「|げ事

新報J● 7`■|″取行した.

論昔よ一,t● 途につかず日lt t,得|'  市民

として 本の支化に貢献し 「.・翁白伝Jを 書きあ

げ明治34年

`1,11}66歳

で「̈出1帆で亡〈i,た .

1理卜長 前,医 院長,

:社 員 の ベ ー ジ |
'■=‐ ‐ i‐.‐‐:‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ||:‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ |‐

桐生倶楽部
青年部の思い出

吉 成 敏 郎

人崚後7メ リカ軍の占価下 で戦中の余俵 ない供

出のた● 機の古

`,消

え果(た拉調 可■ llと ‖J

■倶楽音

`の

接触はそんな嗅始 ,ている.

当」寺Ett■ 在学中で食糧ι tt tい東京と故郷桐

■の田をll繁に往複 し(い た頃 ,1車 の中でlt稲

||の「11「を着 (い た小i也久Itさん ■|うわl・て■築

,Fへ顔 を出すようにな ,た. 二れ力1私力'その′贅|・

,と|・上に在住すうようにを ,た一つ|・l機緑
`あ

ったと思 う.

当1寺 たまたま疎 刊t′,桐生に永住

'き

らてビ

られた二口文十賞ll=の 南J耐蜀さん 又その門係

で来 l・t(い た坂日′ 「さん 桐生在住の島丼[

さたなど丈学||オLI■の■ ● その嘔つ理事長

i蕨 長平 きんや境野武夫 さんなとの:「スで先人が

●て 「デた‖0生倶来部に青年部が発足 した.

敗|,の混乱と不安の中で既成の観念 思想の破

壊|,I■ ●十ろ模業の r我 々肯年 よ何をすべ

きか′意気新をオ人のI―りであった.

メンバ =前 記小池 さん 着露■平 さ7t、吉野

郎 きん 寺内二郎 きん等  々 男女30数名が毎 ]

財 毎に葉 りを■ ,た ..l事 の,送 |ろ 週報に■

,て懇談会 研究会 計論会 兄学会などに]キ間

の過つのを忘れた:,のだ.南 川 さん 境りfさん

又当[キの理 |「長 さん達 もよくつきあって載いた.

その■は音栞,責美 青などの来桐公演 :,多く

"1刈
氏の伴

^■

なき ,たll縮織衣 さんなども日に浮 |́:.

青年口
'の

一由のメンバーでlJ生青「タイ
`ヽ

スを

ろ週間紙 を-ll向 に発行 し乏 しい時代の狐矢わを

ど|レリヽ池 さん 責藤 さん 増 作ス劇ヽ ん、黒,(

岩雄 きん 私など拮‖tし い口々
`し

た.

肯年青

`の

中で:,I・めでたい力 ′
'ル

も2“ばこき

岬

`: `l・

さんに■ま■ている小池 i藤 人妻が

|ぅ rら る.

, |"策 のみ ぎつ吾妻公園の南1潤 記念石の

'=たた ■■と 当1喘日

"工

つ梅の化盛 りの ド
`進

た

だ思いユ
"'今

|よ老木とな●た梅のI・に重 ,てまぎ

よぎと思い起 さねう.

市
"ら

ん 1竜野 さ7・ ll茂 眸さ7tなど今 よ亡 き

皆lTの街宴福 を析 り χ今償のll・牛夕栞部の発展

を析願 してaま をぃ.

'持
 当̈ ,ゲ真|■

']り
あ|'の方が背|,キいモt="'

1両毛倉庫 ●l 謳生支li長)

失つたものは何か?

小 野 勝 行

大正生まねをの =、|,∫か朗治0青 春を感 じさせ

る 渡辺
'バ

ナー.

‖「 の I・上 インターアクト認証式での■やか



(8, 第 43号 桐 生 倶 楽 部 会 報

を風版のある声で語 られた時、酔語が巧ま ギして

詞キ を縦 りなし  言―旬は 岡 く著の胸に何か

を刻印 したようでございま十.I.:Iを 拝聴 しまし

た私 ま 何年か前に訪れた広島での老技の話 を思

い出 しておりました. その老妓が、 まだ子

“

tのこ

ろ広島に浅野長勲候 とい う九 「幾つの本ものの殿

様が■存 していたそうです. 日幕時代 広島書42

万石の当主 この殿様が 「近ごろ蚊が食つても、

食いついたままにしておくのだ.Jとおっしゃ ,た

とか.

また お風呂に入りましても殿様 ま ぬるいと

か あついとか云わない

“

,ので幼少の■から教 え

られるんだとのこと。家来のおちどになるんだと

のことで した。

江戸幕府は 殊のタト儒学 を童んじていたので殿

様には常に 「大7の 道は ｀
忠恕、あるのみJと い

うような 思いやりの精神 が大事な ,ヽのとされ

ておったようです。

私は この証が妙に印象に残 って●りました。

と中しますのにはそれをりの理由があったのです.

J`ら 、 「忠Jと いう字に 「怒るJと いうような

字 を育いてチュウブョと言 うで しょう.と 老妓が

云 うので私 も判ったような顔 をしで績いでおりま

したが、実はよ〈判らなかったのであります.私

は鼻先を瓜で弾かれたような思いでした.そ のよ

うなことがありましてつまみ ぐいですが 少しば

かり勉強 してみる気になりました.

渡辺ガバナーは 桐丘の校是、「恕Jに 感銘、
｀
我

が意を得たり、と原稿以タトの言葉が まるで電気

ドリルのように鋭 く現実を くだきは じめたので

あります.

衛霊公篤15に出てくる、一言で人が生涯守って

いかなければならない事は何んですか?と いう子

貢の質問に 『し子は 「己の欲せぎるところは人に

施す二となかれ.Jと 「これ恕なりJと 容えたとお

っしゃいました.諭 語全体の 害1以 「を孔了は 「

仁Jに ついて語ってI・りますが 決まった定最|ま

しておらず仲弓や四配の―人 会参にも子貢にも

それぞれ違った表現で1時の広い云い方 たしている

ようであります.「 忠Jと は誠意想情 を尽 くし

事にのぞんで Ⅷ 切第 .「 恕J・n方 .‐ 息いや

りのこと。つまり先方の境週 心理をよく考察 し

てやることとをっております.

渡辺ガバナーが感館 きれた通 りきすがに人門l■

豊かな全人教育 と恕の精llを標携 さ,■る桐 丘校長

高橋博先生 日本占来の醇風美俗いまだ|■夫われ

ていないことを痛感する次第であります.

しかし、それに引換 え最近の騒々しい混屯とし

た世1日は、なんとしたことで しょう.

戦後39■間 日本は農業文明から工業文明 I急

転 しました.工 業文llHは自然 をrlT月Fす る事が善と

されております。生産力の急上昇で人問の敲望は

解放 きれてきました.し かし漱望の体系的研究 よ

遅れています.欲 望の秩l●、心の秩序という様な

●のが、今後、H茶 苦茶になっでいくような気が

いたします.ア メリカには  「時きえたてば lll

もかもJと いう古い歌があるそうですが それは

丁度 大地 に早 く荷物 を降ろす為に階段 を晴劫が

,て 気に上の窓から夫tlなア具 を地 「べ欣 り出

した様をt,のです.家 具はバラバラ、ちうそんな

ものは時代遅れのザラクタだ.と い う芦 [つ らlt

て人々 まブラスチ ′クや人造●革・
r見 てくれは綺

魔で それでいで安い品物 手造 りの いを知 らぬ

量産古:へと群が‐,こいった.便 IF lで子軽でそれで

いて一見豪華 なものが誰の手にも平等に入るよう

な結構な戦後の峙代はそれなりにfl達を■ ざせて

きました.し かし、果 して、それが人々の生活や

日本の社会にとって本当によかったことだったの

で し■っか.

私違が、族 り出 してこわした:,のは 実 ま か

サがえのない高価で1両lL●のあるものだったのでは

ないでしょうか. (小野限めがね

"i)

入会に際し思うこと

坂 本 能理雄

此の■、当倶楽部べの人会が認められ夫変嬉 し

く思っています.私 白身 機会があって昭和48年

に青年会議所に入会以来、約11年の開 会議など

に利用 させで戴 きました.桐 生市の誇る二●●建物

が、先党者の深い理解から、1司生の産業 教育

文イヒ 政治等の ,̈「発展について訴 し命 う場 とし

て建設 きれ 今なお文化の香 り■高 〈放 ,ている

ことは 夫変すばらしく llに もtHを兄ないので

はないかと息います.

きて、私事になりますが、 5年 tliに 当クラブ

で 「コ ミェニテ イーと市民Jと 題 した篠原―東夫

教● による請演 を問 き 夫変感銘 を受けたこと力ゞ

あります.先 生は |・l生

`鶏

|の素晴 しさに

`,IIl
れなから “IIII牛に住む市民の皆 さんが 民主十表
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の基盤 としてのJミ ュニテイー (個|■的で豊かな

tj)の実現 をめざして市民運動 を推進する為には

一人でも多くの白主性、白律性のある●民 をおや

さなけれ ぎなりません.・と述べられ 又 ``しかし

■実はきびしく 現代の様に 高度 に情報イヒされ

管1里化された社劉 大況の ドでは 市民運動の参

`|の輪をl■rる こと|ま誡に難 しく たえず「い障害

物に阻まれていま十.・ と説IHきれました.し か

しながら この様な
'は

況「:対する復′こ力としての

役吉|を果す各種のゼクテの存在も忘れてに

`ら

な

いとi張 きれました.ゼ クテの本来の意沐は 宗

教|つ■僚詢に支えられたきキルヘ (教会)に 対 し

て そうでない■クテ (小会派)の ことで″,り

このtク デが t俗化 きれた形がタラ

'と

いう小業

llとしてfH.われるとの事.二 のlTにビクテの考え

方力拡 人きれると ネR縦化 きれた社会に火|して、

人間が白己をユ リ戻 し得ろ為llサロンや■―ケル

カ■つくらl■ その中 ●睛報1又集 打しながら 白己

主張 してゆく必要があること.そ の結果 政治rl

粒 に夕十1る 市民クラブ タテ薔|り社会に対 するサ

ラリーマンのサークルやJ間 集H 大学でrr夫講

義に■するゼ ミナール等 様 々の形態 をとること

`,あ

るとい う,ま さ = 桐生倶栞吉「やロータリー

ライ|ン ズクラブ そして }C ILl可生のlr々なボ

ラタタリー団休も■クデの 形態であると考えら

れる.そ してさらに 各地で波及 している花い ,

ばい運動 "を 美 しくする会 歩こう会等の市民

運動・r多 く|,′T動|,tク テ′)―種であると言及十

る二七が
`き

うのでは

`い

でしょうか.I後 に、

二れらのギクテが行動十ろFで の最小限の原則が

第 に単■ ぐまをく 複″にtか も=よ ″

`す

る

と二ろ ittIIが′,り 多Il性 異質I=対 してt,

寛容で・lる こと.第 二に ゼタFが 仝言力lι,つ

ため iよ Iに  女 しうる点 t求 めて横 =五をり

,菫合するという二七.llし 連合|よ一つであろ必要

`な
く ■合の辿今という●み L¬

.方
式 もとれう.

:[●)| う●  「1民|1煙合′)=|ヽ 二そ  ■ ( (ヽ[ ヽ さ

|,t t イヽテ動様式 0=な t 力ヽ と息t まヽ | .

,り:のように 管理社会 情報社会 =111る

つの歯上つとしでt 今―●tク テの感想に立 ち

,え
'[ク

テ・・ 形態 七tて ●)桐生F鶏 Fでの

i舌動(:rl分自■I,参

“

十る二と力■゙ ■ ■ll力ら

つ任■づくりに一メンバーとして ,=立 つことが

できましたなら∫ 人′■■だと思いま十.

1大■商■■)

桃栗 3年 柿8年

面壁9年 人間―生
丹 羽 武 雄

昨年11月秋たけなわの京都へ紅葉の名所高雄の

Ⅲにある神議+を 訪れました.人 生には山あり

谷ありとか云われておりますが正にその通 りで車

を峰 りて高台から錦織 りなす紅茉の間を縫って清

清,の 漢谷まで しば ら〈降 り美 しいlllめの中を川

づたいに歩 き又対岸のlI葉の中の石段 を登 ること

約30分急勾配 を精―14登りつめた口

“

■オ中護寺の口1

F]がありました. 息人れようと |ち上ってふ と

FIの若●1を見ますと立派 な造作の掲示がありま

した.lL栞 3年 柿 8年 面壁 9年 人間―生 これで

す.ll栞 3年 柿 8年 は云 うまでもありませんが面

壁 9年  自;度の高僧達層 きまが6世 紀のilめに中

国にわたりⅢ∫南省の少林寺で9年 問壁(■向 ,て

“祥 をし続けてようやくさとりを問いたと云われて

|.ります。几人の″、た ら人間は ‐生修業をしてい

かなければならないと云 うことだそうです.

私も 社会人として日常の生,舌に又/「N業の中に

おいて進けては通ることの出来ない人なり小なり

の壁に突 きあたることがよく″,りま,.又 必ずtlt

さなければならない もあり谷t,ある様に思われ

ます.こ の時こそ全力を7`揮しよりよい方向に女

き進ん こいかなけオ|ざならないと思t まヽ

'i. 

これ

が人生であるとみえでおります.

どうか桐生倶楽部の諸尤輩の社員の皆様方の夫

きな力によりよりよいご指導ご協 力により社員共

々の幸はイ|と企業の発展により社会に貫献 したい

と

`口

うtの でごきいます.  (I"石 ,由社■)

足尾線廃止問題に思う
蓮 沼 源 ―

昭和46年 □

'"建

法によって 企回の地方赤

■線の中 特に■Xlス支の悪い賄線力焼 正の対象

|[なっている事は ll t衆 知のよである.我 が足

'し
線

`,第

2次 廃 11対象拮線 とな ,た.私 が疑問に

Jう のは 回鉄力

"可

故このlTな形の足t●りを行 う

かである.勿 論 赤字曰鉄の建で直 し 財政

'壼は急務 ●ある事は充分不● t(い る.T・府 国よ

ま云 うまです,なく 回民′填 剣に考えなく(ま な

らない|'延である.し かし 財Ⅲ iじの為であろ

とすろと 1次 40線 2次 27線の赤十ローカル線

のt‖ :ま どれtの 効果がある|●か.何 かの「ビ事
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には 筐か数パーセントの解消にしかならないと

あ ,た.IH治  太正 昭和へと営々として笑いて

きたil道である、地域の生活と これほど密iし

ている現在、住民の強い反対をllし切 つてまで実

施する事は 得策とは云えないのではないか.

仮 りに 今廃上 をしたとする.将 来 改めてその

必要が叫ばIl 新たに敷設 を■ると 多大な費用

を要する事は明自である.

鉄道発祥の地、イギリスで ま 近年 既 に廃 正

をされた地方鉄道が国民から見直 きれ 十いに鉄

道敷は残 きれてあったので 民問団休や 一‐l鷲

志=の 子によっで復活 されていると聞いている,

その理由としては 生活の足 と云 うより 鉄道に

対する国民の郷愁が そうきせているのである.

■4道には、他の交通機関には無いロマ ンがあり

それに贅著 を党る人建 も少なくないと]う .

しかし ,実 に □でユ を制定 したのだから

我々 キあくまでも そ
'■

をしっかりとふまえ 足

|`iHの場合 今後対応 してゆかねばならない.■

在考えられる道は Il鉄 による存続か、地域の我

々の子による再」1発の 2つ に1つ であろ.前 者の

手による事がベス トであろ事は勿論だが 将来に

向かって、後藤 ・2ゴい■無 くす意味でも lI道 と

云 う形 での存続は 絶対に必要で′,る (質 商

'

― 戦 後 初 公 開 一
こ う ら い と う こ う

「前原亙瀬 と大出東皐の遺作展」

開催 され る /

去 る12月7-9日 までの 3日 間 h・l生市文イヒt

ンターに於いて 「前原亙瀬 と夫出東皐の遺作展J

がlII催され市民の多数の人場オでにぎわった.

ここで少々この 2人 についで知っで頂 くために

ご説明 させ て頂 きたいと思 う。

前原亙瀬 (まえはら こうらt, 1817-1870

講は勝lIと云い もとはlt橋藩主江尻即

'衝

の

次男で、幼名は松五郎である.文 政12年 桐生天

満富の祠官 前原勝温の養嗣となり改姓十る.嘉

永年間にけ●司となり従■位下に叙せられた.時

に32歳である。(大内蔵太夫と称した).この頃より

島村の企丼鳥ツ1に師事し イどら画や山水画をIrカ

的に描いている。

嘉永 5年  36歳 のIIりには桐■天満■のrl開帳

が′テなわれ 亙瀬は 喘 綺 神ヽ之図Jを 製作し

これを奉納 した.こ の絵特は本殴に掲 デられでい

るもので 今同の展覧会のために下ろし市民の眼

の前で観賞する機会を得た事は喜ばしい限りでも

″,った.確 かな筆法が亙櫃の画人としての―端を

のぞかしている.

足利の団崎単雲も亙瀬に折導を受けたという「ビ

録があり その交友を示す|,のとして 「漁夫之図J

を草iが 「II夫之図Jを 亙瀬が描さ対幅の型式を

と ,ていることぐ証llBされる.■ によくllた作品

でまあるが晨の表晴がT反 ●に見えるのは而白い.

又その弟子 ="1.・Lする 大出束卑がいる.

亙瀬の妻|まll子で日村梶子に書,学 び 後に極

■書塾の主となった方である.

晩年54歳に よ 天満■の祭 り|デ台宵紙]21r組を

"1`し

ている.こ れt,今回所蔵者本呵 l ttHか ら

お倍 りした夫作で戦後i■めて兄られたt,ので′,る.

卿開帳の眸に ま表の鶴の図が正面にをるため 裏

面の大す旦

`光

llI風の■:きには恐 らく気がつい(い

`い

人が多か ,たであろうと思 う.叶 [明治 3年

である.そ して二の年10月 8日 に二|●世 をよ ,て

いる.亙 瀬の絶,と 去っても過言で す●いl. 鳩

力を面けていたのかて,知れない.

そして翠年、妻1く子も後 を追 うように1」́ を■

|ザた.

工櫂のl■風 ま多方面にわた り好寄心1+絆な人で

″,,た ように思われる.文 人画 人T幡 瓜 上七

風 かと!う とつ1画Ilというように余 リブキンル

にこだわ ,ていないようである.別 図にのせた 「

柳下童了遊蔵図J I四 季山水図 l等 ま
・・作と云 ,

ても真いであろう.

大出東皐 (おおいで とうこう) ]841 lⅨ 〕8

天保12年 江■神円にて出生 し 幼名を

'次

IF

と命名された.3晟 の].′父五|`兵 ITた雄の喘住 に

したが ,て桐4:新‖ 5「 日石‖■F行 の屋敷に居

住することになる.す で =,歳 のtaょり絵 を亙エ

に十び■号■悔 を,な る.基 礎1確 画法を亙瀬か

ら■んだ東皐は]9歳の嗅●り紋 T ⅢⅢT,の ●H

九野IIIⅢ事 しrrに化孜について よ多〈のレ響 ″■
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前原亙瀬 と

大出東皐の遺作展

(主催 全■実イテ晏員会、後燿 桐生倶楽部)

柳下童子遊戯図 亙瀬の作品中の傑作

東4の 輸付による枕手壺=瀬 筆 薇のハチ 面自いIln

四季山水図 コ瀬筆 初公BB(冬  秋 夏 春)
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けたものと思われる.翌 年石ロプし攣Fと共に|ヒ海道

移住の計画に参加しようとしたが失敗しプし野は帰

‖、東車はそのまま江戸に]卜まり●び画迫ほ精進

し書道 花鳥の研賛をしている。そしてかたわら

藤堂,麦雲にも師事しその意.・tは夫であぅた.

その後明治縦新の動乱lJには●軍の部隊に人隊

したが負傷し隊長の 補 俊介は絵画の才能の|1几

さを知り戦渦から脱出させることになる。

明治初年は洋画の勃興期で日本画は去逆するが

その内 尾張の瀬戸に招かれ、下絵や絵付の指導

をし流行の先端をゆく.その後フスノロサが東洋美

lFlを贅讃したこともあって,び 日本画壇も活気づ

さ 東皐も世に迎えられることにをった。そして

各地の展覧会に出品し多くの受賛をしている.

鶏 宮に残る 「秒接市之図」は桐生にとって歴

史的にも高く評価きれているが、今回の展覧会に

出『,された花島Tlなどその才は余すところなく再

評価するにふきわしいものがある.

え代森山芳―Fの製織した 「紋緞子織テーブルタ

ロスJは 東皐の下絵でコロンブス博覧会 (明泊23年)

に出品きれた名品であることはよく知られている.

lH治38年 3月 14日 桐生での画会を終 r後 、この

世を去っていろ。

ともに幕末 明治に活臓した画人2人 (師弟)

の展覧会は史上初めてのことであり桐生の近代史

を飾るにおきわしい催じといえろ。同時代を生き

た人々で忘れてはならない人物 魁゙ に多く存在し

ている.例 えば、熙川真派、石口几野 H村 梶子

等  々 今后この壼史″埋めていかわばならないこ

とは云うまで|,ない.

しかし1」生の■
'人

をみろと それらの展覧をす

る場所がない.(設ll寄の不充分きから).その必要

性を今L・jも訴えたかったのである.博 物館は建遺

物をつくってから多くが失敗する運iきを行ってい

るが これらの実績をllって答えられるものと考

える.展 示作II等力■

"民

の限の前に現われて初め

て実感がわくt,のである.

この度の遺件腱は前原勝樹氏 前原貞勝氏の所

蔵品を中心に16名の方々から借用したものである.

このご好意に対し深く感謝中し上げ 人切に■存

きれておられたことに敬意を表したいと思う.又

これらの資料1又葉及び考証を山鹿美助氏が担当し

たことにその成功の力があったことも記しておき

たいと思 う。実行委rl贅の小池久雄氏は総括的責

任を果たして頂き感謝中し上げたい.

改めて桐生に於ける 近世近代の文イヒ的Ⅲ〕■が

今 1の歴史の■みを感ぜぎるを得
`い

.

しかしそのE史 の背景を忘れ去り日光ぼかりの

利益、JI文化的行政をすすめるなど 桐生はf,∫の

魅力もをい単なる口丁にしか過ぎないことを知る二

とになる力も知れない。

(実行委員 奈良彰―)

量凰場＾
， 祭りa台 唐重 ´枚 本町 lT目 菫
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良 書 紹 介
それに先●っでTt・和33年12月31曰に菱地区を桐

生市第17区として区政委員の任命式力沸 行され、

私も区長会長として参クJし新区長には、育

`菱

村村

議会議長 飛島義三郎氏が任命きれ桐生市行政に

参画することになった.合 併後1召和35年に広見橋

次に■橋 稲荷橋等次々と永久橋に改められ菱地

区は夫きく飛躍していったのである.

桐生市と近隣との合

"は

菱村との合■で ―応嘉

を間じた.し かし今桐生市を取りまく環境は桐生

市を含め大間 町々 薮塚本町、笠懸村 IFl里村

東村、黒保根村の ]市 2町 4ヶ 村の広域圏の経済

運常にかかっている.

わが国の財政は莫大な借金をかかえ その利払

いだけでも年関7兆 円に及ぶ膨大な金額であって

景気が悪いから 質P・摩核だからといって 税収

力繁 ち込み 歳入欠陥が生じたから借金をする.

また増税によって賄 うという安易な計算で・
■授 (

つま)を 合わせることに頼れば、i曽税にも借人に

も限度があって国民経済の破綻につながる恐れを

しとしない。

わが国の体質を変えない以 L円安基調は続くだ

ろうし、円の海外における信用はとり返せないの

ではをいだろうか。国を挙 ずて国家機関の整備を

lTい 行政整理による増税なき財政再建を図るべ

きである。

私が全回法人会総連合において税詢1委員の 1人

としてrll帯1問題に取り組んでみても いつでも不

公平税帝1の是正ということに当面するが それに

は増税なるものや減税なるもの等、またそれぞれ

是正によって生ずる歪も多く 毎年やっているが

満足点には津 しないものである。グリーンカード

の間題、直接税 F.3接税の比率の問題、FI得減税

最近となえられでいる非課RIT蓄 の見直し論等、

皆間題の多い現状である。地方においても総論贅

成各論反対でをく 白治体の統合強化等を検討し

″政の簡素イヒを行う時がきていると思う。

今の時代は自分の身を切らねば生きられない時

代に当面していることを自党すべきではをいだろ

うか。1召和34年以来途絶えていた桐生市の市町村

間題もここらで再検討すべき時期に当面してきて

いると見えるのである.

0道 担神百選 日本石仏協会群鳴県支部篇

あさを社   Y2500

本会報32号ですでにおなじみの社員藤井lIH人氏

最近各地で個人出版はもとより 本格的出版が

多く出て来て、出版は地方の時代といわれている。

n・l生でもクラブ会員に限らず また桐生で出版

されたものばかりではないが、桐生関係者の出版

が多く見られるので―通り紹介させていただく.

◎ 桐生の歩みの中で  木村 ―蔵

桐生タイムス社 ¥1,000

著者はII・l生商工会議所常任議員、繊It部長、金

融税務委員会委員長の要職にある。政治 経済に

関する出来事を克明に記録し、これを一連の随筆

として桐生タイムスに発表したものを今Πまとめ

たものである。桐生の歴史の―コマーコマを回想

し軒 深いものがある。一文を引用させていただ

く。

(菱村の合併と桐生)

菱村と桐生市との合lI間題は長い懸案で、菱村

は桐生川を境としで南JLに細長く 桐生市に接し

桐生市との交流力深 く 産業面で特に織物業界に

おいては、全く桐生市と同一歩調をとっていた。

また桐生川に架けられた桐生市と境の橋の数も17

の多きを数え その交流の激しさを物語っでいる。

じかし桐生市と菱オナとは群5県 と栃木県に分かれ

ているため、行政区域の違いから″政指導面でも

相違があっでお互いに不便を感じることが多かっ

た.

昭和28年8月11日栃木県、群馬県両知事に対し

て合俳の諮問をlTったが、栃木県
'∫

が難色を示し

たので合

"を

果たせなかった。桐生市は翌昭和29

年10月1日梅田 相生、川内3オナと合併している

ので茂功していれば菱村も同時に合併していたの

ではなかったろうか。その後、菱村慎1においても

合lrに対する財産延理上の問題等検討きれていた

が、昭和32年ll月25口に合併する協定が成立し財

産処分協議が成立じたので桐生市議会も菱村粛会

も全員―致で合,を 決定した。同時に総理府、自

治省等に対して陳情 中央審議会委員よりの調査

等行われた結果、1召和33年9月30日内闘総理府よ

り菱村をn・l生市に編入の件力,吉示きれ正式に決定

をみた.同 年11月17曰に 桐生市表村合併促進協

議会が開催され 昭和34年 1月 1曰 より合併力施

施行されることにきまった.
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はまえがさでつぎのようt語っでいる.

群鳴ま石仏の宝庫と言われている。これは数が

多いと同lfに 種類が豊富で、´態のr/化に富み

表情の豊かさや 月夕りの秀れていることなどを含

めたよ現であると思う.

その代表が道祖神と言つても過言ではないであ

ろう.3000近 くあると息われる長野県に数の上で

は及ばないが、推定数2000を数える群鳴の双

`本

道

祖神は、碑形 姿態 持物 服装など、実に千変

万化の感あり 四●の素嗜らしい自然を背景に

人々をひきつけてとりこにする魔力にもllたもの

を■っている。

最近は多くの人々により 群馬の道■神の写真

葉などが出版されて一般の関′●|,高まり、を市田T

ltの石l_詞査なども進んで、その全貌もllIらかに

なりつつあるが、この書の出版に当り 私なりに

群馬の道替 申の位置付けを、簡単ながら紹介して

今後の研究資料の―端に去したいと思う。

◎ 独澄庵西田博太郎伝

群鴫人学工業会編集委員会 第―法規出版い

Ll日校長は桐生の町でも名物腋長として大き

い影響力を与えた人である.英 才の教育は勿論で

あるが、接する著に人いなる感化力を及ぼしたlll

は少くをい.編 集責任者83歳の周東隆―氏の労に

.ik意を表したい。

〈恩師西田先生の追想) 商工大13紡 松十善作

西日先生が桐生高等工業学校長であられたこ

ろ、n・l■の織物産業は世界大戦後の長い不況や人

道絹糸の出現等により産地として転換期にあった。

その転換の重要期を見通きれて業界の発反|=寄与

するためには本校のrt設″不1用して変動十る織物

業界にすぐ役立つ人物の育茂が急務であることに

着目きれ、織物間係に勤める者を対象として 人

正10年に付嵐工業補習学校を設tし 、色染、紡織

欄滅 応用イヒ学の4科 目をもっで開腋した.人 学

資格は中学 3年修業又は高等小学校●業の者で人

学試rFに仝格した者と定められていた.私 は大正

11年の第 2回 目の入学だ力慟 きながら専円知識を

勉強できるというので評判がよく色染料 紡織科、

機械科は募葉予定の50名を越える応募だ‐,たと記

情している.入 学した年齢は14歳から30歳・Frい人

まであ■,てr4をどけ最年少の14歳だった.綺 繊課

目としてl年生の授業|ま修身 l時間 よ学 2時 間

英語 2時 間 原料組織など紡織の初歩学科 3時 間

合計週12時問であった.そ の他に円曜日に|ま工場

で実習を行う強行な時間害1だった.現 今のような

動務時間であればこの時間害」は少しも吉にならぬ

が 労働基準法t,なく朝 5時 から夜 9" 10時 七

でt働 かされる]キイt その中で勉強するのだから

大変な努力をしなければならな力った,授 業中に

日中の仕事の渡れで居眠りをするものが多かつた.

その居眠りに先生方はあまり厳 しい注意もしなか

ったが西日校長は絶対にゆるさをかった.真 揆1さ

が無いから眠くなるのだ 人問はl日 3時 間lFれ

|ま体にはい|じない.気 持ちの上に余裕があるから

眠くなるのだ。自分は毎晩3峙 F●5寝るだけだ.ク

ベ|ま東京の帰りが東武電草の最終だつたので足「」

止りだったから歩いて来た (バスもタタシーもな

い時代 足利桐生を歩くには8峙間半 ま要した).

また式時は束京で栞り遅れて上野の靴鷹きの椅子

で寝て一番
'」

卓で帰り朝の議義にきらんと・Lて
い

た.人 間は気力だ・7・達は朝早くからlllき●の勉

強の大夜な苦労はわかるが機業の中堅幹吉「11をる

ためには真剣でやりなさい.や ろ気があればかな

らず成果はあがる.努 力だ.桐 土の繊物業のため

にやってくれ と強く励まきれたことよ生涯忘れ

ることの出来ない私の座右の銘となっている.

西m先 生の証義の受持時間|ま定 ,́ていなかつた.

修身の時間とか受オキ講師がltんだ叶|= 理ヽ I講義

をされるのだが 生徒は西口按長の講表は楽 tみ

だった.そ れはホ ′卜な時局の話題が多く 広い

視野からの雄

'は
時間のたつのも忘れさせた.そ

しで君等は11生のために倒く重要な人間 =なる二

とを期待しているのだ、と力
'け

られた.

またあるとき 本校計Iで 有名を人の請演会が

催きれた。,1回先生は議師の紹介iさ
'■
でr4壇し

て*ら れflの隣の席があいていた・・でそこにljlけ

られて 小さい芦で `ええ|と何回言うか数えて

見ろと言われる.な るほど数えでみると実に多い.

話術の難かしさをこんな機会をオ1用tて教えて下

さった。証清会は勿論のこと計義のときでt, 先

■の雄弁|ま定評があり このように多〈の■■達

に何時でも何ltで ,ヽ指導きれでいた.

或時 授業力終 って帰ろうとしたとき 2 3

人で武道鮒の降りの談話■に来るよラに言われた.

何事かと待つていると両脇に酒瓶を抱えて 今日

は珍しいちのが入ったから御馳iし てやろぞとお

っしゃり l.T.lをしてがすと言われまた白室に戻

られた.今 度は大きな鯛をキつて来られた。まず
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酒だが たしか白鷹だった.大 正の時代に‖舎‖r

では灘の酒など珍しいもので、自Eと か白鹿など

見たことt無 く正宗ぐらいは聞いていたが、地酒

だけしか知らぬ著が多かった。その珍しい,西と頭

付の大鯛に見るだけで子も出せぬ.き あ飲め こ

れは削の塩蒸しと言いこうしで食べるのだと省で

班′kを倒ぎとり身をつまんで見せる。身は程良く

lt付いた美味なもので完生も減多に食えぬ珍味な

tの だぞと教えられる.今 でも桐生あたりではロ

I入 らぬ:,のだがその当1キ塩蒸しを遣るとあとの

塩が生臭くをるので厳禁きれていた.そ の中を禁

を犯して教え子が播
"か

ら先生に食べて質おうと

送つて来たや,のだった。今でこそ同山駅で速製の

を土産品としで売っているが その時代の塩蒸 し

よぴんびん跳ねでいる鯛を灸天下の製塩の |の中

べ内緒で突込み党全な大日焼した ,ヽのだと聞かき

れ それ迄しで恩師に送り屈ける者もいた。また

酒も先生の人好物故に灘の生一本がいつも届けら

れているらしか ,た.ま た成る時は真黒い雄を持

つで来られで今日の魚はこれだとご馳走しで下さ

る.今 でこそ燻製を知らぬものは無いと思うが大

「叶代は桐上では珍,〒|であった.こ の様にl●学の

′| lヽllまでも媛かい心遺いで励ましと人間味を指導

ドきれたことま忘れることの出来ぬ感激であ ,た.

お世話になった2年 間にはll述のように社間働き

夜の勉強はまことに厳しいものだった.紡 織科の

50名も途中で落伍するものが多く、 ]年 過ぎる頃

には30名足らずになり 夫正12年 9月 l日 の大震

災第の経済的影響などもあったが 卒業時には19

名しか残らなかった.

第2回 紡織科卒の私どもは十十た会と名付けて

しばしば会仝を持ち 西田先生の期●に答えて皆

職場では責任のある立場にあった。会合のときに

は71口先生をお招きし いつも喜んで参加して下

きったことは■だった.

これも忘れる事のできない話だが、卒業した翌

年々夫l115年12月25日天皇性下力1調御され翌年御

大葬があった.そ の:t″に貴顕高官は宮中に参内

お通″をきれるのだった.西 円1/長も御夫葬をお

すませに

`り
帰校された時にl●lにかの用事で私は

学校に伺 ,た.と ころが西|口校長が一寸来いと言

われるのでついて行くと、白い立派な箱人の16の菊

花紋章のお菓子を取り出されこれを■ ,て行サと

おっしゃる.当 時の我々民草 ま恐れおおくて頂け

るどころか見ろことも出来ぬ古14・9だった.λ 牛に

誡に有難い二とですがお宅へお持ちになられるよ

うにと中上 デると 実 まな、お通夜の峙間を間違

えて■く″ ,てしまったが薔が有 ,たので茨の白

分の番と二人分やって来たのだ.だ から余分に頂

いたのだから遠慮なく持って行けといわれる.こ

うしたh‐‐かい思い出のかずか●があった.

二れも昭示Πも10年近くの二とであった.全 国の

高等工業学枝長めヽ詢川|の開発情況視察に″かれた

ことがあった。勿論今のようII飛行機など使えぬ

時代なの0気 卓でブし川」迄行きそれから船で朝鮮経

山で行かれた.そ の急行列草力平事るどのFJlにも多

勢の人が出・rlぇた.そ してその人達力ヽ酉希弁当を

西口先■に増られる.嬉 しいのと他の先生達に気

兼もあって複雄な気持ちだったと述懐された.そ

れ程に卒業しでも先生を慕 う同窓のことを思うに

つ|十、今さらながら先生の偉人を人徳に敬慕の念

を新たにするのである.

◎ 花晏陀羅―川1端康成の心― 小林―郎

アート ブロデュースい出版吉F Y18 ooo

社員小林―郎氏の最近の労作である。
"端

康成

の作品に出でくる花の意味を知ること =よ り、そ

の文章の深い味わいが出てくる.

文例を引用しで解説してあるので理解しやすい.

以下まえがきを紹介してォ者の意図するところを

知っていただきたぃ。本書はf礫 部図言菫にもrll

えである.

花曼陀羅 ―

"端
康成の心―

川端康成が 「花Jに 対して強い関心を常にいだ

いていたことは 生涯を通じて変らなかったし

晩年になるとその考えがますます深くなっでtrっ

たようである.

新感党派の作家として文壇に顔を出した大正13

年頃 心霊学を重祝し、生死の間題をその基底に

おいて、万11-all 輸廻転生の融合を計ろうとし

た時期、既に 物と自己 植物や花と人間との―

体感を考えでいたのである.

そうしたものが もう少しはっきりとした形を

とったのは 何と言っても 『抒情歌』あたりであ

る.「 抒晴歌』では 「植物の運命と人間の運命

との似通ひを感ずることが、すべてのlT晴詩の久

遠の題日である.Jと言って、植物と人間との―体

感を書きあらわすこと力'文学のl■事だと言ってい

るのである。この命題を果すことlι芸術というも
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のに携わる●命があると言い切っているのである.

早lXきの紅梅を見て:,、異国の名:,知らぬ花に向

っでち、そうした花花はまぎれもなく何ものかの

生れかわりであると感じ そこに 1つ のおlll話

のII界をこの世の中につくり出してみせることが

作家の仕事なのだと‖1端ま言っている.

そうした 「花Jに 対する心が晩年になってま

1木 1草 あるいは 「落花流水」という考え方を生

み出しで行ったのであるし 『美しい日本のじJ

で、 「―輸の花は百1命の花よりも4Lやかさを思わ

せるのです。Jと 言っていろのも 「花Jと いうもの

へ深い関心を示しているあかしである.ま た い

ろいろの作品の中で、様々なかぐわしい 「花Jを

いれた枕をしつらえて寝る妻を描き出しているの

であるし、 「落花流水J的 な心を 「花Jに 示す川

端康成でもある.『 古都Jや 『美しきと哀しみ』

などに流れている 「落花流水Jは  衰敗零落の中

にただよう 噂 愁Jと  男に女を某 う心があれば

女も男を思う情を生じて来るという 「純粋性Jと

の交錯の中ににじみ出て来る虚実皮膜、生死超脱

の境を見つめることによって 「花」を仲立ちにし

て作を成して行こうとしているのである。

川瑞康成のつくり出す文学の世界には、夫抵の

作が、筋の難じさや高踏的な知識や思想を表に、

きらびやかに出して 惑乱させるようなやり方を

しているl●は極めてすくない。言葉も若千のtを

除けば分りやすい。しかし その作に深く接 して

みようとすると 1つ lつ の言案に、様々な意味

をもたせていることにすぐ気づくけずである.■

RItから川端文学の魔訂不思議な世昇が開けで行く

のである.

「花Jも 全くその1つ と言ってよい.勿 論、様

々な/Lが 様々な形で散りばめられているし そ

れは それをりで済ましでしまっでよい 単なる

「景Jの 一部の場合もあるが よく注意して見る

と、作品全体にかかわり 作品を大きく支えてい

ると考えられる 「花Jが 多い。特に 女性を描く

時 "端 は、その作の極めで重要な場面や場面の

転換、あるいは登場 している主要な女主人公の

心理の変化の必要な箇所に適確に挿入し 働かせ

ているのである.こ の場合 その 「花」の持つ時

間的な伝統的な流れ 空間的な′ローバルを拡が

りを■たしている.ギ リシャ ローマは勿論 各

国の伝説や神話や1日約聖書の世界、あるいは 日

本の古奥や仏典の中に流れているものを意識の底

において 「花Jの 意味するものを集約して な

に |ない形で投げ出しているのである.そ こに川

端文学の深測と難しき力■黄わつている.し たがっ

て ここに取り出し、説きあかそうとした事i丙で

すべでを尽しているとは思えないが 川端康成が

日ぎした久遠の題ロヘのllりないアブローテが生

み出七て見せた 「花曼陀羅Jの 世界がおFろ|ギ

`がら見えているのではないかといラこと■信じて

ヽヽる.

昭和59年5月 5日 音蒲の日に

◎ Ill生の歴史  桐生文イじ史談会

あさの印昴1(非 売『,)

かねてから 「わかりやすい‖」生のF史 Jの 木が

望まれていたが「あかぎ回休Jを機会に先成した.

桐生市史にもない貴重な資料も合まれている.

◎ 愛は死を越えて   大貫 ―雄

脳出血で倒れた奥きんのl年間 ■及ぶ間病の「ビ

録である。或る口突然起るこうした病気は本人の

みならず家族の者達の奮闘努力は大変である.

多1亡な市会議員としていかに対処さllたか 写

真入りの記録 よ同病者のよい参考になりはげまし

ltなる.

◎ 毛野 (もうや)複 刻版

2月刊lT 予約受付中

金七分冊 ¥43,∞ 0  奈良書店

郷土史研究の先駆者岩沢iI作翁主幹にをる毛

野誌 (昭和 6ヽ19年、61冊)の 複刻版、考古学

博l・J学 民俗学 歴史学に及ぶ貴重な文献とし

て待菫の書。
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桐生広域産業デザイン振興会設立 される
(サンデシン)

桐生地1方の産業の活性イヒを計るため、民間にお   で その都市のrll■に習った市民生活すべでにか

いて教年間各種の活勅が行われて来た。拉物資料   かわる デザインレベルの向 |が必須割 |である

展 シンポシウム 民族衣裳展など業界や一般市   といえまし,う。

民の歓●を得てきた. 桐生地方は吉 から tllしい時代べの対応は迅速

こうした動きをデザインを中心テーマとしてき   でありました.デ ザインの時代を迎えたいま、そ

らに具体化するため昭和59年8月11日標記振輿会   れぞれの地方 それぞれの地場産業にあっで そ

設立準備会が市勤労福7■会館で開かれた。

繊維のみならず 機械金属や流通問係など各種

れを田いとる以タトに明日への道は無いのです.

デザインの時F にヽおける地方の時イヽとは 雛形

の業種50名以 L力渫 合し熱心に議論が交わきれた。  (ひ いながた)の ない創件の時代です.お lt着せ

このような異業種間の交流の中に新しい創造Iが    でなぃ 自らの衣業をまとうこと、己れの翼では

生れること力測 待 された.

モレシャンらを迎えてシンポジウム

パ ネラーには、産業振興 都市開発、服節評論

家をど その道の実力者を集めて意見 を聞 き新 し

い路線を確立 しようと十るものである。

パネラーにはテレビでおなじみの服飾評論家、

フランソワーズ モレシャン、給合デザイン ブ

ロブューサーの浜野安宏 評論家の三島彰氏の二

氏を迎 え 司会 を文化女子大教授の北畠耀 地元

のテキスタイル プランナー新

'「

淳―氏の両氏が

:員当 した.

テーマは 「明日の産業デザインを考える」 と題

しで各パ ネラーの資1意に満 ちた発言に一同感銘を

受けた.

終 って広間におけるパーティでは市長 を始め、

各界の市民の大集合となり 今さらながら桐生の

人建のパ ワーに接 し 新 しい●明けを迎 えるよう

な思いであった。

桐生広域産業デザイン振興会設立趣意書

デザインというテーマが χ業界にかかわるよ

うになって、30数年たちました。

いまや デザインは 物のrI力]価値 としての立

場から、創造の主休 としての位置にまで達 したと

いえるでしょう.

物質欲の充足 という生産システムが産業を動か

す時代は終焉を告げ 新鮮な.l求をかきたてる提

案としでのデザインが明日の経済活力の源泉 とな

りつつあります.

国は地 方の時イヽ を提唱 しておりますが その実

現のためには、衛づくりや 地方白治にいたるま

ばたくこと シティ ァィデンティテイ (街の独

自性)の 確立 こそが rE来 の地方都市 というイメ

ーンを払拭 し、真の地方の時ヽへの活路 となりま

しょう,

「伝統と革斬Jと いう二面性 を意味するラブカ

ルな都市こそ 桐生の常 V■ではなかったかと思い

ます.

「地場産業の興隆は デザインの振興からJと

いう合言葉は通産省の 「地場産茉デザイン開発推

進事業Jに おける基本思taとなりました。この事

業は、昭和50年度より開始 されたもので、今日ま

でに 1道 25県にデザイン振興組縦 が設立 きれて

います.

本会 も、この 環 として設立 されたものであり

証湾会 研究会 展示会など各種の事業を通 じて

この目的を達成 させる.t画であります.

さきに、シンボジウム 「l15日の産業デザインを

考えるJを 開催 し、多数の方々の御理解と御賛同

をいただきました。お蔭 をもちまして、この度 「

桐生広域デザイン振興会設立総会Jを 別紙の通 り

実施致す運びとなりました.

―般市民の方々を令め 各方面より多数の方々

の御参加 御入会 をいただきますよう ここに御

案内■し上げます。

おわりに、本会力姉 民の回休 としてデザインを

機軸とし、地場産業振興のため 活発な活動がで

きますよう、各力面の御支援 と阿指導を御願い申

し上 デる次第であります。

サンデシン 168会員で力強ぃ発足

]2月14日、設立総会は文イヒセンターホールで 1

20名ほどの賛同者夕jlにより′子なわれた。
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地域ぐみみで
`業

種の専円=が J司に会し ■

ザインの名のもと =lI究 間発を訳, 産地の,舌

眸イヒを計ろうと十ろ試みま 桐生の嗜史tn「から

もlj.めてのことと思われう.

会員数 よ個人 124 企業休ll 団イ●3で あ ,た

女中」F・lの準
"と

して まF想以 Lの賛同者
`あ

つた.

り1記の逓り■員を選任し 記念議漬に移 ,た.

証師 ■i女 +大 教授 工業デザイす―

秋同 芳夫氏

「インター デザインの時代へ l

〔役員〕 名誉顧問 1」生市長 JJ利 ■

顧問 日野貞夫 塚越平人 白石大市郎

金子「男 木村―蔵

会長 書 に試之助

副会長 小林 松 西場Tl夫 増田禎二

常任理事 武藤和夫 tjl井淳  新丼 実

拓IR洋二 樋口武弘  口正夫 小松借介

赤石工枝 日中米子 荒島スミ子 野
"t孝

博

奈良彰― 森  隆 村口陽―郎

監事  iH 章 夫llt円次  .・l議員 1各.
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表 彰 。消 息

●星野氏に黄緩褒章

きまざまな分りfで社会に貢献 した人 1"ら れる

rlの■章で 桐土広域圏からだだ一人 早]r精助

氏が黄授●章を受章した,

これ|ま製lj業の業務精励Il績を記められた|,の

で、塁野氏は学イ後家業に従事 昭4u23年星,r物

産社長に就任.45年 から協同組合●

“

製粉工業会

理事 昨年から東日本製粉脇組理事長の職|■ある.

●日野貞夫氏文部大臣表彰

文部省の′

`業

教育は 100年を迎えその功労者が

表移された、日野氏は県産業教育7議 会々長とし

でその功続多夫なるて,のがあった.

●増田禎二氏国税局長 より表彰 される

多年にわたり常に●tし て申告納税詢度の業及

育成に夕1納 税思想のⅢl Lに頭書を17結″あげ

0 の々納fll道義の高場に寄与し 関東信越回税局長

より10月15日表彰された.桐 上で ま りf貞夫氏

本|1 蔵氏 =ついで二人目.

●芝崎福三郎氏勤労青少年福祉功労者
労働大臣表彰 をうける。

氏|ま桐■内地縦協専務の要l・・に記くかたわら県

rllサ青年福祉委員として15年問の長却|にわたりrll

合内の若年青年層の指導にあたってきた。

タラブ会報42号にまベンネーノ、 芝Jか F・るで

許が掲級されている.

クラブの主 (ぬし)
永井アキジさん逝 く

戦前 戦淡を通じて

倶楽部の維■管理にな

くてならない人、永キ

アキシさんはしばらく

脳結栓のため療養中の

ところ10月12日、l■楽

部敷地内の自宅¬昔し

まれつつ逝去きれた.
14日自宅で告別式力lTわれた。 人正 8

年永丼源平氏力預 楽.F初代畜.dに就任 され

たが、その長男嘉平次氏力潅 をついだ.ア

キジさんは氏に嫁 ぎ 氏が昭和36年歿後 も

引続いて職員として50有余年倶楽部のため

に尽 した.奇輌 勝樹理事長は霊前に弔辞 を

読み 上前の功績 をたたえた.

●群馬県功労者表彰に塚越、小池氏

商工功労 塚 越 平 人 氏

昭和23年 l・l生瓦斯に人社.1ユ未35年間 重″

社長として保安管理に努め、企業の発展と地域住

民の .・祉ⅢIJ:に寄与した.

―方 企業外においても 県および市の教市委

員として教育行lT●に尽力したほか 県「=者 lI会

帝任理事、県中小企業団休中央会などの要職を歴

任して 商工業の振興に責献した。

商工功労 小 池 久 雄 氏

小池氏はI召沐Π39■ 40歳 の若さで|・l生椛lll.司

組今常務理事 =北lIし l・fll合の円清な週営に尽

くした.特 に1召和46年には、同組合の冨」理i長 を

経で理事長の要Ilにつさ 対米輸出規キ1、 ドルシ

ョ′ク オイルシ■ソクの難局に対処し 海外兄

本市の開催ll区の拡大 浙商品開発 人材の養成

等に全力をltl注した功綺は大きい。

●正田泰央氏環境事務次官に就任

氏は1日制桐生中学 第―高等学校を経て 東京

大十法学部を卒業し Fi生 省 官口l県、環境

'などの役職をL任 し 昭利

“

9年9月環境事務次官に

就任された.事 務●として最高の地

“

である.

|・l中の司窓■や市間係者が準まり東祥5ロ イヤル

ブラザで盛大な祝賀会が行われた,

席上氏はll・生市の発屁のためお役に

'ち
たいと

あいさつした.

●前原理事長チャリテ ィー油彩展

Ill発遊上国に本や■11品を増る教育援助活動を

戻開しているユネスコ運動のために前原勝樹理,

長は11月5 6日 の倶来部lPH上でチャリティーi山

彩屁をH催 した.氏 が3年 間に描きためたl●品60

点が出〒きれた.

●保倉―郎氏個展開催

氏は高按時イヽ画=ヨ ノ十ト トシノブ氏に師事

し 絵両の道に人り紋晟図案の専円家としてF■地

の活躍 よ見さましい.読 売アンデバンダン展 モ

タンアート展、Jl美展などに出品し 今回:|"の

オ′■ | ギャラリーで10月22ロ ーll月 2日 まで

個屁を開催し注日された.
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《寄 贈 図 書 》
0上 州路 道祖神百選

11本●口lI会1+嘔県支:FII あさお社

崎:■者 薦丼龍人氏

0桐 生の歩みの中で 木村 蔵イ

桐生タイ′、ス社

寄,1者 著 杵

0独 澄庵西口博大郎先生伝  仝捕実委員会

寄||` ■喝大学 [X会

lllll倶楽部だより|||||

08月

理1:会■01)

HI句会 {21])

09H

歩く会
`91!) 

根本 登 |(神 社L)

理事会 (10日)

俳|′会 (18日)

月次会 (21日) 「1市lI都市米国コロンバス「

訪円.dJ

講師 桐■市建設部長 糸十徳二郎1ヽ

歩く会世話人会 {22日)

悪話会 (23日)  第3同桐J:工藝  「藍 l・「

房の兄学J  大,1仁氏宅

(Э10月

理事会 (8 )

歩く会 (14曰)  「秋のだ瀬″訪ねてJ

会報委員会 (15日)

歩く会せ話人会 (16日)

つ詢 会 (19日)

月茨会 (25日)  「ロスアン[ル スオリンピ

′ク視察談J

議師 県休●協会専務理事 藤口木光氏

◎11月

歩く会 (3日)

理事会 (8日 )

徘句会 (20日)

後 記 く> 集編

第l Llウォークラリー参力|

歩く会世話人会 (20日)

行事委員会 (22 )

H著 会 (25日)  秋李同暮大会

月次会 (27口)  「tFlォt3人 の素顔J

議師  ll原 勝樹理事長

>新 入社員紹介く

前原理事●のおオしの話は改・・ておlt′)重みをよ

じきせ られる.聖 徳太子 '藤

'文

 から‖石

1;造 論吉への移行 よ建国の政治=よ り 文化・l

時ヽへのT●行と■てI・られる.

こ・7i文 イヒ人 よ理■長の支 [′,る通 り 伝記と

して1,興味深い時代 [土 きた人tぐ ある.

FI札|:二人の登場 ま画 |,な 人間]′成の

'11「ある現lFにI.いで 吉 きよき|ヨ のヽ11性|りな人悟

主義への椰愁 とヽとllる.

え I角じSド ルがまだ挫国の父ワシントレなの

に 本|ま 足I・l―に三文化人へと所●iつ全l・・ 回

本の丈イヒロ=と し(の 象徴|:なれ|よよいのだが.

それ ■しでも12月開催の 「前原

'llと

大出東皐

の違作展Jは あれたけの文化違産が桐t地 方に″

在 したことを知 り驚 きぐあ ,た.

こオ■″陳

'1公

開して下 さ■,た関係者の方々の並

々ならぬ御努力に敬意と感謝 を中t上
'た

い.

i瀬 と東卑 とおオtの 3人 の中 ぐ

'瀬

が一番早く

■れで―番早 く亡 くな ,た (1870照

'一

番l・そい

漱石が牛れたのが1867年であるから二の5人 は4

年問 司嗜代 [生 きたこと [な る.

何れt,激動の時代に生きた人走である. {力 つ

社口法人 IJ生 倶鵜 「会報  '43け

1984年 (昭和5つ年)12H発 行

発 行 人    it 原  勝  樹

編集責任者    言 上 誠 之 助

印      昴1        ノ,ドノ

`晰
llt式会社
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〒376桐 生市仲町 2-9-36 社」法人 桐生倶楽部 l E L45-2755

三度理事長に

再び いや■度J里事長に

'選

きれ光茉に存 じま

す.さ りながら総会・・「 L役員の新l●代謝がハ ,

キリと提案 されたこと よごtと ま存 し

`が

ら 老

齢の張本人であ ,てみればいさきか慄然、いや慎

然たる:,のがなかつた訳で よありよせん.

惟 うに私 よ理論派で・●行型とはいえません.し

かし自姉 をま |ずただ理想に向って邁進 して来た

二とは自らの慰めとしていま」.

そ●は戦l.混舌し期に当り市に移Iが 論ぜ られた

とヨ I倶栞部|ま民間のもつ民i的 に運営 さるべ き

旨主張 して今 に王っています.そ れから結婚式

場 とし(改 火すべ しとの説t,ありましたが それ

ま‖楽部は査t業 で|まないとの見地 から賛成 tま

せんでした.次 に女子社 員の証が出ました。男女

平+が 唱えらね 女十会員を入れるのが民主的と

考える向がありましたが 二れにt,断同反寸 しで

来まtた .そ れは差

"り

したので よな〈 X別 を立

てただけであります.あ らゆる葉団 会合がみん

な,女 合同で|ま 口の■に男女の=1のある意味が

を〈なります.F楽 ‐|に女性社員をいれろのなら

俺 を婦人会 i人れてくれ と云いたいと二ろ ‐I.

倶栞部に人っていて

`´

サッバリ メリ ′卜がな

いと云う理山で退会を中しI.る人がIキ々 あります.

それ よ会合に出席 されない方であって いわ ぎ自

らメリットを放烹 している方々であると思います.

二こ
`改

めてそのメリ′卜なるものを挙 ドてみ

ましょう.

,| ■員|■なることは桐■地域に於ける絆士のラ

イセ ンスであると信 じています。それは入会 ilよ

選ばれて

呻 長 前 原 勝 樹

理事会li於て厳三 し書査 きれ″票によ ,て決定 し

ています.従 って理事 =イヽ表軸 |■人であるこ七

を白党 t′す動 している積 りでありま十.=の 意ll

で理事会 ま、いろいろな職業や階層から選ばれオ

い人も老人もあって 1い =で す.

12 広 く友人力ILき て情報に忠 まね 人間の問発

に役:■●,て行 く二とであ0ま 十.嬌 沢諭吉 ま百冊

の沐 を読むより百人の人に辺 ,こみう と去っ て

おります.「 人の振 り見て我カサ辰つ直せJと も云

われ また 人に遇 うことは■ lL教・lのltたるも

のでありま→.

13, 趣味 ■■ うことが出来る.独 で|よ出来●趣1味

もあり 同好会があ ,でこそ励み 進歩もするも

のであります.

に, 1司牛倶栞部 ま桐生lll域の参議院で″,ると思い

ます.政 治 教育 種済争 I直接介入はいたしま

せんが ■ニターとしてその進拮 を止す役言Iを果

tて r.ります.こ れは 間I‐‐|,には地I・kl]本■す

る二と =な りま→。

しかし二のメリ ′卜を実現 ■るに|ま社員が● ,

て倶薬」iを和口|し 行事に参力]してもらう.必褒が

ありま,.

又理事会は その受け肌として設備 を整 え機能

を充贅 きせるだ■の企画 をたてる美務があります.

二七|:あたり老骨に取打っで二期待にそうよう

タカを誓 うtの であります.

薄

″

ヽ

〃
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定 期 社 員 総 会
'里

事 長  前原勝樹

副理事長長  平野元吉 塚越平人

理  事  園日 昇 矢野 昭 藤江敏雄

飯山清治 金谷善介、清水信次

野田友次郎、五十嵐健雄 lT藤富三

書■誠之助、岸田英件、J 池ヽ久雄

監  事  吉野 責F Jし川 洋

なお 総会終 r後 出席者全員で 「二れからの桐

生倶楽部のあり方Jに ついて白由に意見を聞かせ

てもらう放談会をiい 、 fl楽部の運誉について貴

重な意見が数多く出た.

社団法人II・l生倶楽部定期社員総会は 1月 28日

午后 6時30分から、倶楽部会館 2階 広間で開催き

れ下記の全議案が可決きれました.

議案第 1号 昭和59年度事業概況

議案第 号 昭r159年度決算

議案帯 = 昭和60年度事業計画及1又支子

算案

次いで役員改選が″われ右記のように

'役

員が

再選されました.

委 員 会 構 成
昭和60～61年度 社団法人 桐生倶楽部

米出、日島(英)、阿部(光)、阿部(高)日 中(英)、

日中(暉)、北,|(洋)、宮地(秀)、蛭間(ホ1)、坪野(恵)

吉原、八木橋、川口(幸)、中里、池田、力1藤(明)、

村田(幸)、片柳、森島、山本、肥塚、樋日、土沢、

tr(寿)、石関、安達、岩間、尾沢、大塚、金子(篤)、

金子(博)、本村(俊)、平野(武)、小堀、斎藤 (貞)、
坂本(能)、多田、能沢、船津、武藤、lVt谷、占日(博)

森「]

文化活動 1 金谷曰

美術製作 1保 台 1須賀、伊田、松島(武)日 島LFl、古川

美術観賞 1松島国 1丸山向、須賀、保倉、江原

昴鼻曇1糸
越
電|]農Ψ碁言十濠鼻T呆鳥

群
話
倉1告 業1讐施あF書)F窯嵩

藤汀口 1麻   雀 I Jll llII I松枝、吉野、飯山、古成

日  碁 1野 田 1吉成、山根、武藤
ゴ ,レフ 1円中暉 1上沢、関口lPI、八本橋

将  棋 1園 日 1平野ω、芝崎、野日、平野田、木村口

歩 く 会 木 島 1藤丼、森口、小堀、肥塚、金井、村

ビ デ オ 1金 井 1斎藤向、五十嵐、金谷円

普上、奈良、芝崎、佐羽、人森(貞)、山鹿、坪lT(恵)

口中(暉)、土沢

宮tLj(秀)、山鹿、奈良、斎藤(喜)、藤井、保倉、木島

村田(豊)

飯山、小池

関日(全)、八本橋

小 池 l lF 日

平野m l 清水

`ヨ

塚越m l 佐 藤



嗣 笙 倶 余 か 言 籠 茅 44 デテ  t3,

|フォートサロン 拶
ヽ ,"Ⅲ Ⅲ皿.Ⅲ Ⅲ.Ⅲ 皿

"Ш
W IⅢ 血Ⅲ

"■
Ⅲ,ⅢⅢ皿

""■
ⅢⅢⅢwⅢ 皿I Ⅲ メ

新 年 互 礼 a

桐生倶楽部恒例の新年互礼会が、本年も 1月 4

日12時半より開かれた。年々出席者が増え賑やか

な楽しい集りであつた。
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社 員の ベ ー ジ

1,83年4月 〕H 私 ・
‐家族 ″伴い鳥取から当地

へ移ってまいりました。私の属する日本キリス ト

教 llの人事によるもので 桐■束部教会牧師並 に

ll属高疎 育図の園長に砒任いたしました.11本

キリスト教日はH本 におけるブロテスタン ト教ヽ

の■では最大の組織です.私 共の教会は安中出身

で同志71の倉1始者新島実と深い間わり■t,ち歴イヽ

の牧師 ま同志社出身著が務めております。

教
～

,キリス ト者 も社会の中におかれ生かされ

ておりますから 社会tr前きと無門係に信

"だ

|+

を■・
,ておればよいという訳にはまいりません.

むしろ私共のH囲 の事柄 「積極IJ「関わり 正義

と公平が行われるよう願いつつ 市民としての義

務 を果そうと努めております.

私共・l教会は 伝統的に二うした考えにたって

特 に人間に関わる全ての問題 に意欲的に駆lllみ、

キリス トの教 えの伝道 を第 1に  教育 福祉、文

化などの傾域 において正義 と公平が

'わ

れる二と

をモ ノト̃ に 励ん ぐおります.

今の時代 二の正義 と公平 とい う考え方をt,う

l度新たに想 うこと大切で よない ぐしょうか。私

共は二の正表 と公平 を彙1うが,|き動 きにはいち|ま

やく反応 し行動 をもってその回復と確立 を求める

こと 」身 た張 ることもいたします.

今 思想 信条の白山という両で目本は世界の

範たる|,のがありますが イ可やらrし 気な動 きι,

感 じられ紫張 し始めていま十.

伝統 を誇る桐■●楽部ヘカ,えさせていただき光

■ ■存 じております
`flな

りに努力 し 倶薬部の

t・rを 妨げないようにいた しますのでよろしくお

願い中し上 ドま|.

いも焼酎

̃       
尾沢 弘―

全国的に焼酎ブームだそうであろ.私 も好 きだ

が近頃の チューハイという・・は どう:,飲●気

|=ならない.あ れは水っlrくてぃけない.飲 むな

らウメ需1りに限る。

飲み方 も、夫分変った.ウ ィスキーにして|,

水害|りばかつである.吉 よ西部庫,の影響か ′ラ

スを一気であおるのが 粋に見えたり、バーでハ

イボールを|「Ⅲのが、当時のナウイ スタイルで

あ ,たl・Rに思い出きれる.

焼酎は0の 飲み物であった.焼 きとりやの小さ

な九

"子

に掛けて 飲んだ:,のである.八 角形の

重い、ぶ「いコッブと受け皿 ま今も同 じであるが

皿のl_が変った.あ の頃は二「|の力二で″,,た .

近頓|ま 白無lLが多い様だが、オニの行方が気に

なり IIし いこの頃である.

ilは木弟う漉 児11に居 ろ.例 のいt,鳥酉|の国で

あろ.市 内の 流処でも 焼百1がないと商たIIな

らないと聞いて、鷺ろいたことが■うが 洒■で

清酒 と断わらないと、焼酎を11されろt地 柄ゆえ

何の不思蔵 もない様である.よ く土,`l持 ,て来

たが あの婁いでとても飲めたも・r・で|まない.し

かし疵 lt島ヘケって 雄れたて′,■ ビナゴと と

んこつ等を消に飲むと うまい・lで

“

る.そ れ以

来す ,か り あの臭いのファシにな ,た.

理‖っ まく考えると、座児島の空気 と 書1山に

人い1瀾 係がありそうな気が十ろ.こ の辺 ●=と

う|・考えられない.黒 砂崎が入 ,た様

` Itっ

た

るい髯油 と 桜島の焼西サのくきみにうまく沐(}込

えで、その狐1手の′、一 ドを作 り出 し
`い

る祥 な気

がする.

私はかl_がね、名物 まその■tLまで行 ,〔 食う

のが一番 という考えを■っていたが、まさに

`ヽが意 を得たつ という感 じであろ."|,最 近で よ

持って来なく,■,た
`今

度来る1キ|よ t産 にと云

`,て
やるつもりである.

どうぞ

よろしく

樽川  濶

↓

` `

・t・ ■ ●
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今年も元気で

歩いています

歩 く会世話人代表

木  島    清

歩く会も社員皆さまのご協力のむかげで もう

6年 目を迎えるようになりました.

これからも世話人―同 皆さまのご希望にそう

べく いろいろな角度から研究し より楽しいFl

会|:なるよう努力してまいります.

昭fΠ60年度の予定については |で に背 さまの

所へJttlllしてありますが その中の4回 の例会

は消化ずみ この会報の発行 される頃には 5月例

会

`,終

っていることと存 じます.

今年度の企画の特色は どなたで|,ズック履 き

で気車1「参力1できて しかも栞 しいll会を数多く

件 ,た 二とです.ど うか沢||の企員の方々にご参

力‖を願t まヽ|.

iF面の都今で簡単になりましたが 以 ド今衡 l

例会予定・・説明と いままでのlll会報告をさせて

いただきます.

今後の例会予定

5月 例会 「浅問隠山J5月 12日

鳥|の 源流、倉渕村は道替 中の生庫です。村 を

通 りJヒ軽への二度上峠から登 ります.新 緑が最高

ぐ十.

6月 例会 「赤城筍 ヶ岳J6月 9Π

レンゲツツジの花盛 り、新坂平の牧場の傍から

レレゲソツブの花の中や自梓の林の中を登ります.

″H 牧島方面が足t,とに見える静かな山 ぐす
`

7月 例会 「日光戦場 ヶ原 1 7月 28日

奥 日光場

"搭

いの道 戦場 ヶ原の真中を湯の湖

まで続 く沐口t,道、男イ本山 白根 を「|ぐ花の道 ″

歩 きま,.

8月 例会 「秩父に残 ろ習俗 を訪ねてJ

8,]16  吾々力■よれ力|,ていた懐かtい 習俗

l rI父には上 きで残っています.虫 送 り 百八灯

は見た人の日にや きついて いつまでも残 るいい

想い出となることでしょう.

9月 例会 「軽■沢から日街道 =下 る_

0月 9  信越線で経丼沢まで 1+ま ではタタ

シー 1叫 権現|=参市、 ダンゴをたべまし■う.

蠣峙|'の中峠 を下る楽 しさま t`‐、を感 じます.

10月例会 '梅回十二 |か ら  J

10,l131 十二 から|1鷹  まで千米・rス ヵィ

ライシま 〈ま笹のきわやかな道 で すざらしい

渓望です.

11月例会 「足fl人J 山ヽへJ lltt10曰

日鉄富け1駅で降 ります.IIC秋の雑木林は格1」で

す.大 勾、口で屁攣■楽 しみ、帰途栞ll tt ll貯べ.

12月例会|ま懇話会 と合同で行います.

:2月 例会

'2月1011(日)赤城不動の滝……….参 ヵn18名

寒中の不動の滝は水瀑となりl■巻でした.夏 と違

●た辿t,きがあります.

赤城大滝の氷壁

13月 例会I

3月 10日(日広 切峠から伝証の山赤雪山へ.

参力Q劉名で した.3月 の例会 を,|らせる美書に

「今tFは早春―番にl‐くマンサクの花力ヽ両開Jと

言きましたが、見事プ(切峠のマン||夕の花を今年

|,,両鸞しました.そ の后峠から赤雪 までの雑木

の尾根歩きは日七白根 られ、染娑丸、呵神を望

む十ばらしい 1歩きでtた.

:4月例会

'4H14日 1[,か たくりの里 を訪わて.参 加21名

梅雨の様 に毎 雨が降 り続 き世証人― 司お天気 を

,じ酉じしでいました.し かしこの日|よビカピカの 「

大気でマイクロバ スl台 栞月車 2台 に分栞 しで

栃本 1郊外、花の早ユ野 を訪ね、
'●

り道販東三十

:r札 所の内十七番満

“

寺 と 「いずるそば」 を楽

しみました.
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=`ュ‐ヨ‐ク・=ュロヨロタ、
3月 月 次 会

桐生倶楽部恒例の ク`リスマス察、は、12月8

日の第二土厳口に開催きれました。用会の合図の

ドラの青の■きわえる6時 頃には、社員並その家

族は70名を越え、行事委員の皆様により羹しく飾

られた2階 大広間の会場は、華やいだ=族 により

その席は販やかに理め尽きれました。

森口行事委員の司会により、平野冨1理事の開会

のことぼに始まり、前原理事長のご挨拶で、念々

クリスマス祭の開催の幕は切って落されました。

日本黎督教闘桐生東部教会の褥
"1牧

師のリードに

よる議美歌がエレクトーンの苦楽と共にll●Iに雪

きわたり、聖書朗読と諄話、クラブ伝統のクリス

マス祭は いやが上にも盛り上りました。

社員とその家族は 東の間とは云え、タリスチャ

ンになることが出来ました。

飯山理事による屹杯で今迄の緊張は一瞬に解れ団

彙のムードに 悛 致しました。

ンングルベルのリズムに乗り小池理事の扮するサ

ンタクロースのお爺きんの現れる瞑は、小さい子

供達はグかとばかり日を見彊っでおりました。キ

ャンディーをもらい大喜び。

余典に入るや、平野平四郎社員による、マ′ッタ

教室、大人も子供も真会1に,そ の手先を見守るが

どうしてもわからない。いくつかのII明かしや、

手ほどきに 爆笑やら、感心やら、時のたつのを

忘れさせて頂きまじた。

その頃にをると宴もタライマッタスに逮し 数家

族ののと自慢も飛び出じ、会場も益 盛々り上り、

興奮のllnと 化しました。やがて恒例の福引に移

り、福袋を抱きかかえ、幸福を■んでいる姿を多

くえられました。

楽じいクリスマス祭も塚越副理事長の閣会の挨拶

で会場に管きわたるIn手と、ホタルの光のメロデ

ィーの流れる中を名残りを惜みつつ毬大裡に終了

致しました。

年木多忙の中を時間を部合しで会場の準備と運

営にご14カを項いた″事委員の皆きんに、又特別

にご協力を項いたll員の皆きんに感謝中じあげご

報告と夕じます。

行事委員■ i十 嵐健雄

みや、市場調査をきれた、欄生融物協同組合事彙

部長の生力修―氏をタストに迎え、最近のニュー

ヨークの様子をお関きした。以下はお話の夫要。

桐生織物協同組合では毎年 世界の主要市場の

3ヽ 4地 区で見本市を開催しているが 特に世界

崚大の消費国アメリカに対して もっと力を入れ

るべきだとしで、とりあえず長期出張の形で職員

を派遣、近い1'来には駐在員を常駐きせる構忠を

もっている。

ニューヨークに一人で長期滞在ということにな

ると 議■のハンデキャップ、治安の悪き 物価

の高さ等々の悪条件になやまされる.

しかし 請学力が不足していても、誠実さで訴

えればバイヤーと必つ穂思が通じ合うものである。

桐生織物はこの10年ほど、対米輪出の実績がのび

なかったが、確案なマーケットリサーチ、■―ズ

に合わせた商品|1発、新しい販売ルート作りを進

めて行けば、幸だまだ充分に桐生織物の対米僣出

を増やすことが可能である。

今回持参したサンプルの評判は総じて良好であ

り、HI生産地に斯待をするバイヤーも多い.

ファッションの傾向としては、一時のようにカ

ツュアル物 辺倒でなく 可成リドレッシーな服

襲が夕くなって来でいる。またラメ (金銀系)使

いのものも増えて来て力り、いよいよ桐生織物の

出番になっで来たように感じた。

桐生餞物

にとって人

切を市場で

あるアメリ

カ。そのア

メリカ、

'にニ ュー ヨ

ー クに 2タ

月にわたっ

て長期‖1張

の形で桐生

織物の売込
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囲 碁 の 会
毎週土確午后は桐生倶楽部 6号_̃で 調磐の会

を開いております。| つヽぐ:,ご白山にご参
',「

さ

t .ヽ
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11111倶楽部だより|||||

012月

クリスマス察 (8日 )

歩く会 (9日 )  吾姜公劇から吾妻山ヘ

理事会 l18日)

俳句会 (20日)

昭和60年度

◎ 1月

Illtt llネL会 (4日 )

理事会 (9H)

歩く会 (13日)  石

`山

から・l足寺まで

会.t監査 (21日)

|1旬会 04日 )

歩く会世話人会 (25日)

理事会 (28口)

t時 総会 (28日)

◎ 2月

会報委員会 (5日 )

理事会 (8日 )

歩く会 (10日,  水瀑赤城大滝を訪ねて

,1句会 l19日)

臨時理事会 (26H)

◎3月

理事会 (8日 )

歩く会 に0日)

赤雪山ヘ

マ ンサクの咲 く穴切峠から

管理委員会 (11日)

春李囲碁大会 (21口)

|1旬会 (22日)

歩 く会世話人会 (26日)

月次会 (29日)  ■`ューヨーク ニェーヨ

ーク、

読師 桐生織物協同純合事業部長

生力 修―氏

〉 新入社員紹介 く

>編 集 後 記 く

IX・日の rlめづらしき弥生かな  信徳)

蔭F3月 も陽暦 3月 も、まことに雨の日の多い

春である。

「今年の花は一―Jと 気にかかったが、
‐
/節 は

正直なもの.4月 9日 の理事会の時は 倶楽部の

庭の桜は満開であった.

第―面、前原理事長の言の|]く理事長以下役員
―F・l再選とな

`,た
が 今後―層、社員の期待に沿

うべく党「を新たにしてぃる.

委員会構成も新しくなった。委員の皆さんは夫

変ご=労 さまだ力矮 員として活動することが社員

としての喜びでもある。自分達の倶薬部だと思え

ることでもある。お互ぃに薬し〈やりましょう.

社団法人 桐生倶楽菩:会報  第 44号

1985年 (昭和60年)イ 月発イテ

発 行 人  前 原 勝 樹

編集責任者    小  池  久  雄

`1   
刷    ツボノ曰]屈llt式会社
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桐 生 の あ ゆ み

桐生市郷上資ll展示ホー|レが 市内本口F5JH

の中央 ビルの 5階 18月 l日 より|― プンきれま

した.

ォーブンを記念 して p月 未口までは特別企画 「

1可生のあゆみ展Jが 開かれます.

司屁では、占生ヽから工戸時代未期 までの郷土

の きよぎまな文化財や賛重な資料が 峙代を追っ

て3つ のコーナーで紹介をきれております.

特に回指定重要支化財の F網 谷F槌 跡出十ξl、

室口∫げr、の彦部=仁 口山lF■文書等々は注 目を集

めるも・・でありましょう.

このljlt資料展示ホー〕レのオープンにちなんで

今後桐生倶楽部会報の表紙 を当分のF.l「1可生のあ

ゆみJと いラテーマで 年イヽを迪つて賛重

`文

化

財ゃ興味深い資IIの紹介たしてゆくつじりでおり

ま

'. 

ご却待下 さるようお願いします.

郷土資卜1展示ホールは わたくしたち市民が前

々から要望 していたものに ま ほど遠いようです

が と:,角これだけのt,のでて,できたのは人変嬉

しいことです.

社員の皆 きま [一見をおすす・
●いたします.

この浸示ホールの設置|=より 更に市民・・声が

たかまり本格的な郷■資料館建設の日の近 くなる

二とを期待 したいもlrです.
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第11回 桐生倶楽部文化祭

桐生倶薬部文化祭も今年で:1回目になる.

4月 19日の徘句会を皮切りに、 5月 17日のゴルフ

大会まで 多彩なスケシュールカ粗 まれた.

中でも4月 27日から29日までの3日 間は、辛道

絵画 り1句の色紙 写真 歩く会記録など社員の

作品の展示があって 社員や関係者など多数の参

観者があった。

文化祭の諸行事並に協姜行事、各種競技入賞者

は以下の通りであり、入贅者には4月 28日のガー

デンバーテ イーの席上、前原理事長から賞品を手

渡された。

文化祭行事催物―覧
俳   旬   会 t月 11 =午 被,躊例今― 幹2号 窒

B薔 大 会
`|

′ =,後 1時― い,号 奎

将 棋 夫 会
`月

以 甘午後,時― 船
`片

室

壽 ● 人 会
`‖

 2` 1,熾 6時― ‖瘍II K M

幸  ■  農
`月"～ "=午

前1,時―午後,時 於広  』 n沼 宗ヽ ll十鶴賛

絵   面  展
`月

η―

"=午
繊1,苺―午後

`時
摯広  間

徘 ● 3曇 晨
`月

″―
"=キ

首1博 ―午撲,時 於広  関

写   真   晨
`=′

-2,=午 前〕

"―

キ疑 時 賛 1 号 室

歩 〈会 記 螢 展 t月:,―を,=午 前1幡 ‐午後,躊 1́号 菫

・r―ァ,,  ヽ,ィ ー 丹28:午 後U蜘 ,‐ 午接質 め, 於庭  日

`デ
1奎 貪 会 ]28=T姜 2時‐午醜 ∞分

絆●

`―

‘
日
聖

′ ル ,夫 会 月 li 」+資
`時

m分 ― 於是■C0

文 化 祭 協 賛 行 事
◎5月12日 歩く会 「古峰ヶ原J(山 つつじの花

盛り)

◎4月20日 美術部 「美術鑑賞会J「 ■国陶涌の

美J束 京国立美liI貯、「点描の画家たちJ国 立

西洋美術館 「トルコ文明展」出光美術館見学

◎4月 27日 懇話会 「美術 文化 博物館」

群鳴県立近代美術館主任学芸員 山田 烈氏
(午後 7時 場所 クラブ2号勾

入 賞 者 一 覧 表

◎囲暑部 (4月 21日)

優 勝 野田友次郎

1 位 斎藤 喜平

3 位 金井 ォ1雄

◎将模都 (4月 24口)

優 勝 芝崎福三郎

1 位 平野平四郎

◎麻

`部

(4月 26日)

優 勝 石オ 省■

1 位 飯山 清治

一
一
郎

勝

故成

島

吉

券

ｔ

倒
ィ

準

２

男

一

治

源

塚

沼

腰

蓮

勝

，

優準

２

準優勝 寺本悧日火災)

2 1i 合月(朝日火災)

3 位 松枝良太IF

◎ゴルフ部 (5月 17日

優 勝 八木橋祥介   2 位 福日  頂|

3 位 土沢  弘

文化祭ガーデンパーティー

文イヒ祭のメーンの行事、ガーデンパーティーは

4月 28日午後 3時半から斬緑の美しい倶楽部庭周

において開かれ 各種競技の人贅者表彰やアトラ

クション、社員のカラオケなどで大変栞しく過した。

マーキュリーレコード専属歌手の

橋本ゆみ子壌 さすが本職
平野(平)社員の手品は本職顔責け
の堂に入ったもの

清水理事ののど自慢
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地場産業振興センター

政府は地域経済の主要な担い手である地場産業

の自主的発ヽ を図るため 中長期的かつ地域的観

点に立って、その進t」べき方向を明示した地場産

業総合振興ビ,ョ ン策定を進めることとした。

群鳴県では全県を6地 κに分けてこの振興ビジ

ョンを策定し昭和56年 ,月 より施行した.

これと平行して中小企業庁では地場産業振興セ

ンター構想を打ち出し要掌のある各県にlヵ所づ

つ建設する二ととなった。

桐生市でも早くから建設の陳情を行なったが、

場所、子算の未t、 地域社会とのJン tン ,ス の

おくれなどから延引しようやく昭椰 0年度著工の

運びとなった.

lFtttン ターはその地域に500以 上の小企業

が存在しでいることが条件であるが 桐生は繊絡

関係だけで 1200以 Lあ りその条■を「分lι満

たしている.

振輿tン ターは地域産業に活力を■えるため

新商品の開発 共業洒間の交流 人材の養成など

の機能を持つと同時に中J 企ヽ業の弱点とされる情

報や流逓のシステ′、イヒはセンターの主要な役目で

ある.ま た製品の長示や 世界中から皇めた民族

ム彙などアイデアの源泉として また産地の特色

を発揮 し そのイメージア′プに有効な働きをな

十ものと考えられる.

建設、運営の予算について

IFtttン ターますでに56年度着工8県 、57年度

5県 、58年度 7県  59年 =6県  本年度|ま群馬 (

h・l生地区)、山形 (長丼市)、大阪 (堺市)の 3ヵ 所

合計29県に建設き″lることとなった,

r算 は5億 ―ЮttFlで桐生市の場合ば約Ю億円

というと二ろに落付いた。地上 4隋 建約4000rで

ある.沐 年中に設計完了し直ちに岩工 昭和62年

4月 オーブンlr予定である.

囚みに隣りの足オ1は3620r 転 円の予算、1召

不161年 4月 オープンの F定 である.テ 算には土地

r もヽ合まれるものと息われる.

1可生市10億PIの建設資金調違.t画は次の遁りで

地方産業のための施設としては極めて有利な条件

である。

国庫補助金   200. 000千 円

県費補」力金   200 000千 円

来年4月オープンとなる足利の地場センター完成予想図

昭和60年度建設開始

高燿モイヒ資者

'   48016年偵選 (内3年 据置)

自 己 資 金   120

1 000

0 0 0千 円

、無利子

0()O TI,

(桐生負rE,

000千 円

振集tン ターは特定法人で運営され その構成

員は 群鳴県、Il・l生市、大間々町、薮塚本町 笠

懸オ1 新里オ∫ 黒保根村 束村及びそれぞれの商

工会議所、商工会、その他民間38団休である.

この出資スは出損金は 23∞ O千円で群弓県 l

千万円 桐生市 1千万円 その他」体 300万円.

このほか運営基金3億 2千 万円け 群弓県 ‖」

生市でそれぞれl億 「1売、機械金属業界と織維関

連業界がそれぞれ5千 万円宛 残り2千 万がその

他の負担となっている.

以 L 紙面の都合で要点のみの説明に終ったが

積極的に資金の供出に協力される方や 責重な資

料の掟供の申し出など振輿センターの建設はここ

へきで急ピッチに動いている.

地場産業活性化の拠点としで振興tン ター先成

の日が待たれるのである。

(F・建設推進委員 書上誠之助)
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社目のベージ

記念Bに

あたって

日本の誇る建材

大谷石の工場を

保存 し両毛の

産業博物館に

して見ませんか

大川  仁

広島、長崎に原爆投下以来 40回 目の終戦記念

口を迎えようとしでいる.

この間 社会の急激な発展と変化の中で、国民

の生活意識は■lIの生活に満足し 中流メ庭以上

の志向を求める傾向にある.世 の中の変遷は歳月

を忘れ 者者の間では戦争そのものの.d憶を形骸

化きせ 戦闘服に身を日めモデルガンを撃ち合う
「■バイバルゲームJが ストレス解消の手段とし

て盛んになっている.

科学技lll力涎 歩し、豊かな社会を迎へてt, ま

た、いかなる社会休需Iのもとでも先達の犠性のも

とに■在の生i着が存在するという事実を、戦争を

ケームとしてとらえてほしくないものである.社

会の変革 進歩は常にオ者達の含1造|つな破壊の上

に成就きれるものと考えている.し たがってシラ

ケやモラトリア′、から脱皮して今の社会をひっく

り返し 自分の理想社会を創造する気慨をもって

ほし|■,のである。

嬌:教審力漱 育改革について議論を菫ねてから久

しいが その中で個性主義あるいは尊重が主要素

としで答中されている.こ のことは高等教育機関

更に又―般企業の企業内教育に|.いて ,ヽ「生きが

いJ ttiと して間題掟起がなざれている.

今後人々け増々多様化する高度情報化社会の中

で 人■r・日標、H17Jをマスメディアの中に理投

きせ個性 |,画 化して行く傾向にあるものと想定

される.ま しでや国際イヒ社会を迎えるに当って民

族間の交流も盛んになるであろう.こ のことも考

慮しでシラケたリスネたりしないぐ 先達の過去

の経験と心を「分把握 して[!本を背負う気慨をも

ってt,らいたいと終戦記念日に当つて痛感するも

のであろ.

桐生市から足利市に入ると競馬場がある.渡 良

灌
"の

堤を走ると 左手に足利公園の山波があり

そのすそに 大谷石造りのノコギリ屋根の工場が

ある。l15治18年に同地に[オ1織物読習所が設立さ

れ ■在の足利工業高校発祥の地である.明 治44

年山保粒物T場 が設立され、tル の■織物が生れ

た工場である.昭 和]7年大日本紡績となり、その

後経済の変換に伴い ニチボー ユニチカ ユニ

イーストと変遷して来た.今 回 同工場が閉鎖さ

れることとなり 足利市がここを買1スし 大谷石

の工場は、取り壊わされようとしている.こ の計

画に夕|し 市民の中から 「元ユニイーストエ場と

跡地の利用を考える会J力平古成きれ 「二度と造

ることの出来ない夫谷石の工場を供存し、その建

IIをそのまま両モの産業博物鮎とt(利 用し ■

つ多くのイベントを行う会場として活‖し 活I

イヒを計るべきである.」 と市に要請し 9■ 末 1

までに結論を得るべく市と協議中である.

先日大谷石材協同rll合の一lTが同T場 を調査し

「米国のフランク ライト設計の元十ロホテルの

石材よりも良質の石材であり 現● ま 人手する

ことの出*な い石質である.建 II`,何の丼常もな

く その規l‐も夫谷石として日沐 の建lljである.

是JI●利用して欲しい.Jと要望された.こ の大谷

石道りの工場と その跡地を 両毛地区全体の ｀

F_業考吉学、の見地からt,その保存を計り ｀
両モ

の ｀
庄業障ll館、としで活,同,る ばかりでなく、

|ぎ らしいイベント会場として活旺イヒを言るなら

仁関崎

ば 両モ

経済回の

4微 的建

造物 とな

るのでは

ないでし

ょうか.

, = 辛 肇 度ご見学下きい。
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― 月 次 会 報 告 ― 地場産業振興センターの

イスラエルを訪ねて
(5月例会)

5月 の月次会は小島弘― さん (IIパシファン

末広堂代表取猛役)に  イスラエルの旅行話を聞

かせていただいた.

小島きんは桐丘高校で英語の講師 もされて、語

学に堪能であり、海外旅● も数 多くきれている。

冒頭、小島 きんから苦心 して持って

"ら

れたガラ

ス瓶に入った 死`海の水、を提供 され、集 ま■,た

71員の方々がコワゴヮ管めてみる―幕があ
`,た

.

死海の水は塩
～

7%、 ちょっとなめてみて ,ヽびっ

くりするようなキ きであった.

この死海は、イスラエルの東南にあり、対岸は

ヨルダンになる. 1947年 、死海の北西岸の洞

穴で発兄された 「死海写本Jは  聖書にも登場す

るもので、原始キリス ト教研究の資料 として有名

なものである.

イスラエルは 1948年 建設 きれたユダヤ人の

国であるが 350万 のユダヤ人以外 に50万 の

アラブ人力ヽ■む.

首都iル す レムはュグャ教にとっても キリス

ト教にとっても、回教にとっでも聖地である。

このあたりilる所力細 約聖書に出てくるP71であり

イエス キリス トが十字架にかけられたと云われ

るゴルゴグのiも コ=ル十レムの郊外にある.

政治17Jにも7メ リカとの続びつきが強 く、アラ

ブ諸国との戦争 をくり返 しながらも内政はl腋 的

安定 していると云われるが、経済17には大変なイ

ンフレで、3年 間でll枷1上昇率3Fパ ーtン トとい

う.滞 在中で1,毎日のようにIl価があがった.

国の財政は● く容易でない状況だが同民は金持

ちである。

設立 とその周辺 (6月 例会)
桐■市に地場産業振興tン ターが建設されるこ

とになり 市民の強い関心を集めている。 6月 の

月次会では、この問題のI適 任の講師である桐生

倶楽吉「理事 地場産業建設推進委員の書上誠之助

先生を迎えてお話しを輌った。くわしい内容は4

貢をみていただきたぃ.

桐生の古代…遺跡は語る
(7月例会)

桐生市文化財調査委員の人里仁―先生をお招き

しで、スライドを使い 古r 0ヽ桐 生人がどのよう

な生活を営んでいたか わかりやすく卿 ●梁いお

話しをいただきました。

― 懇

《4月》 「美術・文化・博物館」
露5県 近代美術館主任学芸員 山H″|きんは

桐生に在住で、今までも桐生市内にある美術品の

ことでは その該博な知識を生かして色々とご指

導をいただいている人である。

今回は桐生倶楽部文イヒ祭にちなみ、 上記のテー

マでお話をうかが ,た.地 方の美柿′館、博tl館の

あり方について 本質をついた論旨であった.

《5月》 「美和神社と

力0茂神社についてJ

ご存知のように桐■には 県内の式内社 12社

の中でt,特に由結の深い美fl神社 加茂神社があ

る。これは大変珍らしいことであり、中世におけ

話 会 報 告―

この写真はJ 島ヽさん。死海に入ると、どうしても
水の中にしずめないので、こんな恰好になってし
まうのだそうです。 究の―瑞 をお うかがいすること力ゞできた。
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7月 の 懇
絵 画 と 社 会

話 会

(美術の東西比較あれこれ)

4月 に引続き、群鳴県近代美術館主任学芸員の

山口烈きんにお願いをしで美術の話。特に豊富な

スライドを用意していただき、同じ風景画でも西

洋 中回 日本と夫々の比餃、
`1象

派の画家達と

浮世絵との相互の影著など輿味深いお話でした。

美術鑑賞に

充実した一日

昭和60年 4月 20日 桐生倶楽部美術部は東京で

美術鑑贅会を催した。参加者は斎藤喜平夫妻、保

倉―郎夫妻 藤丼龍人、丸山正―夫人 松島武雄

の7名 であった。

当日は朝から雨がそぼ降り 昼近く春雷を聞く

ほどであったが、午後は青空も見えて来て 私た

ちの.じも晴れやかであった.

点描の画瞑たち屁  国立西洋美術館

この展覧会は後期F,象派の一翼を担つた 「新Fp

象主義Jの 饗宴である.自 然をただ肉眼で見るの

ではなく 精神の目で詩の心をとおして見ようと

した画家たち。

ピアノのように広い音lIHを■った油彩による 「

点描J技 法がそれを可能にした。ここから大きく

開かれていった現代の美術。 「点描」の技法を倉1

案したスーラ、シニャツクなどのtFl印象派の画家、

ここからきまぎまな可能性をひき出した同世代や

後続の世代の画家たちの作品、更には 「前点描J

的なモネ ルノワールの作品からキュービズムに

至る40余人の画家による100点近い作品は 見る

者の心に美術の重要な転換期の美を充満きせてく

れるのである。

中口陶備の美層  東京国こ博14館

陶桶は死者に代えて埋納 したll器であり その

出土品は紀元前 5千 年紀の新石器時代から秦、漢

膚、末 元の各時代に及んでいる.そ の穫類は、

兵馬備 騎馬武士、騎馬女子 待著 侍女 楽舞

備、家書 神獣 きては玄,想的を鎮墓猷あり き

まざまのロマンを秘めたlFl備川可千年の昔に私た

ちを引き入れるのである。

生けるが如く軍鼓がとどろき いまにも行進に

入ろうとするかに見える始阜帝の地 ド軍団 スラ

リとした姿態で衣服もびったりしているll唐時代

の三彩女備、ゆったりとした衣服をまとい ふく

よかな表情をもっている盛唐時r の`女踊、いずれ

も絶世の美女でありその眼は澄んで生きているよ

うである。

私たちは、巨大ともいうべき中回の歴史の重み

と文化的違産の芸Frlh価値に深々とこうべを下げ

るのである。

トルコ文明屁  出光美術館

アナトリアと呼ばれるトルコは、吉くから東西

文明が交錯する 「回廊」であつた。人類の文明史

上初めて鉄暑を作ったヒッタイト族が、それを武

器に大帝国をつくったのがアナトリアである。

アナトリアにおける人間の最初の兄跡は日石器

会 7月 例 会

けの

奥B光 戦場ヶ原ヘ

梅雨明け十日と言いますが 7月 28日はその言

葉通り絶好のハイキング日和。サロンバスを借り

てH光 竜頭の滝まで.そ こから歩き出して湯川沿

いにホザキシモッケやニッコウアザミの咲 く戦場

ヶ原 」ヽ口代ヶ原を歩き湯の湖まで 約 5時 間の

楽しい散策でした。 (参加者27名)

赤
剛
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時代に始まったが 新石器時代のハツュラルに既

に芽生えでいた彩文±8は  アナトリアの銅石器

時代を特徴づけるものとして展lllする。焼成粘土

の杉文壺、碗、双=壺 、外、女神像がそれだ。

前期青編器時代アナトリアは.全 の女人双優像

水注、手付杯、小壺、工冠、妻飾、頭鮨等、銀の

女人像、書銅の女人技乳像 雄鷹豫等いずれの治

金技術や金属細工技術の高度発展の所産である。

中期書銅譲時代を経て鉄器時代を迎える。

玄武岩の脩坐夫婦浮彫事石、凛オ獅子la、膏銅

"子

像、くつわ等はこの嗜代のものである。ヘレ

ニズム時代 ローマ時代等に至る41Xl点に及ぶト

ルコの貪重な文化遺産は 何か東洋的をものも浮

ばせ、私たらを1万年前の世界べと夕をはこぶ。

●  日

O古代美術の魅力にコンクリート■を歩き続ける

疲れも忘れ、一同蓼カロした喜びを語り合った

0東 京都立美術館内レストランで歓談しながらの

昼食もまた思い出に残ろであろう。保資氏にご

“

走にをったピールの味はまた格別であった。

0責 藤喜平氏のご案内でfF見した氏の女婿土lH副

正氏 (日影展会員、日展特選 2回)の 立体遣形

彫刻 「少女の像Jは 見事で、その表情は清純で

月にかおる花のようa美 しきがぁった。

O最 後に怪賣負担の問題に触れて恐縮であるガ、

美術颯贅会とじでは食事べ 「衛 負担、観寛料
「個人」負担でなく、逆に食事代 「個人J、 観

覧料 「会」負担とすることが適正であろうと考

え、一同合意の上そうきせて項いた。なお 1

人分の会資は3展 示場の入場観寛料合計が3900

円であった。
(担当 松島武雄記)
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● 本 た ■ 高

壕 口 春 口 木

前 久 え ホ ■  高 常
蕉     森

派 口 春 ロ ネ  未 ル

前 お本逹 尤清 久  "=
採 森

凛 未 口 藤 春 水 ロ  ロ ル

逝 く夏の一 日
秩父の習俗 を訪ねて

《歩 く会 8月 特別例会)
秩父にはltでは見られをくなってしまった古い

をつかしい習俗の数々力啜 きれている。特に盆送

りの行事を中心にそうした習俗を尋ねようという

のが今回の企画である。

円平 立沢の虫送り 小Л!の百人灯をはじめ民

俗博物館、秩父神社、まつり会館等、朝から夜ま

で、薬しい一日の旅4Tであった。
(参加者 15名 ) 円平 (力どだいら)の 虫選リ



(8)第 45号 桐 生 倶 楽 部 会 報

||||1倶楽部だより|||ll >新 入社員紹介 く

04月

ll事委員会 (1日 )

文イヒ委員会 (2日 )

理 事 会 (9日)

会報委員会 (9口 )

歩 く会 (14日)「 かたくりの花と手打そば

そしてオL所詣でJ

,1旬 会 {19口)

美 術 部 (20日)美 術鑑賞会 「中国陶備の美J

某京国■膊物館、「点描の画家たち展J国 立

′1洋美
`|′
館 「トルコ文明展JIL光美lfm兄■

囲 碁 部 (21日)文 化祭協賛H碁 人会

歩く会世話人会 (22日)

オ子棋 音F(24日 )文 化祭協賛将棋大会

麻

`|`(26 )文

化祭協贅麻●大会

懇 話 会 (27曰)「 美術 文イヒ 博物館J群 鳴

県
'近

代美術館学芸員 山口  烈氏

文イヒ祭 (27日-2,I)

◎ 5月

理 事 会 (8日)

歩 く 会 (12H)「 11'|いチベ ソト奇淵村から

i度11峠、360度夫展望の浅間隠Jへ J

懇 話 会 (15!,「 姜利l神社とIll茂神社につい

てJ日 本考占学協会々員 周東隆―氏

ゴルフ会 (17 )於 足利CC多 ■コース

,1句 会 (21日)

月 次 会 (24日)「 イスラ‐ル旅行記J

小島 弘―氏

◎6月

理 事 会 い 日)

俳 ・l会
(1811)

月 次 会 (25口)「 地場産業振興tン ターの設

立とその周辺J地 場産業建設Ir進委員会委

員 書上誠之助氏

07月

歩く会世話人会 (8日)

懇 :舌会 (5日)ス ライドによる 「絵画と社会

■

“

′の東西比較あれこれJ群 鳴県近代美術

FB‐学芸員  口  ′1氏

理 事 会 {9H)

肯理委員会 (19曰)

俳 石り 会 (23口)

会報委員会 (25日)

懇話会委員会 (25曰)

月 茨 会 (26日)ス ライドによる 「桐生の古代

遺跡は語るJ桐 ■市教育
"F■

.Ph 長々補七、

桐生市文イヒ財調査委員 大里 仁 氏

歩く会 (28日)「梅雨lllけの奥日光戦場ヶ原へJ

`己
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桐生のあゆみ

文

lll沢忠洋氏が 岩宿の赤■の崖の中から日石?=

を発見し 日本のF_史の算―頁を書き換えたこと

ま余りにも有名である.

岩宿のような日石器の遺llllま当然桐生市内にも

あると息われろが 残念ながら発掘調査をして1窪

認きれたものはない,

した/1,て 、桐■のあゆみも口石器時代をカッ

トして縄文期 (1万 2千 年前から3 Fttit)か ら

スタートすること ■する.

桐生市内に|よ81クFlの縄文時代の追跡が確記さ

れているが 特(■著名な ,ヽの ま
"内

の千網谷戸 (

ちあみがいaで あり、その出土F,は大変学術IJ

価値が高く ―:`ま国の重要文化]オに昨年指iさ

れた.千 網谷戸遣跡は縄文眈期 (T13千 年前)で

あり 縄文it坤1(約 6千 年i"の 道跡としては金

七台 縄文中期 {約4-5千 年前,の 追llとして

ま1内 の三島台などが代求的なものである。

千網谷戸遺跡山土品 耳飾リ

千網谷戸遺跡出土品 人面付き土器

二島台遺跡出土品深鉢形土器 千網谷戸遺跡山土品当 昌金竜台遺跡出土品深鉢形■器



Zヽ,  舜  40 ,デ 佃 =倶 榮 郡 会 諏

新風を巻き起した藍染展

書 上 誠之助

昭和60年10月25ロー27日、織物会館には秋空高

く藍染の大のぼりが´ヽんぽんとひるがえった.民

族衣集と染織展 「世界の藍染」力洞 生広域産業デ

ザイン振興会 (桐産デシン)の 主催により開かれ

た。

選 ぎれた500有 余の展示品は質の高いものだけ

に 参lJl者は釘づけきれたように一歩―歩熱心に

霊染のだいご味を味わった。即売場の盛況も予想

タトのことであった.

この度の企画の成功については、門係諸同体の

強力な御支援のもとに、全国のコレタターの御協

力や県繊工訳の技術的御援lll 桐産デシンメンバ

ーの村 上的活動カサロ乗的効果を発揮したものであ

人気を集めた藍染の創作デザイン

いま戦い終って1年以内にわたる司画″省みて
「やれざできるJと いうことが関係著の実感であ

ろう.伝 Kloある当地の薇雄産業に創せl■ある豊か

な末来を築くため この麒 炭が何等かのイレパ

タトとなれば幸いである.

長崎屋ロビーを飾る大慢幕

人場 数 ま3日 間で5,000名になんなんとする

盛況で織II会館始まっていらいの葉客放らしいと

いうことである.来 客の分布も北は山形より埼は

Jし九,‖にわたる広範なものであった.

浜松市からは若手グルーブが団休として訪れた.

東京からは女子美や多摩美からバスをt立 で参力,

した.各 地の工芸作家や 第3日 の日曜には近県

の 般の方々がt多 分NHKの テレビ紹介による

ものか多数訪れた。

(‖司産デシン会長)

生 の藍 染 の歴 史
織物と絆染め|ま吉代 共り深いかかわリカ'ある.
「延喜式Jに は LTf国より献上した布に I甘4i、

標4jの記述が見え 藍染めか古来より行われてい

たことがわかる.

天正19■今泉オ∫(T・生市束 4丁 目,に 紺かき (

藍染屋)力'開業したときの記録がある.ま た・l言

には、この地に紺屋の信

'1厚

い

'染

明■ (あいぜ

んみょうおう,の 祠があったらしいことも記して

あり すでに多数の●屋があったようである.

それ以降 桐生では織l・lの発達と共にヽ け=も数

を増し組織イヒしていった。寛政 7年、桐生新lrに

は36軒の紺屋があり、藍がめ l個 につき200文の

遭上金 い甘屋詢 をとられていたといラ.

熱 心 に 見 入 る 観 客
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社 員の ペ ー ジ

これでいいのか/′

厚生病院について

飯田 隆雄

われわれは歴史の中で犯した過ちを二度と繰返

してはいけない。

FI」力の差は膠然としていても 本当の姿を知ら

きれなかった為に回民は人の■となって戦ったが

その結果われわれは大きな犠牲を払って わが国

は敗戦ヨとなつた.

古くなった設備を 新しくすることに臓躇する

経営者はいないが、それはあくまで返済ば能な.t

画でなければならない.い くら重役会で決議きれ

て始めた夕業でt ■気の変イヒに気がつかず強行

|れ ばやがては倒産してしまう.

Il・l生でもそんな心配がされる計画がスタートさ

れた.厚 生病l.改築は今後30年にわたって 統計

で 209億 」位の負juを背負い 毎年7～ 13億llの

支llが必要となる.桐 ■市「とつて|ま今迄にない

夫■業であり 勢いμ重にならざるを得ない.

flは1可■市議会の特別委員として、この間題″

`′
「究すればする程 こんなに,く らんでしまった

計画を安易な気キで賛成できないと考えている.

そのl.l題についてよ「私はこう考えるJと 云う

白分の主張を述べることは誰でも大tlなことだ力ヽ

私の■張と違った方向に進みつつあるこの計画が

私だけの取越苦労なのか 皆さんの御批判をいた

だきたいと思う.な ぜならT・l生市は市民のために

あり、厚生病院|,また広域圏のものである.

私は 場所については現在地 (13,000平方m)

よりも商業高枚の裏にある陸上競技場 (34000平

方m,に つ〈るべきだと考えている。

陸■競ll場もやがて建替えの時がくるので こ

の二度とないチャンスに、桐生の中神跡地に立派

なものを作るべきだと思う。あの辺はスボーツの

メッカであり、スボーツの中心は陸上競

'場

であ

るべきと考える.今 進んでいるゆ―ゆ―広場をllj

故 [ 急に着工するかは知らないが これを包合

した計画が出来るはずである.こ れによるメリッ

トは実に人きい.第 ―に競技場t,新しくなりしか

も厚生病院は、広い新地に建設できるの
̃t■

車場

は広くとれるじ、工事は楽になリ コストは安〈

なリ エ川t,2～ 3年 で出来るので 最大のメリ

ットは病院建築が大変促進されることである。

現在の計LTでは壊 したり造ったりを3回 も繰返

し 患者は5年間も埃と騒■に悩まきれる.Fであ

る.又 ltの面から考えでもメリットはある.

近い内に産文敷地内に地場産業振興tン ターが

建設きれるが、今でも狭い駐車場がさらに少くな

っでしまう。それでも産文が出来た時は広い駐車

場であった。なぜなら昭利33年に産文が建設され

た1キはlr・l生に乗用卓が3S台しかなかった。ところ

が現在は328]6台 の栞用■がある訳で 10億 1以

Lのtン ターが出来るのに駐車場が現在より少く

なること自lt・ ナンセンスと云わざるを得ない.

従って、厚生病院が子定しでいる弓道場跡地の駐

車場は地場産業振興センターの駐車場として使用

すべきであると思う.

いずれ|■せよ柿助金は わすか1億 円で200億以

上の病院を建設するのが現在の言1画だが 発想の

転換で、栞急時には屋上からヘリコブターtr発着

が出来るltの立派な病院を 早く しかも市民負

lFを少く造る方向で 大きな市民運動た展l・|した

いものである.

―
・
に,「‐ XX,に ―

‐
'に

X― ‐ ■卜X 
・

t・
・

今―番熱中している事
金子  博

■の度伝統ある桐生
'楽

音
`へ

入会させて頂きま

した.・r分とも若輩者ですが私をりに倶栞部社員

の名を汚がさぬようがんばって行くつもりで→。

きて私が今最も熱中してt るヽ事は山歩です.四 季

折々[その姿を変えで見l■て〈れる山|ま実|■姜し

しく日頃 店から出る機会が少い為に心の中IIた

ま ,たモヤモヤを一変してくれます.当 倶栞部に

も「歩く会Jという立lFkな山の会がありますが日曜

が休みでないので仲 参々加する■が残念ながら出

来ません.flが山歩を始めたのは席の休日の時報

しい先輩たちに連られて,ら神口」へ登●た時からです.

それから毎年月に 回先輩たちの山の会へ人っで

数々のすばらしい今山をさせて頂きました。なぜ

こんなに

“

が好き|=なったのか時々貧しい頭で考

えます.ひたすら項上べ向って無心に歩き山のてっ

ぺんに立った時のすがすがしさ一つの日標をなし

しげた充実感これが答えだと私なりに思っていま

す。今年ももうわずか もうじき山の会の先輩た

ちと楽しい忘年会があります.―年間登つた山の話

や来年行く山の計画を立てます。来年の計画の中

には以前からあこがれの山足尾山系の盟主、皇海

山へ登つて見たいと思つて いまからワクワクし

た気持でいる今 lltの頃です。
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きのこはすばらしい
自 然 食 品

財団法人 曰本きのこ研究所々長

農学博士 森  寛 一
〇ttt人 にびったりのダイエット フード

シイタタ

`ど

きのこ類は 季節のおいしい味や

■りでボ1理を与き立てるが そイ■白休|工低カロリ

ー 高タタパクの自然食品で 食llW維  ビタミ

ン ミネラル、コリクデニンなどを合み 中ヨや

わがコでも昔から不老長寿の食べ物としで珍■き

,■てきた.

よた最近の
`′
「究では シイタタにま血清コレス

テロール■下 デ、血圧を安定させるFllきがあり

さらにガンに有効
`物

質t,今まれていることなど

が茨々に明らかにされている |

またシイタケの中によ、場内率日西 |ビフィズス

菌)を 活性イヒ|ろ物質があることもわか●た.腸

内:日菌にま、消化を助けて腸内をよい
'吠

態に保つ

働きがある.

さのこ類は おいしく しか:,たくさん食べて

:,人らないという まさに現代人の要求にびった

つの食品といえよう.

01曰 1枚食べるだけて骨を強くするシイタケ

骨を丈夫 =するにはカルシウムやリンカ1必要.

そのカルシウムやリンを十卜[沈帯させる,`性物質

がビタミンDで ある.

シイタケに|ま ビタミンllの前駆物質としての

エルゴステールが存在するので シイタタに紫外

9月 の月次会は 森先生 をtlj“きして きのこ

=ついてのお話 をいただいた.

世界で―番ボピュラーなきのこであるマ ′シュ

ルームの裁培法、高級フランス料理 フォワ′ラ (

力ゞちょうのlTl歳)|[な くてはならなt トヽリェフ|ま、

100グラ′ヽ 2万 円もするし、その採集 には、大や

豚の嗅党 を利用するとか珍 らしいお話を岡かせて

いただいた.

お話の中で 特にlll「 コレステロール、痛な

ど きのこと健康についてのことに参会者の関心

力濠 かったよう0あ る.

そこでこの問題 について■生からいただいた資

料 を以下に要l■する.

― 月 次

きのこの話 (9月 例会)

会 報 告 ―

線 を当て こt・前駆物質をピタミンDに ケえてか

ら食べるのがよい
`

生 シイタケや千 しシイタタの傘を事返 し ひだ

の方|■日光を30分七あてれば充分.保 健 |つ ビタ

ミシDの ´

`素

は 二うしたシイタタを1曰 1枚

食べれ ぎよい.

●余分なコレステロールを休外に

"1出

する

コレステロール|ま決 して悪ぃ働 き∫,り でなく

削切』彙の成分としてなくてはならない|.ので″る

t、 1日

"の

,肖化に重要を働 きをし 冨1腎●質ホル

モンや性ホルモンを作 るなど大

“

なlll をヽ●る.

また善二・Tコ レステロールと悪 Fの コレス■ロー

ルがある.

余分なロレステロールは血管障=を ■こし高血

i ttlI"イ ヒを起す原国となる.き のこつ中で!,

シイタタはこうした余分のコレステロー レをlll出

する効米がある.

0コ ップ 1杯 のシイタケ水が血圧 を下げる

国立末養II究所の鈴本障士が高血Fネ ズミを用

いて シイタタのエキスに上る実

"[イ

子サ帷 実|:

血L降 ド|)効果 =証 明 している
`

家庭 Cは ドンコの小ぶ りのものを数個 コ,プ 1

杯の水の中に一晩つけでおt てヽ |,どし,,用 いる

のが簡単。

●きのこに含まれる制ガン物質

シイタケや数樽のきのこの詢ガン効果は動物実

嶼で朝 らかにな ,て おり 注射葉が作 られ、■在

群1人その他の人学●i院で臨床研究めシiわれてぃる.

近t口

'来

の実川イヒカ潮 庁 きれている.
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― 月
当面の

次 会 報 告 ― ― 懇 話 会 報 告 ―
経済見通 し (10月例会)

曰本勧業角丸証券株式会社

桐生支店長 藤川 昌良
最近の経済界は 円相場や債券相場の動きを見

でも分るように 驚くはどの速さで変

`ヒ

をしてい

る。

10tt lFl会は、日本勧業角丸高勝 の藤
"支 "長

さ

んをお招きして 変イヒをする日本経済 そして当

面の見通じなどについてお話を願った.

藤川支店長は豊富な資Ilを基に、明快な論調で

色々な面から話をされた.以 ドはその要点.

アメリカの経済動向を抜きにしては 本経済は

語れない.

レーガンの今までの経済政策 は 税、 ドル高、

高金利)が 高い経清成長につながったが 反面綸

入増 資本流入、財政赤字|■もなった.

]980年 の貿易赤■は255億 、84年 の赤

字は1,233億 ドル、4年 で赤字額は4倍 になっ

ていて その3分 の1は 日本からのものである。

その為に、貿易摩擦が日米間の最重要課題とな

り 円高への誘専をせぎるを得なくなっている。

ljは20-30バ ーセント高、時によつ1ド ル

200円 を突破するかも知れない.

現イ円高で黒字は石油、亀力、ガス 赤亨はタ

イヤ せ船、鉄鋼  合繊.1ド ル200円 ともな

れば各種機械 半導休 棠電 プラントなどにも

一]キ的に悪影響がでる.

林価|ま 資木流出がとまり過剰流動性という■

象 (金余り)で  むしろ堅調ではないか。

《9月》 「増田さんの

窯場を訪ねて」

増口普さんは、梅日町 4丁 目の思山川の|ユとり

で陶芸01作をされています.

9H7日 (土)の午後 増用きんの窯場を訪ねま

した。増用さんは梅円の白然に感動をしてここに

住みついたそうですが 本当に素晴らしい自然に

包まれた風雅なtF.住ぃでした。

件品をみせていただいたり 手をとって教えて

いただきながら泥ひねりをじたり ,青流をくんで

l.茶 (白家製の)を いただいたりした楽しい半日

でした.

増田さん宅に、第2回 梅田アートフェステイバ

ルのポスターがありました。これは桐生市を■心

に 絵lnJ 陶芸 和紙 音楽などあらゆる′ャン

ルで倉1作活動をする人達が、ここを会場に作品を

発表する試みだそうです.今 夏 2回 日のフェステ

ィバルが8月 4日 から11日まで開かれたとtrこと。

来夏は私達も是非参力1したいものです。

く10月》 「桐生市の

文化行政についてJ

10月の懇話会は 萩原教育長から支イヒ4T政につい

てのお話を閏きました.そ のあとま出席者全員で

気楽な懇談会となり、桐生市の文化全般について

大変活発を意見が出てlT間切れとをり 11月 もも

う一l_‐このつづきをすることとなりました.

講

演

を
き

れ
る
藤

川

昌

良
氏
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□
ム

′
ヽ□

不
′
ヽ歩 く9月例会〉 歩 く10月例会》

初秋の碓氷峠、

旧中山道を行く

紅葉に彩 られる   「

赤城鈴ヶ岳  "
6月例会で企画 したコースだったが その時は

残念ながら雨で中上 になったの ぐ、再■の言1画と

なった。

II坂平 まで各白栞用車に分栞.新 坂平から.‐姥

子峠 鍬柄山を[で 鈴丘山頑まで約 2時 間、ナナ

カマ ド ウルシの紅葉 を栞 しみながらの′ヽイキン

グだった.

赤城は休火山で 黒I‐山 詢
`i 

鍋 丙山が外

|・

" 

長七1口 1 地蔵 r.が中央火口丘
`あ

り 鈴

ケ岳 も外輪 |.

鈴 ,■ |ま信仰の山でちあり τ真に′ろ山●の

石碑は修曖道のイ

"建

である.  1参 力「者 ll名 ,

軽丼沢まで国Il 軽り「沢駅から確水峠までにタ

タシー 1貯 権現に参拝 F,前 で名物の力研を食

べて、 口中山道を歩き出した.

坂本r̃にllるまで約13h4叶 間の道 ま ハイキ

ン′コースとは言いながら案内板も少く 道の整

備ちお粗木で イt来の旅人の■労をしのばせるに

充分であった.

坂本宿で口脇本陣永月.家、 日旅篭武オ家、横川

では有名なlt水関所跡など どれも吉の中
"道

の

ゆかりの●を訪わながら散策.

横
"駅

から日鉄でI・l■べ帰普 楽しい初秋の

口でした.          (参 ″1者 24名 )

、
`,r , 

■ |■ I
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●      擁 マ

大会終7後 、産文前庭で

花いっぱいの便 りをのせた風船をあげる.

花い ,夕い運前は 昭和27年 長野l●松本市に

生れた.欧 戦から間ちない二rI曖は 白然た=廃i

とイヒし 人心 |,また荒比 していた.

だま■,で花 をIllえる 種+を まく 地域社会を

花でい ,よい [する この運動 またちまら全□に

ひろがっ(い った.

戦後の自然保護延動史に一貞を開いた|,の●′,

り 日本のIHネ申史の上 ぐt・画期IJな役害|を某 した

ものであろ.

このイといっばい連動の企日の同志の矢いが 今

曰本花い■,よい大会であり 第 28同 ll大会をlJ

土で問催でさたことよまことに嬉しいことであ ,

た.

|1月 17Hの 夫会に= 1しはiL■
‐
道から南 =

|じ
"ま `・

・全国からの参力1者 県内 1内 の参加

者合わ■ (1700人 が珪業支化会館■会場 :あ■

′た.

大会々長のJJ利 ■市長は
̃今

 の l ll月

17 1を 市のlLの とĨ“ イ七い ,ばい逓動・l推

・Irをよ力つ たいJと あいさつ その

“

と 「イしい ,

=い迪盟 4n会 長¨工、 次期開催地1臣路 「や

itい開催rt浜松市と桐上市 満́ 木の交ユ ■後|[

「イしい ,夕い道動の輪をム 1 11界 +和 「寄与し

ましょう|の 人会宣言■tた.

会場前には
̃桐

■市■どりとイLの会_′)`支 枷
'

が育てたた  々 市内|■よ・・c田の=iスモス 析
"バ

ラ■Lど 下ろ所 イし力i咲き イ直地区からの参会著

から―lTに贅T.をお〈られた.

桐生少年少女合唱団の花のコーラス

産文前にはみどりと花の会各支部が

育てた花が飾 られた.

第 2回 ウォークラリー開催
桐生倶楽部歩 く会も参加

11月 3  縦物ヽ祥の地1内 jL区で第 2“ ′)桐

上のF史 と文イヒを考′るウォークラリーが間催 さ

オlた.

昨年の第 1同 日は l・生氏や山良I |ヽ」●か|′)

"か
い梅Ш rl■わォ mo名 をこえる参lJ者がおつ

たが 今い よ好天にt,|)ぐまれ参力「者 1500人 を

二える絆況で主I著 を■ばせた.

ウォー,ラ リー|ユ‖|■市のめぐまれた自然や

占い歴史と文化を市民 1特に次代 を担 う■ども遺)

「:知っていただき リクリニーションだ ,でな〈、

■り■い‖J上のまち●く
"に

t,■iて たい七いう

趣
"で

=じ めたもの.

青年会議所i工 じめ 社会教育関l.35団休つ共

催と●っ(l・り 1」生供栞郡歩く会 (代表木島清
't,l●極的 =参加している。

川1内南小校庭から出発
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秋の叙勲 と県功労者表彰 〉 新入社員紹介 く
勲五等双光旭日章

群鳴県■J労者表彰

遠藤 後―

赤堀 貞治

増山F次 郎

回回  昇

以上の社員に心からお祝いを■ しLデ ます。

Ⅲ‖倶楽部だより ‖Ⅲ

◎ 8月

理 事 会 (8日)

歩 く 会 l16日) 秩父に残 る習俗 を訪ねて

◎ 9月

懇 :舌会 (7 1)湯 本窯増田晋氏宅柔場訪間

歩 く 会 (8日 )初 秋の確水峠  日中

“

道を行 く

理 事 会 (]0日,

会計委員会 18日 )

俳 句 会 (l'曰)

歩 く会世話人会 (24曰)

月 次 会 (25 )｀ きのこの四方山話 その効用、

計|| |」
'日

本 きのこ研究所々長 森寛―氏

◎10月

理 事 会 (8日 )

懇 ;`会 (,日 )｀ 郷土の文イけ について、

証1市 ●k原教奇長

歩 く 会 (13日)ホ1葉の赤城鈴 ヶ岳ヘ

歩 く会世話人会 (22日)

会報委員会 (25日)

ll句 会 (25日)

月 次 会 (2つ||, ｀
当面の経清見通 し、

講

`1 

日本鋤業角九証夕い桐生支店長

藤′昌」ヽ氏

011月

理 事 会 (7日)

歩 く 会 l10日)晩 ll lr ttlrttFl.石峠から備う1楯

しヘ

行事委員会 (ll日)

管チ甲委員会 {12日)

懇 富舌会 (151, ｀
支イヒ行政について、講||

萩原教育長

日 碁 会 l17日)秋 季回幕人会

美術鑑賛会 {27日)｀ ゴッホ展 法隆寺展、兄=

月 茨 会 (28 , ｀
東市アブアの染繊 についで、

講|1 祥馬県根維工業試験場 武藤和夫氏

全 日沐花いっ ざい大会 Il・l生のL史 と文化を考

えるウォータラリーは、桐生 として|ま夫 きな そ

して意義深 い行事であり 桐生倶楽部社員 1,多数

閲係 しているので、帯 に会報にとり上|デきせてい

ただいた次第である.

花いっぱい大会では 市民植木市 I・」産展

`ど
協賛行事 もいろいろあったが 特に

'If富

弘 さん

の 「花の詩画励 は来観者に強い感動をよんだよ

うであ ,た.

ご存知のように●野富弘 さん|ま 勢多東村の方

で、桐生高技、群5大 学 た千業 し 奇賀JF■学校

で体吉枚師として赴任 クラフ活勤で指導中まち

が ,で頸髄損傷 をうけ |か ら下 ま不うをとな●,た

方だが Iに 筆 をくわえて詩両の創ll活勁 たされ

ている。その計の つ.

花 ま自分の姜 しさを知 らないから

美 しいのだろうか

,|,て いるから 夫 しく咲 +るのだろうか

社団な人 桐生■楽吉

`会

報 第 46■

1985年 岬 和60年)ll月 ′

`行発 行 人  Il 原 勝 樹

編集責任者   小  池  久  雄

FI     刷     ッ月:ノ「|“lll式会ネ1
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古墳文化叶代の+特 |ま、上毛里r(か みつけぬ,

□ とI乎ばれ 東l■文イヒの■ 1地 であった,従
`,て

県内に ま、全長 210m 東 口本最大の前方後円

墳 (ぜん Jう こうえんおん,の 大日天ネ中 古墳を

|まじめとして、慨略 1万基 を二える古墳があるt,

のと推定 されている.

しかし‖」■地方は周回を山でかこよれ濃耕地が

,い ため有力な氏族が居住 していなかつた故か

古1資が少 く、確認できるものは 24基  それ:,小

さな円墳である,

こねら1粘 瑣|す 主に工良瀬,・T両 岸にあたる

新宿地区と r_沢 地区の うち間の島(あいの しま,

方面に立地 しでいる.

市役所逝 り夫ホ山お陀の前には 「日l・● 嬌輌荷塚

'

桐 生 の あ ゆ み

加茂神社出土

埴輸 (はにわ)女 子 像

不二山古墳 (相生)出 土

埴輪 (はにわ)取 (ゆぎ)

占墳 力ゞあり、 わヨ'かに翡 書をしのばせ るものが残

っている.

加茂神社塚出土 (境野m 環頭の太刀

不二山古埴 (IR生)出 土

円 筒 埴 輸

加
茂
神
社
塚
出
土
□境
野
町
□

環
　
頭
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倶楽部恒例の新年互ネし会は、今年も1月 4日 の

12時半から開かれた。年々参力1する社員の数もふ

えて大変賑やかな互ネし会であった。

残念なことに、前原理事長が体調をくずして欠

席されたが 平野目J理事長の年頭の挨拶にはじま

り J、 1市長、峯岸議長 日里1商工会議PI A頭な

どの社員

^表

の7Pt辞と続き、川村名誉社員の乾五

で祝宴に入った。

昭和61年度の定期社員総会は 1月 30口 6時 か

ら開1饉された。

前原理事長欠席のため 平野百」理事長が代行し

で議長とをつ 以 Fの議案を審議し全議案異議を

く議決をきれた。

第 1号 昭和 60年 度事業概況報告

第 2号  昭和 60年 度決算語表報告及会計監査

報告

第 3号  1召和 61年 度事業計画及収支予算案

I・会終了膚 出席した社員のフリー トーキング

で 21世 紀にむけて今後桐生倶楽部はどうある

べきか等をテーマに意見を出していただいた.

定 期 社 員 総 会

「歩 く 会」
本 年 計

社

員

代

表

の

祝

辞

4月 13日 (日)  小幡の桜とll・義石1与めぐり

古い遺構を残す小幡の家並みと 並本の,が

すばらしい春な質出しま→.

5月 11日 (|) "1鷹 山直登

桐生,1源流の 々の量奥 根本山の降の口L

展望が抜群です。

6月 8日 (曰,  つつじ咲く湯のメu ルら角円

峠へ.信 川小諸への|■道.つ つじ咲 く湯のメし

山の帰りは1日茂沢の場で汗を流そう.

7月 27日 (口) 天神だ根から谷川i

快速ローブウェイで天神峠へ.3峙 周の尾lF

登りで谷川山頂。高山植物が黎 しみ.

8月   休  会

9月 14日 (口)  那須高原

Et,終 り部須,彗原|ま早くも秋の気|ビ.ロ ーブ

ウェイで茶臼岳へ.帰 りは人丸温泉で 休み

10月5日 (日

'  

秩父地方古田W「の竜勢

これは特別lll会として広く全社員(■宋内を■

上 デるr定.何 しろ江戸峙代から続く奇祭ぐ

現代でいえばロケ ソトの打上|■うようをもの.

11月9日 (日

'  

吾妻渓谷の紅葉と岩植山

テレビ真日太平記に出て〈る 城です.

12月14口 (日)  嶋神山と秘池を訪ねて

初冬の鳴オ

"|と

 人の知らない静かな池。

平野副理事長の挨拶

新年を祝って乾盃
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=月 次 会 報 告 =

東南アジアの染織≪11月例会≫
講師の武藤和夫氏は 桐生にある群馬聯 証

T業 試験場の色染化学部長であるが 桐生染織研

究会や桐生広域産業デザイン振興会の主要メンバ

ーでもあり、広く地域の21E産 業振興に活躍され

ている人である。

先日 染織研究のためインドネシア各地を歴訪

きれたので このお話をうかがうことにした。

当日は沢山の珍らしい染織品を持参して下さり

一つ一つ説明じていただきながらの 楽しい例会

であった。

染織品の説明をする武藤和失講師

歩
鰍

く 会 ≪11月例会>
の足尾路
船石峠から 備前楯山ヘ

紅茉の足尾渓谷を賛でながら 足尾絵に来って

通洞まで  . 駅からはタクシーに分乗 して銀

山平へ.

猿田彦III社から1曰道 を船石峠まで 紅葉のFt根

を備前楯山へ 山頂からの展望は 冠雪の日光自

根 男体 をはじめ足F_山系の山々を存分に楽 しむ

ことができた。

≪ 12月例会≫
懇話

客高続会

赤城神社櫃石と南面史跡の旅

12月の例会は 懇話会 との合 司171会とし、三″

沢の赤城神社 と その事山 赤城山の荒山から張

り出 した尾根上にある櫃石 (ひついし)を たずね

た.

ひつ石は '域 人彦命がここから21方を見渡 し

たという伝説 さえ残 る、古代祭祀遺 lIで赤城の神

の撃座 (いわくら)で ある.

そのほか赤城南面には、武りF廃寺塔跡 (回史跡

)、 ■塚吉環 (県史跡)、 関の磨崖仏 (県重文)

山上多重塔 (国重文) 阿久沢家 (国重文)等 が

あつ 更に双体道祖神の珍らしい形のものなど、

沢山の見るべきものがあり、これらを全部廻るこ

とができて、誠に1又獲の多い一口であった。

山上多重塔 (塔姿)

≪ 1月例会≫
金沢峠から大形山を経て吾蓑山ヘ

61年の初例会.金 沢峠から人形
"lを

経で 桐生

のシンボル吾書 へ登った.

≪2月例会≫
―等三角点峰唐沢山から賀茂神社ヘ

膚沢 と云っても 佐Ifではなくて広沢にある

唐沢山です.古 い 城の跡力減 っている。

赤城神社ひつ石
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インドネシアの

染織について
群馬県縦綺工業試験場 武 藤  和 夫

ものづくりの楽じさ

夏の暑ぃH 峰がせっせと巣 をつ くってぃる.

巣のまわりにけ何 「匹もの蜂がたかつ、見るまに

六角形のよかおえてぃく.χ 長蜂 もすずめ蜂 も実

に美 しぃ奥をつくる.

人間にはいくつかの本能がある.生 命や種の縦

丼 をはかるため生れながらにも ,ている能力であ

る.こ れは動物すべてが|,つ本能であるが 人円

にはものをl●るという本能が袢別にあるのではな

いかと工業デザイナーの秋岡芳夫氏はいう.生 lF

するためのもの■っ くるということ力■ 青ョ=な ,

てきていろとぃぅべ きかt,知れない.こ れは人I・l

だけが■っているもので 先にのべた蜂 t,またや

魚 も栞 tつ くるが これは功|を産み育で了IF推持

のためのもので子がヽ■つと■はヵラになってし

まう.■ 活のための家で|まない.

人間がものをつくったの ま道具や家で・|・■活の

必需品であった.こ れ力状 第に機能|■=も ,た道

具 を●い できたものも機能と同時に美 しさがあ

り● う楽 しみとlTる栞 し

`を
介わせもっt,のづ く

りになった.

なかでも織物や衣姜をつ くる薬 しみ|ま他のもの

にlιべて最 も古 くからあり 身ltっける言びは

非常に大 きかったであろう.

我 々が|1常使っている文■は漢字であるが、こ

の漢字 よ殷の時ィ、の甲十文の象形文字に始まり、

案の始皇帝が文■ を流  し 貰●ににぃ ,て今 |

の標 lf■体ができあが った.2000年 以 た吉の

ことぐある.二 の漢字の 9o%以 Lが形芦文字 と

いわれ 備 (へん,と ,(つ くり)を もって意味

と発甘をあらわしてぃる.こ の漢=の 左●|の備に

は木偏 今偏 手偏のように白然界のものが多く

使われてぃるがなかには人F.7のつくったものが含

まれでいる.糸  衣、車 力などである,我 |ヨ・・

市史以前に作られた洪打 :人の子によったものの

代表をそ二 =見る.な かでも糸と
`は

その■数か

らいって|,「tJIII Jで十.ち なみに広辞llにま糸編

澳字が277■ おさめられており 衣編―17]

字 卓-08字 、■-36字 であり 多ぃと思わ

れた金偏の253字 より糸偏の方が多いのです。

二れはその時代から糸にかかわるものカシll●jに

多いか またそれをつ くり出すll fjの進歩や、っ

くりIIきれるものが多様イヒするにしたがぃ字数が

ふえていったt,のである.

糸や織物 衣裳にはそれを使い、作 り、用いる

楽 しみが必需とともにあったものとcuゎれる.

ヨー ロ ッパ の衣 裳 とア ジアの衣 裳

中世 ヨーロ ′バの絵画 を見ると人物の衣姜忠非

常にきらびやかなものが多い.一 般的にコス,ェ

ー′ヽが人切にされ ム長が立体的である.こ れ よ

生地 を裁LIし デコレーションがつ |らllで粧製

され一オの

`姜

ができぁがる.二 の方よは衣宴デ

,'インが菫要で個々の素材 =1は 的平几なも・・が

tI・れでぃる.

―方、ア,ア の衣ま よ一枚の+面 的な布を身体

|=若きつける方ILがとられている.ィ ンドのサ リ

ー よそのⅢ型的

`も

のであろ.タ ィ マレー シァ

インド|シ ァの1要

`ゃ

腰衣 (■ロン)や 貫頭ムな

ども司じである.ニ オ■らの衣裳は長方形′)布をそ

のまま月,いるか 力1工きれていても筒状 =なるか

直線的な縫製 を行 う程度である. `1奉 ・lきもの

t,同類, このため素材その ものが衣蓑にいかきれ

るため素材に表■ されろデ¬'ィンや技法が重要な

役日を|またす.ま た一枚のIIで′,るかうこそ白由

に表現できる布づ くりのテクニッタかぁり ●欧

には見られないII法の発達が うながさllた=う に

思 う.Illえば―枚の布の中|■絣、,批  薇の縦物

技術とと|,に編411、組物のII Fjが力ほ らねてでき

ているものちある.機 械が壼円化された今 では

■ り得ないものが多い.

インドネシアの染織

インドネシァは_k千の島から

`っ

た回です.そ

のII々には‐1族や宗教の違いからそれぞれに異 っ

た文イヒが形成 きれでいる.イ ンドネシアに′iくと

拉物イコール文イヒだなとt うヽ感 じ力'十ろ. ,ャ ワ

F●にはブャヮ更秒で規 しまれたバチ ′クがt●り

スマ トラの′` レンバ ンには金系 を使ってlTを出 し

た見事な衣贅がある.特 にインドネシアではlHl

物がすばらしt 。ヽ各部族 によりllのイえllt,■なり

デザインもキ長があり それを生かした衣裳は兄
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事である.こ の国では古くは殆んどの部族に階級

詢度がみられ 王候、貴族 平民のあいだでの禁

色や象徴紋様、織卿 の違いなどであった.ま

たその紋様はアニミズムの動物信

'|か

らワニ ト

カゲ、+、 馬 鳥や空想動llの竜などをはじめ

首
`守

りの遺風を残す首架文、インドの影響がある

イと文 幾何文などがある.

これら多彩な染織品が機1式文明に犯きれること

なく、手と道具の文化でつくられ、自分達の衣業

として使われているところに魅せられるのです.

インドネシアでも染織は女|■の■事です。簡単

な子織機で織っているがとても薬しそうです.

ものづくりの楽しさを彼女らが一苦良く知って

いるのでしょう。

この■ロン|ま

王候階級のも

ので赤茶色を

主休 とした家

柄 を表わす紋

lfと山糸 によ

る浮織のボー

グーが特長で

ある

インドネシア女性のはたおり(バレンバンにて)

インドネシア サウ島 サウ族
女性用経絣腰衣(サロン)

インドネシア スラウェシ島 トラジャ族
経絣壁飾り布

トラ′ャ コーヒーで知らllているトラブャ族の

支配階餃が祭儀のときに壁検mと して‖,ぃるもの

である.鉤 型の幾何換様が力強く表現されている。

中央部の経絣

は鉤文 を菱形

に積み童ねた

もので 生命

を皇徴する水

+の 角をあら

わしでいる。

これ|まヒシギ

コンブ (赤い

腰巻)と いわ

れ支配階級の

ものである.

デ
"'イ

ンまカ

の4徴 である

tに かこまれ

た人物文が子

7.の繁米 を願

った姿で表わ

され て さる

インドネシア チモール島

男性用謳絣層き

インドネシア スンバ島 スンバ族
男性用経絣腰巻
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Ii樹 晩酌のすすめ―ジ |
d-+ li ! i itl.=t-a=i-.F! ! i r t r a t'F'

レッツ

ダンス

辻  勇蔵

奥村栄―郎

2千 年itから 「酒 ま百栞の長Jと いう言葉があ

り、:T「l.代には 只原益軒が 「酒を少 し飲めば

甚だ益ありJと 言 ,たように 適度のlt酒が健康

に良いことは 吉 くから,」られでいます.

ところで 近年、アメリカ イギリス ハワイ

(曰系住民

' 

ユーゴスラビアなどの住民多敗に

ついて研究 した 10以 Lの論 たが 致 して 噛 量

のアルコールを 常飲む者は 飲まない人達より

長生き|る Jと いう統言|が発表 されでおります。

これ等17a続ョは 数千人から数万人を|げ年l・lも観

宗 しで 日常の飲酒習慣 を調べ 死亡者が‖れ|ギ

その死囚を確かめて死亡率を出 したもので べ学

的に文旬のつけよ うがない確実

`デ

ータたと言わ

れています.

代表的な、イギリスのマーモ ′卜博■の研究を

■ると 4o_64歳 までの男子10年間の裡察で 少

旦か中量の洒を口常欧たでいる著の平均夕ι亡率は

夫洒を飲む者より低いのはもちろえ ■く飲まな

い人たちよりも低いイ古果が出でいます.図 [示 さ

れているよう = 夕じ亡率 とlt輌との円係 コ :=JI

(なべ底型)曲 線を示 し、適 量・・アルコ ル常‖

音は 人酒家より長生 きするだ サでなく 禁酒家

よりもTllし て長生きできろこと■示 しています

タバコ受月l者.T rL亡率 よ禁lT者に1ヒベてオ しく高

く それでて.酒″少 しjIめぼ死し率が ドがるよう

です.Hも 悪いの|よ 酒t,飲ま■[タバ=だ |}む

やみ 1吸 う人と 洒 |タ バ■も11限

`〈 'る

よう

な 1人酒宋兼受煙=で ま 長寿を_・むの ま無F里●

ようで●.ど ちらカー方や

“

る七十′■ば 文・lな

く夕′ヾ」Jl方をやめるべきだと5い ま●.

郷 「の祝,西 福栄  L川 路●)銘 ll 上州つ子

錦粒の■

'酉

 起龍 を製,としておりま十奥||で

十.ど うぞよろしく.

こ,少二のア■コー が`どうし(ltし■を「H.る十
'又  `,うIFと

最・lr熟年 老年層に静かなダンスフームがおき

ていることをlll存じで しょうか ?去年NHK教 ●

テ レビカ漣 味議座で、 レッッグンス (ダンスをや

りまし=う )を 半年放映 した処、評半Jがよす ぎて

,放 :ムすることにをり、l‐局―年問続けました.

尚今年の11月には 世界ダンス選手権大会う沫 i

行゙われま,.

皆 さんは社交ダンスと言う言葉 よよくmか れて

も 競枝ダンスと言うとハテナと思われる方が=

いと存 じます.本 物の競技′ンスになると老年は

勿論、業年でもなかなか歯がたちませんが、野鑽

で草野球と言う様に枝術||にlj力鴻 うのです.

そんなわけでダンスは芸能的要素を持った上派

なスポーツに

`っ

ているのです。よく似ているの

がスクー トです.た だスケー トは|:通シングル0

や りますが ■近・・競■会 ぐよ男☆がペアを組ん

だリ アイスダンスを競 ,ているのを テレビで

仰覧になる方

`,多

いと思います.フ ロアでやる競

薇ダンス石同 じで、共に西洋音楽をベースにして

それを■征,,に丼踊 として表現するものです.Z

年の方 まダンスは勿論、音薬にも弱い方も多いと

Jい ま■か グンスをやると ある程●著楽ちわ

かっでくるの|,楽しみの ‐つです.そ んなわけで

この道に ‐皮足を人れ やみつ きにな.,た方 ま珍

しくありません.明 治の初期 ,こ勲達誂 嗚鯖で

ダンスを楽 しんだ話は有名ですが 不平等条約改

正等の大義名分|よあったにせよ やはつ迪中とい

えども、それなりに面白か ,たのに迪いありませ

ん.

さあそこで、I・l■クラブの社員請71 今からで

もおそくありません 屹坤一できや ,てみません

か ?面 自いですぞ。そう言はれてt,蒸 うたけと

!い ますが とりあえずレッスンの見学に来でみ

ては知何です.百 聞 見に夕]かずです.や りたけ

ればそ・・ からI・始めttなるのtよ いで しょう.

1ヽ金ですか? 社員諸.●は勿論研 |で十.

`,、

の白宅でダンスをや ,ております.ご 希J

の方 まどうぞ   辻勇蔵 電44-1600)

□
ヾ

ｒ

，

り

Ｐ

大

洒

イ

中
■
嶽
油

小
量
飲
洒

荼

活

者

図 飲酒豊と死亡率との関休 (U宇■山線)
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美 術 散 歩 の 一 日

松島 武雄

昭和61年11月27Hは 桐生倶楽部美術郡の東京に

おける美約散歩の一日であった。 回い床の長時間

の歩みに足はいささか疲れたが 心は青空のよう

にきわやかであった.

oゴ ッホ展 国立西洋美術館

「炎の人J「 悲劇の画ぶ」とされた一面を持つこ

の|●家は、
"の

作出の中で力強く1千吸し その眼

はらんらんと淮いていた.

本展は ゴ′ホが造形的あるいは精神的に影響を

,け たと考えられる請要素をロガ」に大
"」

して 今

休がイギリス、オランダ、フランス、日沐、総合

の五つのtク ショシに区分されて陳列されでいた。

ゴ′ホほどの天′も過去の芸術的遺筐や同時代の

動向71ら|・lをどのように吸,又したか興哺宋く ま

た そのll業|ま同時に、彼の独自性 真の偉人さ

がどこにあったかを見l・Tめ ることになるのです.

cイギリスの要素

その●―の石の|ま、労l・l 貧困 慈善のイメー

,を 伴.,た 都市生,`に
'す

るゴ ,ホの観宗であ

る.最 初の重要な稽成図に 「袋″週ぶ鉱夫のオた

ちJが ある.

cオ ランダの要素

オランダの古びた農オ!の環境の中に生を■けた

彼|よ ヽ型的なオランダ|'素 として晨民|コと瓜

,(呵の 1つを取扱 ,ている.そ れま生ILを通じて

●の:準拠する嗽 軸
`あ

った.そ して、・Eデルの

美イヒを詢ヨitした.そ のようを行為は 「ら鈴著を資

べる人々Jの 絵に定られる.

oフ ランスの要素

ゴ ′ホまパリにやっで来て  「晨ヽの而家Jか

ら 引
'会

の画

'Jへ

と変 ,た.特 に|,象派の仲門

たらや パリを露台とした文学作品から大きな影

響を■けた.ゴ ′ホt・生涯を iつの時期に分ける

とすれダ 1886年瞑を坑曰として それ以肯tの 「

,=い嗜代Jと それ以後の 町呵るい時代Jと に分け

られる.パ リ時代のゴッホの作|〒,は明るい輝きを

■った画面を生み出している.「 円かれた聖書

螢燭 本のあろ静物画J―(1885年)と 「小さな石

■後と本のある拗 画J(1887年 )と t餃 してみ

れば その変化力|よっきりするのである.

●日本の要素

1639年の鎖国から1854年の開国まで、オラングは

日本にとって西洋諸国中唯―の交易国であった.

オラングで生まれ育ったゴッホは、日本の1首々 を

容易に目にすることのできる環境の中で ゴッホ

もまた 芸術好きの青年のひとりとして浮世絵を

買いもとめ ●_に 飾った。ゴッホの浮世絵の模写

の代表的をものに、広重の 「名所工戸百景」 「花

咲く梅の木Jが ある。彼力油 中画に浮世絵を用い

たのは 一種ll特に親密なふん口気を表わすため

であったろう.

o総 合の要素

イギリス、オラング フランス 曰本 「各国」

の影響は 特定の表現に、はっきり対lLじている。

こうした影響にはそれぞれ一定の頂点があり そ

れらの頂点は年代1陳に並んでいる. しかし、どの

時川を取ってみても、他の三者の影響は排Ffされ

ていない。四者の影響が齢 して現われることで

ゴ ′ホの様式 まさらに豊かな 変化に富んだも

のとなっている.

o朝 鮮文イヒ使節展 国立博物館

これま 素晴らしい絵

`物

である。朝鮮文化使

節の一行|ま 長崎から江戸そしてある時は日光ま

` ttt E使
 後続と数百人の●″」である.

朝鮮民族衣姜は優雅であり お,tの荷かつぎまで

目本の旅を栞しんでいろようであろ.

背景にま衛道から見える各地の山水 名所が画か

れている.鎖 回の時代に 1ホは二うして朝鮮の文

イヒを吸1ズしたのであろう.

o現 代日本40年展 東京都立美術館

これは戦後の美rll史である。llt戦からiち 上が

り 荒廃のの目本に芸術の種子を蒔き 二れを育

てでい ,た人々の苦闘史でモ,ある.そ れだけに

東晴らしいて,のがあり、40年の峙の流れに深い感

銘を党える.

o以 L美術散歩の 一日の点描であるが、誠に意義

ある― ,であ ,た,残 念ながら参加者が少なく

一休の放 しさは禁じ件ない.

次い ま 大勢の方々のビ都合を伺い その公約数

で企画し楽しい 日を共右したいと思いますので

その節はよろしくお願い■し上げます.

桐生倶楽部美術部会について

桐■倶楽‐lk化 活動姜員会の中に、美 lj部会が

あり 制■ 観賞両Ⅲiで活動をしでおりますので

夕及の社員の参
'1を

希雪します.
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〉新入社 員紹介 く

Ⅲ‖倶楽部だより ‖111
◎12月

歩く会 懇話会合同lll会(8日 )
「赤城の伝説を訪ねてJ

理事会 l10日)

クリスマス (14日,

歩く会世話人会 l17H)

1召和61年度

◎1月

新年πネし会 (4日 ,

理事会 l10日)

歩く会 ●2日)  「金沢峠から大形山を経で

I妻 山迄J

会計監査 (20日,

歩く

'世

話人会 (21日,

'1句
会 (25 '

正冨J委員長会議 (801)

臨時I里事会 (30日)

定時社員給会 (30 )

0211

理事会 (6日 )

歩く会 (,1) 「 等Ii角点の |ド
・
R山J

会報委員会 (20日) 会報第47号編葉について

懇話会世話人会 (20日,

歩く会世話人会 (2]日)

'“

′会 (26日)

>編 集 後 記 く
二の冬の寒 き 端 別であった.■ 那 をひかれた

社員が多か ,たので まなぃか.lt原 理事長t,風邪

をこじらせて暫 くI.休みになっていろ.一 曰も早

く全映きれるよう71員― ●lいの ,ています.

2月 2] 「桐生文化遺産I存 会議J力'発足 し

た.桐 生の歴■的文イヒ選,rの保護及躙 睦ネ ■積l・|

的に推進 tよ うとする イ屯絆な市民同lF`あ り

イヽた著|まIIl倶社豪の藤,「t人 氏である.

ll員の皆 さんに:,ご理解 ご協力■望みたぃ.

社団法人 lIII■倶栞部会報  第 47け

1986年 (昭和61年, 4H発 行

′ε 行 人  前 原 勝 FTl

編葉責t著     小  池  久 雄

日J   "」    ッボ/自1刷林式会社
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桐 生 の あ ゆ み

「‖」■のあゆみ」は 捜文時代 古晨1キr をヽ前

2回 で紹介した.そ のあと飛島時イヽ 奈良峙代に

うつるわけだが 残念ながら両時代 を代表するよ

うなものa II●生では見当らないので 今回から平

安時代に入る.

群 5県 に|ま「上野十二社 (二うづけじゅうにし

ゃ)Jと よばれる神社がある.こ れは  「延喜式

神名帳 (えん ぎしきしんめいらょう)Jに 記載 さ

れた上聖1の国にある+二 の格式・
r高 ぃ神社 をよぶ

わけである.(延 喜年間は醍醐天草の治世で′Ч暦

901～922年)

富岡の貫:||ぬ ききき)神 社を|まじめとする 「

i社の中 ぐ i社 まで‖司生市にあり しかもそね

が大和朝・f lIと ,て極 めて重要な美和神社 資

茂オ1社であるというの ま当地方の古代史 にとつで

極めて注 日すべ き二とであろ.

美和神社 t■特神社).‐ ●本町の同公園 ドに

慎座 する.祭 神は人ltl主神 (オオ[/メ シノカ ミ

)と 建速須佐之男神 (タタスサノオ′ミコ ト)′)

二神.

賀茂神社は 広沢世 6「 日に鎮座 し 祭神は別

電オ申 (ワケイカズ■ノカミ

'.去

いつたえによる

と 寛治元年、出羽国の清原武衡 ア

"の

反舌[を

平定のた1所 義家は′主復 2=に わたって当社に市

でて祈nし たとぃぅ。

現在のn●l生市l・tま  平安峙代で|ま上野国山田郡

その中の大IT郷にあたるという説がある.人 野郷

ま上モ,1氏の名族大野氏と関係があり 大野郷の

北限に姜和神社 南限に賀茂神社 を人野氏がlF,

たとい う推定 も有力である.ど ちらにしても大和

工権の東国進出や L毛野氏 と揉い関係があつたも

のと思 う.

(写良はh可生郷土資料展示ホールの提仏,

▲ 美 和 神 社

▲ 賀 茂 神 社
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第12回桐生倶楽部文化祭

遠藤俊― ・田中愛雄社員に銀盃を贈る

桐生倶桑部の文イヒ察も12回をjllえた.

社員の皆さんがそれぞれの趣味や●技を生かして

活躍をされ ●l年にもまlて 充実した文イヒ祭に

`ったようである。

また5月 11日の・'―デンパーティの市上では

多年にわたるビ功労で 国から勲五等の栄ある叙

勲をされた遠藤俊 先生 口中受雄先生に対して

桐生供楽部から銀不力瀬 られた.

業 ‐ ‐ ‐ 半 ヽ ‐ 米 XX× XXヽ X半 半 ヽ 半 半

文化祭行事催物―覧
凛 夫 会 月る 1整

`|‐
¨ il'

匈   会 , お ]午 崚7時m,～ 1]=窒

B薔 大 会 1″ ,午詢嗜～ 16=主

● 1夫 会 , 1 1 1螢
`"～

1麻 lχ ,

|   ヨ   晨 月卜 l: 補 嗚 薇 5時 |  1  問 」]=喜せ

"1貫F   百   晨 ,"旧  情叫■

“

崎い  広  閻

, 1 色 ` 晨 519‐‖1 午|10彎‐午燎6時‖  亡  蜀

写 真   1 5月 9～‖日 午|1峙‐午後5" い ||'

タ く会記1長 月9～1: 午薔1崎‐午螢5時 い |=菫

=員全i0
●ド,●,●,ヽ:f:tlJ月 111"5● ‐ ‖   ヽ 回

月 ll日 性 l lI 1せ ι―

,tぜД業CC」 ル フ 大 会 月 il n 午市9"～

>各 競技の成績表く
将 棋
(昭61/

優 勝

準優勝

1 位

2 位

3 位

3 也

囲 碁
(]召61/

優 勝

準侵勝

1 位

2  イ上

3 位

大 会

1 /25)

芝崎福二IF

蓮沼 源―

腰塚 治男

野口友次郎

平野 元吉

平野平四メ|

大 会

4 /27)

吉成 政FI

蓮沼 源―

金丼 rl雄

倉IIN 俊堆

野田友次||

麻 雀 大 会
(u召61′5/ 1)

饉 勝  遠藤 俊―

準●勝  八本橋祥介

[  `上   Jし ||   :羊

2 也  飯山 清治

3 ●  白石大市郎

B B  藤工 餃雌

メーカー  石十 省三

ゴルフ大会
(1召61/ 5 /16)

優 勝  五十嵐健t

準■勝  蘊田 博重

3 位  人木橋祥介

4 位  金■ ネ1雄

5 位  土沢  弘
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敦li(とんこう)の美と歴史
(6月 例 会 )

6月 の月次会 まflしい試みとして、桐■倶楽部

懇話会がれ当十る特]111会とした.

請師 ま全,`と ぅ,健 誓先生.え 生ば成城大学教

授で 東京芸 ll大学在学中にJt京に留学 中人芸

術■l‐美術II究所の|■究員をきれた」r歴 がぁり

.●K`石 窟 (とんこうせっくつ)・r・I究でま日本の

第―人者である.

また41上の■人な学著であった岩
"t正

■翁 (毛

野の著音)は 先上の祖父にあたられるというご燿

もあって、II・生倶楽部でお話しをしていただける

ことになった次第である.

今日は 貴重なお話であり、成可く沢山の方「

聞いていただきたいという趣旨から 「桐生文化

遺産保存会議J =後 援をお願いしたり 社員にも

そのご=族  友人もI・誘い ドさるよう末内したた

め 参会著はSO名をこえ、倶楽書F倒会としては大

変盛況であった.

また先生のお話をもとよりであるが、用意きれ

たスライドも素晴らしいものであり 敦●の美の

―端をうかがうに充分であった.

―登,健吾(本名東山健吾)

先生のお話よリー

私が初めてシルクロードの要衝の地 敦,に 第

―歩を踏みしらたのは1957年の
',1で

あった.

もう二十九年前のことである。

蘭州から列車で二卓i市まで行き そこからバス

で2日 間、走りつ●けて教,の 衛に到帯 木賃宿

で眠れぬ―夜を明かした薇 敦●から大八卓に荷

物を夭せて_・l高窟 (ばつこうくつ)に 向かった.

やがてう1方に叫∫沙山の断崖と緑に輝くオアシス

が見えた1寺 そこ|=夢にまで見た仏教美術のT‐庫

があると思うと、いやでt,心ま高まらざる″得な

かった.以 来 私の敦

"行

は十敗回にも及ぶが

いつも思うことま 多くの人びと|[敦Lの 美の素

晴らしきを知ってもらいたいということである.

敦Iは 中国の行政
`分

でいえばI粛 省洒泉地区

の西吉「に位置し 新頂ウイ′ル自治区と境を接し

ている.海 抜 1100米 の高原で降水量が少く極め

て乾蝶しでいる.こ の自然条件が貴重な文l・4や美

llJを今に成すことになる.

ウ追には早くからl_教が伝えられたか 莫高せ

が創建されたの ま東普の永禾lp年 (西歴 353年)

と去われる.以 後 7百 年にわた
・
,て仏教青「市r●

rに は沢山のlllが集り沢山の石富をつくることに

なる.

莫高窟の全長は 1 6km、石

'492、

塑燎1400個、

壁画は5 nlの高きで延べ25k"に及ぶ.特 に第17洞

からよ 総故5万 巻におよぶ吉字本等力溌 見され

仏画 経典 古文書などいわゆる 「敦E学 Jの 貴

重な研究資||となっている.
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管理 委 員会 の こ と
姜員■ 藤 井 籠 人

永年に●り 平野副理事長が陣頭指

"を

して

歴実ある桐生倶薬部の誉繕に動められ、老朽化し

つつある請設備を支えられ、社員並びに夕くの利

用者のために、女障なく維持きれで来られました

ことに、この仕事をノ
'ト

ンタッチきれまじたを理

委員会の委員長とじて 先ずその労すに菫心より

感謝いたし mキ L申しLげ ます。

卸承知のように、今年度よリシステムが変り

贅理委員会という析らしい名の 独立じた制度が

生まれ、桐生倶楽部の「物Jに関する一切を管理し、

請設備をどの改善に努めること|=なりました。

担当理事の情水信氏を中,いに、木島 保倉両氏

を

“

」委員長に、斎藤曰 宮地肉 山廃 奈良 村

HOの l慨 各氏をメンバーとして、 a月 10日 3

月2511の■回の会合を重ね、lF式に発足しました。

発足に至1ろまでも 管理委員会の職摯分野をど

の範囲とするか、活発を意見の交換カマなされまし

た。la生倶楽部の管理といっても、連普との関連

が深く 理事会で検討きれるべき事項に踏み込ま

ぬよう、「物」のみを扱うことに落着いたわけです。

そして、営構に徹するにしても、 「桐生倶楽南

`の少くとも工年 十年後のオ子来を展望じた、しつ

かりしたマスタープランを立て 常 =この基本に

添‐,て青えてゆくべきであるJと い着 理委員の

一致した日採が これからの行動の指針とをりま

した.

マスターブランのlFK本をなすものは 先人違に

ょってnl建され,け IIIIがれて来た桐生倶楽部の原

初の曖史ある述物を 景観を含めで、そのま の

姿で維持しでゆくということに異論|よないと思い

ます。

ただ現実には種々の集会等に活用きれつ ある

状態ですので、資料館の入れもののように、現状

で保存すればよいのではなく、利用すろ人違力快

適に会合出来ますような、夏代的な機能や環境を

僣えることも考慮せねばをらず この調和が今後

の大きな課題であると思います。

また マスタープランの作成にけ 建築等に全

く案人の我々として1ま 専間家の意兄を聞くなど

一から勉強しなIすればならぬ事が多くあり、相当

の嗜間を要することは必須です.従 ■,て早急に処

r颯すべきF.5題を抱えた現実と照らし合せて、オし

当り平行して進もことを迫られております。

そのスタートの任事は、=を 控えて既に耐用年

数をとっくに過ぎた冷曖房機器の入れ換えでした。

かねてより桐生ガスいに掟出依頼してありました

見積書の 果体的散字の検討を、 6月 19曰の委員

会でほ 大ヾ枠で決め 6月 25日の委員会に桐生ガ

スよリユ当の方 1名をお迎えして 細かい説明を

伺い ガス吸収式冷温水機力式の採用を決定じま

しえ。最初の設備は高くつくが、ランニングコス

トが最も安く、10年余の姜い曰でみて トータル

で安上りであるこの機種が選択の理山です.更 に

つけ力|えきせて頂ければ、桐生倶楽部の乏しい財

政をよく理解して居られる壕越冨り理事長の会社で

あり、価格の我侭ばかりでをく支払条件等におい

ても 相当に面倒をみて項けるなども大きな要国

です.そ して突貫工事よろしく猛暑:I間に合せて

頂くことが出来ました。機々の点でり1常にお世話

にをりましたことを、委員会として環越函I理事長

に感謝申し上げ 社員の力々の会社でも極力41・l生

ガス中を脚オ1用いただけま十よう、PRを 兼ねて

卸報告きせて項きます。

▲ 1号菫の新しい冷暉房機

これからも委員会総力を挙 ずて、 鷲算の許すFFK

り改善 I努めたいと思いますので 社員の方々で

お気付きの点がありましたら、警理委員会又は事

務局|こ御意見をお寄せ ドさい。皆さんと共により

親しみ易く 気軽に御オ1用出来る桐生倶楽書Fにし

てゆこうではありませんか.
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ビ デ オ 部 発 足 一 懇 話 会 生 _
ロ

【3月】 東`国苦代史の魅力、
古代東回の工者  ■毛野氏の研究

講師の茜 {あかね)史 朗氏は 財回法人高崎哲

学堂設立の会常務理事事務局長で 古

`ヽ

史の研究

でt知 られ、 「古代東国の.lにlllむJそ の他著書

多数.

西氏の説 く古代東国の二者上毛野氏の御F究よ

単なる椰土史でをく東アブアの歴史との関連 に■

ぶ大変広い視野からの|∫F究である.

桐■地方との関係 ま 上毛野氏関係の氏族 東

国六朝臣の つ 1人野″の所領tlH君

`大

野郷力洞

生で|まないかと云われて来た点 を指摘 色々な角

度からの検討 をきれた。

【4月】 桐生市で自然保護を考える
4日 J懇 話会|ま歩 く会と仝同企画で 桐生卓木

の会のlt鳥英雄t生 を講師とし t生 の著書 「l・l

■市で自然保謹 を考えるJた テキス トに自然保護

[ついて勉強 しました.

先生 ま 「桐生市みどりとイとの会J白 然保護邦会

の割会長 であり 年来自然保護の重要性 を証かれ

(来 た.そ の提案である自然■護センターの要望

が 行政 を動かし いま|1内2丁 日に 「自然観=

の森Jと して実,し ようとしている.

先生は白然とは ・Tか 白然 をどう守るかを究FIl

する学問―自然保護学というIFlしい学問をご白分

で樹 ●したいと二っておらl・る.白 然Tr象が人類

にとって大 きな危機的状況 を生んでいるという。

8)年代後半を 音 とl●像の時r とヽ呼んで 昨年

のつ くば博ではこの音と映像がメインテーマの一

つでありました。fl進か個人で気軽に資1れる映像

の世界はカメラによる静的映像からビデオカメラ

た通 じての立体的動態的映像に変化 して来ていま

す.

桐生倶楽部のビデオ部は 社員の同好の十で個

人的に活動 していましたが 今年度は文化活動委

員会で子算も付けていただき  りひの認知 を受け

た訳であります.し かしをがら、倶栞書|の文イヒ活

動 として相応 しいビデオ部の活動は女llljにあるベ

きか? 又 倶薬部の各種行夕や文イヒ,舌動の.・L録

を映像で残す仕事まで発展 きせるべ きかどうか?

に社員の皆様のご意見を頂 きたいと思います.

さて 本年度は先■第 ]回 の ビデオ部会を3月

27日 =Il催いたしました。令谷善介氏の撮影 した

「群 ら県選抜民俗芸iL夫会Jを 上映 し観賞会 とい

たしました.多 数の皆様のご参加 をいただきまず

まずのスター トでした.次 回 ま倶楽音

`の

文化,古動

の中にテーマを置 き 搬影 と編葉のII究会を■l催

十る予定で十.社 員の皆l.Tの」参力1を雇k llします.

,ビデオ部 企

'「

刊雄)

≪

曲 生 の 地 名 に つ い て 匈

4月 例 会 ≫

今セ桐生の地名については 種々の説があり

まっきりと解明されていない.そ こで今回椰土史

家の天rl秀笙■生にこのl.1題|=ついて同った.

先生は|1本地名学の

'1究
法を応月し口本各地の

大字名に残る 「キリ〔,=Jな る地名″t六 例集●

で 地理|I L史 的I・計を力1え説Illを行った.
「キリ●●Jの 地名の私呼の|まじめら′■た1キ期

を中世に7`現したとみる.(地 名辞共の資ヤ|の推

定 =よる)次 =「キリ(:,]Jの 地名t漢 学で書い

ている場合 「切Jと 「桐Jの 字を月いた地名のlt

率が高く 特 =I・lの宇を,用 の多い理由として 「

l・Jt・字 まめでたい意味がt・り 居住地に 「切J

の字は縁起力.良くなくきけられたと十る. さらに
「・IJ● (]Jの 地名のついている地方は山r.地帯

河岸台地  峡籍谷状の地,レや 城 館址に多〈

“

1半よに近い場可iにその存在が明らか =されたと

いう.地 名のIl在地 ま斬らしく代り開かれた土地

で また中世 =間かれたItlを意味十る二とぎとし

て使われ 「田墾された、盆地かLF里■=近い 峡

谷の地Jと いう意1味[なるので まないかと思 うと

力説 された. { 鹿)
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歩  く  会<3月例会>
マンサクの咲く早春の仙人ヶ岳ヘ

余寒が続く早吉 万花にさきがけで咲くマシサ

クは山の春のおとずれを教えてくれる.

花弁のちぢれた珍らしい形の責色の花は 何と

なく人の,いを開かせる趣きがあり 忘れ難ぃもの

である.

3月例会|ま そのマン■クの花をたずねて菱の

奥 仙人ヶ岳から朝日沢を経て梅日瀬場橋まで歩

いた.

〔から更に南に ドると丸岩にiく ,こ の丸岩 |´

に、 l iと つ

`が

る道 よ 古 くはlF野 田

'ど

方面

から根本山神社への参拝路であ ,たとか.今 も江

,1キ代信者の詭:進した灯篭 T杭 などが成 ,てぃ

る.

≪5月例会> 文イヒ祭協賛行事

三峰山 ・石仏と花の山歩き
1内 の大崩からll道を歩いて、 →天狗 三十六

童了の石仏・lある谷べ.更 に新緑の美 tい ]峯 ロ

から妙見の石宮 を通って梅田観 占嬌 まで,

宇めに帰 り着ぃて 仝員桐生倶楽:「支化察のメ

イン行事、ガーデンパーティに出席 した.

<6月 例会>

湯の丸山と鹿沢の湯
桐生から鹿沢温泉までバ ス.従 歩50分で百観青

の石

"、

のある地蔵峠へ.峠 から湯の九」までT11

[キ間の道はつつ じに|ま早か■,tか 妻 しい新燎.

角間峠から鹿沢 =戻ってn泉 でiFを流すなど

まことに楽 しいFl会であった.

マンサクの花、 「まず咲く」という意味で、
書―番に咲くのでこの名になったとのこと

「歩く鈍 では、こうした案内板をあちこち
につけて、ハイカーに喜ばれている

<4月 例会>
梅田奥十二山から熊鷹山

根本山 ま歩く会としてlll●も登っでいるが 隣

姜する十二山 |1臨山 ま登る機会がなかった.

4月lll会はその十二 |と|1鷹山を歩いた.三 境

林道スロ =車をおいて不死1貴橋 1根本 1登山口,

から右に入り 十二沢の林道を十二山頂まで.

頂には十二山根本′
"社

があり平な問かれた場

所である.十  ここでバクチ場が開かれ、集る客

を相手II店が並び 女Hβまで出張したという話が

あるそうである.

またI召和の初めまで ッ`′ミリょう、で知られ

その場で料理して食へきせてもいたとのこと.

十二山から南に40分ほどで熊饉山頂につく.熊
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,呼I■大会 (25日

'文

化祭lj・贅

俳句会 (25H)

囲雲人会 (27日)文 イヒ祭協賛

懇話会 (28日)蹄 生市で自′1黒護を考えるJ講帷 島薬銀

5月

麻●大会 (1口 )文 イ際 協贅 於麻雀KM

IT事会 (7日 )

文イヒ察 ('日 )

文化祭 (10日)

文化祭 (ll日)ガ ーデンパーテー

歩く会 {11日)噺 緑の三十六菫子から三峯山J

ゴルフ夫会 (16日)文 化祭協賛

,1句部 (23日)

歩く会世話人会 (24曰)

臨時理事会 (27日)

◎ 6月

歩く会 {8曰 )「全山つつじ咲〈湯の丸山と鹿IRの湯J

理事会 (9日)

月次会 (14曰) 「敦Lの美と唾史́講師成城大罰 長登腱証

久

保

ロ

え

　

春

高  ↓  常

木  口  几

□四

月

□

清
　
水

り
場
ｔ
逍
介
宿
や
〓
の
´

‖‖倶楽部だより Ⅲ‖
◎3月

理事会 (7口 )

歩く会 (9曰 )「 マンすクのIIXく仙人ヶ岳へ」

管理委員会 l10日)

懇話会 (12日)「 東国■代史の魅力J議師綺史ll氏

回碁会 (23日)春 李囲暮夫会

ホく会世話人会 (24日)

管理委員会 (25日)

俳句会 (26口)

月次会 (27日)ビデオ■貫会1丈化活動委員会ビデオ部制作,

◎ 4月

理■会 00日 )

行事委員会 (12日)

歩く会 (13日)「 梅日奥十二山から熊鷹llJ

歩く会世話人会 (18日)

文化活動委員会 (23日)

月次会 (24曰) 「桐生の地名についてJ講師
'利

秀趾氏

本 え 逹

口 ふ 鷹

山 島 常

口 木 几
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肯理委員会 (19日

'歩く会世.r人会 (23 ,

告理委員会 (26日

'lll句会 (27 ヽ

07月

理■会 (8日,

会報委員会 115日)

俳lj会 (24日|

月次会 (25日, .我が暉土のF人貪1聖L泉信綱を語るJ

請曰[諸 田政治lt

歩く会 ,27 , ●―

'Ⅲ
ェーでヽ 雨鳴 |の谷li^J

笹川尭氏衆議院議員に当選
iL員の笹 尭氏ま6月 F曰の4i表ケ選 =す喝2

1``"2tの

`成

植で堂々初当選をかざ ,た.

IJ上倶築部社晏―同しからオtい ″中上ギると障

時に、今機のご活躍を

“

Fりたい.

>編 集 後 言己く

社長の遺薦俊  口1中受■両t上 つa烈  Ⅲ

尭氏tn代議十当選と 嬉しい二と力'tい た.さ ら

に‖籍 1社員総数が近く二百名を二えろこと =な

,た.二 れまた大変嬉しいこ=で とり じ強いこ

とである.

>新 入 社 員紹 介 く

社¬法人 桐■倶楽キ「会報  帯 48号

1'86年 岬召和6]年

' B月
7`行

li'  |■  勝  桂|

小 池 久 lL

ノボノrl刷ll式会社
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桐生のあゆみ

桐生織物 の発祥
(奈良時代末期～平安時代初期)

桐生は西障と並ぶ古 くからの絹織lIの産地であ

る.し かしその発ネ子を語るて,のはただ つ 白詭

姫 (仁H山 機神)伝 説がある・
Iみ で それ:,史ll

的ll値|ま遺憾ながら低いと云わざるを得ないよう

白 滝 神 社

(桐生市川l内5丁 目)

である.

ただ 自詭神社 (占くは絹餃天神または機神天

オ|と云 ,た)に 伝わるこの伝説の内容を分析 検

討し、さらにその結某を上r にヽI.ける上野回およ

び‖̈ 近辺のイ識 物に関する文献に照合十れば

伝説の7ε祥も桐生l・t物 の7`祥も奈良朝ネ期または

平安朝初期と推断して ,ヽよいのではないかと云わ

れている。

(以 Lの説明は桐生市史における人木昌平先生

による.写 真は桐上市立郷土資II展示ホール

liつヽ。,

自 滝 距 御 神 影

(白滝神社所蔵)
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桐生倶楽部特別例会00月5日)

桐生倶楽部の yl会 (月次会)は  当番理事が設

営 tて  ■楽部 を会場とし講師をお招 きしで卓話

など[聞 かせていただく・・が逝常とをっていま十。

今l・は従来 と趣向を変えて 支イヒ括動委貝会に

lP当 していただく特]」lFl会と■ しました.

企画延営は文化活動委員会の中の歩 く会で 夫

変お骨折 りいただきました.そ ′■だけに素晴 らし

いll会で参力1者 35名 のFl員及び家族 よ夫喜びで

した.

コース|よ 桐生  rI父 吉ロロT林神社 (竜,兄

物,- 23番 オし所音米キ 喧 ■)― ,父 まつ

り会館 rI父 ‖社――青1子口T金崎神ネ[(ll子 tl,

1可生.

桐■■楽音Fをバスで朝 7峠 に出発.大 変順調に

F定 ″消化して‖」上倶熟

`'■

帯 よ夕亥17時 でした.

吉口町稼 (むく)神 社の竜勢

(埼玉県選択無形民俗文イじ財)

日休武尊が光の飛 ,:あとを迫 ,で当地に・Iて

猿Hl_.IIの助力な得て 束□平定 を成託 したとい

われるのにならい 祭ネしのと1人 人 任たき その

撃 えきLを 空に投 ドたのに始 まり 火薬の●:来に

よって現在の竜勢にiっ たといわれろ.古 普によ

ろと ■在のようを竜,が 始めてお 「Fらllたの

|よ 大 [3年 (15F5年 )2月 27日 の大祭で

あ ,たとさ,■ており ■在は 10月 5 のllの大

祭「ι打 :ナらオ■(い る.

二の竜勢とは 松lr市に竹たがを■け 火栞を

詰め、古角にtば りつけたものiや (ら 力ら打 L

'る
t,の

` 
〔」煙 を噴い(L昇 |る l.7了='竜・r早

大を思4,せる二と力らこの名がついた :い わ′tて

いる.長 さFmの 肯■が煙 をちいて■空に

"rのよ「=ロケ ′卜の|1上 |その●■
`1り

す■な見

| の́である.

当日 ま朝 ,峙 から夕5]キま●31本 のに■か色

々,Itを こらして打 ち上 ずられた.

神粽 社

物見
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秩父観音霊場23番音楽寺 金 崎 神 社 の 獅 子 舞
■来寺 ま、■父市・

・l民・・台とい|,l・る■と兄晴

らしつ,=い高台 [あろ.本 尊 |■lp庁代,作  ■

観=● 像 御生 ま江■中理のtせ lj.

ここの梵置 ま六■■が綺出さねてお| その占

の■tい ことで有名 1章内にす■父困民党 |三■

みんとう,・・懐■考の馨■が建 ・
(い る.

i姜 3年 ll`50■ , tll後li原つ人 熊兵

術tろ オより伝″を=け ■と二われ 占くから伝

わろ珀「子

"Fr 

金1崎ォ1社のiⅢ祭り |]0同「 ,に

■●さたろての.

●り
.る

人■ 見物の人ち皆地,亡の人よかり lJ

生からわさイ,ぎ見 :来て〈れたというので夫質●

迎を受けた.
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時 代 の 先 駆 者

島 霞谷 (かこく)・
隆 (りゆう)

山 鹿 英 助

島●谷は文政10年 (1827年)下 野国栃木町の富

商角屋仁三郎の子 としで■れた,始 め■之助 父

の死後仁 ■頂|を聾名.請 を熙 秀利 と名来 り]を

梅ltのち =`谷 とけした.幼 いとき力ら両に班 し

み父
‐
・ll(=)と 共に蘭画 をテんだ.

20歳の弘イヒ1年 (1847年,・IF小 右

"・

r悴棒 |

の画塾嚇 堂に入F]した.

父の英Ilまこl・以前からli山とは親交があつ

| 家ヽには■在 ぐ|,・・lt宛の格 のさ簡 2i並が所蔵

され
`い

る,そ の書簡の中 =初めて兄た柿林の絵

を格山 3叫 常・・陶筆鳳に無 ι_と 漱賞している.

このことからltくからその才能 ま記bら れてぃ

たようだ.

倍情 |のj轟 ■「J籍人名帳 1支T17年 ―嘉よ 6

年)に 30年間棒山が指導した3F3名の姓名の中に

梅林 (膚谷)の 名がみえろ.

弘化 4年 5月 ]9口 下」i国栃ホIT角屋仁二郎悴

極林 ::工とlt 水石介 とある.水 石 =紹 介著

共 ・l後 ,ヽ霞谷は画家を志 し =を 棄て画業に専

念した.

偶々ある酒オ歩で西洋人に会い 写■術 を醤 うこ

とができた.安 政―文久年問の頓とLわ れる.

二の′1洋人が証だったのか この二とが判朋で

きれば書谷が写真 llを子懸けた年代が判 り  本

の写真史を変える人変な間題となろ.

安政 2年 中8「F年)2月  司口隆と結嬌.隆 は

●′,より4歳 年上で力

"6年

Ⅲ823年, |:野匡晰J

■口r上久方||・l国 J古右街Fi )́長女.七して■ll幼

名かく `″めi+ 隆■ 降 さらに隆■  F粒 遷

史と号 した.

降は幼少より下久方村のHttt子 の松声堂塾で

沐Π歌 =迫  作法 読書等を学び その才能も早

くから記められた.師 「の回|1杞子が幕府のm祐

■に採

"lさ

れたよう|: 隆も一橋ア.l掏祐争 にII

用され 天保]3年 は842年)20歳の頃,[,″ 出ヽた.

=谷 は隆との拮婚後、番所調所へ勤う 舷訳 と

汗■

'T究

にi支頭 写真術を隆に教 え 隆 輩 ■師

とをり ,亡治,こ年 l1864年,■ 谷ittι 晰 板,

良, この●谷のホー トレ トカ' このほどI"写

島 霞 谷

島 隆 (島勝二社員の祖母)

真師つ第1=を 決定● |る=|のI:=.た ,

よ所.・″は,+ 研̈究を行い ll,`学 精凛■や

敗=な と強人な西洋の[済 力■T,,力「■比,る

ろ′)実
'J■

を暮

"ま

重要■し■.

書所調口●'問代|■と変イヒする =■
`,よ

,由桧″

子・Lf:た .

富応 4年

'1,の

年 l1818年1 5同 15 :野 載争

が勤発 ■情先や松収屋辺 りから撃つ占車●大|コ

よ 谷ヽの不思池近 Kの ,谷 ・7`FI●I理 に落 「 4

のtFIを 感 じ 小●

"t山
呵′,岩橋教■ 1鋼版

石版11j=.明 治 6年 .タィーン′、留■ '1玉 後「1椰1

肯へ入 り銅Ill ttllの製版を行 i.|つ 量まへ連

難 t ここで■桁 育 共術 ″″えた.

明治元年1月 開成学校の 写十■ 呵治 2年 地

国lll用掛 二等画日

' 

人学束|,中

'■

上 と相次い

で早進十る中で ,舌宇出Irに普眠 し ■白の方法

で:舌字 を製造 し ■ ll書の出版をテlf}た が 達

`病
に臥 し lll治 3年 lHl]● ●の荀なく

43歳の壮令 ぐ世 をよ ,た.

明治 5年 11置谷発IIHの束校,所版 =■ろ石‖忠直

訳述 「化十訓豪J ttt寛 〕1述 「l●!要 決 う'出版

され こ
`)二

と =よ り,こ後人■ 人写十生:●称号が

ラえられた.

島●谷 隆共 =|1洋 ktt111t,の t■ とLし
`

の業植|よ|「価 されるべ きであう.
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美 術 鑑 賞 会
桐生倶薬部美 l」鑑賞会は 保倉 郎さんのお世

話で61年9月23日行なわれた.

■窓から見る空は青く、餞雲が71tのように漂い

さわやかな朝であった.

この日の研修対象は 「ターナー展Jと 「日本美術

名宝属Jで あり 他は各人の選択に任せることと

した.

1 ターナー展

○ス分の口の国立西洋美術館は 早朝から人でう

ずまり、その人気の 工どにまず驚かきれた.

―行は現地参力1の2名 の方を入れて12名であっ

た.解 散は午後 2時 ごろとし 「日本美術名_̃aJ

の出口と、おおむねの行動は一応話合つたもの

の、この予定は群集によってかき消され 一行

は三々五々となった。私は何とかtて 前面に出

で作品を観察することにしたが、え 負大氏は

itに出られず 絵画の空の部分しか見られなか

ったと

`笑

していた。この点保合きん よ有利で

あ ,た。

〇きて この展覧会の主人公ターナーは、1775年

ロンドンに生れ ]851年 に76歳で他界していた

が、英回の生んだ最大の風景画家として知られ

ている。ヨーロ′パ各地を旅行して 白然のた

だ中に身をおき、白らの中に涌き起こる計情と

感動を発酵させ 昇■きせ それに形を与える

という表規法であることがF出 に現われでいる.

また自然のおん日気を色彩のコントラストと筆

触の勢いや力向性によって表現する方法、そし

て、■に後年の水彩画のよう =東洋の水塁画に

もllた抽象的な描法は、近代絵画を■取りした

ものと言える。特にスイスを主題として描かれ

た、晩年の完成された水彩画遠作は自信と力を

備えている.

1841年、彼が66歳の作品に 「リギ山の庭明Jが

ある。 と湖の光景を捕いた この水彩画は

微妙と透明な美しさを持っている。

O私 が油彩で最も感

“

を受けた作品は 1844年の

「雨 蒸気 遠度―′レート ウJス タタ鉄道 |

である。

美 術 館 前 に て

ここでターナーよ 時速50マイルの逆度 ぐ見る

者をL倒 する鉄道の蒸気機関車と列車を 実際

に絵を見る者の前に据えることに成功している.

周回の嗜さと未気機関車からもれる炎 それに

もくもくとした煙が まことに驚くべき組合せ

となり しばし 私の眼を授視させた.

O面 白い絵だと思ったのは 1842年 の 鴨 争一

'記
刑者とあお員Jで ある.

タロの色から血め漣 想される.

ばら七、深●色 橙色などの混色の岸辺にナポ

レオンが大きく描かれていろ.よ 〈見ると水中

ιあお員が平然とlT吸しているのだ.

見る者によって この絵の表現する意味の解釈

はまちまちであろう.

Oタ ーナーの風,LTlには海や河の風景が多い.そ

れは彼がテムズの,可口に出入り十る船や 刻々

と変化する海や河の風景を眺めて育った環1竜か

らだという. しかもそれは単なる風■描写では

なく 自然と人問の菖案を劇的に表IBしている。

いずれにせよ70点を越えるこの屁覧会を充分消

イヒナるには II.そらくlΠ を要するのぐあろう,

2 日本美術名宝展

0天 卓陛下の伺在位60年た「ビ0し で 開催された

この 「名生屁J Jl純模の大ささには鷲.くほかま

ない.同
`テ

の方々の中|=|ま山鹿さん 須賀さん

藤オさん 同Hき んなどのこの道の権成者がお

り 充分減i.された l であったと思う。

残念ながら、llは二の道に|まく 一巡十るのに

かなりの峙間を要した.

■史叶代から、奈良 平安、鎌倉 ЫヽIを経で

工戸lfFtlI至るまで それぞれの時代を代表|

る名宝「接して 私は改めて曰木文化の深き

また仏像にltるようにllたらの先祖がインドー
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中国―朝鮮半島の文化をよくも吸1又してわがも

のとしたことに深く敬意を表したい。

O私 の眼をひいたものの つに 「昔祥天像Jが あ

った。左手に如意球を載せ ゆったりと宙を歩

む姿は、絶世の美人であろ。頬のお、くらみ 贅

のにずれ 胸の盛りあがりなど妖艶できえある.

茶良叶代の本僣的な仏画であるという。陳列:|は

書画 絵画 屏風、蒔絵手箱、壺、衣裳、埴輸、

刀会」、銅鐸等多種多形であり 勉強させられた責

重を時間を持つたのである。

注 今回参加きれた方は、

同田―男、須賀武次 口中―男 藤丼拠人、保

金 郎夫妻 のりこ、九口1貞夫、丸11正―夫人

山鷹英助夫妻の各氏と私の12名である.

松島武治 .dす

一 懇 話 会 報 告 ―

【9月】 島 霞谷について

山鹿 英助

一 月 次 会 報 告 ―

【7月】 我が郷土の偉人

剣聖上泉信綱を語る

1薄師 諸田 政治先生

先■:よ、I日陸軍々医■校を■棄された軍医 きん

ですが、戦後は著述=と なり上毛の会1織の生 きざ

まをライフワークとしで執筆活動 を続けておられ

る.前 橋在住.

(当番IB事 藤江、団田)

【9月】 婦人科医から

見た世相

講師 久保田裕―先生
久保日先生は沢山の資料 を用意 して下 きり、分

りやすく楽 しいおl舌をきかせ (いただきました.

特に が`ん子防十 =条、は社員の皆様に関心の

深いことであろうと思いますので 次に:ご載 しで

おきます。

]偏 食をしをいでバランスのとれた末贅をとる.

2 "じ 食品を繰 り返 し食べない.

3 食べ過 ぎを避け脂ltを とりすぎない.

4 深洒をしない.

う  タパコを
`´

なく |る .

6 適量の タミンA C いと繊維貫のt,のを

多くとる。

? 塩 |い もの″多量に食べなヽヽ 余り黙いもの

|よとらをい.

8 ひどく焦げた部分|ま食ベタい.

9 カビの上えたt,のは食べない.

10過 ′

“

に日光にあたらない.

ll 過ケ を避|す適当に運動すろ

12 体 を清潔にする.
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桐
生
倶
楽
部
句
会

□七
月
□

漱
の
参
を
ま
と
ひ
ヤ
え
う
き
け
り
　
　
　
　
清
　
水

様
を
■
す
す
と
織
の
霰
往
層
　
　
　
　
　
　
逍
　
澪

お
ら
葉
れ
ｔ
十
え
シ
ャ
ネ
ル
の
‘
を
残
ｔ
　
ス
保
ロ

薇
千
に
か

ヽ
る
市
雲
ざ
る
ｔ
ま

い
　
　
　
　
■
　
ロ

ヤ
え
に
添
ふ
る

一
筆
鮮
や
か
に
　
　
　
　
　
本
　
ロ

梅
千
し
て
■
ヽ
菫
む
た
夫
婦
　
　
　
　
　
　
え
　
ネ

秋 の 叙 勲 と褒 章

秋の叙勲 褒章をド記3人 の社員が受けられま

した.夫 々、 きまぎまの分野で長年地道な努力を

積み重ねて地城、社会に貢献をされた方々です.

‖」牛倶楽吉F社員―同心からお祝いを中しLデ

今後 ますますご回 番で ご活躍 ドさるようI・IF

りいたします.

なI・ 3人 の方々に対する桐生倶鶏 |としでの

記念11の贈呈は 恒例にならい来春の,章 著とと

もに5月 の文イヒ祭のバーテ イーの″上で行われる

ことになりますので ご諒=願 います.

勲五等双光旭曰幸

勲 五 等 瑞 宝 章

黄 綬 菫 章

藤江 敏雄氏

白石太市郎氏

石丼 省三氏
桐
生
倶
楽
部
句
会

□九
月
□

ナ

マ
コ
張
る
〓
″
し
マ
秋
暑
ｔ
　
　
　
　
　
久
保
ロ

ｉ
子
注
く
隣
は
９
守
か
ネ
〓
ｔ
　
　
　
　
　
営
　
ル

人
声
ｔ
遠
の
く
依
寝
秋
署
ｔ
　
　
　
　
　
　
　
森

朝
の
●
上
み
て
ｎ
か
に
秋
暑
ｔ
　
　
　
　
　
高
　
木

道
茉
内
ヽ
れ
ｔ
記
撻
私
著
し
　
　
　
　
　
　
光
　
春

師
を
第
ふ
る
広
沢
“
に
秋
著
し
　
　
　
　
　
前
　
原

歩 く 会 ≪7月例会>

花の楽園谷川岳山頂ヘ

7月 の例会は 梅雨明けた待 ,て 谷‖岳べ登

った.桐 生倶楽部 からバスで土合口まで、そこか

らローブウェイで天Ⅲ平へ.

天神平――熊穴lF避難小屋――■膏の小月  山

頂 (トマの耳)桐 牛を卓15時 に出:`しで  ●

で ]度 旦食の1寺間.

絶,の 天気 =恵 まれ =′ コウキスゲやシモツ

ケソウ アカシJウ マなどの花 ″見ながらのハイ

キ シ′に青 さ7t人喜びであった.

度の山と恐れられている谷川

'も

 1キ期 とコー

スを選べば こんなにも

`易

なものかとびっくり

すろ程であ ,たが これも歩 く会のリーダー達の

練 りに練った計lnlでぁったからです.

(参llII者 30名 )

桐
生
倶
楽
部
句
会

□十
月
□

推
昔
の
椀
で
夕
飴
の
始
ま
り
ｔ

よ
宿
に
推
賛
あ
ぶ
り
酢
む
寝
洒

暮
冽
け
る
■

の
を
さ
交
う
首
符
り
　
　
　
　
久
保
ロ

た
〓
ｔ
パ
ー
ト
の
未
だ
帰
ら
ゞ
る
　
　
　
　
本
　
ロ

晩
学
の
ル
ー
ペ
に
た
よ
る
夜
長
か
な
　
　
　
前
　
源

え

春
森
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〉新入社 員紹介 く

‖|1倶楽部だより Ⅲ‖
◎8月

歩〈会世話人会 (4日)

理事会 (SIい

俳IJ会 127日)

09月

理事会 (8日)

懇:`会 (18日)「島iを先生につ|'てJ請師 JI鷹英Wl氏

美術鑑 首会 (23日

'国

立西洋美Il姑1ターナー展,

東京同立博物ll(日ホ美ll'名宝展

'や||,会 (25日)

月次会 (26日)「喘人fl医かち見た世llJ誘輌久保円裕一t生

010月

|1次会 (歩く会lF当)(511)駄 父の奇祭

民l.I能  文化財を尋ねてJ

理事会 (8日 ,

歩 く会世話人会

`20日'夕的 会 (29日,

◎11月

<退   会>

赤 ‖ 貞 治氏

公認会計士 赤堀貞治事務FT々■の赤掘貞治

Irが 10月 6口 ご病気で急逝 されました.前

のI●■■楽部特別″サ会には奥様ともどヽ́た元気

で参加 きれていたので全くびっ〈りいたしました.

謹んで」冥福 をお祈 り中しJ:デます.

会報委員会 (5日)

行十委員会 (6H)

理事会 ⅢO日)

秋手囲磐大会 (16日)

懇i置会 (171」)「秘境の上国ブータ)J講ll新
'|り

J氏

月次会 (27日)rll生の4 型ヽ映画の「史と貴重なフイルムJ

社団法人 桐生倶薬吉

`会

報  第 49号

1,86年 m召和61年,12月 発行

発 行 人    前  原  勝  樹

編集責t者     小  池  久  雄

印   刷    ツボ/日]昴llI式会社
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〒376桐 生市仲口]2-99-36 社団法人 桐生倶楽部 TEL 45-2755

就 任 の御 挨 拶
理事長 平野 元吉

桐生倶楽部社員の

`様

に掏[l_中 し「デます.

私は去る1月 29日の社員

“

会に於て 前理 ナ長前

原勝樹■生の後 を引継 ぎ

'9代

の理事長に軋任ユ

しました.

誠に僣越・l三りで 浅学非■の私 なと到底お引

き受 1出来 るイ1事 で よありませんと再■街辞退 を

中上 |よ したが Ir々 の事ltで御承記いただけず

やむなく■「歎

'二

とにな,ま した.何 イ 皆々

lTの

“

別なる仰Ii淳と出後援の程 ■お願い中上 十

ま |.

私が倶楽IFへ御肛計にな ,́たの ま1召和29年,月

でありま十.当 1キの理,長 は境野武夫氏でありま

して ″、よ現在の′ンボーの前身であるIヽ 撻製

状式会社のll表

“

締

'で

あつましたが 境野氏の

打二,標 請で入会させていただいた次第
`|.

入会以来、本年で33■6う H[な ります.

その「・l 理事 4期  Iり理事長7期 を務め 5代 の

理事長「:任べて也々と樹よ1導 をいただきました.

昭和31年8月 ]5日 境野氏の永lFによってその

後の1甲事長に桐丘ナロ長 長沢義雄校長が

“

任さ

れ 同峙に私力ヽ 量
'里

及0建 物の常繕担当理事を命

■られました.

当嗜のI・■倶楽部 JI常 な財政難時イヽでありま

して 桐葉軒に未払搭が7万 円とか 道田酒店に

も5万 円とか そのlI沐口かい未払金があって 倶

栞吉Fが必要な1,のを出入りの商
"Iお

願いしても

仲々届 十ていただけないよラな時代でした.

今般のヽ青:,苦ナが多く、倶楽部の L地を高く売

っで安い■地の所へ移転するとか、・tよ思いt」っ

て●栞音

`た

改笑し地上7階 地 ド2階イtの ビルを建

てで貸しビルをしたら̈ …というような案まで出

ました.し かし結局 ま 現状推持で倶楽部の繁茉

を言ること tなつた次第です.

長
"t理

事長 ま財政の建て直しをは0め 倶楽部

全般の経きに威;たを打われ 今 !の繁米の■礎を

築かれました.長 lF理■長の施策の主なものは、

n廊 内r/摯備 12墳 ま現定の叫1在化 (政治色の強

い会合には貸さないなど)31社 員の増強 14,月次

会のFFl催 などでありました.

庭はの整備や ロビーの新設など桐生倶楽書F会

鯨内外の改装にま 相当の借入金を必妥としたII

けですが 長沢理事長の積極策が功を奏して 社

員数ち段々|[増え [Jも 順調 [をって行きまし

た.

顧みれば、長沢理,長 ltよ記任以来 5期10ケ年

にわたり 誠に多難であった倶楽部のrL機を″い

経■を完,「 軌道に栞せた■ll績は 倶楽部史上永

遠に■記すべき事と存じます.

また、,け1佐助元理事長並びに前原勝樹育1理事

長の偉夫なろ御■J績|,忘れてはならないところで

あります.中 国の言葉 =「二人行なえば必ず我が

師あり_と ■きれておりますが 私も又 歴代の

理督長の意志を継いで 出来る限りの力をつくす

決意であつますので 何■社員諸氏の変らさるm

ll導と御後lFのiiた切に阿願い申上 ドまして御掟

"と

ユします.
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退 任 の こ とば
名誉社員 前原 勝樹

昭和29年以来理, 冨」理|・長 理事長 と33年 |,

倶楽部役員を動めきせていただいたので辞めるこ

とはま■とに残念であったが 体力気力とも弱っ

て、も まやその任でないとlrったので辞めきせて

載いた.

付合いの悪い 変人に近いIlをこのように永 く

支持 して戴いたの ま倶栞苦

`で

あればこそで 社員

の友情の賜 と感謝の気■ を新にしていろ次第であ

る.

私の親父は町長 市長をしていたので倶楽部創

立当時 ま●熙の関係で理事の席にはあったが あ

まり熱心ではなかったと当峙のI務 理事||な:1原

準 郎 さんが話 しでくねた。私が規父より■ くな

ったのは倶熱 Fの理事長にを■,たことだけと女房

とも話 していた.な にtろ桐生F楽 部社員になる

ことは 「綺+の ライtン スJと

“

えているのだか

ら 理事長ともなれば桐生を代表する‐1士 と云 う

ことになり名誉二の上 もないことであ→た.

私が学業を了えて桐生に帰ってくるとす ぐ、当

時の斎藤理事長から人社のお奨めがあったが 峙

機尚早とみて一応お断 りした.そ の峙 規父名儀

のlll栞部への貸金は全部献納 してしまった.

兵隊から

'号

っで少 し皓努も落 ちついてきた1召41

26年 私の息者であった理事南,1潤氏のおすすめ

で入7tした.

その頃 ま境野理事長時代で 労働著風の人が ド

タ凱で出入 りして相当荒れていた.反 面、桐生倶

楽部主催の夏季大学 を一般市民に公開するような

こともやり 戦後の文化の拠点となった時代でも

あった.

しかし財政|,に まやや乱脈 にな|,て 一[キま市

べ移管の話まで出たが長沢理事長 平里F理事 (現

理事長)力 建゙て直した.特 に今のロビーの新設は

画期的なことであった.そ こ =は つ部屋があ ,

たのを取払って現在のロビーとなったのである.

長沢理事長は経営家であり 平野さんは営茫に

くわしいので ややもすれば1幌 貨し中●lι傾く

むそイtがあった。そして当嗜の情勢で ま結婚式場

が不足 (いや、無かつた)し ていたので それに

不1川しでもらう議が起り ■に倶楽部
`■

式した

紳士も多数現存している.

rlはこれに反対した.そ して倶栞:Fの本来′,あ

り方に何よりも努力した.そ れ|よ社員が集り話し

合う場所となることで 儡楽部の前,で ′,るII・生

懇話会の十に帰ることであ
`,た

.そ れ [ま少しで

も多く社員●‐実まる機会を増やすた
"=「

上曜懇

話会Jを ●月1回 5年 間ぐらいつづけた.議 貫|が

見つからぬ時によ白分がそれをやり 時に3来 会

著がt口 名のことさえあった.■ 在こ′■ま 1木1詢

赳..r会として小池百1理奮長がついでいる.

それから延味の会今を統0し て桐生倶栞部支化

祭としたのはTl・の発業であ ,た.

長
"(理

事長は5皓 建のビルをl‐リ テナントを

人れての合理

"経
■″提唱したが 日賠をそのま

ま保全する説が主FIをしめてt消 えにな・
,た.

その後、前原―治前市長力電 事長に● ,た 力:私

ま派が合わぬところ″,り 高り理事長からT理 事に

落さ′■■畔憩話会も一時中絶となった.役 よ私を

「生意気だJと ののしったので人喧嘩となり 玄

関先で取組み合いにまでな ,たことがおる,

その次の1村 理事長は 「倶栞吉Fを文イヒ財Jと し

て保書することに全力を=げ  平り|きんとのll力

で今 のI容 を保っている次第である.

,け寸さんのr期 の黎る頃から ■車場拡張の晟

力'起リ ネムカ'こオ■を号|きつぐこととなった. それ

に鋼 業軒立退き問題があった.こ れ よお令や単

なる事務的なことでは片付かぬ点があ ,た.

およそクラブIIまレストランが付き:,ので 開鮎

当時、これを桐生警1理●組合 ■委託し 松島お三

会長 森島金四郎高J会長(i「 目人金

'の

斡旋で上

野精養軒からコ′クとマネー
'ャ

ーをつれて来て

開業したt,のである.こ れはホ式のレストランぐ

了供の私などは|ド オドして食べたt,のである.

このは 移転について|まいろいろの国難があっ

たが 当1寺の理事島l.i]・ ・努力 ま人変なもl・で

(3面 につづく)
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■川村名 :員が■====

11■倶楽部7代 Hの I里事長であり 名誉社員の

|オ1佐勁Ll lま昭オΠ12月 桐生市で6人 日・l名■市

民に推挙さllました.

′叶す佐助l■班 阜県郡上人幡‖〕の出″.明 治45

年に■都の糸l・1屋1村 t兵 衛商Fに 入社 大正12

■「:同商店力桐 生 =tllを 間設 女店長として・I

桐してから桐生の人となりました.昭 和12年 ■よ

|た 商店から独立して,,佐 助商Fを 省1●し "

来50■ 糸商七しての事業を迪してlJ■の繊推,`

来発晨のため人きな■献をされました.

また 「=唯 知足 (われただ足るを夕」る,Jの

iヽ神で常に 1報じ惑謝J'証 かイtる.そ の
'||`

■から発した行ろが 多額を各力面への寄付であ

り ̃川 IⅢ 学資金J■ 養護老人ホー′などの施

設慰円等  々 数々の徳行
`あ

りま
'.こ|■ま枚=iい とよう'あり=tん t 市民がよ

〈,」り状い(い るところ●|ち りま .ヽ!召和34年

に=「つな i公共福F■・71増進に 社会文化の興隆

に責献せらll そ|)lJJ描よ卓絶で‖!民よ郷土の請

りとtて  ひ

“

し〈箪秋し(い ろJと し〔 部上

八1番町第―号の名斉呵民の

“

=を 贈られでもおり

ま|.

h・ltt l■楽|1理J:長になられたの ま昭ホ」43年 21,

で
^り

ました.そ の年の秋に まlI・l栞|`||■五十H

li rlた

“

各「

“

の事kを :画 しでいて そ′tうがよ

,や く緒についたばかりの1月151に li原 治理

1'長が急近され 理事 同呆然となりました.

次つ理事長 =人変な重荷″十

“

うこととなるので

Ⅲけ千理事以タトにこのit局を引■けられる人 まtヽ

ないJと 衆議 決し(|‖ きん1推 しました.

ところ力詢 ||さえ よ「私 ,白分 を真 く知 ,ていう.

浅■|1才到底そつ器では

`い

ので

“

退 tた い|と

云われ頑とtて ■けられず 珈げの理事速中 よ|

||さんをくどきおとすの 1大変な苦労 をしたこと

が¨りま,.

しかし ひ上たび理事長を受けるとなると全カ

を傾注 し誠意″つ くして事 =当 り 五十周年事業

力■
`派

[き行された二と=人 方つ社員の● きんが

よく知 ,ておられる迪 り
`十

.

|||さ た ユ祖・tを ■破 し ・7土を受する心が強

く 1可生倶来部についてヽ́ 「郷土の先輩 /1残され

た貴■な遣

"●

あるから 1,∫としでもこのまま確

り道 さなければならないJと いう強い信念でll年

の間 理事長のT・lた立派に果さll 退FFIま 直に

名吉社員に推薦 されました.

,け手名首社員 よ明治31年のお生れで 今Tlよ満

89茂「なられますが ● 1会社へt 出́動 され び

,く りするはとの●元気さです.

これからも益々お,1気
`私

延の範とな■,てご活

躍 されろよう社員 1言■ りたいとJい ます.

12面 よりつづキ,

尚 追力,するが■栞制サに女吐会員をとい う説が

あ ,た力' 二れ す 「イ■米吉「は沐米 男の逃 十場で

ある|と の米共流
～
ll●り廻 して 二llを撃退 した

二ともある.

以 Lの[組 で中うよ ,に桐生,栞 部は市のズイヒ

lnll点でありたい.教 育 文化 経済 政治の■

●ターでありたい.そ れに現■鶏 F会館 =文 Fヒ財

として保存 Lた い というの力颯 の倶紺

`べ

の抱

■であ ,た.

世の中 ま激変 しtゆ 〈 しかし立派な後イ睦著が

いる.私 ま安心 して退任が出来たことi社 員各●

i感謝するtの rあ ろ.

桐生倶茶吉「の定薇には古 くから名首社員という

班定がありま十.桐 生倶栞IFよ社lll法人なので

―,にに会員というべ きt,のを社員とよびます.名

誉社員につい
`tド

記のような条文があつます.

第 5+社  員

第 9条  本供楽部つ社員の種類次の如 し

正 社 員

名誉社員

第13条 名誉社員は十識名望ある|,Jl若しくは

本F楽 悧
'の

Orlに 尽力せられたるもrI

より理事会に於て之を推薦す

"村
 前原両名_―社員 ま この条項 に●ったり

′)方々だと思います.

名 誉社 員 につ い て
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委 員 会 構 成

昭和62～63年度 (社)桐生倶楽部

委員会7. 委 員 長

里予 田

五 「嵐

飯 山

「 藤

金谷中

部 会 長

福島 高愉旬 富永 米II 田島力 阿:“力 田11嗚 |七I中

古地 つ 蛭間

`, 

坪野ヨ 占原 八本情 ‖口 中■ tl l

加藤(  ̈ 片柳 山本 樋  お力 岩間 木村嗜 t沢  小堀

森口 平野い 坂本前 飯山ⅢI 川島哺  蒸円 福田輌 養H

山口 ロオす 竹内輛 清水ウロ 坪丼  

“

田 出  ,[原

丹羽中

古 "|
岸 田

'日

 松島憫 ブし山■

口島¨ 田中|■ 藤■

山掟 !地 嗜

文化活動 金谷哺

′卜 ,也
木  島

茶良 iJ嵐  蒸口

森い 本多 遺藤騰|

古野 吉成 小林 ll

岩 ‖

根 島 金丼fl

倉林

人木橋 松島

" 

片山

竹ll口う 責|]

将  機 芝  崎

本ヽ

“

 □田 `原

野田

歩 く 会 本  鳥
●口白 ホ  小■

肥塚 金71■リ

斎藤嗅1 白

`i rⅢ

I

有llN

赤石 多円 rjlL

l■■ ●■丼 HⅢ 田

4. d! 岸 回 |メι山(貞

' 

書 L ●1野 (■)

小池 飯山

平野(元)本 島 ■地 (秀, 保合

藤,|[m

ゴ ル フ

藤江m

輸
日

平
野
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ク リ _̃マ ス

|■lllの家族クリスマス挙は12H12日 :賑やかに

行わねた.栞 しい,川 気を,■ から1味わ ,て下さ

t 。ヽ

=月 次 会 報 告 =:

l H2'曰 tttFL員 総,が 開かれ 前年度つ事

業報|: 決算報告 tt年度つ事業司画 子算案が

全良 女で

`記

をされた.続 いて″員の改選にう

つりfl後員力漣 出された。
く
前
原
前
理
事
長
ご
退
任
の
挨
拶

ご
都
合
で
退
任
さ
れ
た

＞
書
■
、
園
口
両
理
事
も

桐生の小型映画の
歴史と貴重なフィルム

1同 の月次会 = I17和pl=I,`足 し
`I見

在 =i

る桐生小型映画の長いL史 [ 令子二 「

“

lr l‖J

■′, ]ヽ!映画rl究会々長,よ り問か■ (い ただき

更 輩 ■な 7ィ ル=「 F_部詢

“

氏のi・像建 tの 記

録_「 文Fヒ織都桐上J「 梅Ш皆

"1の

民俗Jtど |

峡与 していただいた.

夫正 8年 にフランスのフィ|レ!、,5ミ リのも′)

を姜 ‖tた のがアマ チ=丁 I●画′)はし,で  人 |

13年 =まイーストマン、■ダ ′クln l lミリう'F召

刊 7年 [ま じめてコ●ソタのSミ リが■売 され

その■からl・■の′1型映画かはしま■た.7刀代会

長

“

)木lj健・l氏=大●機械Ⅲ で也 々の工夫 生し

(● 日で| 注́ HI星 めた.

lJ上小型映¨ 1究会のI前 =人変1舌発で 1召和

58年 tま社会枚育功労章 60■ [ま文化功労卓 t

お話 しをしていただいているのは金子会長

県から,け ている.
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=3月 特 別 例 会 =

早春の奥多摩、霊山武蔵御嶽権 拝と

梅香る工堂美術館、吉川英治記念館を訪ねて

3月の月茨会は昨年10月と司様 歩く会担当の

特,llFl会としました.

桐生倶楽部からバスぐ11朝6時 の出発、束松|

入間を経て青梅線御岳駅近くの滝本まで行き、ウ

ーブル″使い御岳山駅まで あとは徒歩30分で御

:談(みたけ)神 社へ.参 道には今でもかやぶき屋

根の■派な帯えの御青|(お し,の 家が並んでいる

のが夫変珍らしい.

山を下りて 川合玉■の作品や遺品を宴めた工

堂美 lj館を見学 そして中食、ここから吉野梅椰

は近い。

吉里予梅郷の2万本の梅は丁度見頓 梅をめでな

がら吉
"r.治

記含館をじっ〈り見学.

まずますの天気に恵まれ 一年中で―番いい手

節でありながら時間帯の関係で、 さほどの混雑II

もあわず 全部のスケジュールを無事に消化して

|・l生倶楽部帰着|よタカ 6[キ半、参加者39名の皆さ

ん大変ご満悦でした.

生 _
ロ

吉
川
英
治
記
念
館

≪11月> ブータン

1司生在住の画家、新丼リコきんがブータンを旅

行されたというので ll tt 17日懇話会としてお話

を聞かせていただきました.

ブータンはヒマラヤの深い山並みに回まれ、景

近まで厳しい鎖国政策をとっていましたので 文

■通り 「秘境Jな のです.

ブし
'||を

ひと回り大きくした国上li 120″人の人

口、 1式 の回名はドルタタ ユルといい 「寺

`の

国J

という意味です.

ここに住む人々は誠実で711勉、lL白の生活文イし

を■ちます.中 でも染池工姜|まL界中で最七複雑

で想像力に溢れていろと云わオ■ています.リ コき

んの持参された染縦品はまことに素晴らしいもの

でした。

御師 (おし)

●■●=i"



第 50号 (7)桐 生 倶 楽 部 会 報

「歩 く 会J

昭和62年度

行事予定が決まる

歩く会は、世話人―同昨年

から何回も会合を重ね新年反

のスケ′ュールを下.dのよう

lI・l生倶楽部にお さわしい、

唯 「歩 くだけJ「 登るだけJ

ではない、その土地の文化

習俗 をたずねる―味違 う行事

予定です.多 数の社員のご参

加 をお待 ちしております.

五
月
＋
曰

□第
二
日
曜
□

新
緑
の
西
上
川
、荒
船
山

貸
切
バ
ス
で
行
き
、
バ
ス
を

辻
回
さ
せ
て
　
我
々
は
荒
船

山
を
縦
走
し
ま
す
．

六
月
七
Ｂ

第^

一
日
曜
□

石
橘
花

し^
ゃ
く
な
げ
□

の
大
群
落
を
後
袈
裟
丸
山
へ

た
ず
ね
ま
す
。

こ
れ
は
、
自
家
用
草
で
山

麓
ま
で
行
き
ま
す
．

七
月
二
十
六
曰
□第
四
日
曜
□

し
ら
ね
あ
お
い
の
見
ど
こ

ろ

□
日
光
奥
自
根
山
□

へ
施

雨
明
け
を
待

っ
て
黄
招
か
ら

登
り
ま
す
．

八
月例

会
は
休
会
で
す
が
、
希

望
者
の
み
は
　
八
月
＋
ｔ
日

朝
　
皆
沢
部
落
の
珍
ら
し
い

行
事

□廻
り
念
仏
□
を
ご
案

内
し
ま
す
。

九
月
十
三
曰

□第
二
口
曜
□

桐
生
川
源
流
、
根
本
□□□
の

沢
今
り
．
年
に
一
反
は
必
ず

登
り
た
い
故
里
の
□□□
で
す
．

桐
生
川
源
流
林
け
、
森
林

浴
の
森
と
し
て
日
本
百
選
に

入
り
ま
し
た
．

十
月
十

一
日

□第
●
日
曜
□

紅
葉
の
芳
ヶ
平
と
草
津
の

湯
。
草
津
白
根
山
か
ら
芳
ヶ

平
へ
下
り
、
草
津
温
泉
ま
で

紅
茉
を
楽
し
み
、
最
後
は
草

津
町
営
の
温
泉
で
汗
を
流
し

ま
す
．

十

一
月
八
日

□第
二
日
曜
□

中
ノ
条
の
奇
山
　
観
音
霊

場
の
嵩
山
□た
□□
や
ま
□
へ
．

十
二
月
十
こ
曰
□第
二
日
曜
□

詩
情
溢
れ
る
巳
波
川
畔
版

策

□栃
木
市
□

□十

一
月
□

千
大
根
　
く
ぐ
り
で
家
を
　
尋
ね
け
リ

縁
倒
に
　
折
れ
ｔ
人
根
　
並
べ
千
す

千
歳
飴
　
証
に
持
た
せ
て
　
ｔ
エ
ニ

驚
た
の
　
物
千
‘
や
　
千
天
根

大
根
の
　
千
ｔ
た
ろ
軒
の
　
傾
さ
マ

久
々
に
　
●
〓
派
ふ
　
ｔ
エ
ニ

□
十

二

月

□
　

亡
小
年
句
会

湯
ヱ
腐
に
　

一
決
　
淡
交
　
工
十
４

外
会
を
　
着
ぬ
学
言
の
　
た
く
ま
し
き

湯
，
腐
に
　
″
ラ
ス
く
ｔ
り
し
　
口
畳
キ

外
＾
の
　
外
出
に
降
り
来
ｔ
　
小
糠
●

外
杏
の
　
襟
立
て
渡
る
　
隅
口
川

湯
ュ
腐
を
　
つ
つ
ヽ
わヽ
が
眉

艦
れ
に
け
リ

新
嬌
の
　
湯
ユ
鷹
は
き
み
　
京
の
キ

外
杏
を
　
脱
ざ
第
列
の
　
長
か
り
し

湯
●
腐
の
　
著
え̈
す
ぎ
ぬ
間
の
　

一
談
義

□新
　
年
□

策
，
■
を
　
一
つ
飾
り
し
　
新
燿
か
な

葉
れ
丼
の
　
ス
リ
ｔ
蝶
　
雨
に
去
る

紋
服
を
　
碁
仇
と
ｔ
て
　
´́一
ヶ
ロ

ニ
ヶ
口
　
明
け
マ
ご
は
ん
の
　
番
ば
し
き

ニ
タ
曰
　
姜
絵
の
携
で
　
発
換
り
ぬ

二
ヶ
日
　
上
州
な
れ
ば
　
ス
の
曰
ｔ

女
形
ら
の
　
妙
技
資
る
　
´́一
ヶ
ロ

え 逹
薇

春 燿

ユ 清 高 久
保

口 水 末 ロ

清 吉
森

水
"|

● 久 高清
保

ヽ 口 木 水
森

前
　
源

苛 久 ■ 高 壼 ●
保

rロ ロ 木 lIル

□
二
　　　　６口″□

廃
晨
に
　
ヽ
ろ
る
と
■
え
ｔ
　
褥
咲
け
り
　
高
　
木

衰
え
ｔ
　
野
人
に
二
曰
月
　
澪
け
り
　
　
　
清
　
水

野
を
焼
け
る
　
人
又
に
ミ
は
ろ

す
す
け
顔

←
　
ロ

長
渥
門
　
く
ぐ
り
し
格
に
　
薇
の
〓
　
　
　
遠
　
藤

警
焼
く

人
の

拡
ご
り
几
ゆ
る
　
●
到
ろ
　
　
森

弩
火
た
，
　
人
た
り
け
る
　
ｒ
宏
ｔ
　
　
　
久
保
ロ

崚
が
番
や
　
後
姿
の
　
顔
見
た
や
　
　
　
　
え
　
春

□一一一　　　　月
□

前
■
る
　
訃
な
に
■
な
し
　
ネ
煙
建

列
卑
待

つ
　
ホ
ー
ム
の
端
も
　
陽
炎

＾
る

サ
ッ
カ
ー
の
　
群
建
か
な
り
　
陽
炎

へ
る

ネ
に
咬
　
教

ヘ
マ
も
ら
ふ
　
春
煙
應

客
な
く
て
　
立
つ
陽
炎
の
　
停
ｇ
所

竹
の
ス
　
ゆ
る
や
か
な
り
ｔ
　
ネ
煙
に

か
げ
ろ
ふ
の
　
ヤ
の
別
れ
や
　
来
人
駅

か
げ
ろ
ひ
て
　
去
る
友
の
背
に

薇
ふ
こ
ヒ

え ス 逹 工 清 高 本
休      在

ふ 口 蒸 口 水 木 ロ



(8)第 50号 桐 生 倶 楽 部 会 報

>新 入 社 員 紹 介 く

◎12月

理事会 (9日 )

クリスマス祭 (12日)

歩く会 (14H)「 ●II山の秘ぼ 難 の浩、を尋ねて」

C"2● 1月       
・

新年互礼会 (4口)

理事会 に0日)

歩く会 (11日)初 llt「太日七福神めぐり」

監査会 03口)

臨時理事会 l19日)

歩く会世話人会 (2a曰)

佛旬会 (26日)

臨時理事会 〈29日)

定時総会 (29日)

02月

渉く会 (8日)

理●会 (10口)

歩く会世缶人会 (16日)

俳旬会 (26日)

◎a月

会報委員会 (10日)

理事会 l10日)

月次会 (15日)歩 く会協力 「早春の央多暉美術

館めぐり」

囲碁会 (22曰)春 季囲碁大会

渉く会世話人会 く23口)

文化活動委員会 (25口)

行事委員会 (27口)

俳旬会 (30曰)

社団法人 桐生倶案部会報  第

“

号

1987年 (昭和62年)4月 発行
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Π召禾口62年 8月 lH 1987 第 51号 111

〒376桐 生市仲町 2-9-36 社団法人 桐生倶楽部 TEI.45-2755

桐 生 の あ ゆ み|

前桐生氏の興亡
(平安時代末期

平安末期のころ |1生 六郎 という人物力桐 生川

沿岸の地 を開拓 しつつ農地 を拡 げ小領主とな
`,て

その■地 を桐生 と名づけ自ら|,この地名を以て苗

字としたという.

夜|ままた 方では,t関東第―の豪族 と称 きれた

足利俊綱 忠綱父子 =郎党とし(仕 えていた.そ

trため六|||ま 一方でけ足利氏に仕 える武士であ

リ ー方では桐生r・土地 をH懇 している農民のrヽ

表でちあ ,た.

泊

^四

年 (1180年  にはi都 で源■位頼政

による源氏の放上|ドがあり T氏 打倒の進撃力1ま

じま ,たが、この叶足利俊綱は平氏に味方しでい

たので 子息忠綱が父にイヽって=の 子郎党を革い

て源氏の討イえに参加 した.こ の喘六1`|,参加 し

昔い忠綱 を勁 )て戦功 をあらわした.

その薇 頼朝の勢力が強 くなっ(く るわけだが

足利俊綱 よ胡変 らず平氏に味方 しつづけたた|,、

治承 5年 9月  IH判 1は 和Ш次郎表茂 に命 じで足

千帷 綱 を追言寸せ しめること tなった. ところ力ⅢI

田表茂が几利 に至1着してみると 几利俊Ilrの首は

瑣1党のn●l■六|.のた●にとら′■ていた.六 郎 まそ

の片級 をもっで護,に 上ったが ll朝 はかえっ て

六郎の不忠 を責め処 llしでしまった.

この桐■六郎 を前ll・■氏と呼び 後の 綺Jヒ判 に

出■する桐土氏 を後桐生氏とllび

`号

りされろが

両者lt関係があるかどうか|ま明白で|よ●い.

(「|・l■の歴史J―桐■文イヒ史談会′
`行

一 =よる,

市指定史躊  梅 原 館 躊

桐生市梅田「Tl可 目1-25

若手に見えるのは薬師堂

梅原館跡 (うめはらヤかたあと,は  桐上六郎

・・姑跡であったと推定 きれている.

後 押: IJ牛口綱 嗽 桐■氏,に よ ,で|‐Il山城

(ひしゃくやまじょう,が 業かれ、領主の居住地

ま1麓の言館に移ることとなり こr7館1弥はl‐t桐

■氏の ド屋敷 としで利用 されるようになった二と

であろう.そ してここを基 車に町F■づ くりが行な

われた.

今も西口1 占伊1の一音「 |ヒ伸1の人部分に土墨が

存在 し その外ll11=澪跡 がみられる.さ らに占方

500メー トル「わた り ‖を中央「した両側に古

い世J雷1りが残 ,でいる.こ れが口T■跡である.

この館蒻は鎌合朗から室‖口 ll■かけでの堀の内式

=館 と考えられる.

1営|:][il:[:F:番
:悌士詈驚督

|



(2)第 51号 桐 生 倶 楽 部 会 報

第13回桐生倶楽部文化祭

本年の銀盃は5人 の社員に一 。

文イヒ祭 ま第13回を数える.本 年は ド記のような

スヶブェー,レで賑やかにllわれた.キ 道 絵画

lll句色紙 写真 歩く会:ビ録等々の展示は4月 30

日から5月 2日 までの3日 間、 2諧 広間と階下の

1号F̃を節り観る人を楽しませた.

ガーデンパーティは5月 2日 5嗜 から庭劇で開

催され 常 L恒例となった日家褒章 叙勲を受け

られた社員 (昨年秋と本年春)ド 記の5人 の方々

に銀盃力鼈 られた.

藤 江 敏 雄社員

(勲五等双光旭|1章 保健衛生功労)

自 石 大市郎社員

(勲五等瑞‐
̃章

、■小企業振興功労)

村 井 信―郎社員

(勲五等瑞宝章、林業振興功労)

石 丼 省 三社員

は 離 、業務精励 ―税理関

"塚 越 平 人社員

(鹸 褒章 業界振Rl  ガス事詢

‐ FttXX X一 業

一

XX未 米 十

―

FXttX X

文化祭協賛行事及催物―覧

〉各競技の成績表く
第13回文化祭協賛

囲若大会 昭和62/4/26 麻

`大

会 I召和62ん/1

優 勝  倉林 俊雄  優 勝  石丼 省二

準倒 券  蓮沼 源―  準優勝  村口 豊lir

l ,  島  l● 二  l l‐   森川は繊 ,

2 位  金+ 利雄  2 位  岸田 英作

3 位  同田 光弘  3 位  人木橋祥介

B B  石原 丈吉

平野理事長から銀盃を受ける

ガーデンパーティー

「 」亨喜社中協賛

賦 を 察 示

悸 旬 e議 晨

贄雌雀 Kヽ鷹 ● 大 会

ビデオ観貴會

「鍛
`L■

‖五‖‖歩 く 会|=認譜職ヽ “
ロ



桐 生 倶 楽 部 会 報 第 51号  13,

佐倉歴史散歩の旅
歴史民俗博物館と城下町

桐生倶楽部特別例会 (7月 5日 )

7月 の例会 よ 文イビ舌前´員会1特 =美●i吉

`会'の協力を得て 「葉県佐倉市の口■F_,民 俗拌物

館 と ll近 の史跡 を訪ねる旅 といたしました.

当 の報告 ま美 lj部会のH中  男社員にお願い

しました.

その治水に■難の壁史 ″秘めた自]流招のほとり

嗜史と水と緑の衡佐命に我力Lの [史 、考占学 民

族資料を1ス集 して某

'■

 の規模 を誇る 日■圧史

民族障物館があります.一 lrが到着 した頃は雨●

あがり佐含域址の古本力ヽ
～
い緑 行たたえ め ぐら

された颯 に ま大き

`鯉

の姿がみら■ 我々を静か

に迎 え(く れました.こ のた令はまた 3月 ′)r11」

"J会

で訪れた奥 多■の吉
'英

治記念館で 要治の

母がこ二の生
'■

であろことを知 つました.歌 碑 [

喘だ|ま ,の●ねliも似たるかな たかきをわ
すれ ただぬ〈もれりJと ″,ります.

さでこの博物館常設展示のIt微は口本のr史

文化の流れの中から 現代■りみて重要なテーマ

～
選び それらを■活史に重点をおいて構成 され

縄文人の牛i舌、稲作・・ネ譜 中趾のl・●

'単

新によ

る社会 と■活の変化、工戸や京のF]並み、公=や

lI士の■活 近世に入 ,て御人|,11やJいt船など

質易「:よる上,`の拡人のよ

'■

 幕未●つ民衆の

表情 など 実物資|||よもちろん 枚製や模1! ヒ

デオなどビジュアル●晨示は オ,かり■す く語 り

か■てくれます.第 ―民示■から第 :炭示室 まで

ま 原始 古r かヽらt肛 ま
`]キ

代順に浸ボ きれ

第四展示■ よ日本人の尺族Ⅲ界とな,て います.

つの屁示室だけで■らのlIの県i博 物ヽほど:,

あろうかと思わなる iど で 1嶋 問の滞館時間も

′,っとt うヽま|●畳ぎ第 i民刀や室ま゛tか み られま

1よん 0し た力' とllIしてみろ [けあまり =も 1昔し

〈 第三 第四展示室 ま次 司を‖ t(I・ ります.

佐合址||であるこのあたりは、公園 としても整

備 され せII`,それ =ちさわしく,ば らしい:,の

で 中ユに ま中底がとらね 白いテーフルとコー

ヒーが技′■を■や して〈llます.食 iも 縁の[園

をlt景に

`,う

けられ 雨あがりの景色|み ながら

のビールと食事 同′rの :との雑:炎[時のたつの

博物館の前で記念写束

を忘れてF・りました.rl員 1公 t[あ りがちな冷

たさttく  1キ

",お

くIIをまり:,まじろ|しイケ
`

訪れた

`k々

の気持 をほぐtて くれまキ.館 内には

さ需や

`地

の民俗 をしのばせる■亡なとt,売らね

楽 しみtイ占

"す

るよう千す.

やが〔午後 2[キ ーイiの タイムスケブ ■―ルの

た■後ろ髪 をひ,l・る思いで次なるlt令順天I′ヽ

F・1かいました.車 窓から起llの多いt倉 の江を眺

めでいるうち [合 高校の明治建築の校●

"過

ぎ

る■ 城 ド呵特有のT字 路の多い市仕地の求い通

りつ一つ 蘭学通 りにt倉 1口大堂 オ′,りまLた .

藩主堀円止畦に招かl・江戸から未た蘭医、I藤

泰然 Ⅲ804 1872)力 'こ二に日本最初の私 ■病院

と1,いうへ き佐倉順天iと 塾合を開 きました.パ

シフレッ|に よりますと彼|ま′1洋医学の本質″間

吉により教 え 塾生 を当‖十先端医

“

iであ ,た

'F単開腹子

“

Fむどに■合l・せるなどしで  本医■|)

近r 化ヽに尽 くした多〈の人材を育て 後の東夫医

=吉Fの設il■つなが ,た と.「きれでおります.

―行 まやがてそこ″辞 L 日堀‖1邸で″,る佐倉

'|■
園 l到青.二 こ よ最後の藩■ 堀田正倫がIH

I告22 23年 にttt tた 二万坪・r広大な別

“

で lt

倉の街を兄おろす地 にた てられております
`冠

本

門の奥 に去広間 `■  きイ 茶キが配 されてい

ます.■ 在 ま日産厚■園という●I売が青理 し 悲

をの散策の去t,iら れ 時代の流れを感 しきせる

`,`つ

力'″,り ま | .

やがて帰路 歴史の街佐■をしのばせるl口人堂

●生厠 そしてI合 の新 しいシシボル 国立L史

民ll惇物Iを あとにしました.同 好つ■―行 よ我

うヽ 、

^型
桐生と佐命 人 1,ほ デ同 |と か聞いて

オつま十か これからの‖司生′)あろへ き′ ■思t｀

うかべながら=中 の人七な ,たかたもおられたの

こ|■,t=● し = '力 .
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一 月

〔6月〕

次 会 報 告=

エイズの基礎知識

情師 古川 三雄先生

6月 の月次会は、いま世界中で最も大 きな話題

となっている 「エイズJに ついて、その,ε病の原

因から末期 に至るまでのl■状、並びに現在までに

分 ,ている治療法について 当倶楽部の社員であ

り 理事である古川三雄λ牛をお招 きして 臨床

的立場から景新のお話 を伺いました.

「■イズJに ついては え¬可よりも正 しい知

識 をt,つということ力種 要であることがよく分り

ました.以 下紙面の許すかぎりで先生|・お話のエ

ッtン スを紹介いたします.

講師 古

'‖

三雄先生

エイズは 1981年 6月 に初めてアメリカで発

見され報告 きれた最もIllしい族患である.

アメリカではその後、増加 を続け、患者の

“

4

%は 夕ι亡とい う人変高い死亡率を示す.ヨ ーロッ

バでも息者は既 に千名をこえている.

わ力1ヨではエイズ思著は36名で 夕ι亡は24名で

ある。 (1987年3月 31日現を)1月 ]7曰II■でわ

が国はじめての女性エイズ息者 {29歳)力唯 認 さ

れ 同月20日に夕ι亡 した症Flは地元は勿論、都市

住民に大 きを不安 ″よび社会間題 と

`っ

ている.

今回の思者の リスクファクターは異性間性交で

あり、この異性間性交による感染事l●lも初めてで

あり IFlたな対応が必要となった.

エイズは先ずアメリカのニ ェーヨークとロサ ン

ゼルスで発見され その患者はすべて男性同lV■受

者 (いわゆるホモ)で あった.

■4で もアメリカrIJエィズ息著の73%ま 男性同

性愛者であり 次いで17%|ま薬物静こ常習者であ

るが、これらはしば しば男性同性贅者でもある.

そのほかll血また|よ血液製斉」の注射 を受汁た著が

1% ltl友 病思者が 1%、 異性性交者が1% 危

険国子不明の者が7%と なっでいる.

男|■同性愛者は大都会に住み、 夜に教+人 の

lu手と性交するという.そ して多数の相子と坂口

に性交 したもの また女

` 

すなわち肛門を提■

した方が主にかかるという.困 ,た ことに男吐同

性■著は しばしば両性愛者(バイtク シェアル,

といって女性 とも性交するのである.そ の推某

男性同I受 者から女吐、絆に売春婦 にうつ り そ

のような女吐より出産 した小児に発病するflがみ

られるようになった.

アメリカでは13歳以下の小児エイズが ]27何 (1

%)を 占める =■っている。以 「
`わ

かるように

エイズ|ま性病の一種 と考えられ 性的接触 を道 じ

てうつる.そ の除、肛円|■交のような出101を

`+う場合は うつ りや十いことから 血液 を介 して感染

するli■と考えらオ■る.こ れは輸血 血液製剤

麻薬の静注で|,うつることから分かる.そ の まか

精液 唾液などを通 して うつる二とて,考えられる.

わが回の,人況はアメリカのそれと異 ,ておリ ア

メリカより輸人された血|●製剤が血ム病ι者 コ|

いられている二とに夕る.

エイズという病名|ま後天性免●‐不全症候■の眸

である
`免

疫機能の うちでも′mttI完 ″ヵ,低下し

特 にリンパ球の機育ヒがlF下十る.`口胞吐免●は

感染|十 悪II鷹瘍の発生を防仰する.そ こ●、そ

の機能力¬χ下すると感染庁 悪性肛瘍が起 きや十

くなり そのためクι=至 るのである.

エイスはいったんかかったら治 らない.し かち

死亡■は著 るしく高い.(50%以 上)し かし 今

のところ画期1哺 僚ユは確 立してい●いのである.

なんといっでも感染 しないよ うに子防するしかな

い.血 友病の息 著につい(ユ  カ「熱 した濃柿製青,

ι投 与することになったこと 献血 きllた血漱 に

ついてけ抗lI・検査 を行 うようltな ,た ことから

今後の感染の心配はなくな ,たと考えられる.

本年 4月 の t界保健機構 (WHO,の 発表では、

世界の恩者は131ケ国45∞ 0人 第l位 のアメリ

カカも1036人 に達している.luし 推定感染者は

150万人にもなるだろうとぃう。(読:売析昨 ・記富,
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絵をかくときの私

第 2回 桐■クラブ絵画長は 昭和4年 0月22

23日の両日に開かれた.

この嗅から文化活動委員会が 活発になり、委

員長に前原勝樹先生 姜術の委員長に丼藤喜平氏

委員に古川■雄氏 須賀武次氏であ ,た.

この外、 lI・jに森口順四郎氏 岩下才 郎lr

小 嗜 ■氏 ■茶に森島秀氏 岸|‖え作氏 栗原

博恭氏 木村博-1ヽ 人森貞夫氏等であ ,た.

広報委員長|まタイムスの前社長本村貞 氏 仕

理委員長に¬けす佐助氏 行事委員長 =+野 ,皓 氏.

lltに物故 さ●た人々t,多い.

絵画戻出|デ1者の顔=′■を見ると !本 画に●藤

■平氏 大
"夫

■氏 ||‖ 忠雄氏 田f tヽll郎 氏.

i由絵|よ蓄合! 郎氏、前原1券樹氏 菊地F氏

古,三 雄氏 須賀武次氏 小出諄■郎氏 カトリ

,夕の宗教画に、森正■1 がヽあり '[原 庄 r.衛1、

斉藤言平氏 J円 修君の水形画 私は,由絵 を三点

出品 した.

I召和42年 2月 25日第 1い 0ス
`′

チ行が,わ れ

前原勝樹lr 落合喜 |`の 両t輩 を陣頭に 綺数

10人 谷1岳 を日ぎして出か|}た.雪 中の L牧で

美 しい=山 をスケ ′テ.rlま ウイスキーJl小瓶 を

十ケットIし.lばせて 寒 さをしのいだ.

昭和42年 5チ120日21日第 3回 の絵画展 第4回

の絵山屁 よ1月 4日 511=問 かれた.

出品著の

“

は第 2回 と殆 ど・lじだった.た だ響f

Hl■|に氏が

"]わ

っ (い ろ.

それから20年,)歳Hが 流れ 社員の顔 も変 り今

日「:下っで居る.

1可生 クラブ文化祭 を提唱 し 自ら先頭に●たれ

た前原λ生 よ、今 !尚笙鰈たるt J́lが′,り 先般

の出版祝に ま、夫妻揃■,てお′し気な娑
～
見せた.

タラブ会報 もu召和42年 6夕]と 7号 力油 ている.

木村貞 氏 北‖ll軌氏等の随筆 :,見えでいる,

二●・崚|ま4ベ ーブであうが 今 =8ベ ーブと内容

も寧かだ.

人‖茉 i氏 163歳,が 64年の春を目ざして、≠

術節 をH設 したいとい う.人 変すばらしい話であ

ろ.

1可生市民が l人 la)円 づつ●11出

'と

 毎H、

3nO万円となり 1年 の

“

り Iは  |億 5丁 万円

になる.市 民遭動七して 是|1協力して実■ した

l .`

美術展 も今や多くの人力平会を描 くようになり、

年 盛々 になりつつある.誠 に頼|,しい次第.し か

し美 lj館があれ JI 先人の絵 を祝賞 し 勉強出来

る.県 立の姜術館|ま遠 くて たやす く見にゆ |な

い.I・l生 =美 Fl館があれば 之 をHぎ して 多く

の人が未 るであろう.

来年|まIIII生倶鶏

`の

倉1立竃J詞年を迎 えろ.記 を

事業として 何 をな十べ きか.老 朽化 した建物の

保存もさることなが : 所叶イヽ iメ

'●

した対策を

考えるべ きぐあろう ・

美 術 部 会 の 今 昔

丸 山 貞 夫

前
原
先
生

出
版
記
念
会

ｌ

ｔ
ご
■

□

　

陽
損

□

今
宵
慶
祝
意
揚
々
　
　
今
宵
慶
祝
意
場
々

賓
客
欣
然
会

一
■
　
　
賓
客
欣
然

一
■
Ｌ
会
す

群
響
弦
々
如
裂
島
　
　
群
響
弘
々
裂
吊
の
如
し

著
書
推
奨
把
杯
鑽
　
　
著
書
推
奨
杯
備
を
把
る

題
桐

生
倶
楽
部

　

　

□
彗
〓

●

嗅
静
□

先
人
●
業
有
清
娯
　
　
■
人
●
業
＝
娯
有
り

不
朽
桐
生
照
　
鵬
　
　
不
朽
の
桐
■
に

一
出
を
照
ら
す

紳
■
社
交
無
比
類
　
　
神
士
の
社
交
比
類
無
し

将
来
■
続
賞
心
倶
　
　
将
来
持
続
し
て
貨
心
七
倶
に
せ
ん

0以 「の七言絶句もt きんの作です.
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歩

花

411例会は121(日,に行いました.

その素晴 らしいり

`望

から 「陸のlA島Jと よばれ

さらに桜の名所 とし(t,右名な栃沐の人平山への

ハイキング.両 モ線で人平下駅まで行きます.

先ず 人平山登山日の客人神社 を参拝.見 晴台

人平山神社へ.花 も団子 も おまけに名物二子焼

までたんの うしました.

帰達は  「雨月物語Jの 中の寺

'1巾

の議で有名

であり、t不 思議で広 く知 られた夫中寺へ詣でま

した。

<4月 例会>

を求めて栃木太平山ヘ

5月lfl会ま荒l.山を
'tし

ていよしたが あい

=くの雨 コースを変更tて車夕「沢から||り1権現

までマイクロバスむ廻し そ二から従歩とな ,て

碓氷 日道を坂本宿まで ドリました.

く 会

小
雨
ぐ
ら
い
は
何
の
そ
の

<6月 例会>
しゃくなげ

社神平太

石 南 花 咲 く後 袈 裟 ヘ

6月 71、 早朝 6]キ|■桐生倶楽部集合.各 自

“台かの自家用■|■分栞してヨ道 122,を 足尾方面

へ.小 中から林道に人り本沢至 口まぐ′テキ そ

こよりOt歩.

後裂娑 ● (1910米)ま で31キ田余の登り 剌

成りきつい行程でtた が、目llの石市イと1しィく

なげ)の 美しさか

'れ

をいやしてくれました.

寺中大

<5月 例会>

碓 氷 旧 道 を 下 る

歩 く会 これか らの予定

t9月〕 lF本山の沢登つ 森林浴日本百選 =入

,た1可生,源 流林です.

は0月: 草津白根山から芳ケ+ヘ ドリ 卓津温

泉まで紅葉を栞しみま十.

〔ll月〕 中の條の奇 、糧音霊場でも,」られろ

嵩山 |タタヤマ)へ 登ります.

〔12月〕 栃木市の詰倍溢れるじ波 ()ズ マ)||

畔tは 策 Tl岸 に続く白■ I蔵は見事です.
熊野権現前の力餅は有名
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前理事長、前原勝樹先生の 大 沢 善 隆 氏  〈桐生倶楽部社員)

出版記念視賀会

肯t理事長 前原勝樹先生|ま多芸多才、特に絵画

文筆は余技を脱しておられる.今 まで数々の吉ll

を出版きれている力゙、今回 「奥のメm道をallりてJ

をh・l生タイ′、ス社から十」行されたのを穫会に出版

記念祝賀会がもたれた.

6月26口年后 4時 から′リヨバレスに250名 も

の参会著を葉め盛大に行われた.

そのブログラムも文学博十小IIN―郎先生 (桐生

倶茶部社員)の 記念講演 群響カルテットの演奏

などがあり さす力■ま前原先生の祝賀会と思わせ

るものであった.

また前原先生の謝辞がまことにユニークで、満

場の人々を感喚させるに足るものであった.

新市長に
去る4月 の桐生市長選においで 夫沢善隆氏 (

桐■倶楽部社員)が 大勝 し 戦後公選制の第4民

の市長の座につかれました.ま ことにおめでとう

ごぎいます.

今後 市民の期待にこたえて存分のご活躍をさ

れるよう祈ります.

春の叙勲と褒章

it同の会報では秋の叡勲と査章をうけられた社

員を沐召介しましたので、本号で ま春の叙勲と褒章

をうけられた社員をご紹介します.

村り「信 郎氏 (70歳,が  林茉振興ということ

で勲五等瑞宝章を受章されました。

塚越平人氏 (65歳)よ  長年にわたリガス事業

の業界発展のために人きく寄うした功績で 藍綾

褒章を■けられました。

お2人 に対し、桐生 Il栞部社員―同心からお祝

いを■上げ、今後ますますご側 券でご活躍下きる

ようお祈り■上げます.

なお お2人 に対して桐生倶栞部からの記念出

は 五)の 贈呈は 5月 2口 の支イヒ祭ガーデンパ

ーティの市 L I十fltの叙勲 褒章をうけられた方

々と共にさせていただきました.前原先生御夫姜と発起人
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>新 入 社 員 紹 介 く
文イヒ察 (80日-5月 2日 )文 イヒ祭

歩く会世話人会 (30日)

05月

麻

`会

(1曰 )文 化祭協贅Ir雀大会

理事会 (8日 )

歩く会 07日 )「 新録の中 風光る西 L州国定

公闘荒船山へJ

徘旬会 (25日)

06月

歩く会 (7日 )「 石南花の咲く後袈娑へJ

理事会 (8口 )

月茨会 l16日)「 エイズの基礎知識J

議師 占川三雄先生

歩く会世話人会 (23日)

lI句会 (2511,

◎フ月

月次会 (5日 )文 イヒ部協カ

鮎へJ

理事会 18日 )

会報委員会 (151)

俳句会 (27口)

「佐倉[史 民俗博4・J

HIII倶楽部だより ‖Ⅲ

◎ 4月

理事会 (8日 )

歩 く会 l12日,「 陸の松島 桜満開の夫平|1嘔

俳ちり会 (21日)

囲碁会 (26日)文 イ際 協贅回碁1人会

社団法人 桐生倶楽部会報  第 51号

198?年 (昭和62年, 8月 発
`テ発 行 人  平 野 元 吉

編笑責任者    小  池  久  ■

印   

“

J    ツボ/口刷 林式

^ネ

上

>編 集 後 記 く

丸山負夫社員も本オに書ぃておられたが 人川

栄二氏の美術

`の

■は 桐生市民にと ,て大変東

喘らしいニュースである.

大
"米

■氏 (ご夫妻ともどもn・l生出身,は 、40

年|,か|すて集めた 1 2oo点 もlr貴重な絵画rlコレ

クションを寄附し、建物の建設から運営まで|ベ

て独力でやると云われた,

しかし市民の間から 「せめて運薔費〈らい桐■

市と市民でお子伝いしょうJと ぃぅ声があがり

8月 3日 市内の各種団休を葉めて 「財同法人夫

"美
術館設立準備会Jが 発足した.

桐生倶楽吉「もその梓成メンバーであり 平野理

事長が常任理事となられた。

64年 4月 木 =オーブンを子定している.
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桐 生 の あ ゆ み

後 桐 生 氏 の 興 亡
(鎌倉 ・室町時代 )

後桐生氏 ま桐生国綱に|よじまる.

国綱 まt野 氏 1今の栃木県l‐野市|)―帯を領した

有力●●I・,√)族 で 北

“

観応・c年 1350年
'= 梅田口1lTH捨 |1 域に 1城 =苺 いて実llNと

し、山麓に「舘 |いだて, を置き 通Iは そこ●

:t,舌した.

“

lJttlrま 観●L元年から天正元年 l1573年,

まで10代223年tつ づいた.

11■氏の主な記録を桐上 「史より凛さ書きtて

みる.

3代豊綱|まL」i本イから養了 I来た1寺 L方 よ

リド装まで3つ1貫 文の地を持参しI・l生領とした.

これ以後桐生
"|ま

131騎のアとなった.

9代祐綱、祐‖両よ助綱と|,帯き‖0牛氏圧代つ中

で 景高の人:iといわれる.崚 玉木剌の混舌[の中

で
"地

″llI II 人′,,し″よく卓:工した.

赳後から入F■してきた公=の 近衛七 公をFF

に迎えて 欲ヶ月,ユ上も世話をした.関 白左スL

の身をもって 関束北辺の―豪| にヽ過ぎない桐生

桐生城のあった桧杓山(ひしゃくやま)山麓に桐

生氏の書掟寺西方寺が見える

氏 [何晟米たのか不思議であるが 二れは越後の

L杉 (|,と■長|ピ氏であ ,た が び)■ =関束苦領

七なつ上杉 i名 の ,た,Jl k「,,だとい
'.

「杉景えにそ■た
'信

任 され ていた拓嗣|よ余f呈

優
'lた

人であ ,た′,●ちろう.

菱の細川内l_4■減亡させたの

`´

イi綱であろ.

薇l・■氏の最後の人 ま、佑綱の貴子 としてt」f

からス■た班lll`あ ,た.

天正元年 3月  人田金 城主由良成繁によって

桐上城は落城 t、 l・l生1 2ヽ23年 のL史 力Ⅲ る.

桐■氏累代の単 3 占提寺で′,る|1方寺に残■,

(い ろ.

なt. 讐rサ山は1」+城 √)あ ,た所で、‖告1りの

らとが■ り、頂 LにI・lttjll跡′,"が 建 ,で いるが

後世の■■Hを 持つような華魔な城があ ,たわけ

ではない,た だ崚さに備 えた||`と つ● のよう

な山城があったわ片である.

,写真 よ郷■資|1展示ホール提供)

地図の上方は捨杓山城の功防、東中辺が菱の宇都

富神社、下方は境野近辺の両軍の布陣

桐生由展両軍戦争地図
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一 月

〔9月〕 国 の 城

講師 塚越 平人
ll罐塚越副理事長 ま おイ1事の関係で頻贅に海

タトヘ出振されます.去 る7,|には 人国ガス水道

,業 鋭■のため渡英きれ ウエルズ地″ スコ′

トラシド地方を歩かれました.そ のlt 各地に残

る美しt'城をたずねられたというの 0 9,125日 、

塚赳富J型事長にご白分で写さオ1た■しい写共をも

と :お話しをうカカヽ まヽした´

(当番理事 金谷 餃山)

ウィンザー城で出会 った

アイスランドから栞た家族

スコットランドとイングランドの州境
バッグパイプに併せて孫娘と踊る

ウインザー城 〈スコットランド) 赤い城 カージフ ウェールズ :イ ングランド

次

英

会 報 告 =

眠 れ る 巨 人

カージフ ウェールズ:

セントマイルズマウント教会 城のような教会で

ある.ウ ェールス西南寺 :イングラント

ド

ノヽ
城
”

の
″
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=月

〔10月〕

次 会 報 告 = 桐生市の今吉

土地坪当り評ll頷比較 ,S25年―S62年)

1当番理● 清水 関口)

固定資産税の

評価等について

講師 峯岸 信次氏
(1可■市資産rt課良,

華 岸 課 長

10月の月次会|よ10月27日 II●生市資産税課長

峯■信次lr=ぉ r・きして日定資産税についての説

明 最近の資料 それに円十る色々の力話などを

お伺いしました.

回い.I.題でしたが現在大部市の地価の急騰の問

題や身近にIも 関係tr派い題材で′,り出″さ
'■

た

20数名メモたとりながらの月次会でした.

内容は

l 回定資たfllの台1立

2 口定資産移れ は

3 回定資オTj.の.f価及び価格

`の

決定

4 上地 に対する訳税

5  =|■ |[メす|る 課移

`6 部市計画税

上記各項自について■片氏の専F]HJ角度から又

求年の御経験 から縦々T寧 にご説明がありました

が数字の問題が多くなりますので紙上害I'き せて

ぃただ きます.

さて 本題i“ り氏がお詞べになった桐生市の

_‐吉の評ll額のlt岐 (昭和25年度 とl.和62年度の

イ吉■等)と か桐生倶楽部の諸税t79円題 とか 種々

興味あるお話を承 り終会になりました.

そ|・内 T・■市の今昔の評価額の比岐

1召和63年度群 も県各市の評価額 (前回 lL)

1召和
`3年

今 ヨ県庁所在地の評価猥等下記表|■て匈

招介いたします.

桐生「■1郷i資 料展示ホールで|よ、fl σ)持号1企

画として、郷 Lの文人画展Jを 開催している.

その中に i司■●茶部設■当]キの功労著 福H

宗空氏の作昴が5点 出品されている.

福円宗空氏の人物について|ま編葉後「ビに書かれ

ているが 産業 文化あらゆる画で卓赳した人物

であり このFt〒|をみるだけでも、その一面か窺

えるようである. 1文 人画展|ま12,,6日 まで)

‐

―

―
―

_

本口T2(き  li,

S25年

2 ,70 勁一̈
伴率

42

133ホ‖]5(トリセン) 4 860 647 900

広)t51公 民 鮎) 1()8     56 200

■鳴県主要市の基準地価頷 (宅地)(Cr)

市 1基 準 地 S`3年評価額 60■比上昇暮

前 橋 千代口田T2 510 000

553 000

2 0%

高 崎 連雀
']7

1・l 生 1本口]5

32%

20%200 000

伊勢崎

大 田

本呵11 149 000 2  8%

24%餃HHl 168 ()00

全LI嘱lT所在市S63年 度十地評価額 (千円)

市 基準地所在地 63年度 IL昇 率

オL  ,χ

“

 台

中■区南―条西3 17501336%

1390‐287%中央 1

・l・「 官町 1 6501 66%

+都 宮 鳥l・l通2

千r 田ヽ町 2

9()5 71%

うな l.・ 510

5 670

2 556

2 0 %

50 0%特号1ズ 飯U●5

横 ,Ⅲ 西区南■ 1

′1ドJ2

3`8%

登  沢 ,15

1 910

173%

名古屋

京 都

中区栄 3 33 6%

321%下京区御旅口T 1,915

3 25()人

松

阪

|||

Jヒ区角口風r

湾町 4

371%

895

765

59%

大 分 中央口Tl 15,%
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「絵の会」の話あれこれ

丸 山 貞 夫
1召和38年,田 義頂|さん、平岩勝二郎きんら有志

が話今 ,て 絵を描くことを楽しむ会を 作ろう

ではないかと、中オ|キ t生 ″中心に会をlFつた。

会言|には故人とな ,た二俣さんを凛Hみ 会費 500

円でスタートした.

'口
きんの庭で作古i,″持ちよ ,で、中オ1先生の

批評をllpぃだ.17-18人 が葉った.

中村先生 よ南小学校や浄運寺で子,達 II絵を教

えていた.

1召和39年第 l回の写生会を榛名湖で

"い

た.展

覧会|よ織物会姉で開き みんなで着枚を書いたり

ボスターを作ったりするの ま、几て夜のll事であ

った.オ い人遣を■心に 改人になられた遠坂さ

ん 平野きん、今尚′t気のfl′馘 郎さえなど力',舌

躍した.

1召和41年 61に ま 束京から女肛モデルをl.い

で デ′サン会を開いた.lT体 のデ′サンに 心

を躍らせて 15人 の人建 ま良倹1にn組 んだ.

ゴッホもヒザンヌも 狐学であれだけの絵をか

いたのだ.武 者小路実篤や1り1 政も、ll学で白

分の絵を描いたのだ.う まい給rは ない.ゴ ツゴ

ソした絵だが、味のある絵だ.

昭和49年には10周年屁覧会を、昭和5つ年 =は20

H年 をJllえた.こ のときは 独白の絵に斬しい額

縁をよめて 市の社会教育課べ寄贈 した.

市からは奨励金を戴いた御ネしである.会 員の人+

よ池lI業 に関係ある人であ ,た.

年毎「平均年齢が上 り、今で|ま米IIの牧島喜一

11さん始め 喜キ 古怖 を越 した方々もある.

最近は第37回の屁覧会 を長崎屋で 今年 5Hに

開いた.長 崎屋では5回 日である.

11上倶楽部の社員でこt7j会の人
' 

金谷千介

,口 文昇、 rに 沼利八、古
"二

■L曰 [、坂本嘉雄

医|, □ら英二、 九山貞人の各氏.

写■会は今年 4月 には 信

'‖

方面に一

“

で出か

|すた.,Hに は慣,■市に大■ した.給 勢26人 仰

婦人も8人  熱心な人は3日 間-5日 間も 滞在

した.

去る9月 23曰 -25日 の 3日 間 文化 七ンターで

作 〒,展をlTlいた。第38回 日の民覧会である.

春秋 2Π のスケッチl1/行と展覧会力漢 に栞tい .

会長はいない.数 名の 1話人がいて 会の運甘 を

や ,で ドさる。会員の中に ま 二科屁そつイし中■

FIに も出品される方も居る.足 不1 '勢 1奇 前橋

人日等の他市の人●「 ろ.総 勢54人。

撃婦の ■′Jン 会 もあろ.古 ,t■ ●標喘の習

作をよ〈物する.,1人 で●ある.

tし い時=絵 を描 くとよい.絵 をか〈とス トレ

スがii版霧消 |る .l腋 慨念 を払■ して "iし い

`1遣

意欲を

`rり

たてる上に、人い =役 に立つ.桐

牛の実業′ よ絵 をかくこと [よ っ て 軒 しい分りf

を.1拓で きる.桐 生l■茶IIの会員 よ ■べからく

l_″かくべきであろ ,.新 しい アイデ,■ ■●ん

IIも.

中曽根 ヽ弘氏 |,首相の多にの中で 絵 を描いて

居 らねた.チ ャーチル氏の絵 ま有名で●る.私 も

独学で絵 をかい (40年 .普 17仲間 よ i科や資1元会

二紀等の会員として活躍中で″,る.■ だ壮力l・日変

ら1捩 辺 をうろついている.

横浜港の

スケッチ
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飛べなかった予科練の

特攻兵器“人間魚雷"

の思い出の記

川 村 和 久

第]4剛海軍甲種飛行予科練習生、海軍二等飛行

兵菅、横志飛、市国海軍力平ムに下さった!子称であ

り 階級である、どれにも 「飛Jの 字がありなが

ら 私はとうとう終戦の曰まで、一度も飛行機に

采ったことのをい、いわゆる 「飛べなかった子科

練Jだ った 八行機の塔栞員となり 大空で戦う

こと日本男子の生きがいと考え 予科練を志願し

合格通知に希望に胸を膨らませたのだが、とうと

う帝国海軍は私に飛行機に来せてくれなかった、

だからこれは飛fl機への障れと怨念の思い出の記

である.■ 捕から防府通信学狡へllFk遣され電信 Fl

練習生を終えろ頃 特攻隊募集があり海中に薔る

と聞いてふ腋しなかったが お|,造の栞る飛行機

はもう無い、新兵器が出来たからと第2同 曰に応

募させられた。

それより前 横須賀海軍工腋造兵部設計に配属

され、甲標的 「特末潜航艇J九 秘図面の「まる改J

トレース件業かイホみなしに毎日15時間位続けられ

従来のS金物 「可潜航魚雷艇Jが SS金 物 「水中

有翼措・lt 栞員 2名 Jに 変更された 弐式魚雪

2本抱いで、尚ユつ艇首に爆薬を装■し目標艦船

に魚雷発射し命中きせた時は帰投、不首尾の1手は

厳檻と束Jし違える体当たり方式のものであった.

崚後 「海龍Jと 命名された事を知 ,た。

遣兵部機械工場企画室に転属、SS金 物tr誕速機

械部品 潜望鏡揚げ部出、その他、詰種の部品の

試作実験を繰り返 し 魚言実験部へよく走った、

そして19年初程 産態勢にはいったが 4・資不足

から適材入手が難しく 艤造工場べtり 、有る材

l・Iを転,口すべく、治具設計から旋盤加エ フライ

ス仕上|デ迄、慎れぬ手つきでの徹夜の作業が続い

た。

そうした中でも、宮城県自石高女のlll身報国隊

との机を並べでの製図は、ほのぼのとした 峙期

であ ,た.菊 水の戦旗、嵐部隊 横須賀突撃隊の

猛副練を二階の企画=か ら見ながら、飛行機に乗

る悲願をlCって 特攻兵普要員として先輩13期生

の面々を断 ち難い思いで1冒振 る 「散る桜、残 ろ桜

も 散 る桜J歌 詞そのもtr7の想いは誰 しも・lじだ

|,たに違いない.南 無八幡大吉薩 「身命ささげる

の意Jの 戦旗が今もはっきりと脳裏に焼 き付いて

いる。20年春、χ海軍上廠の警備派遣があり0金

物 「回天 栞員 1名 頭部炸薬 1 6 tJ人 問魚雷そ

のものが量産 されており SS金 物 よりt・更に非

人間的特攻兵器であった。徳山大津島へ lt遺きれ

回天乗員訓練基地での整備点検雑

"作

業中に終戦

となった、海軍の諸学校で学0敷 しい訓練の明け

幕れ すべで米艦 に体当たりするための日々だっ

た。今にして20ttntの■著 とはいえ よくやった

なと思 う.訓 練 と|まいえ死 と隣 り合わせである

突入 して崚死 するも時間の問題だった 生 きてい

ることが不思議なくらいである青キの血 をたぎら

せ 生への

"」

離行る を自らとったことに対 しでの

悔いは全くない ただ 社会的背景のもたらす、

その時r のヽ 「空気Jの 恐 さを今更の様に息 うだけ

である.

倶楽部句会入会のおすすめ
森   寿 作

倶楽音Fの句会に入って、まもなく4年 になりま

す.山 田 鳥 きんに 「先輩の話 しが素晴 らしい。

つ1句なんてなんとかなるから 兎に角入 りなきい

よ。Jと 半ば強制的に誘われたのが切掛で入会.

以来、月いちハイカーとして倶楽部の 2号 宝へ通

う二とになったわけですが、初めの うらは 俳句

のことは右 も左 も判 らず 冷汗の連続でとても楽

しいなどと云 える旬会ではありませんでした.そ

んなわけでいつIt落しても可笑 しくなかったので

すが 十いにも 偶々もうひとりの新人の×先生

カツ言りましたので ●l期の仲間 としで互いに励ま

し合い● ながら、なんとかその脱落の危機 を栞 り

切ることが出米ました.も ちろん、メン′ヾ―を減

らすまいとの諸先輩 からの暖かい思いや りのある

励ましに勇気づけられもしました。そして 同を

重ねていくうちに いつの間にやら|り会が楽 しみ

となり 又、句会のメンバーとしての自覚 を■つ

よう|[をって行 きました.

17青を並べて遊ぶ楽 しさ 事物の微妙な線察や

語彙数の増力‖の楽 しき、諸先輩のお話 しの面白き、

自から選句→る (民主的 ?)句 会運

`の

素晴 らし

(次ベージヘ続 く)
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さ等  々 この4年 余 句会に入っで多くのことを

発見し学ぶことが出来ました。特に諸先輩と規し

く交流が出米たことは本当に良かったと思います。

倶楽部の句会今入会を誘ってくれた山田さん 脱

落の危機を教ってくれたX先 生、そして諸先輩の

方々べいより感謝中し上

'ま

す。

lll句ブームと云われる昨今、多く0方 々の入会

をお勧めします.「 先輩の話が素晴らしい。つ1句

なんてなんとかなるから、兎に角入りなさいよ.J

数日来の雨で沢の水が5っ たより増えており沢

登りをHF念、 に 山経由に予定を変更しました.

イスブナ ケヤキなどの混った杉 桧の山道を

エッチラオッチラ。自然がよく残きれでいる口1頂

lll近へ.十 二神社より根本山項を経て下山につき

ました.途 中、草木花を貰で又、直経50tン チ、

ひとかかえもあるマイタタの収穫もありました.

薄日のもれる好天にも恵まれ 行程、約 5時 P●l

万歩.tによれば山道 1万 4千 歩を歩いたことでし

た。

歩

月

会く

<7 例 会>

関東以北の最高峰、日光白根山ヘ

7月 26日、午前6時 、倶楽部葉合 白=用 草に

分乗しでスタート.

昔招 白根登山口より自根の頂上をめぎじまし

た。弥陀ヶ池を経て自根山頂にて■食。

青空を背景にJし方に会筆駒ケ岳、ヒウチ シブ

ツ、上州徳高山、又、赤城山 庚申山も美しく本

日の「巻でした.

五色沼を経て下山 沼団経由にて帰桐しました.

日
光
自
根
　
み
ん
な
で
楽
し
く

<10月 例 会>

紅葉の草津白根芳が平ヘ

10月18日、午前 6時  1可生倶薬書Fを大型バスで

スター ト.岩 丼洞 ドライブイン休憩 草津 を経て

渋峠へ到著。

雲―つない青空 に胸 とどろかせで全員―致 横

手山の リフ トに栞ることになりました。

横手口山項、 晦 抜 23∞ 有余メーター)め ら

望んだ雪 を戴いたアルプス連峰の山波はその規模

の雄大 き 美 しさ、本当に心 を打つ、たとえよう

のないi巻 で した.徒 歩で下  ナが平で昼食.

三つ池 とよばれる池塘 と湿原の4 径ヽを白根 麓ヘ

歩む.草 木の紅葉 特に真青の空を背景にしたナ

ナカマ ドの赤.木 当に印象的で した.

自根 レス トハウスよリバスで草津大滝の湯へ。

況泉で汗 を流 し一杯のビールの うまさを満喫 し

て,膏路 につ きました。

≪9月 例 会>

森林浴の桐生川源流と根本山

桐生に住んでいれば一度は登つてみたい根本山

特に最近は森林浴の適地として桐生川源流地域け

脚光を浴びています.

9月 13口 午前7時  倶楽部集合。各自分来し

て梅日を北に登山口まで.

天然のマイタケです′

横手山頂 (海抜 2,300m)よ リアルプスを望む
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第4回桐生の歴史と文化を考えるウォークラリー

スター トの風景 (菱小学校)

第 4回 の I Ill生の歴史と文化を考えるウォーク

ラリー|が 、]1月3 1の 文イヒの日に方地区で行わ

れた.

このウォークラリーは 山紫水IHのまち 桐生

を再発兄するため 先人の残 して くれた文イヒ財 と

F史 をたずねで歩 く催 し 回を重ねる毎に参力‖者

が増 え、今回は  2300人 という夫変な人数。親

了で友人で グルーブを件って楽 しく語 らいなが

ら半 日を歩いた.

はじめの企画は青年会議所か提嘔したt,のだが

1可■■楽部 {歩く会,を はじめ、市内40回休力清

同し 共催の形をとっている.実 行委員会の会合

の場所もIl・l■,茶 部であり 倶楽部にも関係の深

いイテ事とをつている.



(81 第 52号 桐 生 倶 楽 部 会 報

>新 入 社 員 紹 介 く

>編 集 後 記 く

◎ 蓮君急逝.― 切 世丼に生まるるものは皆死

に帰す.と 思いながらも 「ただかなしきま イ

さりて われらが身辺 とみに粛条たるをいかん

せんJ

◎ 福H宗 空氏についで.

桐生■薬部治1"当 時の功労者である.

福田宗空氏は本名常吉と云い 文久元年 (1861

年)3月 、桐生Vll宿に生l■た.父 は庄蔵 その第

3子 であったが、15歳の時、号Jに一メを倉|った。

幼少から秀才の誉れ高く 8議 で岩瀬如淵の門

|=学び 17歳 で長野二郎 Jヽ山健三  岡次||に

ついて染色イヒ学を学び 20歳 で叔父黒川員頼につ

いて 織物、美術、漆器等の鑑定を学んだ。

21歳の時、境野村 新■弥和二郎の妹を斐に迎

え 織lII業を経営、分福堂と称した.そ の後 機

業で成功を収め、桐生物産同業XL合長となった.

また 足屁鉄道の敷設、渡良瀬水力電気の経誉

等に尽力された。■ fl 文化面でも、
'1譜

 近古

文学、音曲等″たしなみ 「桐生の四季Jと 題す

る新由を作り好評を得た.

花道 青道 絵画 建築などの造詣深く その

茶■ 「狸
'同
庵Jは 数寄を極めたものだ●,たという.

茶道は千玄宗に学び奥義を極め、東=に 於ても名

の知られた茶人であった。

1」生倶楽部に対しては設 t当初の調査に|まじま

り、第 1回の社員総会で理事となり、翌年には専

t(事 務ではない)理 事となった。

桐生lI鞣部構内のIl属食■であった桐葉軒につ

いても その食器、‖器にいたるまで福H氏 がと

とのえたものであったという。

≪退   会>

蓮   幸 男氏

社員 蓮十男 (はす よしお,氏が、ll tt 18日

出張光の東京で急逝されました. 53歳 .

氏は ■肯年会議所理事長 市教育委員会の委

員長職務代理者でもあり、これからlrご活躍を期

■されていただけ tまこと t残念なことです。

謹んでご冥福をおlrり中しl:デます.

Ⅲ 倶楽部だより ⅢI

◎ 8月

理事会 (11日)

歩 く会世話人会 (2日 )

,1句会 (25H)

09月

懇計会委晨会 (l日 ,

昔癒委員会 (2口 )

■ 事会 (8日 ,

歩 く会 (13口)「|・生川源流 を訪ねて森林浴 を

根本山沢登 りJ

月茨会 (25日)イ ギ リスr・L行J ttmi塚 越平人氏

俳句会 (29H)

歩 く会世話人会 (30回)

◎ 10月

理事会 (15日)

歩 く会 (18日)「れ栞の草津 白根 から芳が平へ」

会報姜員会 (26日)

●1旬会 (26日)

月次会 127口,「日定資産税の評価等 に ラい てJ

講師 I・l■市資湾ヽ凩長 峯岸 信次氏

歩 く会世話人会 (28口)

◎ 11月

行事委員会 (6H)

渉 く会 (8回 )「嵩 |―二 「三観■の令場 と城跡J

理 事会 (17日)

ゴルフコンベ (18日)於 足利 カントリークラフ

懇話会 (19日)白 然保護 と「5発の調和 を求めで

「堤円1-● 本町問の道路建設J等 について

輩|| |・l生市  高橋 +本 課長

歩 く会世話人会 (20日)

つ1句会  (26日)

月次会 (27口)「 B型 肝

^と

その周辺J

講師 古川三雄え生

円若 会 (29日)秋 手国幕大会
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桐 生 の あ ゆ み

彦 部 家 に つ い て

(室 町 時 代)

前号に、関白左大巨近衛竜 公力桐 生城 に滞在

したことを書いたが、その折屯山公に同′iした人

物に彦部信]券●る者力ヽ たヽ.

し吉F氏は 尊氏の頃からL代 の足不11子軍に

“

え

た重臣であ■,た.信 勝は足利
'呼

軍裏晴・rl]1近 l_

部雅栞頭晴直の次男であり、白山な与 0あ ったの

●近衛竜山公がよ ,た後も桐生 =残 り |(沢 に=

館 をかまえ、金山域i由 良茂繁にltえた.

その四年後 永禄八年 11565年

' t 

■都

に於て 1子軍義燿が二lf 松よの徒 によっ(,常

され、彦部信勝の兄

"信

は表準にIIIじた.よ って

信勝は壻信のせ児信直 I・姜 ,て嗣 としたという.

彦部=の 卜l■は □道 51け 、広沢五 1目地 Ⅲ

から南丙へ人った所 十量 (どろtlを ル くら=

十 ぐ西にそびえる手|]山の+七  イトと

`.,た

単郭

T城 1たんかくひらしろ|で  東西 ]30m 南

Jヒ121mも ぁる.写 真は長屋円であるが 二の

長屋I与及び母,■は江■初期の建物であり、全体 と

して、戦国期豪族の岸敦構 えがどんなものかがよ

く分 る賛重 な:,ので 県指定の史助 となっでい

る.

また彦部家には、市指定重要文化財の仁H 納

(つむぎ)i文 書力'茂 ,でいる.こ れ ま 足rl将

軍義輝の伴女小行ltから 彦吉F雅楽頭晴直にあて

た桐生繊物の注文書である,

この古文書 に日付 キこされでいないが、小行lI

も義輝 もと●に永村人年に級 されていろので i

口∫中期のt●のものであることは間違いない.こ れ

により i町 期 に ま|で に桐生lL方で被 紬など

の凛il職物 を上Lし  それが商品とtて =都 に」|

廻っていたともlr定できる
`

Oイ■H口 (にたやま)は ‖1生市川内町.

ｔ
痒
□
卜
瞥
靭

り

　
一
一
　

ヘう

た

の

一Щ

と

分

|,

れ

候

(

候

カ

し

く

白

あ

や

　

　

　

　

　

　

ｔ

ひ

き

に

た

や

ま

つ

む

ざ

　

　

搭

ひ

き

こ

れ

＾

■

の

御

所

へ

遣

物

に

候

よ

ろ

，

ね

ん

い

れ

ら

れ

¨

る

二

■

ま

で

に

と

と

の

９

候

様

中

志 ,よ

ん 上

の

す

す

し

J

付

従 ■

ひ

き

　

音

鬱
雛
駒
駐
群
脅‘
´

４
摯
ヽ

□
れ
い
二
う
ニ
ン
，
，
，
ｏ′

，
る

均
力

ヽ
ツ
４
，
”
■
イ

彦
讃指電史最) 鳥層纏撃爵ヒふ



12)第 53号 桐 生 倶 楽 部 会 報
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昭和62年度、社団ユ人lJ生倶染=「定廿キ総会は1

月29日 1金)午 后6時40分からh・l■倶粘 F2階 人

広F.lに於て開会され 下記の議案を審議 全巌案

とも原案通り可決示認された.

出庄音 34名、委任ll 173名.

1 昭和62年度事業概況報告
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'社

員給数 316名 (内訳 名誉社員 2名
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新年互ネし会は 今年|,]月 41!12時半から

名の社員の参|,を■で販やかに行われた。+野 理

事長の年頭の挨

"に

|まじまり 社員をイヽ表して大

71k市長、笹1衆 議院議員 日野商工会晟所会頭の

祝十があった.
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=月 次 会 報 告 =

〔11月〕 B型 肝炎と

その周辺

講師 古川 三雄先生

11月の月次会はllH27日  当倶楽部型

“

の古川

■雄先生に御足労をおかけじて 新llltt Lでも

最近特に籠題を提供 している詢症肝炎を含む肝

炎、特にB ttIT炎の月辺についてのお

“

を伺いま

した。

先■は27ベーンに渡る桐生しC、 保健術生委員

会による資料を用意されて最近の臨床的兄地から

のお語をされ我々も 1千炎ウイルスの恐しさを実

感致しました。

先生のお証の内容をそのエキスだけでも紹介き

せて戴きます.

昨年 7"下 旬 三重大学病院で小児科の医師と

看護けがB型 lF炎に感染し二人が死亡するという

痛ましい事晟が表面化したのをきっかけに各地の

病院でもB型 肝炎から劇症肝炎による死亡事例が

発茨されて医療r「事者や 般の間に不安が広が ,́

た。これら医凍蘭係者の場合、病院での手Flやう

議で不注意に恋者の血液などに触れて1子炎ウイル

スに感染しその後、運悪く劇症化するケースが多

いとのこと。死亡率8割 といわれるこの恐しい劇

症肝炎はやはリウイルスによる割生肝炎の駒 1～

2%力 蜘 |■イヒする。特にB型 肝炎力剛 症化する率

が高いといわれていろ,

このB ttllt炎は決して日新しい感染lTではなく

古くから綸lltによって感染する血清IF炎として注

日きれ 現在では原因のウイルスも良くわかって

いる.輪 血以タトでは母親からIFl生児への垂直感染

や男女間の性行為を通じての水平感染があリハネ

ムーンlT炎という首葉のあるくらいて`ある.

lcaの 1億 分の1の量でもlI内に入れば感染す

るというから感染力は強いものらしい.

ただ大人がB型 肝炎ウイルスに感染した場合

約]0%イ立の慢性への移行を除いては教 ケ月で治っ

てしまうケースが多い。ワグチンもまだ高価なも

ので―級イヒはされていないようだ。

症状は身体がだるい、熱ガあるをどから始まり

痢症化する場合は急|=責だんが強くなりおう吐を

くりχ二つ。

その他A型 等各種の肝炎又治家法等については

このつたない紹介は審1■させていただく.

古来 「肝腎なことJと いう頭にある,T腱のこと故

「分気をつけて鰤嚢に留意いたしましょう.

桐生倶楽部クリスマス

I日瞳12日(|)は、桐生倶楽部クリスマス察、小

さいお客様をちくめて80名 の出席があり、大変

賑や●lであった.平 野平四郎社員の素人ばなれじ

た手●●や サンタクロースの登場 沢
"の

賞IIを

用意した福引などで参加者は大喜びであった。

平
野
さ
ん
の
手
品

サンタからよい子ヘブレゼント
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― 懇 話 会 一 <11月例会>

自然保護と開発の調和を求めて
1堤町～宮本町問の道路建設J等 について

講師 ‖J生市役所 高橋土木課長

11月19口、標記の件について桐生市役所 高精

土木課長をお招 きしていろいろI・話をお伺いしま

した.

桐生市堤町 lT目 より=オ

“

の麓 を経て■本町

4丁 Hへ 抜ける観光道ホは昭和55年 より用地買収

力〕よじめられ、当初10年=1両で工事が進めらオ■て

いる.全長、約 lキ ロメー トルのこの道路は既に甘

本口■則についてはかなりの進渉 を示 しており用地

買収 についても90%近 くが済んでいるといわ′tて

います.

ド掲Ilの予定道路図而 を参Il・してみるとおわか

りと思 うが、桐生 を故郷 として受する市民 にとっ

て、又吾■ |を 見て育つた を■する人々にとっ

て重大な意味 をもつこの観光迫路工■のlII細ば|ぼ

故か 一般の人達はあまり知 られていない.

勿論、市綱|も環境l・l題に配慮 し千オ山登山道路

部分は トンネルエ法 を採用 し白然保濠 につとめた

いとの意 ulは示 している.

r■l発と環境破壊は式 る程度表裏 をなすものだろ

うが、開発のメリット 計画の適性 それに伴 う

厖大な経費の問題等について論議百出 しました.

皆 きん ドの略凶 をよく樹覧になって|口何お考

えで しょうか.今 後 もよく見キ ,て ゆかねばなら

ない間題だと思われます。

1    文化活動委員会

事業計画と予算配分が決まる
2月 27日 金谷委員長 藤江副委員長 ′

部会の責任者10名が葉り 文化活動委員会の

各部会の事業計画 子算について下;ビのよう

に決tさ
'■

た.

美 術 (倉1■ 艦賞) ¥30000

写 共        ¥〕 00a'

懇話会        ¥40000

t文化祭協贅として 511に
｀
桐上の白然

を考える、というテーマで用催
'

lI ● (年間12同)  ¥10001

(文化祭参加の1人会と著秋 2Jつ 人会)

コ リレフ ¥40110

14月 に文化祭参加のコンペを■る,

麻 雀

回 ^

l. 棋

歩 く会

¥21101

¥50000

¥30 000

¥100 ()()O

'毎
月の例会 特に7月 ま桐倶月次会を掟ね

て｀
志賀高原四 「八池とグルメの旅、12月は

懇話会と合同で
｀
遠 美 lj結と蔵の口]Ⅲ越、)

ビデオ ¥20000

(桐■倶結

`の

歴史をビ■オで残す,

F備費 ¥50000

以上′,ように■間40万円の予算で 各種事業

を活洗に行うこととなった.



桐 生 倶 楽 部 会 報 第 53号  (5)

社 員 の ペ ー ジ
じて作 られた迷宮 ラビリンスがタノックス■殿だ

と考えて ミノスニの名を取 ってミノア文明と名

付けられた文明と アクロテリの出上1古との相ll

性とがアトランティスーテラとの図式を更に■し

進めたと考えます.事 実クレタ島の パ`リ
'ェ

ン

ヌ、と呼ばれている壁画とサントリーニ島の壁画

ボ`クシングをする少年、は令く司 文化の所産

と考えられる程良く似ています.

更に私の興味をひいたの よ 1月約聖書の許編78

●rアサフのマスキールの歌です.そ の最後 1｀‐

ンブトけ彼らが去るのを喜んだ.夜 らに対する恐

れが彼らlι臨んだからだ。主は雲を広げで世いと

し 夜は火をもっ(照 らされた.、 とありま→.

サントリーニの大爆発と時を同じくしでモーぜに

よるイスラエル人のエブブト脱出がをされたと考

えられるからです.有 名な紅海が二つに裂け 無

事にI.ILできた事も火山爆発に国る津波現象とも

考えられる訳です.モ ーゼ達を昼とをく●となく

導いでくれた大いをる炎も又、火山の噴煙であっ

たのではないだろうか.

二重 三重にfl・・想像力をかきたててくれるこ

の島の頂に付み 眼下はるかに臨めば 心なしか

占ヽ アトランティス人の′がエーゲアンブルーの

海面に浮び上がって来るようです.日 を遥か沖合

に転ず″tコf大 な火球が■[立 てんばかりにその

姿を競の様な地■海に洗めようとしています。後

ろをlFり返れば純自の家々はビンクに 更にオレ

ンブにとその姿を変え 何かを訴える
'Π

く迫つて

来 私は唯、至福の―叶を■ち得た幸せを1床わっ

ていました。

ア トランティス探訪の旅
(一夜にして海中に没した理想国家)

小 島 弘 一

陽光きんざめくヒレウスの港 よリ ギリシャ船

籍のコンステレーション■ 150a)トンの船に簡単

な税関審査 を蓄ませて来船 した私 ま則待と興奮で

―I‐で した。いよいよア トランティス探訪の旅ヘ

の出発です。

プラ トンが対話集 ク`リテイアス、の中でソロ

ンがエ シブ ト第26工朝の首都として米えたナイル

河デルタのサイスの
"∫

の神官から聞いた..として

語っている,ト ランティス|ま、その記述の曖昧さ

t,あって我々のロマンをかきたででいます.

―夜にして海中に没 してしまったと言われるこ

の理想国家はヘラタレスの柱の外にあると云われ

た為 大西洋がその跡であると長い間考えられて

いました.

ギリシャlr考古学者マリナ トス教授はエーゲ海

の中央に近いキクラデス諸島のテラが,ト ランテ

ィスではないかとの仮説を立て、67年以14その発

掘力流 t てヽいます.こ の島の住人が海の守議神サ

ンタ イレーネを敬■ しでいる為サ ントリーニ島

と1子ばれているこの島は、3∞メー トルの切 り立

った岸の頂上にメ屯白の人家が密実 しており 海底

|よ30oメ ー トルもある為人型のlr.は接FF出来ず、

テングー ボー トに乗り換 え更にロバの背に揺 ら

れて L陸 しな〈てはなりませんでした.こ の島の

南端のアクロテリではロ ド盛んに;`掘が進められ

ていました。

この島の南方 120キ ロのクレタ島はイギリスの

エヴァンス卿によリクノッソス音殿が発jFされま

したが ス己元前15世紀項突然その文明が消 え去つ

てしまい その原因が人山の爆発による地震と津

波だと推定 きれました.丁 度その頃 ス トロンキ

ューレ (円形島)と 呼ばれていたこの島が大爆発

の末 ―夜にしてその姿 を海底に投 してしまい

現在の如 きH納 Fのみを残す :,月 状 となってし

まいました.

神 々のTtウ スの誕生の島として,1られている

タレタ鳥の ミノスIの 妻パシバエとlt十との間に

生れた ミノタウロスを幽間する為′イダロスに命

サ ン ト リ ー ニ 島
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歩く会程禦彎導栓画)
堀に影映す蔵の街、栃木散策

12月例会は13日、桐生駅 集合。 JR両 毛線で

栃木駅迄.

朝からの嗜い空模様力浙 木駅 を出発する頃から

本格的を雪ltなりました.巳 lt川に治 ,で八つの

蔵が立ち並ぶ塚H記 ●館に着く瞑は雪 もI■H II.

その吉江戸迄木材 を回,曹したという船付場は母

屋、土蔵の影をうつしで 雪 に浄イい れて静かな

美 しさで した.

代官屋敷であつた岡田記念館 明治の銀lT跡の

横山郷■館など興床な 、又あだち好吉IFの絵画

古美術品などを見学 しました。

ただ名家の一枚板の廊下に雪にぬれた靴下の跡

がペタヘタつ くのには閉口 しました.

最後に、当倶楽部冨」理事長の4 池ヽ久雄 さんの本

家で普からの味噌醸造所、小池伝兵衛 きんの立 ち

並ぶみそ蔵 を見学.H楽 「あぶでんJに て十懐 し

いグルマス トーブにて身体 を暖め、名物口楽 と小

池 さん陶夫l■tの心●くしの熱畑|まホ当に忘れられ

ない味でつい飲みすごしてしまいました.

歩 く 会 ぐ 月例会>
足利七福神めぐり

l月 101、 倶楽部、 9時 集合.同 栞にて兄利市

べ。好天に恵まれ女■の参加者も多く 曜のこと

とて外の団休とも交鉗 して販かな衛歩きでした.

草=美 術館から徳厳寺 (布袋尊)― ―常念寺 (

昆沙円天)― 一
西,神 社 (恵比寿)― ―長林寺 (

福社寿)― ―長尾弁天 (弁′大)― ―粒姫神社―

―明石弁天 (弁才天)― ―心通院 (寿老人)― ―

ばん阿寺(大黒天)―→足rl学校を経でll路。

本年も沢山の福に恵まれてよい年でありま→よ

う|=.

歩 く 会 ≪2月例会>
マンサクの花咲く石尊山、

湯殿山そして地蔵の湯ヘ

2月 例会も9時 倶楽部集今。タクシーに分柔し

て小俣の石尊 登 り |ま で 石尊  湯政山でマ

ン,夕 の花 を楽 しみ 帰途、葉庇の地蔵の場で入

浴 ゆっくり休んで帰 りました。

参加者20名。

栃木 「あぶでん」

足利七福神めぐり

石 尊 山 々 頂
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□
え 久 清 鳥 吉 須 寄 本 ′,ヽ

保
春 口 本 木 戌 賀 鷹 口 池

え 慟 寄 無 久 逍 鬱 吉 高
採

春 口 藩 を Ill藤ル 戌 木

え 高 力 本  清 遠 薔 ′1
栞

春 木 賛 口  水 燿 離 泄

桐生倶楽部創立70周年記念文化祭
みなさんのご参力0を

お待ちじます。

本年の文イヒ禁は 5月 7 から9日 までの3日

間と決まりました。 3日間、会鮎において キ道

屁 _‐画屁、つ1句色紙屁、写真展等が開かれ 社

員の方々の力作が陳

'1き

れます|ま た □碁、将

棋 麻奮 ゴル7、 歩く会、懇話会なども、文化

祭のll後にIIl催されます.

ガーデンバーティは8日 (日)4時 を予定して

おりますが 各種の行事IIつきましては あらた

めてご案内″■上 デますので社員やごア族の皆き

んにツt山ご参加下きるようお願いいたします.

Ⅲ‖倶楽部だより ‖|||

012月

理事会 (9日 )

クリスマス祭 (121)

歩く会 (13日)懇 話会合同 「自Ⅲtの 詩情溢れる

栃木市巴波 ・f畔故策J

俳句会 (15 )

1召オΠ63年

01月

新年互ネし会 (4日 )

理事会 {9日 )

歩く会 (10日)「 初詣 「兄利七福神廻りJ

監査会 lll口)

営綺委員会 (26日)

俳●り会  (26口)

歩く会世話人会 (26曰)

臨1キ理事会 (29日)

定●社員給会 (29H)

02月

理事会 (9口 ,

歩く会 に4日)「 マン■クのlL咲く石尊山湯段

そして地蔵の場へJ

営篠委員会 (16曰)

夕1句会 o6 )

文化活動委員会 (27日)

◎ 3月

=繕 委員会 (1 ,

歩く会世話人会 (1曰

'会報委員会 (2日 )

理事会 (7日 )

歩く会 (13日)

日碁会 (21日)春 季m磐 大会

月茨会 (23日)

II句会 (26日)
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桐 生 の あ ゆ み

由良氏の政治とその終息

(戦 国 時 代)

前々りに

“

14氏 を減ぼ したのは由良成繁 と丼い

たが 今サはその山良氏について述べ る,

山良1 がヽ桐生城主であったのは天正,こ年 (1573

年)力 ら同18年までのl・lである.

「良氏の束系は4Fl日氏からILている.新 ‖1表■

(義員の第3了 )の 了貞氏から横瀬I をヽ私 し 7

代後のえIkに玉って}H,氏 と称 した.

「良成繁は人日企J城 主であり 贅性 ヽ落で民

政の才を兼1■そなえ 攻めれば必ず取 り iOめ ′t

ば民皆襴 Rす るという人物であった.そ れIt 北

関束の L杉 ,ヒ条 式田の 3人 の天4の 中にあっ

て 次第に薇 Iを拡人し ,1亀 元年 (15701F)に

lt lし条氏政 より上IH―|りの知行を許さ′t これ

に栞 して

"氏

のド′ιの高かった桐生祐綱亡 き後の

桐生城攻略の峨‖をすすめて ついにH II'こ,こ

― れを成就 したわけである.

大工,こ年に‖̈ 城 を丁におきめた茂繁は 翌1:

本城命 を姉チ同紫にゆす り1司生城へ入 り 城を

修東 じ 下

""脚

rl∫ |1朝 ●する桐生山鳳

“

寺を

建tし た.ま たtFl口樹
`7‐

松村の岩松1表 口院青蓮

寺を ド久方の地に,し た.

た繁は詢生城に旧退御 年 人正6年
`月

2'日

に歿 した.そ の基は鳳■寺にあり T14i市 の手旨t

忙跡 となっている

戌紫のあとをついだのはに紫であろ.Π 繁は天

正6午  高

'1戸

城の■え兄弟を 翌 7年 には従来

桐生氏にに従 していた■川Jllク)2豪 ヽ 神梅城

主

";久

ボ能登守平政弘 五商‖l域上松島式椰少輔

平綱弘の違合軍を降代せ しめた.

しか し こアtl後 は衰迷に11う 天 l112年ヨ繁

はlL条氏政の奸=に かか り今山城を

''1又

さ′tた.

さらに秀 昔の小田原句:伐の!  ゙J繁 は北条1 のヽ

命によりやむなく小「原籠jtl「に加わり減亡寸11

にあったが コ繁の●″
'口

jlL方:丼氏け天下の形勢

を¬って 敢然 とじてゆ臣方に味 ガじた.そ の4

=秀 占1姻 葉を計 し ■レ J+久 の地に五千石を

綸することにした.山 rl氏はその後 徳
"家

にイ「

えて家系を完 うすることができた79・ 二れは口繁

ヵlサ炒|「FL赤丼氏のrjがあ ,たか
',で

ある.

桐|・城 をめ ぐる桐生の戦 |や ま この h良国摯

の+久 f7a17をも ,で終ったわけで ,́る

(「桐生市史」 「桐生の歴え」を参″にしたつ

凰仙寺山門 捐生市指定史路 自良咸繁の喜
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第14回 桐生倶楽部文化祭

創立70周年記念

本年の文化祭は 桐生l「楽部01立70H年 を;ご念

して例年よりも賑やかなものになった

,,に 508口 午後
`時

からの″―デンパーテ ィ

ーは]00名を超 える,加 者があり その席 にでTl

入オ1員 0司■の社 員は夫,と もども)の 1召介があ

り 人変なごやかなヽ口気であ ,́た.

文化祭は文化ittJll員ヽ会 と行事委員会の|,当で

あり 委員長さん以lt両委貫会のメン′ヾ―は企,コ

に 設常に 運常に大,占躍であった。

新入社員勢I●い

文化祭協賛行事及催物―覧 各競技の成積表

0ゴ ルフ大会(4/71

優 勝 関 口 企
`準優1" Jし

"1  
洋

位 に1嵐  健雄

二

`1阿
部 高 久

■ ● 樋 口 武 彊

B B F野 式 ■

―́カー i"老 沼 不1 入

0麻 雀大会(4/21)

優 勝 れ林■和(l.l

準健勝 富 水 辛 夫

ニ イ|," il雄

四 位 イi■ 省 二

J`|`古
'1■

●l

0将 棋大会(4″0)

“

 じ t‖
` 

源

: 化 本 1寸 懺 ―

: |1 野 ‖| 々 :台
'|

11 1ヽ 丼

“

1郎

11 朝 イ,′ 十

11 `iヽ :■ .・

0日 善大会(4/29)

籠 勝 ″ れ  進

“

l●勝 華 ‖
` 

源 ―

― t l村 1 ,● 次

¬ t命 休 俊 乖

■ ● 占 成 破 郎

群

薇千家銀山宋直協贅の茉席

賑やかなガーデンパーティー

ゴ ル フ 大 會 `月
,日

■at,“

麻 雀 大 会
一

日

”

□

‘

月

●

‘

午 於麻●κM

将 棋 大 会 `月

20a

午 後
`●

|,0,～
●,■菫

徘  句  会
●月,`B

云
'離

囲 碁 大 会 `月
,0日

お:‐

多  〈  会
,月

'日
所線

…

―

くつ

稔  薔  晨
,月 ,● ～ ,月 ,日
午

“

,`●●～午●●
`“

於広田

日 滋 tl農
日

時

月

一

，

午
　ヽ
＾

日

“

，

ｍ

月

前

●

午
於広間

俳 匈● ほ凛
,月 ,日 ～ ,月 ,日

お広閾

幸  邁  晨
,月

'日
～ ,月

`日 於広目

写  萬  晨
日

”

月

‘

，

一　̈
一

Ｂ

“
，

“

月

前
ｏ
一

於 1号菫

歩 〈会tll晨 於 |=菫

ビデオ崚會舎
¨

Ｂ
”

月

一
，
年

於。tl―

お 茉  麻
,月 |

於
`=菫

r● ●

“

豪配 ,

カーデ́ こち■―
,月

`
於菫口
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「
桐 生 の道 の今 昔 J

現″する 「桐生の道Jの Ⅲ 本町i聾りが一番折

じいのでそオt以11に古い道がいろいろあ ●た ―

番P,いt‐はダムの橋を渡って皆沢→彦田→t野 の

iヒでこ″ιはll上家が桐生に辿 りついた街道である.

前11■家tl T̃,郎ヽは

'1利
家の||で諜反グ)ため皆

"t`斬

ら″ιたとあるから iつ の賄力'あったとみろ

べさである 後のIl●l■家が数代に及んでt野 か ¨

姜 Fを しているのて佐lF家の分蒙|1関係たからそ

の′1来にこの道が使われたのである.

次に■要な占い道は人Πへ道 しる道で1可生を支

配 した白■家 (つ,田家)は 「松原の泄Jを 渡って

― 小々に入り菱をi壺って観音l‐あた りまtヒ リ桐生

城に入ったとみるべ きであろ.′ スヽ停の境野の 「

「人Π行道Jは その名崚であ り後liにこれはi[■

行せ に京行せ となった.

■落 しやすい第二の道は Jf線 である.こ れは

J 営ヽllTからりし市へ!Lて (水道橋の―つ駅奇の供道

橋 今はなし )ヽ 「llk■市iを下 ・て,1奥瀬力岸に

Fり ここに ・

“

十ヽのJlし' があ った. これ

“

|]京

割晴 道=,勢 崎を経て命賀野か,,中仙tに 遠 ,て

いる.

その意ltで元市が‖J生の人11になぅていた 宿

だから今=云 えけ駅のような もので人野

`1来

にサ

ービスする機円が備っていた,,しい.メ デ ィカル

tン ターのJLこ+皐 の跡かあったがこれが市の●

所の跡である.メぃ はl・l■城の出成〔看札|"があ

前原勝樹先生

,入下の形4を に:,んでいた.

"口
|はI¨ 預への防禦‖,の■苦りとしてつくられ

た.

元市か|,の道は新
"lt岸

に沿 ,て東に向い 汗

還―rのネ下を通 ,て (IH.在のコロンブス遊 り)本

町i重りの末瑞で交ォ しj並称
｀
″ヶ F′ に出 常木

の ｀
桐■橋

′
を」1,て 浜榊 ]を経て足オ」ズは人IЛ

べ通 していた その意1味で ・タケ下
″

はl・l上の原

=で 人い ■米えた嗜代があ ,たの〔あろ.新 力の

橋に
｀
桐生精

′
と命名 したのはII生から他価地に

出た代表術道の故である

本町道 りけ斬‖で行上りの市I街 |■すざなか ,た.

新
"沿

いの道は しtし =洪 水だゃ :,たたのでそ

の少 しlt● り (今の郵使局 ・1下

'い

に新こか出来

これが i・起■のJL II脇を通 るi生でその改をも ,

て新道 (シンミチ,の 名かある.こ の新道は 応

本
'J道

りに出てこれを少 し下 リヤマネヤ前か|,常

木11イr(イ す り, t入 るせに移 り 川11商店でIl

れて桐生橋を渡った.こ れが人J“キ代 ■〔の県i童

であった.

新情の名は元宿 =村

"す

ろものでユ水の厄をの

がれて 市場そ● ものがr・llし新に

`「

ら′tたので
｀

"i宿

′ ′)名がある. 貝,|,′ヽ1薔● も元宿力ら移1"

したものである.詢,宿

'山

り(よ

"1勝

■の|,前FJのl′

でt常 さ′tたが,桐 ■道の力i設で本堂の ,̈きを換

えて墓地 を突切 ,てT十 雌 となった.

斬宿i重りより古いのか卸

“

T交番の 下千から低い

●Lrへ向 ぅ路である.■ 誂 〔l‐はなか ,たが″ケ

「■少 じイリ小林歯不|のあた ,か ら小橋を工 ,

盛t橋 ヽ「l● ドに||て|li上の路 七なろ.こ れは錦

世rL,(,こ新市「.l)′)前から

“

平 ス眈のl`へ出て信

企 It え銀の裏に抜|)て西に進み術桜情下の

アバー トの ド子に出てここ=清 じ (ゥシロヤ)を

置 って岸製「■からミツバの前にJI 桜本JヽⅢ

島住七をi嗜り11曰に卜,■■の収を釜って|,ll_美

― 月 次 会 報 告 ―

〔4月)桐 生の道の今昔

講師前原 勝樹先生

4月 の|,次会仕1月 I,日 前原勝樹え生をおt.

きして 上iごの■腱で色々おirをお伺いいた しま

じた.t■ |ユ歴t的 にも非常に貴重なお話を

"|のような軽い夕 ′チで前原 lI―,Fさんが自家‖●の

は しめとしてフ ィァ ′卜を茉 ,廻 した語やカネキ

ヤタクシーな■ユーモアを交えての和気読 々の月

rr会でした 非常に興!ホある内容で した夕)でti

'計
計 メモIl粋より下記に御紹介いたしtす .
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大原へ核けた.こ れはオ1根
"の

水遷をⅢI用するた

めの道である.

新桐生埴が出来てから盛運橋がクローズア ッフ

してきた。その前はあの辺は
｀
サイカチ原・ と云

って荒野であつた.錦 町 桜木JTの

“

は当時束京

の紫華行にあやかるためにつけたのである

(木広町 もFlじ)

道路の ミチも人の道 もいlじである.十 いものは

それなりの意表があり χ新 しい道に改羊されて

通行される。

〔3月)地 域の活性イヒと

地場産業について

講師 桐生地域地場産業振興セ

専務理事 森 山

講師の森山亨氏は 桐生の出身 早稲日1人学法

学部+業 後 人和紡績に人社 中小企業診断士

近幾ファッション化推進協議会●員 大和訪マー

ケッティング■長等々数多くの要職を歴

“

.1'午

乞われて lJ生 地域lL場産業振興センターの斗務

理事に就任された.以 来 地場産業センターを核

としての氏の活躍脚 は誠に日党ましいものがあ

り 中lt実業界の第 線にある逸材を引き拡いた

異例の人事が大きな成某を収めたと評価されてい

る. 3局 の月次会では巾広く豊曹な体験と時代を

i同察するaい ■兄性にヽき I●牛地I・tの活性イヒと

地場産業について縦横に語つていただき 集まっ

たオl員に深い感銘を■えた.

〔6月)フ メリカ点描
(第4フ回世界ガス会議に出席して)

講師 桐生ガス欄社長

桐 倶 冨曜 事長 塚 越  平 人 氏

黎越=1理事長が ″ス会オt社長としてアメ|カ

ワンントンでlIわれた r世ィのエネルギー会議」

に出

" 

つい先 口帰桐された.

その往 コ゛りに寄 られたJし1米 中米の珍 |,しい

場所での,某 を兄せていただきなか ら 也々とお

証 しを間かせていただいた.

ボス トンの美術館 (特に東汗ゾーン) マ

'チ
ューt′ ツエ●1大学 (桐生出身の■沢枚授) 十

ス トンマラツンの心臓破 りの亡+に はしまリ ワ

シントンの会議でのレー″ン人統領の話 さ
',に

帰途宇 ,れたユカタン半鳥の中心都市メリ′での

偉大なマヤ文明の遺跡 野口英肛の記念碑など責

重な珍 らじいお話が続いた.

マヤ文Hllはla・c前looo年頃すでにIH.代のような

天文台を持っていたという.こ の文IIHを案いたア

ステカ帝l■は 16世 紀の初めスベイン人に征服さ

れ ,,後 300年「・lのスベインの支配が続 き 19仲:I・L

にメキシコ回として独■をしたという.

塚越|」■ Ji長は 沢山の写良の1か ;,希望の写

真をキャビネ版にして出席者仝員に ]枚 宛あとで

届けていただき皆 さん大喜びだつた.当 口の出I

者は50名をこえ大変盛会であった

ンター

喜氏

森
山
，
氏

メキシコの ビラミッド (llに立つのは塚起夫人)
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t日 本町 1丁 日の ミスズヤ書●の=主 人約内政

故氏が亡くなられた.先 代の4`～寛次氏は小`予枝

教,Ⅲを辟め 味嗚書 を商い Lの ハ附に 勺村艦

'の
喫 i・

‐:1究Jな どを並べ 本昼を常んてい

た.和 、の父人,1失二ほ小俣教会で住谷天来 (群ヽ

出身 カーライルの英III崇拝論の名訳あり)を 適

し 内オナ鑑三を知 り ■ 勺と人

'の

出会いが 和

i摯 ■研究会のできろγ

`瑞

とな‐,た.

大工 1年  市ilじの ミスズヤ言店の 2階 で桐■聖

書征究会が初めて円かれた.メ ン′`―|ま,谷 人来

を指導者 とし 人
'1 "内

 森下賢二 (末広町て

炭■) 」ヽ俣の石月孝二 帷 屋) 斎藤式 i{介

湾 い  i,木 志満プヽ 輌 家, 中オ寸栄 了 (後に人

"天

三の妻 私の母)等 であ った.大 「7午  集

会場所は ミスズヤから森下蒙のlI●・Lに移 り さ

',に
この年12月 1司生倶栞.lに移った.雨 来約70

年 Ⅲl生■楽部に於て

'日

曜 日必す聖■lI究会が

開かれていることは 日本における無教会キリス

ト教のIキ■の

“

●であ, 当■栞部にとって もそ

の存在の意基は人きい七[う .

桐■I来 部50年涎の 「●談会第 ]部 Jに 5代 理

事長の長よ氏が クリスマスをや ぅた1「が語|れ

ていて 大
'が

′屯|+二 賛美7k J・・吉F月読 説話

をしたとある.私 も了供の時に ',Il生 ■来=「

のクリスマ スに参加 していた事を盲己はしている.

戦後 朴1生■楽吉げi年IFがi☆|`″ t クリスマス

祭が人

"ヽ

三の1旨導の ドに行われたことが記採 さ

れている.

人F7年 12月に業会の場所が当倶 ●h吉「にf//リ

大■ 8年 に 日本初大闘∫ ′,夫 ,が 桐■に来住

した.′ ブは内十す艦二の晨であ,口 ヽ人妻 も 桐

■聖■口F究合に参

'|す

ることになった.

人F10年  ・.口普 郎 Httli  峰′1賀 F竿

も入合 し 会は希 々充■をじて来た.

当桐■倶栞吉Fに

^て

 聖書口1究会は千 2回

`t特:1溝減会を開き ヽ丼武 矢 勺京む

“

 塚本え■

社員のページ

桐生倶楽部聖書研究会

大 川  仁

畔 :贅造等を計師として

“

き 200名位集めて キ

リスト教証演会を行なったと記録されている

ス会員 会友の蒙族で口曜・́校が
`テ

わ″t 森下

宅でiわ れていたが 後に日水宅に移った 当〕キ

のt従 の中に ●藤喜平 4`内 正政 17,匹平人

中島満恵 ("夫 の姜)私 の兄T.+が いた.

特筆すべきは 昭和 5年 3月 内|1鑑三か亡く

な
' 

日水氏は勺オ編輸 鮎をtて  その会編で日

『学狡を開催した事である.今 も入口に `勺村Fし

念館・の額か現存じている .ぬ 館の ■に 勺

|1競■が 娘ノブにうえた 「父訓Jの 額t掲げて

あった 戦災で数々の内|,の遣品力1肖失したが

唯 の勺村鑑二のテスマスクと 此の父mの .●J等

欺々の史料が 桐生市の日水から 束■  ,● ″)

ヨ際キリスト栞大学 評館に●哨されているのを

私達は知っておくぺきだと思う 障l人ヤては Π

本はも七より 世界各Jか ら十びに来ている昔名

たちに 内,の デスマスクと, にヽ内||の衆えが伝

えられているのである.私 が1+キ10月同大学の湯

浅入郎記念館にIrて 「需と生活Jと 電じて公開計

“

を開Itじたのも

`・

∫かの口lTかとJう .

戦後  Iキ  石|え 寿宅に17・て集会が●たれた

力'「

“

和22年再び会場はll生倶栞部に移され ■

ヽ夫ヤの占口春之助 書 L誠之助lI+も ″]わリ

発喘叫の千
'ヽ

達によ て引き‖ヽがれ 聖言研究会

は続けられでいる.

□会が教●委員会ユの成立を巡ってi屁札をして

いた叶に 桐4:市は叶の束人裕長矢内原忠!“氏を

招いて証i●全を
`i,た

.市i の● 矢力京1 はヽ来

桐され 日求tに 17で ネしIIを■った.載 後 lH

刊面の混fLの時に 

“

J■T■ 匈F究会 ま 黒崎十古

石京兵水 汁木l・・郎 政池仁 ,JtttI等 の■〈

の内村鑑三の高弟をjШえ I・ltl■楽部 2.・に於て

議i●会を
'っ

た′)である. とかくエコ/ミ カルに

な ,ているIH.代の世lFの にあって 尤人達の■

した 眠に鬼えない遺こを

'け

ついて 次の世イヽ

に送るのも 私,上の■十ではないだろうか

父 人
"ヽ

:の結婚式は 教会を
"わ

ないで

イL谷天来の司式の ドに キリスト教式で当桐′「倶

栞詢;で行った.倶 楽‖結 婚式第1=で ある.型 の

IL 人IJ十郎 信人 そして型、の薔婚式も :L桐

tll栞 |「に於て キリスト教式で 父共二の司会

,栄 子のオル′ン十
^で `子

ったのを附記しておく.

(参= 桐■市■別巻 桐′L●来詢
`50午

Ⅲ )
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小山前市長に春の叙勲
オl■小山オ,4氏 (前桐生市長)力・ この春 勲

三等旭口1授 章を,章 された.

人口15万人以 「の首長で勲二等旭月中績章は異

例なことと云われるか 市長四期]6午の実績にルΠ

え ごみ無Fせ場 斎場建設 ド水道,|■の促進な

どイテ政効果をあげ 他都市の模範となったことが

今回の叙勲の大きな■山だという.

7月21日には 人沢市長等が発起人となって

“文で盛大に祝賀会が開かれた.

桐生lH楽部としても機会をみて 恒例の銀盃を

お贈りけ 社■ 11が机意を表する予tで ある.

群馬県総合表彰
昭和63年度訃ヽ県総合表彰式が5月 2  県民

会rLでiゎ ″tた.当 ■楽部社員の中か
',下

|じのお

i人が受彰をさ′tた.桐 ill楽 詢た じてオ1員 司

しからお祝いを中し上げます.

ln植汗 氏 (桐■志匠lllⅢli■合J!事;長
'

多年載推工業関係同体の役職にあって業界の指

導育成に尽力し産業の振興に,与 された

'野
■ 氏 (lr●徳高核長)

多年型、立学枝の教育事業に携って教育の振興に

寄与された.

歩 く 会
<4月 例会≫

稲含出登山と史跡の町小幡の桜

稲合 は西 L夕‖下●田世Tの近 く1370米の山であ

る 頂 Lの稲合11社に本られている神け ¬J度コ

1:のt「]で  lI徳 を

“

かに に合んできたと仏え

',れ
る. 1栞 地

'′

では iくから晨lllのネ

"と

して景

敬 されてきた.

1月例全はマイタロパ スでr盾合山登 りΠまで行

ったが 道は成雪が■く残企ながら登口は断念.

小幡涸lでゆっくり遊んで帰った

小幡剛は瓶日信長の次男信雄 を始祖に7代152年

間 後に松 r氏に誉 り4Fに100年 HI17.推新まで続

いた城 下口]口 木―の磨十11 織日七代のI 大

名鷹園 武家岸収 口

'中

をi荒れる川1水 その西

'Jの桜並木等見るものが多い.l●にこの日は武者行

列を見ることもできた.た た残念ながら桜はつは

みの ままであった.

rLいまだ 織Π L代 の城 ド「l

<3月 例会>

早春の鳴神山から金沢峠ヘ

3月 i3口 桐生l「楽‖
`集

仝.,夭 して極11全山

[へ 出光 しました.

円ざされた長い冬 ももうす ぐそこに=つ みえる

此頃 お人気に恵まれて| 迪ヽな 歩きで した.

登 口より大itを過てll神山頂 .ヽ二 峠を過で

全沢峠へかかる頃は冬の間の延 ll不足のたた りか

かな,こ たえまじた.吾 姜の見えるあた りで 」1

に

'1れ

 強 くて歩きたい人は女:;妻から4ユ ベ.

もう結構 とt うヽメン′ヾ―は極口側ヘ ドJJしました.

く5月 例会>

新緑の蓬薬山 ・幻の三滝
栃木県Π沼FJ O日野 L村 )′)奥に進末山がある.

日本三造栞の一つと云われ 約]210年前 日光二

光山を問山 した勝道上 人によ ,て開かれた霊場 と

F去えら″[る.

ここから夫戸
"(放

川,に 1●,てサ くと その

源流に■滝がある.数 年前までは地図にもなかっ

たが NHKテ レビで 「玄りのitJと

“

介され最近

はよく知られるようになった.こ の亀は二段にう

れt_右に山がっているの〔 ●てを一●で兄る■

とは難 じい.お ´は全剖
`で

50米位か.

■滝からは水●山へ さらに十 i口」 根本山ヘ

歩いて行ける.し たが って 日野上村 (現●は日

'召世T)と

'日

の奥はそれ■・・くはない

桐生からはせ沢 飛駒を道って蓬太山まで 白

家用車に分栞して l時間 あとは往復従歩 31+間

8時 ■||′L 2叶 に‖ J̈じて 41キからの文化●‐

″―デンバーティーに今員出席じた.

曰
本

一
の
磨

崖

仏

＾
小

情

□
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―岡田晴峰展―

■ろ
`H13Hよ

り2011で  わ山家口田1青1蔭歿

後23年にあたるたうの遺ll民が■ 文lり■てH催

され|夕した

画イ|ま 人正ネ期よつ昭和25年頃 [か けて l・t

市に存イtし 」ヽ常翠鰤

“

イ|のルi市として|「「■術

院

":覧

会で特選人●するなど 敗 多くの入進イ,力'

あります.

当クラ
'人

■間にあ つます「斉 新沐Jま,香 |ネ

′t丁代公口あ●ま蒙附延の もので 第14口ilTj美

“

,院●の出出作です I召|=年 ]0',1日 ●の叶 1「

新||■よりますと 1亭々とξえる杉の〔i木 の に

中くL●:業をイ寸けた半木の点授すろITI寂な気分を

■け した もので li景 力 ・・流の=せ |,ぎだ小鳥の

I貝か し一んとした本1:の1'か
',聴

えそうな感 しの

する出来栄え(あ ろJと あ,ま した  (■ ,

“

ll晴1“

"ln唯

歴

l14治28午 4月 口1口tfモリロ村に生まれる.

明治45■lF●で小■翠=の |1下生 となる.

人■141・鈴本^マ と薔婚 し朴J■に●イ|.以 後

埠かしいⅢ業を残 し 昭和11■71才でi,.
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・固

桐生のあゆみ

桐生新町のはじまり

(安上 ・桃出時代)

天J「lS4(1590)に 徳

"家

康は関束に入

日 し |「戸を経首の根拠地 とした.桐 生新町は

その翌年大正 ]9年 か ら慶長 ll午 (1606)

にわた り 徳川氏のイヽ■大久保石見11長安の手代

大野入右衛門尊吉が 日桐生領 54ヶ llの親郷触

″L,こ (おやごう●れ もと)と して 荒戸原 (あら

と まら, といわれた下久方 荒戸両llの―部を割

いて新設 した農オす簡
`市

である.

けだし従来桐■氏 面良氏時代の址下町であつ

たE館 (いだて)世 I屋 の地成 は あまりに狭小

で発展性に乏 しく桐生領の規郷 とじては不遁当で

あるとて あらたに人満

`の

桐前の比■野広地に

決めたものであろう.

当時の天満官は1可生領
'lヶ

オ寸の総鎮守格であ

ったことち多分に配意されたに違いない.

新世Tは天満■を宿頭に南北 13鶴Tを口,人行 とし

i:
:‐

ヽ
::.:

，
，
ｏ
一
●
“
４
，
■

●

下

ｎ

●

〓
轟
，
，

Ｏ

▲ 安永年 間桐 生新 町古図

円満 ■Jtの丘●を削平 して陣屋をかまえ FT人

街との間にlJT3 2‖ |の横町をつくって通路とし

た.

H回 のll=に は高さ5ぺ ほどの L居 を架いて城

,Fと し 国郭内は 「央に巾5間 の道路をllり /‐

の両llを間口7間  奥行10間 前後の短II状にすし

害Iりして序以とじた.こ こに近

'か

らの人植者を

つのって都市のかたちをととのえた.

したがって当初は]丁 日から41日 あたりまで

じかなく 他村への道路はII並みを横切り束は今

泉橋で今泉村に 西は小,根 橋で村松村に通にた.

その後 下瀞掘 (しちとろ|=り)― 新川までを

開l●し 5∫ 日6j日 までとLた .

i"運寺力新 宿から移転したのけ慶長 17年  IH

荷社 (常木)を 机原 (きいかちはら)か
',■

遷し

たのは慶長 18年 といわれる

桐生新口Tの戸数は明暦 3年 (1657)に 14

11T 天保 74(lS36)に 785軒であった.

支酉じは 慶長3年 (1598)か
',寛

文元年 (l

66])ま での 63年 間は大領であった.

(r桐生市史J「桐生の膠史Jを参考にした.'真

は 郷■資ll展示ホールの捉供 )
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=月 次会報告 =

〔7月〕特別例会
志賀高原四十八池とタルメの旅

7月 31口 前口迄の長かった権|1空がlめ 様な

快晴の朝を理え5時 十にln楽詢
`を

出発した私I―

行は一路志賀高原へ向かいました.熊 ノ湯硯川び1

著ガ8時 十 ここからは夏山リフトで前山湿原迄

Lり標高差百米をかせぎます. リフト下
^斜

面に

は二 ′コウキスアやヤナギランそれに早咲きのミ

ヤマリンドウなどが咲き乱れています. リフトを

降りて5分 程で渋池rl岩.i彙,しは裸高18i5米に位

置する周円4百 米程の小,召で :7島 が岸を離れて

漂っているのが見えます.こ こか
',は

コメッ″

シラピソなどのF7生針葉樹林の中を志賀 入口迄

約 l kmを進みます.樹 々のl●|からは漱々の鳥のき

えずリカ'闘こえますが残念乍ら■者は鳥の名を知

りません.途 中道端の小洞大に大然記金物のヒカ

リゴケを見ることができまじた.志 賀Il入口にて

健脚Illlは志賀山への●山コース 無策lllは四■ス

池へと二子に分れます 健脚組はJ頂 セを減う針

葉樹林の中を 気に前,.I賀|1頂(擦高2035米)を

越え お釜池 1馳 が樹々の向うt兄 えはれする

道を四「入池迄l131m歩 きまじた。 方ま籍 llは

ひと足えに四十人池へFl着 冷たいビールで喉を

濶じで悠々の体憩です 四 1入池は標高は90米に

位置する湿原で :栞さ30-7∝ mの小さな,“が実際

には70余まるで■ 畑々の織に並んでいます.花 の

盛りを外れた為わずかにイワシ,ウ ブ ミズバシ

●ウ ワタスグなどが見られただけでじた.比 処

で合流した iは 来た道を辿って石の湯ホテルヘ

向います.石 の場ホテルは桐4:に縁の前原治子さ

んが経営すろ山丼です.治 rさんと口交をi品めた

方も多く居られました.自 葡萄洒で乾17の後はホ

テル自慢のフランス料理を彙いて 本日のもう一

つのタイトルであるグルメ■貪会.奮 後は本戸池

の辺りを款策したり お L"を 買ったりしてのひ

と時を過しました。帰滸は1'之条辺りで渋滞に遭

ったものの夕亥17時 十には薇事に桐生倶楽部へ帰

著.39名 の皆さんが参llじて ドさいまして楽しい

夏の体日を過ごすことができまじた。

(歩く全世話人|1日 .E)

志贅山・山頂附近

=■ ===■ ■■■■=■ ■==■ ==キ ■■■

桐生 の歴 史 と文化 を考 える

ウ ォークラ リー

]l'13日 文化の 日に 「桐生の歴■と文化を

`える」ウす一クラリーが 山手地区 ¬辺の !′や

文イヒ1オを利用してllI催された.

これは 欄生惧楽部メ 全や市年全議Π7などの

各lf H体17■体の共催によるもの.今 Ⅲlが第5ロ

Hで 参加イは 2F5百 人という盛i兄だった

四+八 池中にて
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次会報告 = 〔iO月〕桐生織物の沿革

講師 桐生織物産地元売協同組合

理事長 木 村 一 蔵 氏

竹沢講師と女性の参加者

=■ ■■■■■=■ ■=■ ■=■ =■ =====

〔9月〕ハーブの自然染色

講師 竹 沢 要次郎氏

'田

4丁 目に染 :げ 「,日 乃■Jが できた.こ

の極田乃■は これまで地,織 紅業イで長年仕事

をじてきた竹沢要次郎さんとlυl毅さんの 2人が

■
'′
″ιたものである.

ここでは `む |の種類の´ヽ一ブ (香草)を 育 よ

し〔いる′ヽ一′ガーデンや′ヽ一ブ関遠の商出の開

発

“

F究室 屁示川」売場 ^― ブ染などを教える枚

室などがある.

,月例会は この

'`沢

氏を計師 としてお招 きし

た 当口は ′ヽ一ブと(ま何か からは しま, ●

物染||の話 ′ヽ一ブ染色のことなビ 色々な資十

を付参してご説lIHをいただいた.

′ヽ一ブは近年 本でも 健康に や|■に `ヒ

'出にと沢 使わオtるようにな り 特に女ltに人気

が高い.こ の″1会にも■ 員の奥様方がツ● 1参加 し

て下 さり 倶楽部 としてはt‐らしい例会風景であ

った.

10月の月次会は10月2つ口 織物業界の人 lL輩で

ある本村―蔵氏をお迎えしてお市をお伺いいた じ

ました.

氏は現在 家業のい小lT本商

`の

イ[長を,退 後

も識物業界 まもとより各方面の要職|■あ つ今 も第

線で匈1舌7 です.

1」■繊物について

l 両毛地城の一休性 と特沐[

a 工良瀬
"1流

域 と両モ機業地域

b 交道 水利

c 両モよ道の開■

2 山絹の発達 と取,

B 桐上織物の勃興

4 11生 流物の隆盛

5 捐口商人の:`躍

6 機業の, 隆ヽ と通信延輸の発達

, 機業の分fヒと各業

'1問

の成立

8 桐生織 rlの更tt

, πコi川に於ける桐生の慨 7t

10 Ⅲl+識 物同業|1谷のi●■

以上のような十 rに より氏の業学56年I・Hの蓄積

を敗々語られました.

氏ご白身のtい 立ちか
',,|ま

1 昭子「22年 初

めての市会議 員になられた啜の政女仝 民政党の

間題 桐生に載1カか発tし た因となるI・涸1-l口

から4丁 目迄

"近

のl●良な地下水の話 "陣 の■

術■人か
',外

Ⅲ との交流+々 .

その吉 人領であった r民の涸l 商人の口∫〔あ

った桐生の企況を:F介 じて載 きました

交通喪円の■達から銀

`テ

設立の過= 仲出サ(イに

合,の 成立等 話はつ きす 現在のII題のi肖費■

にまで言及されました

|`題中 なつか じい地名 会社名 人名も多く

氏は これからの昔い人の活躍の場を ′ という

ことで結ばれました.

尚 閉会の辞で1`1口里事長から桐
`L織

物 とtlfl

卜の訴などヽrlだし和やかな中に円会 しました.蔵
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‡社員のベージ‡
■キ,■■■■キ■■■=■■■,+■ ,キ●

大 間々 にて

カイロフラタター  廣  瀬    進

桐生にご緑を停たのは昭和 5年  T人 だった父

の転Fに よるもので した.実 家がⅢ Iの,に と ,

ては特に十いしたようです. B年 程|:住 したので

入学はJt小学校 F“和 12年 には●び同 じ■ⅢIで

II l■に移 リイ|むことにな,ま した.そ の後は本悟

地 も人分から当市に移 して名実共に桐生●民とな

った次第です.以 スー貫して枚郷は桐+と 回答 し

て現″に至っています.

桐■中学 2年 修了後 け■動年学校から航■士

i学 技を難て1召和 20年 ,月 ,官  栗京都下福■

の第 航■子備IT団 (現在の米軍枝日蒸jt)で 終

戦 身分は学生乍ら少けの襟章 プロベラのlll市

をつけてお りました.

桐生へ帰宅後は 2～ 3職 業を咎えた後ヽ野武夫

社長の両モ織産 (Il)に 春職 会社解故 と, にヽ大

陽神戸銀

`,(1“

和 25年 ～54年 )に 勤務 定年

後 もそれtに 取■ じた●格 免計のそれぞれを使

い分けて都 杓欺社に顔を出 していました.

このような経絆で昭和 35午 から約 27年 の間

主に都内で生活 した後 昨Fl・に■ ,て ようや く帰

郷が実現 したわけです

桐■ もすっか り板交 りしてお りましたか末弟か

永lIしてお リ ロ知の″々からは温 く迎えられ

更に当クラブの一員にも″「人させて載 くことがで

きました.

口下大F.| の々自宅にカイロブラクティッタの施

薫所を闘き 余岐は家庭束園の真似事や回幕 (自

称 3段 ■一世院の免状は昭和 48年 に得た初段)

に興 している平籠な毎口です.

永午11あ理1′tた人には気が付かれないかも知れ

ませんが 長い間都会に住んだオには当地の■活

環■の優れている点が,に 泌みて掏 ります.人 円

円係 Ffに人‖の機微に触れる歓び 四季折々の変

イヒに宙んだJ‖ や■木 +を 工る風に, びヽ交うら

の群などしヽ.tわれるものが数知れません.そ ltに

■気や水の ,ヽ澄なこと 騒吉雑 占の稀少なこと

物価のことなビ,しそ都会とは総て対象的と云って

よく 帰郷 してほつとするとは実に新様なことだ

と痛感 します.今 後 ともおるさとを人切にしてit

来の方々との交流 を道 して地′この人間にな,た い

ものと考えてお ります.

次にご″知かとJい ますが長期に五って療術に

関係している者としてカイロフラクティ′クにつ

いて少し述べさせて下さい.

戦後間もなくの頃食損運搬 をしていて曖痛を

“いたことがあります.1呂々高′なカイロブラタタ

ー,藤 緑光師カセ T日 の矢lF園に疎問中でしたの

で受療 難病かと],た ものが 回で完

'hす

ろに

至 りました. 21才 という若 さもク論千Fムったこ

とてしょうが|,の々
'技

に惚れ込ん〔早速

“

,,(当

時は入円lL弟市llし たのがこの業に携る1カ機で

資F.を

`]た

のが昭和 23,の ことです 長い副業

||″

`:た

,た期「]会 社の専嵐 トレーナーなども

経籠 しましたが 現在は■業です.

カイロは手 ブラクティ ′クは技術 と去 う意沐

のギ リシャ語で奇Il輌整燎法 と訳 しナす.発 irは

米「で してこのにには研究機円 も多く広 く普及さ

″tている模様です.

これは奎勢などの祝診や指先の触診によ ,て背

骨のズレなどを充見し 物F■|,に矯 |して派生 し

た布みや埃悲を治そう (■際には白夕ヽ良市ヒ作用の

促進)と する民|・H燎法でt,〔な ■ヽ|1根拠を■つ

でお ,ま す.守

`‖

範国は限定されますか とくに

前記の要l・で吉茄に悩 まされている人には格別に

効栞が認めら″tるようです.

種 々の面で恵まれた■i許環境の内にあることを

知って 平素から背骨を■ しく保ち爽やかな気分

て暮 らすことを信条 としてお ります.

10月 16日 から23日 までの 8日 問 ‖司生市

活性イヒイベント委員会 地場産業振栞センター

の企両 主催の各種のイベン トが続いた.

その幕明けはn・lt活 旺イヒ委長会の3る さとシンポ

ボジウム実行委員会 (同部信―郎実′i奏員長,こよ

る16日の憾 調証濱とォープェングバーテ ィーJで

あり |・l■倶楽1「の駐車場まで利用 けて賑やかに

`lわ

れた.

は
幕
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松島武雄氏を想 う

美術部 保 倉 ― 郎

10月25日の朝 松島武雄氏の亡 くなられた報せ

を受け 大口なよりどころであるt輩 を失なった

悲 しみと 人■・
‐
思い讐|けない急変を感 しさせ ら

″t′t.

じい口Iがいろいろと走鳴燈の ようにtり 過ぎな

がらしヽに重なってきた.故 人か ら受けた榮 しく

又 うれ しかったことが 今からは もう記ほの

なかに じか在 りえない.

この街の織物業界では 誰ひと

'知 ',な
い人は

いない貴要なlL位にあ, かつ大 きな活

“

をなさ

れていた氏は その範円での業績についていまさ

ら私がの′ヽるには及ばない.

桐生l「楽部で交 しあうときの氏は どなたも感

しておられた様に いつ もゆった りとじて |まほ

えましい表情の  L出 な身の振る丼いと 静かな

やや低い声で 規 しく語 りかけて くれる印象が浮

か rれたで しtう

私が彼と交際させていただ く様になったのは

11年ほど以市iに モルモン教のアメリカ青年宣教

IFを私の昼・・xにおきなが ら家晨で失会.fを習いア

メ リカの■i工と口本の暮 らしを況ぜ合わせて而自

く楽んでいた

"へ

 氏が来て いぅしょにや りた

いと仲 H二 なった。高校生や子ユに交 じって遊ん

だが 彼は 晩節 と煙事 ま 一I●tた,と も慎めな

いから これを工当と理論化するるに モルモン

宣教師を相テに お酒の効用を説いて語 り  本

の食習性や実家の松島薬「lの演方薬方まで●ち口1

じて 私 と共に 変な英語とおか しな理Fで 渡 り

合い 皆を笑わせながら会話練習をや りすごした.

そんな楽 しい悪蔵をじながらも アメ リカ人に親

切な面

"1を

兄て じヽのEか ら優 しくIL話をしてあ

げて くれました.

II l生倶楽部で美Illの話や枚歩の折 りに 松島氏

の語る内容は 常に私の思束になにが しかの示唆

をあたえて くださいました.彼 の精神 或いは心

底には いつ も少年の純情が宿されていて 老い

ることなく 歪むこと■く貰か″ιてEり  共無か

ら `tの ,● や発恐が生まれて来たのではなかっ

たかと心しられました.

学生晰 かヽら 柔道 文学 i_画 にり1染み 晩

年は余暇をみては,H絵の制作に励まれ 桐生美lll

協全と 一線美術協会のメン′ヾ―になって 踪な

されながら 利̈ 倶楽部の美術部で中じヽ的に文化

活動の指導にあたられていました.文 イヒ祭に大■

を出出され 懇親会で美術文化の啓豪を論しなが

ら お酒の進むにつれて 〔松島式肛調)の 夢と

希望が溢れ‖|て声もはすみ 何時しか 〔松島武″

少年〕のlt信に要って議論されていた.

彼に言わせ′Jr ■ の実惑を■たすに飾りの

ために常いた絵や 解 ,も しない異□の風情を旅

の白囁に「りまとめた売り絵等は 本当の美術で

はなく 趣味の作品としても下品で 気取らすに

iく 写tこ そが我がものであ,た いと主張してお

:,れた。

そんなllりに l_の かいたバステル両の芸と赤

了のスケ ソチをみて  「こう言う絵が当たり前の

ものだ ′Jと いってくださったのが 今にして崎

しい日い出になっています.

‖」+倶 来吉「の芙術鑑賛●をまとめたり 会報に

tの 招,を 載
'て

くださった氏の功績を深く感謝

いたします.

■■==■ ■==■ ==■ ■=■ ==■ =■ ■=

今、イベン トを考える

.、ゝるさとシンポジュウムを終えて

同 部 信 一 郎

よる10月に桐生市内

'“

文にてイベントウ ィータ

〕るさとの文イヒ祭 ,か 詢催されました.私 たちは

メインイベントのモノ● くりを也 した桐生の活昨

イヒを補完するため `く の方々が 桐牛の白然

文化 産 業について ●F嗜 所で 「あなたにとっ

て にびh・■するとはJを テーマに語るという「ふ

ろさとンンボシュウムJと いう●画で参画をする

機会を■ました.

ます 桐生,楽 部でおこなわれた基調講漬で今

丼俊博氏の 私たちが孝えていなかった視点から

今国のテーマについての説
"が

あ り これを受 す

た形で行った 「1可生テキスタイルフォーラムJは

メインテーマの布を 文化 伝lll ■業の各婉点
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から 人κ科学や民族学をワロとして 最核は流

道 という生々しい角度か らも捉え 「核をなすに

あさわ しいもの となりました.こ れは 繊協市年

部の方々の企画により 地元繊紅関係者のみなら

ず 全に

`地

か らの参加イを交え相当バラエティ

ーにとんだイベ ントとな ,ま した.

さらに 地元商連の市 .Lにより企画され サン

レイク車木〔イテわれた 「ミ′ドナイトトーキングJ

は 'コ 各地の地域振興リーダーと TPSや テ

キスタルフォーラムの参力!者 そ して桐牛広域圏

の方々との討論 という ●口で も初めてのイベ ン

トだったと思います その名のように朝方まで熟

′じヽな話合いがおこなわれ 集 まってきた地故lF●具

先進地の リーダー達の意欲を肌で感 しろことかで

きました.夜 らはI・l■のためにや ってきたのでは

な く llk',のために II・+か ら●lかをむ しり取ろ

うとしてやってきたのであろうと思われます.こ

の姿努 も,く め彼
',の

ものづ くりに対するどん状

さは学ぶべ きものがありまじた.

最終 口におこなわれた 「まちかど トーキングJ

では 桐牛出身の 3人 のコスモボ リタンに 特に

1可生のオ者に夕1して語って頂 きました.私 達 スタ

ッ7よ りずっと

`え

方が著い 3人 の方々の語の内

容 よ 樹■人のすばらけさ 世丼に,」用する桐生

等 大変興味深かったですが 間接的にしか間け

なか ,た人たちの1舌が直技間けたことはすばらし

いことで した.自 分で実際に見間きすることの大

切さを漏感 しました.

さて これらは泄たちにとってどの様なt置 づ

けだったかというと 新 しいII,■づ くりのため

まちの 性化のための つの手ユ.イ ベントであ

ったと思います.

この つの手■である3る さとシンボジュウムを

通して感したことは ますイベントというのは

ただ実●す″4ま良いものではなく IIH確な意味を

もたせ なにをどうしたいのか 

“

∫故するのか

行った祐果がどうなるのかを把握していな すれぼ

ならないということ.つ ぎに 誰か791してくれる

のだと■ってはだめで 自分七自,で ‖1題提起 じ

て′えて ■行しなければ あとになにも残らな

いということです.逆 にいえば 実イテというもっ

とも美味しい所をたべたいがために考え 古しむ

ということが ¬誠 経餃となって白分にフィー

ドバ ′夕してくる。っまりは まちづく,=ひ と

づくりとなるわけです.そ して 継続 ま力なりと

もいうように 打ち上げ花人のように 一度だけ

ただ実● してみてもrlにもな りません.II回 のこ

とを踏 まえ その充展形 として

`iわ

なけれげ た

だの無巧kになってしまうと思いま●.

よくまち‐メくりは人づ くりといわれます この

ことばの基本はます白分aま ちの よさを知 り す

きになること力」京点だと思います.桐 生人は桐生

人七してのビ史や文イヒを知 ,伝 統 を人りにし オ

リシナルな火イヒを||りだすパワーが この桐■倶

楽古「の建1カに蓄積されているので まないで Lょ う

か.

歩 く会≪10月例会≫

紅葉の平標 山

]0月13日 歩 く会10月例会は 谷

"IL峰

の

"喘に笙える平凛山 (たいらっひ■ うさん)で あった.

お知 らせに 「やや■脚向」 と記されていたので

参力「者かビの●集まるか懸念 ちされたが ■番幹

事の勧誘の瞳がよかったのか  |の ネーム′ヾ リュ

ーがあったのか 新 らしい参b‖者を合●て 裕勢

22名の盛ユさであった 自家用中6台 に分来して

の

`|●

も '1離 がやや迪いにも拘
',す

順調であっ

た.こ ′tは■を提供 し運=し てくれた方々のお陰

で いつ もながら感謝中上げたい.

当口は天候に恵まれて 初冠雪 と詢:茉の を

それぞ″L満喫さ″tたことと理 う  項附近では霧

と風の寒さにも蓬 oて 秋 と冬を一 ,に 経験 し

山の厳 じさの―喘を味わった人も多か ,たであろ

う.ll下 はそのコースの中象.

林道から標識に従って登山iこに入ると 責に染

った官松休の中を技けて 次,に i坂 へと

“

く

■ ノ倉山 (せんの くらやま)ま で足 を伸ぼす■頭

葉日が気がせ くのか ビ ′■が甲く 中腹の広葉

樹林帯に入る頃には 大分離れてしまぅた. じか

し  は始めの金 りで無■ をしてじまうと 後の

苦労力滞 加す るので 長丁場は白分な,の スタミ

ナの配,に 合せて命 らなけれ まならぬのである.

眸間に余裕があるaだ から むしろJ,い方の人を

標準にして ゆぅく
'登

ることが『要であろう.

Ji角のブナの黄栞の美 しい林  登 り=と に民け
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五

の
夕
綺
の
崚
ス

つ
　
　
　
　
　
　
　
　
え
嬌
ロ

菫
月
夜
〓
螢
ス
Ｔ
に
茨
饉
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
え
　
本

□九

月
□

夕
の
‘

の
間
４
く
な
り
ね
ａ
外
ひ
嵐
こ
　
　
　
■
　
池

廃
屋

の
■
′
垣
ば
か
り
菫

の
，
　
　
　
　
　
　
ス
佐
曰

未
り
継
ぎ
の
ロ
ー
カ
ル
諫
や
呟
の
沢

な

の
驚
夜
薇
の
あ
か
り
К
え
た
つ

′
略
は
之
ば
●
り
な
り
春

の
４

納
¨
一
わ
い
只
れ
む
一
□
紅
攣
曇
寃
ま
し

姜
ス
の
壽
に
ち
ろ
ろ
来
て
疇
け
る

□十

月
□

置
売

の
基
七
掟

せ
し
リ
ン
ゴ
ヽ

全
失
を
千
げ
て
＾

が
家
に
菊
嗜
る

駄
辛
子
屋

の
キ
軋
ピ
ン
の
”
ニ
ス

露
す
間
も
釣

の
■
入
彙
は
縦
ら
ず

羞
し
の

、
し
手

に
●
え

の
■
お
う

盛
崚
る
あ
オ
鑢
躇
”
セ

つ
ブ
る

姜

の
煮

る
ュ
子

の
６
逮
く
な
ａ
の
班

え ● 吉 反

本 ● 咸 タ

え 瑣 苺 た

本 夜 藩 ネ

■ 逮 =
蒸

口 藩 菫

猥 高 清 1,督

夜 本 ネ 池 ●

着 オ

水 ロ

●
　
池

ス
嬌
り

ス
に
ロ

´
　
ロ

てゆ く素晴 らしい展望を楽 しみながら登るのこそ

“

さわしい山歩きであると思う.

振返 り兄る浅間と麗沢の還峰が 非常に近 くll.

められ 苗場の―角 も姿をみせて くイtる.大 分汗

をかかされて平標小ビヘ到首 先ずは冷いi肯水に

咽をl・lす.な だ
',か

に笙える日的の平標山も仙ノ

令口も 緑 と責の草原をなし 対象的に荒々 じい

岩肌のユビス人黒 ′頭には 霧の飛来力‖まげしく

やは り高山の趣 きを豊している.

t発 隊の小さな姿を日で迫い 笹原の木道の7Ht

段道 を登ってゆく.次 ,に 左尾根の緑の針葉樹林

は 丈力¬

`く

なって いつ力ヽ 肖えて じまい ●の

草原べ と変って くる 仙 ノ合への道と■肛で分け

もう 登 りである.

三等三角点標石を真中に じて 「:1い 項で|`念

撮影 山頂は今までの口だまりから 変 して 風

が強 く冷 く 富は頭上で青空と境をつけていて

新潟県側は何 も見えない.さ すが表 日本 と裏 口木

の分水嶺で 気象の差をまのあた りする。汗で晩

がされた七―′―を着こみ Fl当 りの少い日向で

口嘩 深い 日光連山や 皇海 (すかい) よ婢 し

赤城などの眺望を前にして昼食.

,"路は■ らの新雪を踏み 冬枯れの池培を見な

がら下る.高  ll物 のヽき

`し

れる頓に もう 度

訪れてみたいとの[い にかられた人も多かったで

あろう.全 員無事完登を果 した.  (藤 丼龍 人)

※倶 楽 部句 会

全報に毎号出

ているように

'月

句会を開い

てお ります.

初心者だけの

集まりですから

気楽にどなたで

も参

`]で

きます

入会 ご希望の方

は■務局へ申出

て下さい.

J
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ぎ
劾
答籠富″

″″́″″ク
徴

と″″″ガ鐵嚇覚甥見クボ
昭和 ;3年 秋のよ章受章者が 11月 1日 充表

とな り 社員全子匡男氏つ'めでた く藍疑褒賞を受

■されました.桐 ■lfl来.l社員―Ⅲ じヽか ら祝志を

表するa第 です.

命子氏は Ⅲl■繊物協同組合の■事長七して広

蹴 物業界の振興の為に人きな貫献をされたこ七

が認められた もの.昨 年4月 のn●生織物業昇 ホ

化により 現

`:は

桐撤協同:に仝二1理事長 |:11脇

議会長となった.ま た Ⅲl■商■会議所II合,真の

要職 にもあります.

‐ 倶楽部だより |

03月

理事会 (]0口 ,

,|●]会 (25口 ,

歩 く会lⅢ話人会 (2,日 )

09月

理事会 (7日 )

歩 く会 (7口 )「■巌な狭名II社 と天411 J

俳句会 (26口 )

歩 く会世市人会 (26月

'
月次会 (27日 ,「′ヽ一ブの自然染色J

議|" 竹沢 要次郎氏

010月

●■事_‐(7日 )

ゴルフ人会 (13日 )於 赤lll山カントリー

歩 く会 (16日 )「■ もみ しの Ltt r標 ■

歩 く会 1計 人会 (21 ,

H若 人会 (23日 )

会報委員会 (24H)

徘句

`ヽ

(25日 )

月次会 (26日 )「樹牛戴物の沿革J

議HI 木村 ―蔵氏

◎ 11月

Fll事会 (7日 )

懇談会 (9日 )

′i■委員会 (1,日 )

月次会 (25日

'「

輩近の中束 ヨーロ ソパ ア

メリカの事情についてJ 議帥 阿部 í久氏

初:句会 (28日 )

>社 入 社 員 紹 介 く

“

==■ ■■====■ ==■ ===■ ■=千 ■■

◆編 集 後 記 ◆

会館増築のT事 が進んでいる.午 内にはi成 し

■l際ロータリー第256地区の″バ十― F・務所 とじ

て 約 2■ 間桐生lfl楽部が貸与することになる.

(このことは7月 15日lfの平野■事長名のχ普で

全社員に.tIIl■上げてある).

第256地区は群馬 新潟で jL区 勺に約80のロ

ータリークラブがあ り 」L区ガバナー ま口際人会

で選挙 され 一年|・Hその(持 地

`に

Rl(回 際ロ

ータリータラブ)の 方Jを 実施することが主任務

である.19S9年 7月 から1990■6口 まで桐生のi

野 郎氏 (桐生倶楽部社員で もあろ)が  そのガ

バナーをつとめる.

社団法人 桐生倶楽部会報 第55号
i,"年 (昭和03年)12月発行

充行人 平野元 占  編集責

'者

」ヽ池 久4

1「 扇1 ッボノ印刷休式会社
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名誉社員

'‖

村佐助氏の
御逝去を悼む

社回法人 桐生倶楽部

理事長 平野 元吉

桐生倶楽古1名普社員 元理事長,叶ナt助 氏の突

●Fの計報に接 し 誠にま愁の念禁 し難 く 在 りし

口の而影を偲び じヽからなる哀Iの 志を表 じます

氏は幼少の咬から御1両親の労苦を兄るに忍びず

敢外 七して両親の膝元を離れ ,,来 の大成を期 し

てi都 Ⅲけす南,占に人店されまじた.朝 は早く夕
'

夜は遅くまで ―意専心商道に励み 1lFの 中堅

となって良く精励せらオ■ました.

こうした働きは川村ネ[長の絶大なる信頼を得る

ことヒなり 大「12午1局 '1オ寸t兵 衛商F‖|■

支F長 に任ぜ心れ初めて桐■に赴

“

にて参りまし

た.面 来■姉1布 余午 午々繁米に贅栄を章ねて

昭和ll午3月現在地に於て
"け

寸lI式会社を創設し

て

“

a・1夜オ[長に就●さ″tました

それからの氏の活理は誠に目党ましく 糸商肛

合のF■事長となって業界の良き指導者となり 或

は繊物組令に業者を集めて原滲,の将来性 成は百

取|の 改普等 卓越せ る識兄を述べ られ桐生産地

葉棠のちに非帝に尽力されまけた.

[``和43年 2月  桐生lll楽.|は役員改選 とな リ

満場―致をもって川村佐」ll氏を新■■T・長に推挙 し

前原 治前型T長 の後

'と

iたtま しました。Irは

倶楽部の箕米は社員相

'の

理解 と親Lに あるとし

て 楽 じい倶楽部の実現 に尽力され 内¬
'の

機ll

改革等を

`iい

 お蔭をもって現rの ように 300有

余名の社員を確するtに いた りました.

又 倶米部は倉1立以来70年の歴えを数え 建物

の破lH甚だ しく 収毀 しか他へ杉転するかの間題

に対 しては 断同反対 し■々の先輩が残 じた貴い

遺産である腋に厳市なる1多理を施 して保″すべき

〔あると力説 し 大l_‐理 を施 し お蔭をもって

^日の美 じい建 ltjを埃 じております.

又 特筆すべ きことは 氏が営業に仏って得
',

れた千1益の一部を過去30年にわた,年 々|・l生市に

又 故郷の部上′ヽ幡口Tに寄付せ られた事です.

この尊い巨額の●〕芳志は幾百幾千の人々を枚い

成は,1+1奨十資/fとなって多 くの人材を育成せ
',

れた事であ ,ま しょう.

このような数々のllJ結は 桐生市イ誉市民に推

学せ られ 又 増「上八幡 lTでは故郷が生んた人茂

功者 として 郡 「入幡門の第 1号 名誉町民にII挙

さオtま じ′t。 ス |ヨ|こ於て も
'召

n148午8月 |こ|ま自

治大巨表彰 昭杓●0年 5月 にはlH授褒賞 昭和51

午 5月 には勲工等双光旭 曰tを 贈 られました.当

倶楽枷
`と

してもヽ成に名誉なことと存 じます

こうした
'利

氏の数々の御励 Fを私えると共に

"村
氏の御意,よを継いで倶楽部を守ってまい りま

す.l●lキ安 らかに御・ll眠あらんことを御析 り致 し

ます
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川村名誉社員 と

桐生倶楽部
桐生倶楽部名誉社員

'1村
佐助氏は、 2月 21‖午

后10時 人院先の嘔立前橋病院でご逝去になりま

じた.91才 のご高令でした.

川村佐助氏は 「吾1性知足 〈われただ足るを知

る),を 信条とじ、報恩感謝の企厚く a会 のた

めに 福布[ 秋育 文化 産業各方面にわたって

夫変な責献をされました.そ のために欄牛市名誉

市民、郷 Lの崚阜県郡上人精町の名誉●r民に推載

されたことはよく知られているところです.

ここでは桐生倶業部に対するご功績をじのんで

みたいと思います.

川村氏は 戦後の昭和23年12月に桐生供楽都に

人社され 昭和27年理事に就任されまじた.44時

の理事長は境野武夫氏 扁,理事■は長沢議雄氏で

した。

I14和

“

年 1月 時の理事長前原 ‐治氏力懐 腱の

まま急逝されました.そ の年は 桐生倶楽部i+

周年に当るので、教々の記念事案″計画され、そ

れら力喘 く緒についたばかりという時期であった

ので、後任理事長のgFF力扶 きな問題となりまし

た。

早速開かれた緊急理事全では全■事が 炊して

川村氏を理事長に推 しまじた.しかし
"|十

1氏は「私

は自分を良く知っている. 彙ヽ学非才、とうていそ

の=で はないので辞退したい」と言われ、頑とし

て受けません。その後 理

`●

を3口 も目き、
"i

村氏に再三再四お願いをじて ようやくご承認を

いただいたという経過がありました。

しかし 第7代 珂事贅をおり1受けになると 責

任感の強い

"け
サ氏のことをので 今力を傾注して

その職に当リ エ+周 年の1己念

"業

も式典も立・lr

に遂行され:後 任菫事長としての務めを全うされ

ました。

a/jめは 理事長を受けても 効だけと言われて

いaレ たが その後の改選期でも川村氏以外の理

事長は考えられないという程、全社員 ・理事の信

任を集め 昭和55年、前原勝樹氏にバ トンタッチ

されるまで 6期 12年■●工をされました。

"1村
氏は 社先を景取し、郷土を曖する,●の非

常に強い方でありました。従ってII生倶楽部につ

いても 「郷土の先輩の残された貴重な遣産であ

るから {●lとしても守 ,通 さなければならないJ

という信念に燃えておられました.理 事長として

の言動がすべてここから発しておられたので 今

惧楽部社員からの尊敬と信餃を集めたのも当然で

ありました。

桐+保 楽部はnl立以来01年を数えます。桐生■

楽部の存在は、桐7■の雁史 文イヒの上で誇り得る

ものでありますし、建物も文化財とじて貴■なも

のになりました.し かじ、長い問には色々な危機

もあり、その度に
"II寸

名誉社員のような方が出て

栞り切って下さいまじた.そ のおかげで現在のllt

楽部力̀あるわけです。

全社員あげて力叶す名誉社員のご近去を悼み そ

のご功綾に感謝申 ヒげるものです。  (小 池)

定時社員総会

桐生倶楽部の定時ネ1員総会は 1月 3o口61tか

ら会館 2階広間でll‖され 以下の議案について

審議をした.

1、

“

和08年度 

“

案報告 収支決算

2 平茂元年度 事黎壽輌 、収支子算

3、 役只改遺

役員の任期 (2年 )湾 了につき 改選の結栞

次の理事15名 監事2′ が選ばれ 続いて■事の

互選により■事長 冨,理F長 を決/tした.

理事支  平野′1古

11理事長  壌越平人 小池久κ

彙事(仝●「担当) 関口全之 矢

“

I召

理事 藤江傲雄 飯Ⅲl清治 金谷善介

:キ水信次、野田友治郎、工十嵐撻藁

佐藤富■ 岸田英作 木島清

庁芳正

監事  吉野―郎.北 川洋

選任された役員
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平成 1～ 2,i度 委 員 会 構 成 社団法人 桐生倶栞部

委員会名

`]

事

担●,型事 菱 員 長

野 田

企谷(豊)

副委員長 委 員

lf  日

五十嵐(腱,

l.藤(清)

L藤 (富)

書捏

`裏

3

¬‰)|[;』舅写たl[:顆:不1鮨1誅稿
文イヒ活動 藤, |:(紋,

含   報 小   池 岸   ロ 九山(!い =1 坪野(恵)

営  繕 清本 ([)

`藤

(富) 平野(元

' 
木島 ●地(テ)保 倉

縁   務

会 8増 強

企   画

塚越(平) 小池 餃山(市)

塚越 (「)清 本 (「,

Jヽ :し 木  島

文化活動委員会 (趣味の部会)
美 術 部 懇 話 会 徘句部会 麻省部会 囲零部会 ゴルワ部会 1将杖部会 歩 く全 ピデオ部会 写英部会

ユ当理事

部 会 長

岸田 岸

保倉一郎

小tl 本島

藤,「ヽ 人

小池 清水 岸田 岸 1野口 小池 ■+ヒ 閾] 平野 野田 小池 本島

木ん 清

金.i 範

五「嵐健雄

岸m 塚越

久保田裕 1 lt′1 洋 |・l峨 治1『 片つ1業宏 平■平四1『

`越 `人属」部含長

部

貫

´賀武よ

餃田回 雀

"島
忠昭

小林  ■
丼藤事1'
塩峙侑i
田島英二
口中―リ
福島昭占
福田 章
藤十t人
lF倉-1`

't山

貞人
■羽武雄
岸 ,正
烈賀武よ
音地芳吉

J疵 処 ト

■十嵐麟

"口
■

曽1, 信
4 池ヽ 謝́
4沐 一郎
本島 清
斎藤喜平
島 14二
清水信次
篠田 久
奈良彰一
福島昭吉
福口 章
藤十純人
丸1正 一
音地山高
,,ツ武雄
l●l●洋二
有瞑昌治
山鹿英↑

吉よ敏
'F

上野武,
違躍勝久
同峙 弘
同田光弘
合林たイ
小池久雄
斎藤喜 ′
ん 勝二
蓮iB源―

菫 ●■
J[専
吉成tflF
山根,虔火
金丼利雄
広瀬 進
野Il友治

'`

・̈̈□軸け̈
赫呻□̈岬

□̈□̈̈
□̈̈□̈］抑］̈刹̈̈
□□□□

烹田良徳

飯[ll■tt
I十嵐健雄
J:"武 見
大島宗作

"口
■一

岸  稔
奮林掟″
栗原量介
+場  章
L々ホ 郎
下lJ召三
lT●l恵治
森 寛
奏口 降
吉出諄次
米出諄

“
‖オオ式ll
古成掟郎
田Ⅲ暉先
片柳凛

`八本1獄羊介
な島 蔵
片山F二

¨内晴人

野田友泊

'|
」山利エ
平野平四

'|本村偉一

藤丼た人

瀾
昭
稔
清

心
原
ん

島

江
川
岸
本

命林俊雄
小 也ヽ久F
後藤久大
小IF 松
小堀 隆
査藤喜T
驚水イ=よ
田中一,
中里基宏

い̈［”呻［□詢̈̈
珈̈］

金ナ利雄

餃口踵 雀
五十嵐健雄

"|■
一

平野平四郎
,羽 武tlI

苦上談之助

書上議之助

菊地 ,
i 方止

嫁延 1′人

丹羽釧
何原丼源次
田中甍

“
多田 明

ホ石峰

平成元年度事業予算
1 行市 委 貞会

新年互 礼全
文 イヒ 禁
ク リス‐ ス

2 文イヒ活動晏 員会
美 4j(lJlt)(鑑■)

写  真
懇話会
,1句
麻  省
国 彗
ゴ′レフ

オ,  棋
歩 く会
ビデオ
雑  贅

3 会報委 員 会

150
300
2 )()

.■ ¥650

30
10
40
10

2 0
50
40

=0
100

20
50

11 ¥400

11 ¥500

i日 のアンケートの集「|と 3月 2o口のイF事委

員会 27 の文化i舌動委員会の協議の結果によ,

, 新しい委員会構成ができました.

趣味¨ 1会の場合は 詢
`員

になってなくても

イテ■の案内だけをご希望の方のリストは,1にあり

ますので その者
`度

ご案内はさしLげ ます.な お

この表にr●l述いゃ 記載もれのあった場

^ 

その

他不 呵の点がありましたら ご遠慮なく事務「lの

本村ま〔お中出下さい.



(4)第 56号 桐 生 倶 楽 部 会 報

― 月次会報告 ―
V3ヽ ,ヽヽ 攣ヽヽ ヽゝ ス挨ヽ ヽヽ ■Mヽ ,ヽ… ｀` ｀ゝ ス

(11月)最近の中近東・ヨーロッパ

・アメリカの事情

講師 桐生整染商事燃社長

新年互礼会
新牛五ネL全の参力1者は年 増々えているよ)で

大変僣しいことです.

社員 大沢市長のあいさつ

F‐
̃…̃̃̃̃‐́――ヽ―̂ ―ヽ―――――――‐ ‐―～‐‐‐‐―～,‐1

L胴 嬰 型 2ノ 蟹 墨 涯

例午通 り 今午も12月]0日● [J列のクリスマ

ス祭がイテわオ■ ttljl者76名 大変にざやかでした.

,年  アノリカ ヨーロ ソパ 中近東をい1って

いる.今 牟は ,月 3日 から]0'`16日までの約40日

間で Π りじて来た.

中近来はイスラムの″えの生きているにである.

商談をしていても 曰五回のイしキの時F●lになると

テと顔を洸ってモスクベlrってしまう ′ヽンは 1

ヶ月間の断食をする

複■7(4人 まで)の 去を■つことが計されるが

実 まこれは大変なことである ●員を物質||に し

精イ1的にも公平に扱えるなら という■件つさな

のである.バ イヤーに自tへ 招行さ″tても 久円:

は絶●板を兄せない.交 事をはこ卜のは

"性

 綺

 々 女1+は降のil.■からのぞいているF■度.

'こ

罪に対するt千1は蔵 しい.盗 みをするとその

=に に 夕って 公衆の面前で|(場で 手か籠をバ

ッ十 りやられる.1/T,て  金七落しても必十ヽる.

ホテルでltの ドに小銭をおいてもうけとらない

程だ 洒や水着姿の女性のヴ真などは厳禁.

中近来市場で商売でもっとも日木を厳 しく追い

上げているのV91“国.繊 推 も
`1年

までは何とか曰

本が優位であ ,たが 今は6o～70%が 姜□出にじ

めらオtて しまった.

楽以 Lの ような具味深い話を間かせていたたい

たが紙面の部杏で ごく 詢,だけしかご率4介

できないのが残念.

阿部 高久氏

口美歌の合唱

人気の福ヨ

今年のサンタさんは誰,
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社 員 の ペ ー ジ 丸 山 貞 夫
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□二
月
二
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一
日
□
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韻

■
滉
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ｉ
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籠
歯
〓
薇
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薇

月
織
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Ｒ
峡
，
帷
　
月
彎
よ
よ
と
し
て
今
帷
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史
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奎
ネ
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ぶ
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悽
■
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々
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ａ
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と
Ｌ
悽
，
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□

※ メし山自夫社員よリー 1月 に川村佐lII翁頒徳の

詩二首が寄せられました.と ころが翌 2月 "

村翁が急tlされ 丸 社員は大変驚かれ 急違

追1卓の漢詩をお作りになり倶栞部会報委員会に

お寄せいただいたので 今号で振徳 迫悼の詩

を 話に掲載いたしました.

なお 珍らしい皆既月蝕の計も丸山オ1員の作

です。合わせてご鑑賛下さい。

中□語で子占のことを「■J,吉 のことを「根」

といい両方を合わせて文字の発昔のことを「声撻

という。漢詩とは ごく人ざっぱに言えば一句の

字驚がきまっていて押根 (韻を=む )し たもので

ある.韻 の数多くの種類があり 先設 真燎など

はその一つである.先 韻の詩なら 先t員に属する

文字 午 書 難 筵等々を用いて■る.

漢詩の韻について
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歩 く会 (12月例会〉

遠山記念館と蔵の街 「川越」

蔵の町らしい資料館

12月の tl会は 「歩 く会J「懇話会J「美術|1会J共

同の企画となった.12月 ]l(日 , 11生倶楽.lに
'

叶■企 夫型バスで先ず遠山「1念館へ.la念 籠 ま

川赳の手前 埼 E県,1島町にある美術針 ここを

見学 してか らⅢ越市へ.亨 多院をは じめ 小江■

といわれた占い城 ド町 らじい街並みを款策 大候

にも恵まれ栞 しい 日であった

〈1月例会〉 1月 15日

上州の古碑と馬庭念流道場開き

1'8'年 「歩 く合」の幕開けは 「信電よに末っ

で根古岸駅 1車 金■沢1中を咆てか:, 高1崎自然

歩道の雑木尾根を歩き 万楽歌碑や郷土ゆかりの

詰人 切:人の碑がlFぶ 怖

"(い

に3iみ)の 1壼J

をイ|て |ノ 「flから 名, 幡ヽ官へ

`テ

き初:".そ

して 名駅の二つ尤のヽ庭ワtまでまた 1信電a

ここは布名な 「馬底念品 の道場のあろ■F 十

式旭 りの珍
'′

しい道場闘きを兄十でき まことに

盛 リツヽ山のコースであった.

〈2月 例会〉

春を呼ぶ花、マンサクを訪ねて

マンサタは 「iす 哄くJイLの,む味力|う こう呼

け′tるようになったと言われる迪り ■ 番に咲

〈,口t リヽボン状の責色いJの イヒ. 2月は二のマン

サクを訪ねて菱の仙人ヶ■べ登った.

〈3月 例会〉
福寿草の四阿屋山と

独特の防具をつけての稽古

帰路の朝日沢林道には雪か残っていた。

馬庭念流道場

秩父観音本じ所詣

四阿屋山頂にて
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桐 生 倶 楽 部 句 会
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6月 ll口|口,

みやまつツンのイし盛 り榛名掃部 ヶ岳か ら ・tの

神峠へ花をたすねるツアー.

7月 30日(H'

高山植物花盛 りの安達大良山と 「智恵子抄Jの

i本松散策.

8月    ltN会

9月 10口(日

' ,楽

部月次会を兼ねる.

F,rの歴え探訪 と黒羽グルメ旅行.

10月8口 (ロ

紅葉の戻■

]1月12,1日,

□川
村
名
誉
社
員
追
悼
句
□

1989年 度 「歩く会」行事予定表

桐|・川の源流 沢今,の ll本|ヽ (桐■川源流

林は日本の

'ホ

浴の森百選の―つです♪

12月10 nlH, 懇話会 美術.・l会と共同企Ⅲi

美術鑑賞のバスツアー 笠間日動画廊美術針

益子参孝館 (浜Π庄司の住E)

※以 Lの子t表 のように 歩く会は毎月イテ

“

を

実施しておりますが ネ[員全部にその都●通知は

しておりません. もし いままで適力が来ないが

参力1したいという方は その旨事務Flべお申し込

みいただけれぼ 今後毎月のご

“

内をさし Jデる

ようにいたします。

新年句会 (お日熙)
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― 新入社員紹介 ― ― 倶楽部だよリ ー

◎12月

1里事会 (8日 )

クリスマス祭 (10日)

歩 く会01口 )歩 く会 懇話会 美術■企同
「遺1記 念館 と蔵の町

"越

」

徘句会 (28口)

V成 元午

◎ l月

新午互礼会 (4日 )

理事会 (9口 ,

監●会 (12日)

歩 〈会05口 )「上tの 古苺 域址 と嶋庭金流J

II句会 (26曰 )

歩 く会 Ⅲ話人会 (27口)

臨叶理事会 (30日)

t時 社員総会 (30H)

02月

理■会 (8日 )

歩 く会 い2口)「マンサクの咲 く仙人ヶ岳べ」

歩 く会世証人会 (27日)

″|・J会 (28日)

◎ 3月

会報委員会 (3日 )

111恰   (7 日)

歩 く会(12月,「福井卓の四阿屋山と秩父祝壽 tllJ

詢生倶楽部全針―階ロビーから廊 ド,た いに奥
へ人った所に 新しぃ立派な部烏が出来■りまし

た.と ,あ えすはローターリークラブ●使用じま

すが ス秋には桐■倶来日,ォt員が白‖に■えるよ

うになります.

社団法人 桐生倶楽部会報  第 56■
]989年 ( 1`成元年)4月 発行

発 行 人    平  野  ′t 古
編集責任若    小  池  久  雄
「1    届J       ノ,トノFI扇」株大会村:



平成元年 8月 1日

〒376桐 生市イ中町 2-9-36 社団法人 桐生倶楽部 TEL 45-2755

1989 第 5ア号 (1)

桐 生 の あ ゆ み

御吉例御旗絹の由来
(ごきちれいみはたぎぬ)

11■期 桐生li物業が発tし た 因に 桐■領

54ヶ,が  仙旗絹 L納の土tLであ ,たことがあ |

られる.掏 吉ltl御雄れの由来は一.

11)桶狭間合戦

永林 3年 5月 22日 三
'可

lII桶■間の企戦liおいで

今J義 元の旗 ドであった徳
"=康

が敗戦の中 二

川大樹寺で土常に及ばんとした嗜 人久保彦た衛

円が生常するよりは敵中:tて討夕じをとすすめ 具

足箱にあったイ月に厳繭歳十 欣求浄土 (おんりえ

ど ごんぐじ■うど)と いう八字を書き これを

m旗 としで再び単ヽ場に出たが命[拾 った.こ のl‐

が L川桐生絹であ ,たという.

12)関ケ原合戦

礎長5年 7月24日、徳川=康 は奥川会津に在日す

る上杉景勝を計つべく ド野IЧIに着陣した.そ

の峙 「方から石日二成■兵の報をうけた.家 康

|ま■成討伐のため引き返 すことになるが 戦場に

必要な掏旗絹の陶用を 桶■間の青何があるので

桐生領54ヶllに注文 l・■では■″粒立 1機 =

つきl正 宛、 2410疋 を繊HIし (ということは当

I寺1司J:領に ま2410合 の縦機が・l ,た二とになるk

ド久方1∫大満■拝殿 に一同持今 り 糀勝 を7r甑し

旗■ た添 えて献 Lした.天 下分け日と言われた関

ヶ原の合戦に LtⅢ家康が大‖券利 をおさめたのはい

うまでもない.

ll Lのように|●l■精を御鷹イ月 (軍IL)に

“

うこ

とが な康にとっ て古を

`,た

ら|こ とであった.

そのたら 以後 て,桐生領54ヶ村 まr■年 2410疋

の推● を租税の―部 として幕府 にI・さめることと

をった.二 れは領民にと ,て負IIでもあったが

Ill郷(労●)そ のイじの課税に特権 が与えられ 1可

生織物業7`屁に伐

"っ

た.

それ ギかりで

`く

 l・l生預51ヶ村がlll古lF嘲旗

絹 L納の地であることr +府 「・・Fし特

"1の

酉じ慮

をさせるようになる.`「戸期 桐上からの各種の

嘆願き (■

`i所

宛)に .‐必 ■ 桐生預54ヶ利は御

吉171嘲旗絹上llの地 という文言が入 り l・l■冷|か

らの嗅願はtr"」[取 り扱わねたようでl・る.

御放絹は徳,の ためだけでなく II・生の縦物業

にも古 をもたらしたわけである.

家 康関 ヶ 原 合 戦 図
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第15回 桐生倶楽部文化祭

本年の桐生倶楽部文化祭は 4月 27口の徘旬会

にはじまり、 5月 14日のガーデンパーティまで、

18日F.lにわたって各種行事力猥 開された。

特に 12日 から14日までの3日 間は、全館を使

って 絵画 陶器 ″|●色紙 華道 与真 歩く

会.馘 等 会員の作出の展示があり、最終Hは ビ

デオ観賞会 お茶席 ガーデンパーティが開催き

れた。

ガーデンパーティには約80名の参力1者があり、

席 L社員の中で 昨年中に叙勲 回家褒贅を受章

をされた方、勲二等旭日中緩章のJЧI利雄社員、

藍績査章の金子匡男社員のお2人 に平野理事長か

ら銀盃力贈 られた。

また、各競技会の人賞者の成績発表と賞品授与

が行われた.

社員の作品が並ぶ

文化祭協賛各部大会入賞者

囲 著 部 (4/29)  10 , 八木橋祥介

優 1券 菫招 源―  B B 丹羽興四郎

準優勝 広瀬  進  B M 金谷 善介
1 位 吉成 敏郎  麻 雀 部 (5/]2)

2 位 倉林 俊雄  優 勝 金子  宏
8 位 福永 儀―  準優勝 蓮沼 源―

ゴルフ部 (5/11)  1 位 笹川 勝正

優 勝 養田  隆  2 位 白石大市郎

準優勝 五 「嵐健雄  3 ' :L口  幸夫
3 ' 野口 員光  将 棋 部 (5/13)

4 位 清水 邦彦  優 勝 (蓮沼 源―

5 位 片柳 康宏  準優勝 小山 利雄
6 位 岸   稔  3 位 出口孝二||
7 位 川島 康雄  4 位 三口  章
8 位 倉沐 ′雄  5 位 平野 元吉
9 位 米田 壽穂

ガーデンパーティの乾盃

燎盃を贈られたお2人

賞 品 授 与

文化祭協賛行事及催物―覧

,1  句   会
4H2'1
餞 6:00- 於 芭  4

日 碁 大 会
口
∞

沖月
Ю

４

ｕ 於  6号 雪

油 7:30-
於旅 ‖
カ ン ト

'―

“

雀 大 会
5月 12B
円 6:∞ ― ll 朋 友

1]llt人 会 釉5:∞ 於  6号 室

歩   く  会 絣9:∞ ―
11生

電摯
桐生|ネ捜豪●森,,

`幸

山 イ|,′

絵   画   展
b月1′u ぅ月14日
Ш1000四 5:∞

^ 

広 間

陶   番   展
b H12 -b月 14日
翻11●0-円 5:∞ 於 広 間

■ 句 色 紙 展
＝

∞

菫５

翻
一
ヽ

日

∞

“月

１０

５

珈 於 広  間

華   道   腱 出10:00-漱 5:00 船  広  I.| 出8宗 宦社1協 ll

写   真   反
b月 12‖― b月 ]4日
ul:oo一 H5:oo 於  1号 宝

歩 く 会 記 録 展
5月i2日-5月 14日
崩 ]00隋 5 00 於  1号 室

ビ デ オ 餞 賞 会
０
四 00-H4:00 於  ロビー :‖1‖‖‖‖́

お   茶   鷹 四 ]:∞ ―円4:00 於  6号 室 表千イ飯lJネ 貞協贅

″―デン′
'―

ティ b月 14日
四 4:m― 於 庭  園
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ご自分の作品の前で

パーティの片付けも終ってほっとした行事委員の皆さんガーデンパーティ 11,

パーティのぁとも―局
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十
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酔
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お茉席をもっていただいた飯山宗直―門

ガーデンバーティ 12,
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一 月 次 会 報 告 一

〔4月〕 ネパール、タイ
経済事情について

講師   桐生商工会詢 書年部長

綺オリエンタル代表社員

能沢 孝博氏

4月 の月茨会は 最近 ネパール タイの礼察 を

しできた能沢孝博氏を講師にお願いしました.能

沢氏は lI・l生商工会議所の青年部長であり 今回

の青年部 として第 5回 Hの 海外研修事業 視察日

の団長でもありました。

ネバールは、世丼の屋根 と言われるヒマラヤ登

|の基地 として日本にもなじみの深い■国です.

空から見たヒマラヤの山々 珍 らしいネ′=―ルの

風俗などをビデ十を拝兄 しながら説明していただ

きよした.

また 1木 企業の投資ラッシ,が 続 く アンア

でも最も注目されるタイの経済事情の祝察談 を聞

かせていただきました,

〔6月〕

講師

について

=馬 県立渡良瀬養護学校

校長 半田 延邦

ことばの障害児

半田延邦先生 (校長童にて)

半田延邦え生は県下で1,特殊教●のエキスパー

トとしで知られでいます.特 に二とよの障常児の

治瞭を研究きれ ‖」生市教育委員会の 「ことばの

教室Jの 責任著でありました.

6,lの月次会は 半田先生をお招きして この

岡題についてお話 しをいただきましたが 会員家

族の方々も多数参加 きれました.

0私 たちは 「読む書くJこ とには熱心ですが 「聞

く話すJは 学校入学以itの事のように片イ寸け 聞

き方が悪いと態度にl.l題が、話 しべたですと性格

上の問題だとしてしまうことが多いようです.私

たちは 人の話 しを聞 くことの大事 きを今 度考

えて見てはいかがでしょうか。聞 くために よ注意

の実中と持続が要求されます.聞 き方の手本 ま親

や人人達です.親 が良い岡 き■になる努力が 子

供の話 し言葉 を育てる力となり 聞 き方 話 し方

の上手を子供 ″つ くります。

0人 間が言葉 をしゃべるとき、口の奥を動かし記

号 としで

`内

言)信 号を脳 に記憶 させます。知能

の発達 を促す 「で言葉は大事な働 きをします.

0日 崎や卜 舌、占等は言葉 をしゃべるときの道

具ではな〈 本来|ま呼吸 をしたり食物 た食べると

きの道其です.そ オ■を借 りて言栞 をしゃべっでい

る訳ですから、病気など生命にかかわる状況では

言葉を話す余裕などありません。で十から言業は

一種の レ

'ャ

ー活動のひとつといえます.情 緒の

安定が言業の発達に深 く影響 している訳で→。

0言 業のでる1口庁 を兄ると最初にパ マ行、次に

タ カlT そしてハ サ ラ行が出るのが一般的

です.な ぜなら 「親の子し房 を吸 うことで彗が発

達 しパ行の準備が整い離手L食を飲み込■ことでrl

蓋が発達 し力行がJ`音できるという具合に i'里

1賢 達 と深 くかかわつているのです.言 葉の障害

は 成長発達の過猥で器官発育が不完全であった

リ バーツナリティ 珊 題があるとか病気をして

いたなど悪い条■の場今に障吉が起 こる訳です.

0言 葉の発達達上で話 しの内容でなく しゃべ り

方に注意 を向け 「けちJを つけ過 ぎろと吃.fにな

ることがあります.言 葉の問題についてお話 しし

て来ましたが 子育ての基本|ま 良い言栞を育て

ることたといってもよいと思いま十.そ して■休

的には聴党を充分活用 し 良い言葉を数多くイン

プ ′卜できる環境づ くりが大切だということ [な

りま

'。

言語治療の場合でも聴能訓練が最も重要

な治療技術のひとつなのです.
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社 員 の ペ ー ジ

共に生きる街づくり

桐生市ボランティア協議会

会長 宮地 由高
「共に生 きろ街づ くりJを 合言業に、市内25の

ボランティアグループが中心になり設 tき れたlI・

生市ボランティア171議会は 今年で11年日を迎 え

ました.iな 活動は 身障者と健常者との交流 と

理解を計ることを目的 としたV協 ハイキ ング ボ

ランティア精神の普及 啓蒙 を日的とした福祉映

画会 色々な福祉施設や障富者団休からの要請に

応 えるrラ ンティアlrk遣事業、会の活動資金集め

の為のバザー等々様々を活動を行なっております.

そうした活動を道 して沢山の感動 を得 る機会に恵

まれますが その内の―つをここで披露 させてい

たたきます.

確か 3年 前のことで した.東 村黒坂石キャン

ブ場にて、身障者58名 ボランティア82名総数150

名参加のV協 ハ イキングが開催 され 賑やかにゲ

ームやおしゃべ りを桑 しんだ後 皆んなで昼食の

準備にlrりかかった時のことです。

メニューは、カレーライスとハ ンバーグ。 カレ

ーライスは誰にも夕′まれ ‐‐動食ですのでのどに

突っかからず障言著にt食 べやすい点.ハ ンバー

′は ヒキ肉とパン粉をまぜ合せ 形を整えるの

に手足が不自由でもさわったり こねまわしたり

食事作りに全員が参力!できる点等 毎年恒例にを

っこおります.

身障著にとって食事作り・・機会はそう多くはあ

りませんので、そllはそれは楽しく 身li著もボ

ランティア|,和気詩々の内に食事作りが進められ

ます.

身障苦の 人で、孝子さんという女l■が居りま

す.● 女|よ勁児期、小 F.マヒの為 現在は卓椅子

生活を余儀なくされ 手兄が不自由なたけでなく

口を動かすことさえ大変な少女です.で も電動車

椅子を上手に操って積極的に生きている明るい人

0す.

彼女がボランティアの介助を受けながらハンバ

ー′をこねでいる叶のことでした。 「孝ちゃん

普段ハン′`一′を作ったこと力'ないから薬しt だヽ

ろう」と声を掛けますと、彼女は不白由な子足[

を動かしながら それ二そ今4を ●ってゆっくり

と答えてくれました.「 普段こうしてハン′`一グ

をこluたりする機会がないし 沢11のボランティ

アの人達と一緒になって件るから薬しい.で もそ

れだけでなく 皆んなの為に作れるから|,っと楽

しい。Jこ の言棄を聞いた峙 貴女はなんと広い

心をもった なんと暖かい心をtっ た人なのか、

それに引き誉え、自己中心で、己れの欲望を満た

すことに汲々とした人間のなんと多いことか.

あなたはメガネをかけていませんか (視力「章言

者)腰 や背中や肩が痛くなったことはありません

か (身体障害者)自 分だけがよければ良いと考え

ていませんか げ青神障■者)

l●女はrl達に沢山のことを散えてくれます.

障吉をもっている者ももっていない者●、共に生

き 共に■せにをれる衛これが私建の願いで|.

私 と 桐 生 倶 楽 部

蓮  直孝

桐生青年会議所(JC)ま 毎年血腋の不足しがち

をIキ則である7月 に 桐生■楽‐lをお借りして献

血を実施しでいる.JC関 係を際く一lltの方々に

は例年加～40人くらい参力「して頂いているが ロ

ビーから兄ていると 皆 きんボ ラタタリーの気持

から献血に来たのは勿論ですが、

'せ

て普段出入

できない桐生倶楽部に入鯨できるからという気持

をもった若い人力lrl年いるような気がしてなりま

せん.

flが子供の頃 桐生ロータリークラブの家族会

の折 倶薬部に連れられて来て ・
jか不気味なL

tllきれるような気分の一方で、白分がそこに・|.人

できるということに説明のつかない満足感を党え

た.し かしその後 父の,し|,″,り中に人る機会の

ないまま 中■や高校時代に前を通りかかり、な

んとなく気圧される
'回

気で足早に道り過ぎるの

が常であった.

東=で の大■峙代と人阪での修業1キr のヽ 7年 間

を吉1会で過ごしたrlま ,の 病気t,あり生家の奈

良■を子伝 うべく昭和
`,年

に桐生に戻った.間 :,

なくえの+業 と同時にJCに 入会し 会員として

例会場である桐生倶栞部に入館し得る資格を持っ

たメレバーとして (―番最初はJCア ブア青年の

船来船者としでであ ,たが、)倶 楽部の円をくぐ

るの よ、私の心をブ1常に昴場させた.幼 年期から

少年対|を道じで桐生倶楽部に一IIのシンボリズム

(7貞 につづく,
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く □
バ <5月 例会>

<4月 例会>

大峰沼と吾妻耶山

411"1会は 月夜llと新治境の■妻
'詢

し行.
行18名 釆‖,車4台 に分栞して 円越道の口夜IT
インターから 大峰

"拓
地の南登山日FI車場へ.

|きい杉|ボの進歩道から登 は始まる.問 |,な〈IVI

点のJが ,イ,れ 雑本林に変 ,たそのネ々よ キ
欧く気配きえな〈 冬の眠りのま である.緩 や
かに登る二と約30分 占びたバシ●ローの彙在を
見ると :,う 人ll,召冊半CⅢ る.エ ーつなく茶|||れ
た淳き鳥に続く対岸′)fl面は 面真自な雪である.
我  々 行以外|ま人彰t,なく 鳥′)r‐さえtな い静
哀さ.夏 に|よ賑か

`t・

Dが嘔のようである.■ 々五

l々rl畔のベンチでゆ ,く り休憩.

`妻

耳I山へは L牧 道へ少しr,て  林のT字

路を左へ登る.え rJll Jl山が鬼え出十が  炉近
くま

'い

雲に腋われで 山座 嗣定は出来ない.広
いll道「:ltび出し(′ の,重から問″きれで歩きよ
くなる.雪 の:占えた∫かりJl道端 tlま直のとう力'
顔を出し これがlIF の蓄の,ししであった.足 を
正めながら■だ盃の薪のとう″、それぞれ■々と

して摘II.子には志の需がいつまでも残 ,ている。

i・・lI妻 ¬
`神

社の鳥「を過ぎ 十1.lから上 ,で

来う林道を‖せて問|,●く 切り出された|ォ本が

散乱している伐採地へ.伎 が道を■■登 烙が判

らない.歩 き易い林下1選 んで 漸くイロくな ,た

登山路に出る.雪 が次第に道を埋め、前「踏んだ

足」
"tな

いの● また迷い湾,するが 兄覚えのあ
る本道に, れヽて■,とする.こ  からは一しきり
|)L・l・である.膚 松の疎llから振返ると 浅問、

榛名や西上川|の展望コ用ける.林 に人リブ′■′
の道の―壺りで 言の中に建つ人きな■基の石古
のある=´ 1陶1頂.`沖 lr・はやはり●吉F″■ tl=

しでいた.石 宮の台座に瞑を下ろし早わの旦食.
帰昨 ,:角 ・・峰へ廻る尾lFま雪が深そ,をの

`登って来た道を戻ることと|る .● 路では兄えな
かった 「川1武こや日光山Ilなとの山々が晏を現わ

し  応み

`満
足しで ド山の途に着〈.

(藤,「 記)

川内の里、桐生自然観察
の森から

吾妻山ハイキング

1内 口 2J日 =4月 lロ カら 「‖J′「口然|■宗・l

森J力 'オ
ーブンtた ,二 の森 よ 11■ の=晴 らし

t 白ヽ然との iれ 合いの場

`あ

り きまさまの11物

や生物の生 きていろ環境への理解 と 生命の大切

きを■んで|ら う場でt あ́る.

全国で10,所  環1竜:か ら指定 Irぅ ,た うちの

1`"で  `1■

"か

ら3年 の茂口と4億 の費用●

要 した.而 i点よ 16 24ha FI設 !:してはイイ|十

―tン ター (●ホホーナ■ L夕 ■ キ ル ′ ・

話J― 十―なと■'ある, ■然すi年路 11寮 ↑

“

1家広場tど が■ろ.

総合|,な動植物観容の場所 その地■
`)自

重な

動植物 iイR護十ろ場所とtて ま県下 ●′〃■
`r″

,

ろ. 5月 [=力
'レ

●[の 家族の´  |¬ :=ホ タ

ル 7月 [=オ ´」、ラ十+等 を見る二七|'●きた

5'|の 歩 く会 オ この祝擦′)FI″栞 tん でからI

妥1しi■ り 山● ●中食をとり 「要公同 =ゆ ,

くり下るハイキン′を′テった.

沼峰

｀
自然観察の森、ネイチャーセンターの前で
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「・l■倶楽|`社員3人 が姜の叙勲に極きました.

峯岸康治氏 勲五等双光旭曰章 地方自治功労

1召不|16年から16年間 市議会議員 特に56年か

ら6年 間 ま議長の要職にあり 桐生市のた.Iに多

大の貢献をきれました。

赤石峰―氏 勲五等瑞宝章 発明考案功労

lrは赤石金属工業株式会社会長 昭和54年にシ

ロソJフ ァンで第4 Frl発明‐人贅池|1特号1賞を受け

た他 送風技 fr開発、送風ファンの発明では回内

のみならず世界特.lを数多く持・
,ていま十.

小林茂―氏 勲五等瑞宝章 高齢者叙勲

各丼で役職を長年つとめ、距著な功績のあった

満88歳以上の人をたたえるのが高齢者叙勲 小林

先生は夫正15年に桐生倶栞吉Fの直ぐ近くに占Tl医

を開業 88歳 のいま:,現役で息者の治療にあたら

れる.こ れまで県歯科医師会の副会長や専務理事

ι,つと■られました.

以上の3人 の方には 来年の文イヒ禁ガーデンバ

ーティーの席上、桐生倶楽部より銀盃力鴻 られろ

ことになります.

春 の 叙 勲
(5頁 よりつづく)

を感じてぃたのは間違いない。ただその内容は非

常に漠然としたものであったが.

しかじJC入 会後は、慣れと或る種の仲間意識
で倶楽部は我々の例会場という感党に陥り、今考
えでも気Itずかしいくらい我者顔で使用した.

しかしJCで 初めて理事になった頃より JC
があまりにも格安で倶楽部をお借りしていること

を知つ、をにか 「すまないJと いう気持が強くな
つた.特 にJC例 会時に駐車場の人口まで車で塞

ぎ、倶楽部社員や他の来館者に迷惑をかけること
が多々有り例会や理事会では度々昔言を是したが

今だ改善きれでいません.今 でも大層1さずかしく

思っています.

JC■ 業間際になり、これからは倶楽部に来る
ことも少なくなるなと思っていた矢先 先輩や友

人から社員にならないかとの誘いが有り入会させ

て戴きました.今桐生倶薬部とはrllなのだろうか。
ステータスシンボルなのだろうか、それとも桐生
の残さなければならない先人建の残 じた支化遣産

なのだろうか.ど ちらも合ってぃるようで違って
いるようを気がじます.今 私は漠然としてですが

この建物を基にした人の輪こそ 桐生の文イヒの1手

に中●にならなくてはと思っでいます。
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□ユハ

月
□

県政や地方自治 民生 教育 文イヒ 産業など

の各分tIで 永年にわた ,て地道な活動を続け

社会的に貢献した人々を顧彰すろ 「県総令表彰J

に、本年は7人 :,の‖可生倶楽部社員が対象となり

ました.′心からお祝いを■しLデます。

設楽  実氏 私立学校教育功労

lII生ドレスメーカー専間学樅設置者

久保口彰―氏 税務功労

関信越税理士会県支部副会長

尾澤 弘―氏 消防防災功労

桐生市消F●同百J日長

星野 弥―氏 衛生功労

県浄化槽協会副会長

森 喜美男氏 林業功労

口本椎茸農業協同組合遠合会理事

山根 波次氏 嵩工功労

桐生商工会議所副会頭

福田  章氏 土木功労

県建築士事務所協会副会長

群馬県総合表彰
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責重な文化財
桐生倶楽部会館

2タ ロ まど前の中央紙す ら版「 「夫正・l:|:風

建黎●活 |と いう見出 [で  人‖|の 「日企山図=

航Jの 改修T事 力¬

`rし

 「而玄関it=lrlたに,

ス1丁も設置 さね 人正嗜代の工 しい洋風t築 が |

■力'え ,た とt うヽ言こ十力1出ていた.

太田市本口!にあろ 町日金山図帯

“

JIよ 大lU市

の文イヒ財)1定建辻llにな ,ている|の だが ‖|■

に

`,多

少のi示がある.

二の図書館は IIH治から大 [末期 「か

"て
政治

茫

` 

教育各分野で,舌躍 した葉住利蔵氏 1人 115

年iQ)力 ' ″資をル じて大 「1年 にt設 した.■

卜式挫黎″取 り入オlた,■Ffl建せ物で 明治人 F叶

`ヽ

の建物 として ユ人H lj内 :残る唯―。)|の だと

:  ヽ , .

準住利蔵氏 班 談から後にA議 院議員とな ,た

人で 東武線大回駅 をllったり 利根発■ に関係

し 東京電力の大漱i● (,あ ,た.氏 の二女力輛J

生で薬|.)をHい た‡住よ●さんであり 現在小専

医院の奥 さんナ 子さん ま利歳jrのf‐:あたる.

大H「 では この建物 を昭オ「57年 3月 に文イヒ財

|■旨t[た 力' 口i漏りt,するt Fや 枚張 りa)外

■などの傷みが・Irんだので ul年 Ilから lT万 の

T費 をかけて改修 をしたt,のであう.

l・l生,楽 部の会館は夫正 8年 の定設 社員の背

さんが言今り=る 建遣Ilでよ,り 市の文イ厠 指定 よ

うけてい

`い

が、社員′)みなら●広 くli民が文イヒ

llとして認めていうt,ので″,る.

太田の |口金口J国書航Jの 件を矢|り 1¨ ,楽

|`会館の貴重 さをlj記.・Iされる人が多いたろうと

思 う.圧 代の理 ll長 社員が夫切 [■って来たこ

の会お をこれから

`,一

H大 切 =して行きたい●の

Ⅲ‖新入社員紹介 |‖

である. 小ヽ池)

'重 "ヽ

‖l:倶楽部だより ‖Ⅲ

04月

歩く会 (9日

'「
書

'耶

山と人山

`イ

J

理事会 (10日)

歩〈会 1話人会 (14「I)

月次会 (20 ,「 ネバール タイ経済■けに

ついてJ計
'“

 市ヒ沢 孝拌氏

つ1句会 (27口,於  と蕉

回碁会 (29日)文 イヒ祭協贅鵬碁大会

05月

理事会 (81)

ゴルフ会 (l])文 化祭あ贅ゴルフ大会

於 城 CC

文イヒ祭 (12n 14 )ガ  ブ・ンバーティ(41)

麻■会 (12 ,文 化祭ti・贅ll賛大会 於 朋友

1手lI会 (13日)文 化部 賛l・棋大会

歩く会 (14 ) 11■ 白然観察の森から

吾■山ハイキン′J

俳句会 (26H)

歩く会世話人会 (2つ日)

◎ 6月

理,会 い5曰

'つ1句会 (22 )

月次会 (27 ,「 コトバの

"苫

児についてJ

議師 半H 延邦氏

0フ 月

会報委員会 (7日 )

理事会 l12日)

歩く会世話人会 14曰 )

月次会 (20日,「 祗罰祭と屋合月′亥喝

議師 小ll ―好lr

■3_L委員会 (25日)

つ1句会 (27日

'
社同法人 ‖|■倶楽吉F会報  第 57号

1989■ (平成元年, F FI苺行
7じ 行 人    平  野  元  古
編集責「者    小  池  久 ‖
:1   刷    ッボノ|「昴1状式会社

復元の改修工事が終わった旧全山図書館
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桐 生 の あ ゆ み

絹市(きぬいち)、紗綾市(さやいち)

―織物の商品としての取引―

桐生領が・r■税の―部として御旗絹を上納した経

緯については前号に記したが その旗縞の上納が

網の代金を納めるように変ったのは 正保〈l“4つ

のころらしい.物 納よりも金納力嘔 千1なのは当然

であり また正保の頃となっては徳
"醸

膚もすで

に3～
`0年

余を経過 し 天下は大平となり 貨幣

の使用普及が急速に発違 いわば貨幣経済の時代

に入ったためでもあつた。

市 (いち)は 都市生活に欠かせないものであっ

て 桐生新町成立の当初は天満宮社前に開かれ

雑穀 野来 魚介 雑貨 小間物 衣類などのロ

用品の売り買いが主であった.し かし■L保以後

桐生絹が金納になってからは 商品としての織物

の取引が多くなり 市は絹市 (元文以降は紗綾市

)と 呼ばれるようになり 市日も定まった日に開

かれるようになる.そ れが六斉市 (ろくさいいち

)で ある.

六斉市とはlヶ 月のうち六日開く市で 桐生の

縞市は 天満宮の例察口2月 25日 9月 9日 にち

なみ 毎月5日  9口  15口  19日  25口  29ロ

の6日 と定められた.

当t7」の天満宮社前の縞市は 後に3丁 日,衣 輪

(にろわ)神 社境内に移り ついで l丁 曰から6

丁目までの循環制となった.循 環制とは何口の市

は何丁目というように 市の開かれる場所力緒 環

することである。

嗜代はすっとドるが、天保のころの紗綾市の状

況を書いたもの漱 っている.

「さて次の口は2丁 目市になんありける。先秒

綾市を初めとす.員 人は絹台といえるを大路に置

きて上にのぼり笠をかより立ならべば 売人も又

笠をかより 思ひ思ひにさしあへる.買 人は又取

て兄る。げに員白にぞ見えしは富士の雪かとあや

しまる.程 をく売買すみぬれば消えてゆくが如な

りけり.」

この紗綾市の図を大出東阜 (おおいでとうこう

)が 絵

"に

吉いたもの力沃 満官に残っている.大

変有名なものだが 書かれたのは明治期である。

大出東皐は天保 12年 4月 江戸all

田に生れ 3才 の時父に連れられて桐

生に来た.前 原亙瀬 石日九野にIT事

花枚の術を学んだ。

明治初畔 画勃興期には その際

も受けている.俊 知県瀬戸に流寓し陶

番の下絵を書いた不退の時期もあつた

が 続く口本美術復葉期には 再び世

に江えられ各地の屁覧会に入賛した。

地元に残る作品としては この紗綾

市の図と 森山芳平製織の明治 23年

コロンブス博覧会出品の紋緞子織 (現

在東京国立博物館蔵)の 下絵が有名.

東皐は明治33年  65オ で没。炒綾市の薇層
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〓月
囲

次 会 報 告 =
那須野ヶ原には椰須連山から流れる

浴れるような流れが多くあると土地

の方の話.乃 木神■境内を流れる川

(農業用本)もi商々 たる市流に一行感

嘆の声を上げる.(吾 々の行の流れも

か くありたい)

大 建 寺
カヤ摯き総同

『初秋の風光と味覚を訪ねて

黒羽ヘノヽスハイク』
栃本県lL 那須連口を望み自然の美しさと 清

流那珂
"に

,く まれた鳴 羽」は静かなたたすまい

をみせる行です。

武 1=の居宅と商人llJを川で2つ に分けてllられ

た城下町 古利 句碑 歴実の而影を残す奇造り

の商家  .そ して,F珂川に架る簗での鮎や1理と

盛沢山の企画を織 リムみil秋の 日バス′ヽイクの

例会を行いました.

9月上旬とはいえ強い陽差しの中にも どこと

なく秋の気配の感しられる奸天気に恵まれ 行47

名那須インターを陸り 乃木オⅢ社を最初に参拝 し

]「須神社から黒羽のllJに入りました.

以下写真で楽しかった―日の御報告を致します.

(今い1御 夫■での参加が圧倒的に多かったのも楽

しさを一層盛 ,上 げました。,

′ヾスが票羽の街に入 り
'1珂

川を波 り 先す最llに

訪ねた古≠1 百‖1宗永平寺IjFI大雄寺.

累羽城主大関氏歴代の菩提寺 杉木立の中 石段

を登る.た 右に点Ffする石lA 供養塔も書むし

由緒ある寺のおもむき ひとじを.石 段を登り詰

めた眼前にカヤ●きの総門そじて口廊力蜆 れる.

座秤堂 本生 範楼 庫裡経蔵 幣然と県の重要

えイヒ財に指定された8棟 が格調高く立ぶ.

黒羽城址散策

黒羽珈 [公園は丘陵地にある。天正4年 に大関

高増が築城じた票羽城の面影を残した公園である。

逓かに]F須逮山を望み 眼下に力「珂
"|が

初秋の

陽に柔らかく光り流れる.

降るような蝉の声.吉 むした石Il力

'薔
史の流れを

を今に伝える.

廊

乃木神社
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黒羽の街の散策

曇臓寺
足利燿行黒羽支店

立派な松そして奮道りの螢行。

3須 □遣碑(をすのくにのみやつこのひ〉

口本二古
"の

―つ.参 ■前に約10分

神主より菫義アリ。

門前に紅葉の時にはすばらじいだろうと

思われる楓の人本.

谷
"に

架る橋を渡ると

山腹に弯える山門の篠容。

先程の大雄,そ じてこの雲服寺と

黒羽の名刹に皆感激.

染にて墨奎

刃F珂川の lj原に降 りる.

川Ⅲいっぱいの満流をわたる風 も秋の気配.

染にかかる香魚に涼をもとめて

鮎定食に舌鼓をうつ。

(塩焼二匹にフライ 匹……もう一匹欲しかつた)

椰FII′1の梁でi食 の後

黒羽の街の餃策。令遣り商家のモお街の1'

足オ1●llT黒羽支店前で記金撮影の後

湯津 Lllに向う.

常石神オ:'`須国造薔拝視の後 湯津 け|

件塚占墳 法輸寺を訪ね那須ノヶ原 ロパ

スバイクを無整 る。
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一 月 次 会 報 告 一
(7月 )

祗□祭と屋台彫刻

講師 桐生市文化財調査委員

小 林 一 好 氏

の都市計画について

講師 桐生市都市計口部長

糸 丼 徳 三 郎 氏

7月 例会は 祇園祭 桐生禁が近 くなったので

小林―tl先生を議llに迎え 詢生の祇園祭の歴え

と 本口j通 りの各口T会に残 る屋台の彫女1について

の話をしていた7_いた.

かつて祇園祭が桐生で も華やかであった時代

各口Tの祇回屋台が飾 られ歌丼伎が上演された もの

であった.そ の屋台も今ではしまいこまれたまま

になって しまった.と ころが 本年の天エロTであ

る本「14!日 では 約30年ぶ りにその序台を組立

て 之居までやることになった.ま ことに嬉 しい

ことである。

4丁 日の屋台の豪幸な彫亥1は藪塚本町山のネ申住

の岸亦人の製作.名 人岸亦入の作品で桐生にヨ存

するものは 4丁 日 5丁 目 6「 日の月台 美和

神社 観吉院の彫亥1とのことである。他に恵1ヒ寿

大黒のイヽ出がい くつかあって 個人の所有 とな

っている.

60名をこえる社員が集り 人変な盛会であった.

糸ナ部長から立派な桐生市の都市
‐
t画図が配布さ

れ 以 ドの項目についての説IIがあった.

]桐 生市の現況について

2 都市言1画道路につぃて

3 1し 関東自動車道について

4 都市公園について

5 下水道事業について

6 区画整理事業について

イL関束白動車道についでは つい光口藪然 と大

Πtt Lの 2ヶ 所のインター設置が決定じたこと

広域円でl.l題になっている下水処理の問題等

通り要領よく説明をされたが 内容についてもう

少しくわしくというには時F.3が足らず 参会者か

らもう一度こうした機会をという希望が‖た.

〔歩く会〕
《7月 例会》

干恵子抄で嘔高い安達太郎山
(あ だ ●●ら ゃ ま)
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松 島 巌氏 表彰

社員のベ

明日への想い出

この秋の県功労者表彰を 社員の中か弓松島巌
氏が受けられました.松 島氏は関束信越税理士会

県支部掟仝鶴 1会長を12年もつとめられるなど

説■ L業界で大きなllJ積をあげております.

森 山  言

桐生短期大学

創立二十五周年を迎えて

平成記念館ホール

lI・l丘学図はlH l・34年12月桐生女 子裁縫専門学館

とじて綸1立され 当時地方唯 の私立の■級教育

機関として地方文化振興のために尽 した。

この流れをくむ桐工女子短期大学は1召和38年 4

月に設
‐
rされ当時は被限科 食物科 生活デザイ

ンf斗3学 科で発足 したが 地域社会のニーズに答

えつつ実学実践の建学の精神 を継本 して今 口に至

り 昭和63午には創立25周年をユえることになっ

た.

これを契期 として 3夕 年にわたるiL続事業が計

画 された.ま す名称変更 としては1召和46年 4月 に

はIlに短期大学 と学名を変更 して共学 となったが

さらに平成元年 4月 には桐生短期大学 として核名

を変更 し さらにt員 増を行なった.同 時に桐 丘

高準学枝は桐生オー高等学核 と校名を変更 した.

この間における社会の進展は著 じいものがあり

豊かな人田性の追求 と′ヽイテク時代 という両極に

夕す応せねばならない時代 となった.こ れに対処す

るために学科内容を改変 じ 名f」 専攻を新たに

定めるなど」いtllぅた変草を試みたのである。

建物 も平成記念館を新設すると共に 日館 も内容

を一新 じた.|ぬ 館ホールはコンミュニテイホー

ル として地域社会 と交流を言 る場 とじ新 しい大学

の象徴になることを意図 した ものである.

1召和63午]0月には記念事業の 環 として 中島

源大郎文部人臣をl.いて教育の抱負を間 き 平成

元年ll月には日本久|■i■の元デンマーク大使高桁

展子先生を迎えて国際感党 を養 うなど活発な運4jI

を展開 じている.

者ⅢO 部ヽに事務所を構えて地方を論し まちづく

りを指専している人達と違って 先曰来桐した柳

"の
広松伝氏の証は一言ごとにじヽを打つものがあ

る.氏 とは日知の問柄だが あの″1川の堀を埋立

てから敗った人で ―度お招きじようと思つてい

たことがやっと実嗅できた.

悪臭とへrLの溜り場とイヒした堀の浄イヒ作戦は何

回か試みられたが全て失敗に帰し 終に正式に埋

立てが決定される。今から15年前の話だ.建 設省

の予算も決 ,工事業者の事務所が市役所内に造ら

れた.広 松氏が工事11当者とじて配属されたのは

そんな状況 ドだった。しかし氏は平職員の身であ

りながら市長以下の関係者を説き代せて 埋立計

画を撤回させ 数年後遂にあの美しい水郷を復活

させたのだった.

これだけの■事をやり抜くには想像を絶する■

労があつたことは間違いないのだが 氏は白分の

テ何について多くを語らない.唯 「役所の決定を

くつがえすことは大変ですネJと 答えただけだっ

た.口 の章い人なのだがこんなことも話してくれ

た.「 今まで成功しなかったのは市民の協力が得

られなかったか弓だと思いました.そ こで市民に

普 掘がきれいだった頃の想い出を語つてもらい

ました。幼い頃掘でどんなすばらしい体験をした

かを.実 は私自身の掘へのこだわりもこの原休験

から■れたのです。想い」1を語るうちに 掘を,リ

したのは白分達であり それを普に戻すことが今

の市民の責任だと気づいたのです.成 ■ljの秘密が

あるとすればこれだけです.Jと 。

この話で気rブt たヽことだが今の桐生の人たちは

昔の栄光を語らなすぎるのではなかろうか.あ っ

ても攘古趣味が多いようだ.も つと市民が吉の佳

き時代の想い出を語るべきだと思う.明 日への情

熟を共有するために.
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私立大学は地域の文イヒ 学術の1●じヽとしての役

書1を持つ とともにさらに地域在会の活性化につい

て もその―翼をl・fなうべき峙が来たように5わ れ

党悟 を新たにすろ次第である.

われわれは本学25H年 を迎えるに当りIIに倶楽

部 会員諸氏より公私にわたる御支援をいただき火

じヽより感謝中しLIデる。

桐生短期大学の学科構成 と学生募集定員

生汗デザイン科 (定_「t60名 男 女)

インテリアデザインコース

グラフィ ′クデザインコース

服飾デザインコース

生活科学科 〈定員100名 男 女)

食物榮養コース

生前情報コース

生活経営 コース

私がオ′サ ト トシノブ氏の絵に技したのは

20何牛か前のこと.桐 生青年会議所の10H午 記念

会報の編集委員長をしたll 文イヒの香りを濃く出

じたいと思い その表紙を氏と親しかった保倉君

を通じてお願いし 何回かアトリエを訪れて 心

よく諒解を得た思い出からである.そ の頃のアト

リエには 祐1作途1の 丸と四角の絵力¬可枚もIjlっ

ていた.― 見して織物の

'紙

(意匠紙)を ■わせ

る1嗅 が強かつた.

しかし 今日の回顧展で 初期から晩年までの

絵に接して 自分が知っていたのは 1960年代の

限られた一時代でしかなかったことを つくづく

と感する.初 期の真象から抽象へ変化して行く週

程の 1950年 イヽ後+の 絵にも 織物の組繊 (柄)

の上にi¬を置いた感しの 多くの絵に接 して 桐

生という土撃が そこににしみ出ているとBう .

生れは長野県かも知れないが やはり 'っ た桐

生の誇れる作家であることの印象を深くする.難

しい抽象画の型論は判らないが i」めて見る超大

作の迫力に圧倒され 晩午の調Tllのとれた色彩や

ユニークな形象に明るい楽しさもあるが 仏教の

宇宙観を表わした曼茶羅にも通ずるものがあるの

かも知れない.

遅い昼査を済し  午後は日黒駅から工い進回

美術館へ廻る。アール デコの粋を尽した日朝香

富邸を そのまま美術館 としている.今 FIは 「江

戸美術の祝れ の表題で '1戸 時代の名tが 展示

されていた.確 かに逸品揃いだが 兄終って表題

に疑l・い 残ったばかりでなく 素晴らしい室内装

飾と属示品が合わない印象も残る.広 い庭国でゆ

っくりくつろげることは 都会の真中に居ること

を忘れさせて,れ るJIにオアシスである.さ 窄疲

れもない豊かな一日であった.

桐丘学図理事長 高橋 博

常任理事 平野之古

(桐生倶楽部理 i長)

‖1生短期大学掟 書上誠之助

オノサト・トシノブ展を観て

藤 丼 龍 人
今年度の美術部の行事は 東京都練 嗚区立美術

館で開かれている郷土の画家 オノサ ト トシノ

ブ展の観賞を主ということで参加させて貰う.lo

月 1曰  朝 8時 17分発のロマンスカー.切 符の手

配などすべて 美術都チーフの保倉君にお委せで

気軽な身一つの美術観賞i.美 術館でもなければ

無縁の 七地である西武池袋線の中村橋駅近 く 住

七行に挟 まれて建つ小公園の 角 初めて訪れた

練 鴨区立美術館である.近 代的な建物の 階から

始って 殆んどの展ホ■がォノサ ト トシノブ展

にあてられていた.そ の数133点.
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〔歩く会〕

《10月例会》 足尾庚申山
10月15口歩く会例会は t尾  班の皇海山に決

ぐ第二の高峰 信「,の口L庚 申山 (標高1901米)

であった。鉄梯子や鎖のある■峯なので 参加者

はどのfl集まるか 又 全員が登頂できるかと案

じながら 午前 6時 30分 桐生倶楽部に集合.折

からの好天気に誘われてか 新しい参加者も合め

て16名が●Iま りました.早 速 自家用車4台 に分

乗し渡良瀬深谷を北上し 庚申裟谷に添い 銀山

｀
rを過ぎ 林道の中問点の駐車場迄約 ]時 間。し

かし シーズン中とあつて満草.や むなく2～ 3

分戻って林道の端に駐車する.

8時  身任度を整えて出発 紅葉の始りかけた

庚中深谷をり
`め

ながら 天狗の投石を過ぎると一

のん居に着く.一 休みしてIl道より,か れて 山

道に入るが 本面沢添いの明るい樹林の中を緩や

かに登って行く気持のよいコース.途 中 猿の伝

説のある大きな鏡岩の前にて小休1卜する.こ こか

らやや急な道となるが 蛙石を過ぎて程無く大き

なi銅 の剣のある二の亀居に着く.こ この広場に

は以前立派な猿田彦神社が有ったとの事であるが

,オ は朽ち果てた小さをl・lが有るだけでした。

三年前に新築されたログハウス風の二階建の庚中

口!荘がここから200米先に岩壁を背にしてあ,ます.

設備の整った立派な山″ヽ屋ですが、夏のシーズン

を際き無人になっています. 階の広間の大きな

扉の中に長Π彦神■ガまつられ奥の院となってお

ります.最 初は山荘迄と 頂 L迄登るII■とに分れ

る予定でしたが 相談の結果 全員揃って頂 Lべ

と出発.裏 見の滝辺りから岩驚となり鎖や梯子を

ltっての急な登りとなる.木 の根や鎖につかま,

ながら高度を上げる.岩 場にて一息 頭 Lを見上

げると深紅のもみしを通して澄んだ青4が 鷲いて

いる.今 迄の疲れもそよ風と共に飛んでいってし

まう.御 口巡りのコースと別れると岩場も終リコ

メッ″の樹林帯となってTF Lです.三 角点は樹林

の中で展望が有りませんが ここから2-3分 ■

のり
`め

を楽しめるピークにて昼食にする.

皇海口]の大きな山容が赤黄緑と彩られ 又 鉗

山十 峯を従え 青空の中にそびえ立つ姿に 今迄

の疲れも忘れてしまう様です.全 員が登頂出来た

言びをかみしめながら一歩―歩慎重に往路を下る。

途中 庚申七滝を巡り午後 3嗜 駐車場にチ1着。次

回の歩御 会を楽しみに現地解散.〈森口二郎記)

◎新入社員紹介◇

◎倶楽部だより◇
08月

理事会 (10口)

,1句会 (25日)於  美喜仁鮨

歩 く全世話人会 (31日)

◎ 0月

理事会 (6口 )

月次会 l10日)歩 く全協力 「初秋の具羽 城 ド

ロ,と鮎漁の旅」

歩 く会世話人会 (27日)

||る,`  ヽ(28口)

◎10月

美術鑑賞会 (1日 )「 オノサ ト トシノブ展J

練 馬区立美術館

理事会 (9日 )

歩 く会 l15日)咆 棄の足尾庚中山」

月次会 (24口)「 桐生市都市計画J

議IT 糸丼者『市計画部長

|1句会 (26日)

会報委員会 (27日)

◎11月

理事会 (9口 )

歩 く会 (12口)「 紅葉の根本沢から根本山J

月次会 (15日)鳴 のlrN人J

講ll 橋木工治氏

行事委員会 (20日)

囲碁会 〈20口)秋 季国碁大会

俳句全 (28日)
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桐 生 の あ ゆ み

居着 き者 の文化

― 桐生織物業の発展 ―

III生出身のp_史学者羽仁五郎が 「桐生は居着き

者の文化だねJと 言われたことがある.

居着き者とは他所から当地へ来て住みついた人

である。戦後では坂口安吾 南川l・3の2人 の文学

者力■]列であるが 江戸時イヽからこうした人達が

多かった。

桐生は班下町ではない.天 頷 大名領 旗本領

ではあったが ふだんはほとんど武士の居
`い

町、

町人の町であ
`,た

.そ のため同じ上州|の中にあっ

ても桐生人の気風は一味違うところがある。その

―つは詢llt性のないことである.他 所から桐生ヘ

来た人を 代 桐々生に住んでいる人と差別をしな

い.ま た経済的にも夫変豊かな町であったから他

所から来た人7 tLみやすく 居着き者が多〈なっ

たわけである.

居着き者の貢献は決して文化だけではない.江

戸時代の桐生織物業の発展には実に大きな役割を

果しているのである。

江戸中期までの桐生の織物は西陣と技lTI的に雲

泥の差があった.特 に機織法に大きを違いがある。

桐生では古くからの坐雛  (いぎりばた)で あっ

たのに、西陣では高II■織物を織るに適した高機 (

たかばた)を 使っていた。その高機を教えたのが

西陣の織物師弥兵衛と吉兵衛である.弥 兵衛、吉

兵衛の来桐 (元文4年)以 後数年にして桐生の機

物技rrは急速に進歩を運げ 催か6年後には西陣

力湘 生の進出に抗しかね、幕府に対しh・l生織物が

京都の入る数量の制限を願い出るようにまでなっ

た.

弥兵衛 吉兵衛以外にも 図案紋工の小坂半兵

衛 八丁撚糸器を発明した岩瀬吉ス衛 など、居着

き者でI13生織物業の発展に責献した人は数多い.

姜
町
黒
川
に
残
る
弥
兵
衛
の
生
祠

弥兵衝の生祠

桐生川畔の小FI、 機神社の裏に石祠がある.

石 ・lの礎石には以下の銘がよみとれる.

元文四年未三月京都西陣中村彊兵鴨,両 肇普村

^高

機是桐生中根元也 同年九月機神小1司建丁此

所、ぼ興文化四

'p九

月建焉 普村 ―色村 小友

オ寸

生祠とは生存中に 本人を尊崇敬慕して神とし

て祀るやしろ。

図は織物参考館
｀
紫、の提供
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定時社 員総会
1

2

3

4

日  時 平成2年 1月 29日 午後 6時 25分

場  所 桐生倶楽部 2階 広間

出 席 着 社員総散 328名中 201名

(内委任状によるもの 176名)

総会次第  (司 会者 木島電事)

午後6時 25分 塚竜副理事贅の開会の音葉。

平野理事長挨拶の後、司会者より餞長選任を

語り、満場―致で平野理●長を議長とするこ

とに決定。

〔歩 く 会〕

《1口憫●》

東京谷中七福神めぐり
歩く会の平成 2年慶例会は東す谷中のt福 神め

ぐりとなる。 1月 2111(||)、 鋼伺生発 8時 17分

のロマンスカーに乗車、オヒ千住茉換で地 ド鉄で上

野駅まで行く。このt福 神めぐりだけなら約 3嗜

間で渉けろとのこと。

先すは不忍池の弁天堂で弁財天に参拝、次は上

野公闘を抜けて謹回院大黒天、以 ド長安寺寿老人

天王寺昆沙Fi天、修性院布贅

“

、青_Ft恵 比寿、

東党寺福禄寿と滲拝、途中ll倉彫塑館 大名時計

博嚇 も見学、最後はHj端駅解散は午後 3時。

参力1者42名。大変幸せいっばいのF●l会でした.

先ず 総会の成立を確認、議事録=名 人にを

上誡之助氏、丸山貞夫氏を餞長より指名し、

以下の通り議案の審議に入った。

(餞案第 1号) 平成元年度事業概況報告

綸長は小池副理事長より議案の説明をさせえ。

(譲案第2号) 平成元年度決算報告及会計喘吝

■告

決算諸表は関口会計口当理事より説明。

そのあと胸 ll監事より監童報告ガあった。

餞長
`よ
第 1号第 2号 を一括して餞場に諮り、

全員栞議なく原案通り承認した。

(路案第3号) 平成 2年度事彙計画及収支予算

案

議長はホ年度の事業計画及それに伴う収支予

算について関口理事より説明をきせ譲場に諮

ったところ、全員異嬌なく原案通り承認した。

(議案第4つ  そ の 他

全谷理事より倶楽椰各都会の活発なる運苦及

社員の全員参加を宴請。

0倉 彫a"(台 東Etl

七福神めぐりの途中で谷中の朝合形塑館を見学

した。ここは我国の近代形堕の喜磋を薇立した、

朝倉文夫がアトリエ、住居として自ら設計じたも

の。西洋建築と日本建集の晏素が見事に調和して

おり、館全体/11-つの芸術作品となっている。

● 自 院 大 黒 天

江戸から曖前までは正月に 「大黒天お福の湯」

が有名であった。これはお供えの餅をどろどろに

とかし、大きな茶碗で参詣人に飲ませ それター

年間の無病忠災にごオI益があったという。

初春の山はおねばを飲みに行き

弁天彙の

"で

ホ島椰会長の饉明
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【11

「
旅
は

橋

空の旅力盛 んになるまでは、 ヒツの海の旅は船

であった.

人西洋では五万 トン、六万 トンの豪華客船がブ

ルーリボン賞の獲得をH;旨してスピードを競った。

太平洋と日本、米回の船会社がスピードを競い

優秀な船を就航させた。

欧川1航路も曰本 英国等の欧州各国の船会社が立

派な船で競い合い、旅人はシベリヤ経由でなく、

印度洋、地中海を経由じて欧州に向った人が多か

った。

中国との交通も長崎―上海の定期航路力ゞあり

スピードのある船で旅客を運んだ.九

'11の

学生は

東京の修学旅行より快適で連い上海に出かけた.

当時は客貨船で純客船は数が少かった。

この大交通機関も航空機の異常な発達で―瞬に

して壊減した。しばらく続いた航空機時代も味気

なく空しい旅にウンザリしたのか船旅が見直され

たらしい。

現代の客船が建造されたのも最近のことである。

崚後である.

米回 英国、ソ連、ノルウェー 伊太利―が多く

保有しているが全世界で百数隻しかない。

英国のQ エリザベスⅡ号もかってはせ界―で

あったが今はIFl鋭におきれて曽っての人気はない.

我国の戦後の外航船 (どこの国へも行ける資格を

持った船)は 商船三井客船の見本市船を改造した

新さくら九とブラジルから購入じた船齢二十七歳

のにっぽん九の二隻であった.

昨年五月に商船二カ・が_1万三千 トンのふじ丸、

昭和海運が六千 トンのオセアニッタ、グレイスを

就航きせた。

本年■月人口に商掘ヽニカ.が二万二千 トンの斬

“

:を

進水きせ、日本郵船が四万五千トンの新船を来書

就川1きせる.

H本 も漸 く客船時代を迎えたのである。我国は

吝船ではまだ、後進国なのである。運輪省力控 の

旅客を五ケ年で―千万人|=すると発表したボ気 四

年で本年は 千万人に到達したのである。

船客は全国白治体の主催する青年の船の客 外国

の船の経験著を入れでもやっと二万人である。

船の旅は特に食事力深 しみである。日木の船は

和食、洋食、中辛と種類も多い.■ 度の食事が待

ち遠しい程である.

普の船は4.室の格差が厳じく 一等のデッキに

は二 三等の客は入場が出来なかったが 今は運

賃の差は客室の差でサロン ラウンジ、食堂等―

tJの格オはなく平等である.

船の―日は 朝t時 モーニングコーヒー +二

時昼食 午後三時アフタスーンコーヒー 六時タ

食 十 時″食である.朝 笙の食堂はラフなスタ

イルでよいが夕食はネタタイをつけなければなら

ない.婦 人はカクテルドレス ロングドレス等毎

晩変った姿となって男性を薬しませて呉れろ.

出帆の夜と上陸の前″には 船長主催のバーテ

ィがある.酒 等も船長の贈り物でその夜は一段と

盛り上ろ。その他毎日いろいろを催じ物がある。

ダンスバーティ、グンス教室(昼)エ アロビクス

教室等々、毎日がにじ過ぎるf_である.

船旅は、一度経験すると後を;き 、又乗りたく

なる。

それ故に再会が多くそれが船旅の楽しさを 層

倍増させる。

人+二 歳の喜に参加じて以来四年で十―回も栞

船した。

体を鍛えで九月には新しい鷹わ IIt女航海に栞船

したいと思っている。

月

劇
海
船

会 報 告 =次

の

駒

鰤

人札
椰

コ

氏

「歩 く

06月 10日(日)

07月 29日(日)

08月 18日(土)

沼ハ イク

会」今後の子え
迦葉:|と玉原湿原

尾瀬=仏 山

19日(曰)桧 It岐歌舞伎と尾瀬
(歩く会10周年記念行事)



(4)第 59号 桐 生 倶 楽 部 会 報

歩 く □
〓 十二月納会

(美術部 ・懇話会合同の文化探訪)

陶芸の里 め ぐり、益子 ・笠 間
歩く会世話人代表  木  島 清

「歩く会J十 二月例会は、恒例により懇話会と美術部もお誘いしての合同企画で,.

毎年 師走と云う独特な季節の雰囲気の中での例会.(社 )桐生倶楽部 「歩く会Jの 納会にふさわし

い所を一 … .と 世誌人―同アレコレと知恵をしぼっての企画で,.

今迄にも小雪のちらつく栃木巴波川河畔の散策.(昭 和六十二年 師走例会〉

遠山記念館と川越蔵の町博物館、蔵の街散策と喜多院 (昭和六十三年)

その度に、参加する社員御家族皆様から好評で喜こんで頂けましたが 今年も大好評で大変薔こ

んで頂けました。特に 「歩く会」初参加の塚越副理事長には 得意のカメラで 楽しかった―曰を

随所で撮影して頂き 後曰タイトル 曰時入りの写真を参加した方々にプレゼントして頂きました

楽しかつた旅の写彙に参加者―同感謝して居ります.

紙面を拝僣して参加者―同、厚く御礼申し上げる次第です 有難うございました

コンゴモヨロシク

恒例により、■二月歩く会納会は芸rr、文化探

訪の旅です。

「今年は陶芸のユめぐりJと 云うことで 栃木県

の益子 笠間をバスハイクしました。

十い初冬の空は青く澄み、雑木林の稀は冬の陽

を浴び 静かに立ちのぼる陶窯の煙も 吾 一々行

の旅情をもりLげ るに充分な好日でした。

参加者も歩く会 年々増加しで居りますが 特

に今回12月例会は多数で43名となりました.

塚越副理事長夫妻 星野精助夫妻 ,HI文 男夫妻

佐藤富三夫妻、渡辺輝巳夫妻、山廃英助夫妻、白

石人市郎大妻 丸山正―夫妻 野H友 次|`大妻、

と御夫場での参加 また小林松氏 金谷羊介氏

日中―男氏と、お久しぶりの方々も見えられ、え

に角なごやかな雰□気の中、桐生倶栞部社員の旅

らしい楽しい一口でした。

午肯1六時。一行43名を乗せたバスは定刻に桐生

倶楽部前を発車しました。

50号バイパスを一路南 ド 4■

“

へ向います。

ようやく明けた空は明るく青く澄み、●_野 近く、
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.lの方r・1達か真r]な富士口を遠望する好天に恵ま

れました.途 中紬の■、結|・でバスは小休止.下

姉から真岡を経で 益子に子定より約―叶間早 く

到着しました.

先ず塚本陶口を訪ねます.陶 芸の里益+で  最

大規模の塚本陶園は、その歴史を偲ばせる大きい

煙突 述らなる詢房の棟々が H辺 の森と調和し

て なんとも云えないtい を見せます.案 内板に

従って歩くと粘土作りの工,か ら 輌薇による遣

型 絵イ|け、焼成、と陶器の製作過程が見学出来

ました.

次に釜子参考館にFlいます.

こんもりとした森 低いFr稜を背にしで 南向き

の斜而に、i々 とした白壁の長岸門、その両慎1はき

れいにメ1込まれた生埴に□まれ、芝生、植込みそ

の中の石段を登つま十。

「益子参考姉 の分厚いIFtに墨書ききれた額の架

る門をくぐると 中庭がひら+ 有
"1に

整然と二

棟の大谷石造りの倉風の建|・Jが並びます.

1本民姜運動の創始著 柳宗悦と共に曰本の 「

民芸Jの 確立に尽力きれた浜H庄 司
`|(人

間国T‐)

が生前作ltlに専念した居宅、工房を現在 「益子参

考館Jと して一般に公開して居る所です.

,田 庄司IⅢが、戸匠の眼で (美意識)で 蒐集 し

た II界 の名品力棘 ″」され 参観者力河 度訪ねで

も感銘する美術筵です.

名品の観賞に心酔して外に出る.

木立の中左手の石段を登るとオ葺きの建Ilが兄え

で米る.右 は源田庄司師の陶房、その奥に登り窯

と赤絵窯が,時 を偲ばせます.

左子の建物は浜田庄司師の居宅跡で、栃木の豪農

の館を移築されたもので 栃のEl木を使った木ネ員

みはその造型の美しさと、相いまって感嗅の声を

息わず上げでしまいよす.

陶可 参考館と益子で陶芸の世界を琺能した后

雑木林のF稜 の間 所々に長屋門た構えた農家の

点在する、なんと●のどかな道を笠r・lに向います.

笙間稲荷の円前町 I・みや デ屋 食堂が軒をつ

らねる道をしばらく走り やがて忠臣蔵 ●有名な

,夫野棠が赤穂に移tl前の夫石家の居宅跡と云う石

碑を若に見て 大きい市営肛車場へ.

先ず笠間日動美術館。超近ヽ的二階建の巨大な

差術館が眼前に件える様に建って居ります.

―週間前の12月 3日 (口,ォープンしたばかり.

新館FII館記念の特別企両展 「シャガール展Jと

本貯に1又蔵する有名なパレット松を観贅して 再

び2時 に大々バス駐車場集合を約しで、昼食解散

をしました.量 食
'問

稲荷参詣と自由行動に釜間

の衡を散策しました.

定刻午后 21寺―人の遅′Jもな〈バスは出発。

春風萬里荘に街いました。

柳宗悦の民芸論と真向から芸 Fl論で対峙した、料

理人であり、その科理を盛る器の探究に情熱を傾

けた陶芸家 JL大 路魯山人力灘 倉で生肯1居宅とし

ていた家 (書風萬里荘)を 、ヽ山人没后笠間市芸

rlの村に移築きれたt,ので 江戸時ヽの茅葺き入

母●_遺 りという豪壮なもので、趣き深い付.いを今

に伝えています.建 |・lと嗜園の調fl そして 春

風萬里荘に展示きれているものは 北夫蹄卜 1人

の陶芸件F,をはじめ 酒丼抱― ‖合三堂など日

本画、陶磁器、蒔絵、螺錮を施した漆器と多形で

す.そ の―つ一つを見ている内 時の経つのも忘

れる程でした。

初冬の陽ざしが 長い影を落す頃―行は 存分

に 「姜しいものJを 満喫した旅の帰路につきまし

た.途 中笠間市郊タト 71念 寺に立ち寄りました.

稲田山西念寺 ま浄土宗別格本|の 格式にふさわし

く 国道50号線治い.バ スを降りると杉古木の並

本の参道がしばし続きます.や がて山緒ある I FJ

をく ぐり境内lι人る.

親鷲 L人が越後で流罪を解かれ 京に登る以前

この地に庵を結び 20年 問も布教に務めた所 歴

史を感します.質 素な中に●壮厳な|,のがただよ

う本Jに 参;|しました.

突然の参詣者に、和尚さんが出て来て誓々を歓迎

本I内 に紹じられ それから一同正l・Iし で浄t宗

の有難いお説教を約30分戴〈と云う偶然の■運に

,ヽ恵まれ 薬しく心温る益子 笠問の一日でした.

無事午后 9嘲 1生倶楽部到希して平成元年の 「

歩く会J納 会も無事終了致しました.

平成2年 も素晴しい企画が予定されて居ります。

社El各位そして御家族の皆様の参加をお待ちして

居 ります。 (完,

笠
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牡員 のページ

趣味の囲碁

福永儀 ―

ま ち

夜の桐生に

倶楽部が

浮かんだ″

水越稔 幸

私力劇伺生の土地べまいりまして20年力洛 過し

この地の人生が一番永くなってまいりました.

その間会社の性格上 直接取 り引の為 地区との

横のつながりがあまりなかったのと又社内での同

好者もなく、自分の得意とする囲碁もやる機会も

なく +幾 年●.んど忘れ去って居りました。

それがたしか融物組合の韓回視察旅行の折 その

時の小池理事長と飛行機の中でふと囲棠の話をし

ましたところ桐生倶楽部で毎週土曜日午後やって

いるとの話を開きました.じ かし乍ら倶楽部の会

員でもないので行くわけにもいかず、その後会社

が法人会員として倶楽部に入会したのを機に□碁

クラブに籍をおき 色々な方と碁をやることがで

きました。

若い折 碁を党えたての頃はなかなか党えられ

ず 「こんな自と黒の石を並べて何が面自いのか」

と反間じたことも幾度かありましたが、或る程度

わか
`,て

くると段々面白くなり それこそ夢■に

なった時期もありまじた.私 の場合、どちらかと

いえば懲り性で 或る程度までいかないと止めら

れない性分らしく、又かなり勝負にこだわる方だ

と思います。この先も囲暮とは長いつき合いにな

りそうです.お か|デで今日 桐生倶楽部へも個人

会員として入会させて項き、楽 しく囲碁を続けで

ゆきたいと思っで居ります。

桐生倶楽部の建物は家が近い事もあり、子供の

L●から毎Hの ように顔を合わせています.又  現

在 青年会議所会員として 週に2-3画 は倶楽

部の各.FF■とお付き仝いをきせて頂いています.

そして 各地域のJC例 会場を見ましたが 設備

||,ιはともかく、気分的に素晴らしい歴史に●ま

れた桐生倶楽部に勝る所は無いと白負していま

す.

そんな大好きを建物が H泄 と共に窓の明かり

だけしか見えなくなってしまう事を以前から人変

寂じく又 残念に思っております.

そこで―つの提案ですが 私産市民にとっての

誇りであり このまちの素晴らしい景観であるこ

の建物を、l●、 まのかに浮かび上がるようにライ

トアッブをしでみてはいかがでしょうか.Hを と

じて ドさい.そ してライトアッブされたn・l生イ具薬

部の様子を想い起こして下さい.真 つ疇な中に浮

び上ったそれは 再び桐生の真のシンボルとなり

正に夕の‖」生のランドマークと成っていくのでは

ないでしょうか。規模は違いますが 最近で|ま東

京タワーや東京駅がそれにより海夫なる効果を上

げ 人々の憩いの場に生まれ変ったと間きます.

又 パリでは現在 100ケ 所以上の所を9000台以■

の投光性で主要な建物等をライトア′ブし、市民

や観光客に人■けだそうです。余談ではあります

が 東京駅全体の照明用電気代がl時問600「1程

とのこと。贅用もその● 十分の―ではないでしょ

うか.ぜ ひぜひ実■に向けての御検討をしで頂き

たくお願い申しLげ ます.

社員にきせで頂き1年程ではありますが その

間の様々な素晴らしい方々との出会い、大変有意

義を講演会への参力,、全ての事に心より感謝を申

しLげ ステキな桐生(まち)づ くリヘの そして

大好な桐生倶楽部をより魅力あるt,のとして行く

為の提案とさせて頂きます.
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をけじめとする発起人会で企画 した:,ので、200人

以上の参lJl者があり盛火な会となった.

前原名誉社員のますますのご健勝 を祈 り、ご健

筆 を期■ した|、

をおこれを祝 ,て社員九山員大氏が 下:ビの漢

言可を作 られました.

久
保
Ｈ

小
　
池

**********■ ************************************

前原名誉社員の出版記念会
桐倶名誉社員it原勝樹氏の出版記念会が、 1月

26日″ ヨ際きのこ会館で開かれた.氏 は沢山の

苦書がある力吟 回|よ「人休名rl案内J{束 京はま

の出版)の 出版をFtい 桐倶副理事長塚越平人氏
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◇新入社員紹介◇

=倶 楽部だよリ ー
◎12月

クリスマス祭 (9H)

歩く会 (]o日,「 益子 笠間文化探れ 美術部
懇話会協カ
理事会 l15曰

'|1旬会 (21日)
◎平成 2年 1月

新年互ネL会 (4日 )
理事会 (12日,
騒 会 (16日)
歩く会 (21日)「 東京谷中 七福神めぐりJ
俳句会 (251)

臨時理事会 (201)

定時社員総会 (29日)
◎ 2月

歩く会世話人会 (1日 )

理事会 (8日 )

歩く会 (18日)「 富口大小山と栗団美術館J

会報委員会 (20日)

,的 会 (22日)

歩く会世話人会 (22日)

◎ a月

理事会 (7日)

歩く会 (11日)「 筑波口,と筑波学園都市J

月茨会 122口)

ll旬会 (23口)

口碁会 (25 )春 季囲碁大会

文化活動委員会 (28日)

社団法人 桐生倶薬部会報  第 59号
1990年 (平成 2年)4月 発行

発 行 人    平  野  元  吉
編集責任者    小  池  久  雄
印   刷    ツボノ印刷株式会社

音楽鑑賞部会が誕生
このたび 社員の皆きんのご希望で 文

イヒ活動委員会の中の―つの部会として音楽

鑑賛部会が誕生することとなりました.こ

の部会は 桐生及び近辺の音楽会のオ知ら

せや、 ミニコンサート、 レコードコンサー

トの開催等をやりたいと思っています。世

話人は小堀隆 藤丼龍人 久保回彰― 金

丼利雄 和日幸司の各氏.近 日中に、在復
ハガキで社員全員に入会希望をとります。

同好の皆きまの沢山の入会をお待ちしてお

ります.   (世 話人代表 小堀 隆)
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用水の歴えは忘れたくない ものである.な お 阿

F美 ilも同全川水によって十 られたi召である.

人11々高津戸にある神Ill営の境内にけ 昭和55

年に建設された 「岡登用水■

'興

の碑Jと いうt

派な

"が

ある。

岡登用水について
(代官岡上景能)

1司■欠郎兵衛■能は覚文年間(1661年-1673年 )

渡■瀬川の水を育津戸から,き 入れ 笠懸野の刷

Ⅲを行な ,た江戸幕市の代官である その用水を

口登用水と呼ふのは (同上)が オカ″ミとかオカ

ノウエと読み誤ることが多いので (同 |)を (1司

登)と ■ きかえたのである.

,ttttの支西せした L地は tFl日郡 勢 多1「 H榮

君Fなどにわた つていた.景 |ヒは白分の支配する村

々|■は水がないため荒地のままのilLが 多いこと

を知 り 渡良,口 の流水を大間々前十■か′,引き

人れ 争懸村及び藪=に | るヽ8 7kmの 用水IIを開

く難工 ■を成功させた.

ところが 貞亨 4年 (1687年) 突外 幕

“

か

ら省めを

'け

tll瞑をして果てる.飲 々の手政をし

き名イヽ官 として村民|■巣われた景能の死には疑l・l

が多い.死 複65年のĨ暦 2年 にF懸 人 京に岡上ヤ

社が建て′,れる.キ

“

のT人 である■能 を神に荼

ることができたのは 村民か ら景能が余■尊崇さ

′して。ヽた証で1まなかろうか.

祠●H水 は完成後]]もなく )"良 瀬川下流の村

民の屁対 (白分造の使う水が少な くなるのではな

いか というiビ苺
'に

よって 廃ilされてじまった

しかし 安政 2年 (1855年〉 人工宿  ド新田両

村 (現在のオH+lT)の 惣イヽ今泉|,右衛円 発起人

取ll役今泉定右衛門を1●じヽとする有志により川水

路,興 の願いが出さオt 文久 21i(1862年 ,に

■9kmにおよふ水訃の

'円

通ができ 以後相生村

民は長 くその恩恵をうけることができた.

現在は改修されて1=渠となっていて その L古「

は緑地公園||なものに整備されつつあるが 岡登
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1第16回 桐生倶楽部文化祭 |

風薫る爽やかな 5月 を迎え 桐生F来 日,匝″|の

文イヒ余が 文イじ舌動委員会 行●委員会の格別の

おイ1`'Fりで 賑やかに円催 された.

L墜 麻 雀 大 会

ゴルフでホールインワンの八木橋 さんに
全谷委員長から特男,贅が贈 られた.

聯瀞
慨塚 ,台
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お案席の飯山宗直―門

社員の件品群 大変好評だったコーラス(淑の会)
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[亜藍 藍藍鷲
□ 若い世代の見た

カナダ

国際 D― タリー第504～ 505地 区

ローターアク トクラブからヽヽただヽヽたパーナー

当地区 軒 馬 "i潟 )の ローターアクトクラブ

{ロータ0-ク ラ′が世話をしているi午少年●ロ

体,の れ外

“

11蓼でカナ ′ベイテぅた■い 3人 √)女叶

(広|千1rさ ん  iL美 香さん 蛭川IIIl美さん,

を′ス トにl■え フレ ′シュなさ党でと
',え

た洵

外旅li設をお問きした.

広¬ さんか らはバンクーバーの街の様 了 二渡

さんか
',は

バンクーバー用辺 6つ のローターアク

トクラブとの交

'i会

 蛭| さんか ¨は女 ヤ景 人の

人 し
`=あ

ろシJ′ ピングについて■つて|',う

た.若 い女ltながら

“

切れの kい ■にな語を :人

;lFに間かせて■き ヽまったオt貞か
',ま

叫の■

しさり ‖1倶の例会とじて よまこと■具色の月次

会てあった.

(当千川l■ 仝谷 llk  夕会イ 0`名,

□ 桐生市の福祉行政について
議師/桐 生市福祉部長

星 野 誠 三氏

福7■円垣 ま市民の人さな||し11〔あるが 特 =

慈秋にtむ 虐i企化の中で老人、i祉のあり方かl・|わ

れている.F“「!6も年吃の調●て ま li部 の65k以

1′)人口lι■てll生市は安中 曾同とな′,んて13

%台 と址めて高ヽヽ.そ ′tだけにι人稿|[●政に市

1:をおかなけれ 土ならない.

当liは総合lJな福詢lセンターをlrる rtで ある

が 11行 してボラントビア事 IIも進め 行政と民

l.|が2人 3呻 で、I¬[をrtし たい七のこと.

(当淮■1' :青本 関: 参会者35名)

一
星
野
社
会
福
祉
部
長

J

[]オ リエント急行乗車記
(VSOE)

講師 Jヽ島 弘 一氏

`月
の,]次会は 前Ⅲ 「中近 棠の旅Jで 好評で

あ ,́た小島性―氏に 「オ リエン ト急

`i栞

卓記J

と旭 して 再度珍
',し

い

“`'談

を話 じていただい

た.以 ドま小島弘 氏にお願 して昔いていただい

た原稿てある.

颯かltしユ|すF気 に満ちた. しか し‖然 と

喧厳を 此延ヴ ィクト|ア駅ブラ ′トホー′

では■やかなイし■止 しさに支配さ″ιている|

あ ,た.

た

番

で

し

　

８

　

つ

口時′tヴェニス行ヽS● Eの チエ ′クインち十

'
lRに身を工 したタルーによ ,て F幣 よく完 ア 

“々と詰めかけて来るス客は その1晨よ 動■のき

¨びゃかな , まろ〔映画のシーンのようであ ,

た t夕 13o●前 クリー′、と濃茶のツー トンカラ

ーの●体を●やかせてラ,レマンカーが人燿.型、L

の車Ⅲは IG rミ レシアJ ̃● 輌に]8名七いう

ゆ ,た りとした|せ置のテー
'ル

にはイしが飾 :,れ

ラン
'の

ピンクのンェー ド(■その■を,き に りに

されていた.イ
'1■

よってlJの前Iれ もなくi亥|に

,lt.隣 のテーフルに飛び込んで来た栞イ も 十

マータイ
`、

のlr営者 とt4Ⅲl.欧
'||は

面rい 1「にキ

リス 1業 の『夕響か |'"｀ 「をlLす
'も

宗夕||な¬

叶を■HIる とみえて 'ヽ々H本 人 ■は

`え
',れ

なt  ヽ ち生●!|て|1夜とtヽ

'よ

り よ今コ|='12511.

li l峙をも ,て1前 2時 とするサマークイムがIi

‖1されたのて そのTを 知らない人は,キとじてl‐

刻 してしまうのてす.

'」
中はマ グ/リ アのイし滸 りのインクランドのH

日を′Lる1'に お荼が延 ∫れた.連 れて*た 夫 ■

は米TJルイン丁十の弁護十人,.● 内でり貫をと

り合 ,たの まロンドレの人七 息 ′夫t・■六 |―
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セの旅を措¨ 5周■にlllら′tたとのJI..T力
"ま

す

む内に■窓に白い 「が1火りは しめ シ十ンパンか

サ ビスされ スコ ′トラン ドの

“

にキャビアを

■心 とじた■食となぅた.メ ニューは毎食事の折

F「

“

1された ものがテー′ルに柔 っている.

tほ どよりの白い 「がますます多く兒,′れ  ド

ーバーが近 〈/.った事を知
',せ

てくれた.バ イロ

ンの叙事詩 「チャイル ドハロル ドの巡ネしJに もあ

る

“

くアルビオニのLT =「ちLlい大地の Jで ある.

● 2峙 間十の旅 もフォークス トンて終T.フ ェ

リーに乗りかえて ドーヴァを渡る■となり ,ル

マ ンカーとは此処でお

"|れ

〔ある.

述間テ札きは全てVSOI]|■ まかせ 「l.ll―つ

でス船 した.凰 もな 〈波 も立たす海は 兒穏やか

であったか /キ ンコ湾流 と北浙流の合流点でも

あ り 栞イの大十は莉合酔い や ,との巴いでフロ

ー=ュ にFl青.ワ tにはすでに濃‖に貰今のエンブ

レームをrや かしたヮゴン

'―

力■ヽ 々をi+っていた.

マホ″=― に貝象■ を よどこした●内はまるで

美術品のようである コン′ヾ クトにまとめられて

いろiん面所にもV‖やかな配慮力'感しられる  トィ

レは ●●lに―ヶコt 床か 人̈,「までltl■かこらさ

れて用をtす の力 J体ないようでおちつかなか ,た.

夜 8■ パ リー青. lt処でデイッアーの客が昨
'新たな栞客とりtにコ ′クが来 り込んで来た.夕 食

は 2Π に

'」

かれている.我 々 ま核の方に中し込んだ

所 ア/リ カの口′`一 卜大要が一締に食十をじた

いと■し入ォtがあったので=ん で r水  夕食の為

首替えをすませて長い通路を[て 食堂●にFlった

十ロンカーではもう食事をすませた人や こ,tか

らの人が食前酒を楽 じん=い た.

OEの ′`ンフレ ′卜にはサロンカー及び食■車

では着飾っても節 りす ぎる事はないとあるlyEく.

Lア ノを聴 き 盗 をあげて.r笑 してぃる人達 よ皆

きらびやかなi石 をⅢやかせ 男昨は中し合わせた

ようにタキシー ト奎で ■間のス′イルを想

“

‖|

米ないFiの変わ りようである それにしても何処

にあれだけの衣賞やアクセサ リーを■ち込んだの

か判断に古 しむ●Tで ある

私は某原氏の忠しにrtって和装を用意 したので

それに帯昔えたわけである.た 行する■内でゆ
',

う 〈キャンドルの突の中で シャン′`ンを楽 しみ

ワインを選び 食事を存分に楽 しみ デザー トの

シャーベ ソトにコニャ ′クを味わう頃には31キ間

を過 ぎていた.と りゎけ娘のサウザンアクtン ト

を怯か しんて会|`がはすんだの も

"mを

忘れさせ

た要国であ ,た.誘 わイtるままサロンカーで飲ん

だ.人 々の夫望の眼は■の′ヽヵマ′に集 リ ゲ貨

を 1`に 七りたい  イに飲 もうと人勢から誘わ

イtた  本の●装 も良いもの と認識を

“

め 大変

Ilい気分で した.

ビアノカ吉が幾卸 さヽくなったのに気●いた頃

には  の出の遅ぃ|,'1であ ,て きえ かすかに

窓の外か|み ましめていました.未 客が 人で う

| るヽかぎ,し ア/バ ーは閉らめとt うヽmく  開い

ていまじた ■にllって部屋に仄 り ,,す かなl■

,に ついた.II食 まルームサーピス 1叶 31分に

ドアがノ ′クさllて ・T荼  コーヒー シェース

にltさ立ての′
'夕

と云ったコンチネンタルスタイ

ルのコl食か理|まれて米た.

'1■
はスイスからオース トリーヘ入って末た.

」ι延は吹雪のlt中で 四回―而の銀|■早とな ,て

いた.午 前]1叶卜境のザンタトアントンにil青.

旦食は ]1キ ロバー トた■と々人のシ ,― シァ川

知■大妻 との 6人 .lllが体調か悪 〈最初の Шlの

十
`,を

ヽ した■i ウェィターかヽんて水て イ可|

か不部合かあ ,たのか とたすi■ら,t 二‖|||を●

1「残 じたところ コ ′夕とッム リニ 七ウェ ′ター

の 1人 か来た.次 の皿 を,し たらII円テまで来る

のてはないか と■=冗 : をヽスっ〔人笑t,したが

フランス′)十1■人の職 k意 識と それを支えてい

ろ欧11の人々の し意気 更にOEの ●I● ,に あ

らためて故意を表した.

この
'■

は不定IHの上 各回を通過する ‖際Ⅲ

●な′)でi曇1停 ■を余嵌なくさ=|,れ る力' その

つiも

`●

,"の来昨口にアテン′ン トが=り 上 ら,

い|'ちi輌 の栞客の安全にしヽをA」, 不■な人lll

の,,二を帆 |しでぃる.面 白い●には使 け|二貨は

共 コ領内は失i下ンドのみ lLほ ■企 ま7ラ ンスフ

ランで カー ドの使刷は欧州内のみでアメックと

ダイナースだけである.■ 輛の片隕の売店では中

輌の復′こにJ`って作 ■れた..々か■ られ わま,

買物をしない欧川1人もあ
',そ

っで晰入 売tlれか

続出 した ここでもoFの 人気の程力'.t',れます.

夕1車はすルツブルグから市 ト ロンバルデ ィア

1'原に l̈う.ア ールベル′ トンネルを技けろとIIH

市iはチロルのH●しlLインス′ル ′クです.ロ メオ

とジュリエ ′卜のlk地ベローナを過ぎ列車はラ′

―を横切る鉄橋を渡って ベニスの十ンタルチア

駅に駆けこんだ.午 後 61キ45分 Jヽ々は天ポント
X
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II=夏亜KI芝爵 下山観三郎さんのこと

世界の植物文様展
について

書 上 誠 之 助 氏

!1今 「エコロシー,と いう言業が よく使わオて

ぃる 環境■態 ′ということでフ,ソ ションのI:

界で もテーマ としてとり|:Iられている.

ファッシ ●ンカラーとしては ■成 りや茶 縁

つェコロジーカラーが■流である.

t夏 の′ヽ一ブ グ|― ンにぬ くもりや質感 を加え

た 黎〈崚かい

'で

ある.

地場■業振興センターで よ笹
"コ

レタシ,ン を

初め 峙蔵の夫繊F,をス枷

'に

分類 し 級灸mす

るために作■を進めて来たが 今|口その第1口の訳

みとして十十の●物文様展を間催|る ことに

`
た.計

',す
もエコロジーとしてil界の民族衣宴の

虐吹に オヽtること よ米会者にll"な よ動をりえる

=違い●い 今 ・lは選ば″ιた 1001:以■の世昇の

l‐貫衣褒などか曖示される.

この企l"は カラー日]昴|としてまLめ さ
',に

"2を

“

物 えlT 。ヽ12 第 3巻 人 ll lJttlt 第 1を

鳥II 虫文様 第 5`● ∫rえ靡と し ンリーズと

して続 く予定である

■業資十1として資■なもので人手希ツ 者はセン

ター事務局まで中しJlられたい.

今L■lの民71N会は以 ドの要領で実施される.

期間/r代 20、 月1口¨～
'月

30日|‖

|■前10嗜―午後 5眸 まて

“

乳し tン ター休針 ‖を除 く)

場所/1司tlL域地場
"業

IF興センター

1階 「資,展 示ホールJ

入場料/ 杓ヽ 2。。「l(イ旦じ 高i交■以卜は無‖)

主催/(1オ)桐生地域地場tttllt興センター

後援/桐 生市 協力/1・■産業デザイン振興会

X前 頁に
'つ

く

をアテン′ントにチ ′プ とじて渡 じて駅に降 りt

,た.ロ バー トk妻 はチブ リアンホテルの不イー

トをテllしてあるのて 我々にも今流 し2-3

-話 に過ごさないかと盛んに

'す

めるが 今後の

口程 もあり χ フェニーチニ劇場で予約 してあ

る今夜のオペラもあろので 残念なが′,日本での
プ

小 池 久 雄 氏

ド山観:1郎さんというと どなたで もltすあの

優 しい温かなお人柄 匈何にも民国li士らしい風

況を[い うかべるに達いない しかもご白分のl.

念をしっか り■ってお
',れ

て いざとなると 歩

を議
',な

いl■いところもお

"ち

の方〔あった.

私は20台でたまたま桐4:倶楽¬
'の

理事にな ,た.

そのl● t輩 の●■事|■下口さんか「られ ・l■と

=指 導II●■たものである.

倶米|「というと直ぐ建物を云々する人■が多い

が 下 さんは‖Jt凛 楽=Fの木質論 ‖に倶楽古|

を作 ,た t党 者辻グ)ネ本コ念(■ついてよく話をし

て下さ ,́た.そ の精||よ人円受から出ていると■

われた.そ んな詰をされる ド さんは〒年のよう

な純I.さを■ ,た人七感 しさせる ものがあった.

私の倶来吉「に夕1する′え方に ま ドロさんにll分

|夕響 されたことが 多く いまでも人変●虹いと■

っている.

,,年 人日の業イヽ松I翁

"I想'1を

「 夕

`し

た そ

のJで 山ヽさんが20■の1呼 lF「 太 1の為に|'∫か

役に立ちたいと 大ll I年●,よ会 という口体を詰

成 その尖兵としてi占露 したことが載 つていた.

こうじたお十いころの純l・さをいつよで も持ち札

けた方〔あった.

それが ]召和291つ 「ひ(より・LI■会Jの tli

いまの 「‖J■外語十陥 のメ1普に もあ
',わ

れてい

るように.う .

|1観 ■J「さんの 同=力'間もなくや■てくる

「桐生儡栞ヨ
`は

じ ,と■会的 文化lJ活Ⅲにウェ

イトをかけなければ  Jと の下  さん●言栞を

忘′tすに理

'と

してつとめたいと[っ ている.

(+成 2年 7月 20曰

'

■ ド 祝 榔 氏の綱生倶来吉「L

I′イ和211:6月 人■

″ 23年9月 斉藤長1`理Ji長の叶 il山 賢■

(“ス 南l il・)と ともに理事 tl「

″ 25年]|'J 境野式夫I事 長の時 理 1'として

再任。以″2,年0}1まで理+と し

てi舌雌
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八木橋 祥介君

ホールインワン記念コンベと祝賀会― 坂□安吾の思い出を聴<―

しばらく桐生l「楽部懇語会か開悩されていなか

ったが 4月 と7月 の 2回  .板 口安吾を計る会J

とりt催で音題の会が開かオιた。

イ月14日ω 71キ於 1,イ  ′ストはIl島貫―氏

(金木岸主人)と秋山ツネ氏(イ「家市川瀾夫人).

7月 9日(昴7時 於 1=■  ゲストは小島市遣lt

(画家).

今後もこの会を続ける子定なので |1員 のご参

加をお輌いします.

坂口安薔について

坂口安Jは 昭和27年 2月 29口 H′ |:市在「の

友人南
"I潤

を燎って 本口∫2丁 uを 「文左衛rl

銅 生倶楽詢
`2代

日理

"長

)邸 べ移11し 昭和30

,12月 17日同邸で急逝した。行午48崚.戦 後のu

本文学史 11で件異な地位を占める作家.太 ,治

織田lF之助 イ″1淳 らとともに無|1派と呼ばれた,

社員丸山貞夫氏から漢詞2首 を
寄せて下さいました。

(新島秦没後百14(1月21ロリ
韻麻

ll治開蔵宗量家 町治lll戊の宗教家

熱′じ撃●■生泄 ″青に心を4tじて|:性を林げ

イヽ11志社図育1立 「lよ社のa,を 図 ,イトる

国殷人え毛t誇  日際人の先駆 としで誇るにたる

去者口以疎 去ろ者は日に以て疎し

会

′ヽ本情祥介■は去る5Π 10い 橋
′Llt楽部え化

祭協贅ゴルフコンペに参力1.成 山カント
'―

クラ

ブアウ ト8番 で兒卜なホールインワンをされた.

′ヽ木橋君は 胡
'会

員として相生倶来出
`ゴ

ルフ部

の世.rをされているが 口有がlH栞詢サコルフ部01

設以米初のホール インワンをIこ鉢 したことは人変

崎 じい次●である

7月 1?Hに は 文化活Jll委晨長の企谷ご介氏が

円話人代表となリ ホールインワン記念ゴル7コ

ンペ とll賀会が盛 人に円lllされた.

+<e <rnn*>
早春の筑波山と筑波学園都市
+霞 たなびく関束平

“

。大 ドの眺望ヒ 秘めら

れたL史 とロマン 信Inの山■ル に今り 帰途

筑減・′旧tl・●をi力ねました.楽 しい′ヾスハイクで

した.

両親逝去■年余

不′傷じ爆事疎

木不
"生

安知死

駆赳lt llttrl居

根魚

両規逝去して廿午余

不孝の傷●展菫疎 し

未だ生をヽ らすいずくんぞ死を菊らんや

枚[に 思いを駆せ閑居に渾る

(中央)松 島貪―氏、(右喘)秋 山ツネ氏
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国□□□□回□

会 く5月 例会〉く4月 例会〉

改 修 な つ た 妙 義 神 社 参 詣
と 石 門 め ぐ り

山格ある々
'義

神オ1カ̀7 Frの歳
'|七

1:費を|れ て

■Eに 改修されました.こ こを参イ|の後 ″
'ヽ

力石rH"く ,を しました.桜 の,の しだれ桜も丁

tえ頃でじた.

Шつつ じ咲<鳴 神Ш

5月 例/・t:詢lB火

`ヒ

察 あ贅例会 ヒしました lk

Fllの名口鳴|||●   T日 にIltって汗を流 してか

らⅢlt倶 来H`力″―デン′ヾ―テ ィに1前って参

“

し

,した、

"●

山の石門 つつ じの花を■ながら中奮
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〈新入7・l員紹介〉
― 」ヽ林松氏 に黄綬褒賞 ―
Ⅲl牛倶楽部社員小lF松氏は 平成 2年キの■授

褒賞

'章

者 となられました.1ヽは55年問.tl物業

筋に誠実に歩み続けた人でぁる.■

`は

 |、林当

織物採式会|[■長 1可生紙物協

"r■

令型事長 桐

生市 [会議輔 」会頭等のz暇 についてお■れま■

一 春の県総合表彰 ―

I・生倶楽部関係者で |」ビの表彰を受けられたの

は "工 儀二郎氏 Fll「1光弘氏 (カナイTi油株代

表,の 2氏で した.ぉ 掟ぃを中し |げます

倶楽部だより

●4月

歩 く会い  ,Ц l.■,た1犠神■参詣と石Fい |,J

l電事会(9日 )

懇語会い4口)「坂Π安吾の[ぃ ‖|を■ (」

'I委
員会

`]61,月ツt会
`19日

,「桐1市■枷 1破に,・てり講‖世野敲:福■11

歩 く会Jt話人会(2o日)

'1句

会 06日

'文
イ酔 協賛

麻雀会(26Л)文ィヒ祭協贅林 省人●

"ヽ

lll々

05月

‖幕会(3口 )文化祭 れ贅四ネ人会

理ヨ
'会

(F口 ,

コルフ会(11口)文化栞協賛ゴル7人会 1/拉ICC

将lII合(]li,文 イヒ祭lI腋将lI人姿

文Fヒ祭(11ロー13日)]3日Ⅲl oo′―テン'(一ティ

ル く会(13日,Ⅲ つづ しの1贅〈鳴1l J

伸1句会(24日)

歩 く会 t語 人会(21日)

`'6月
理事会(12日)

月次会10日 )「中近ル )Il」講師 小島弘 ■

'|う

]会(22日,

●7月

サ く会世話人会(2日 )

懇話会(9日 )「安吾を語る夕べJ

会報委員会 (lo曰)

理 ●会(]1口)

月次会(17日)「人,美 術館開針  1午 をギてJ

講師 大川栄二氏

,1句会 (23日)

歩 く会(29口)「百イヒ燎fしのに加■仏||■




